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1

序

　

ゲ

エ
テ

と

シ

ル

レ

ル
と

、

か

う

一
口

に

二
人

の
獨

逸
丈

豪

は

並

び

稱

せ
ら

れ

る

が
、

人

問

と
し

て
毛

、
藝

術

家

と

し

て

も
、
二
人

は

大

い

に
違

ふ
。

同

じ

十

八
世

紀

か
ち

十

九
世

紀

へ
か
け

て

生

活

し
、

同

じ

獨

逸

の

ワ
イ

マ
ァ

ル

に
佳

み
、

今

は
同

じ
墓

穴

に

ご
人

の
寢

棺

は
並

べ

て
あ

る

け

れ

ど

電

、

こ

れ
を

比

較

し

て

ゲ

エ
テ
を

天

オ

の
宰

相

、

ブ

ル
ジ

ヨ
ア

り
藝

術

家

と
見

れ

ば

、

シ

ル

レ

ル
は
貧

窮

の
詩

人

、

プ

ロ

レ
タ

リ

ア

の
劇

作

家

と
亀
考

へ
ら

れ

よ

う
。

　

ヨ

ハ
ン
・
ク

リ

ス
ト

フ
・
ブ
リ

イ

ド

リ

ヒ
・
シ

ル

レ
ル
は

千

七

百

五

十

年

十

輔
月

十
日

に
、
獨

逸

ウ

ユ
ル
テ

ン
ベ

ル

と

の

小

市

マ
ア

ル
バ

ッ

ハ
で
生

れ

て
ゐ

る
。

父

親

は
外

科
醫

、

穆
親

は

同

じ

町

の

「
金

獅

子

ホ

テ

ル
」

と

い
ふ
宿

屋

の
螟

で

あ

る
。

母
親

は

敬

虔

な
感

じ
易

い
女

で
、

シ

ル

レ

ル
は

こ

り
女

親

の
牲

質

を
多

分

に
受

け

て
ゐ

る

と
言

は

れ

て

ゐ

る
。

、紳

學

か
ら

陸

軍

幼

年

學
校

へ
、

後

に
醫

學

を

勉

張

し

、
千

七
百

八

十

八
年

に

は

、

ゲ

ェ
テ

の
世

話

で

エ
ナ

大
學

の
歴

史

講

師

に
な

つ
た
。

千

七

百

九

十
年

に
結

婚

し
た

が

、

こ

の
時

代

か
ら

ゲ

ェ
テ

と

の
交

際

は

、

次
第

に

二
人

の
問

の
了

解

が
完

全

に
な

る

と

共

に
、

愈

々
深

く

な

つ

て
、

世
界

文

學

更

に
稀

に
見

る
美

し

い
友

情

と
な

つ
た
。

シ

ル

レ

ル
の
劇

作

は
愈

々
高

潮

に
逹

し
、

「
ワ

レ
ン

シ

エ
タ

イ

ン
」
、
「
マ
リ

ア
。
ス

ツ

ア

ル
ト
」
、
「
オ

ル

レ
ア

ン
の
少

女

」

が
續

々

と
書

か

れ

、

千

八
百

四
年

に

途

に

こ

の
詩

人

の
不
朽

の
名

作

「
ウ

ィ

ル

ヘ
ル

ム

。
テ

ル
」

が
出

來

上

つ
た

の
で

あ

る
。

「
テ

ル
」

に
現

は

れ

た

薗

由
革

命

の
精

騨

は

、
處

女
作

「
群

盜

」

に
燃

え

上

つ
た
若

き

シ

ル

レ

ル

の
憤

激

と

同

じ

だ

と

履{　F　望



見

て

よ

い
。

正
義

と

李
等

と
自

由

を
愛

す

る

シ

ル

レ
ル

の
精

紳

は
、
・こ

の
戲

曲

に
於

て
作

劇

的

に
完

成

さ

れ

た

も

の

で

あ

る
。

こ

の
最

後

の
作

に

よ

つ
て
、

シ

ル

レ

ル
は
完

全

に
獨

逸

人

の
も

の
に

な

つ
て

ゐ

る
。

そ

の
主
人

公

は
人

民

で
あ

る
。

「
テ

ル
」

は

人

民

の
勝

利

を
描

い
た

點

に
於

て

、

近

代

の
群

集
劇

に
通

ず

る

と

こ

ろ

亀
多

い
。

テ

ル
自
身

の

性
格

に
就

い
て

は
、

そ

の
豪

膽

と
温

情

と

は
、

正

に
獨

逸

人

の

理
想

的

人

物

で
あ

り

、

醗
す

る

に
家

庭

的

な

柔

和

な

ヘ
ド

ウ

イ

ヒ

を
以

て

し
、

誠

に
獨

逸
國

民
劇

の
典

型

な

も

の
で

あ

る
。

こ

の
戯

曲

の
内

容

は

、
特

に
設

明

を

要

す

る

も

の
で

は

な

い
。

薗

由

革

命

劇

を

以

て
處

女
作

と

し
、

正
義

反

逆
劇

を

以

て
最

後

の
作

と

し

た

シ

ル

レ

ル
は

、

永

久

に
青

年

の
友

で

あ

り
、

自

き
自

由

の
同

志

で

あ

る
。

老

い
た

る
ゲ

エ
テ

は

人
間

を
語

る

に

ふ
さ

は

し

い
が
、

若

き

シ

ル

レ

ル
は
青

年

と

手

を

組

む
人

で
あ

る
。

し

か

亀

こ

の

「
テ

ル
」

を

書

い
た

翌
年

、

千

八

百
五
年

五
月

九
日

に

シ

ル

レ

ル
は

死

ん

で

し

ま

つ
た
。

　

私

は

こ

の

「
テ

ル
」

を

譯

し

て

、

日
本

の
若

き

人

逹

に

お

く

る
。

日

本

に
は

ゲ

ェ
テ

は
中

々
生

れ

て
來

な

い
だ

ら

う

が

、

シ

ル

レ
ル
な

ら

ば

、

或

は

現

は

れ

て
く

る

か
も

知

れ

な

い
と
思

ひ
な

が
ら

。

昭

和

十

ご

年

七

月

秦

豊

吉

2

内悔
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β

人

物

ヘ
ル

マ
ン

・
ゲ

ス

レ

ル

　

　

シ

ユ
ウ

イ

ツ
、

ウ

リ
、

二
州

の
代

官

.罐

ウ

エ

ル
ネ

ル
　

　

ア

ッ

テ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ

ン
男

爵

、

旗
一將

.リ

ウ

ル
リ

ヒ
・
フ
オ

ン
・
ル
デ

ソ

ツ

　

　
そ

の
甥

。

灘
靉
ご

-

ヨ

オ

ス

ト

・
フ

オ

ソ

・
ワ

イ

レ

ル

、

鱗
擁
厂
食

`



町
,
『ε凄
髫耄

芝
望
蓄

ル テ ・ム ル ヘ ル イ ウ
4

購

∴
浬
』.靉
ニ

ク

ソ
ツ

・
フ

オ

ソ

・
ゲ

ル
ザ

ウ

イ

エ
ソ

ニ
　

　

漁

夫

の
子

。

ゼ

ツ

ピ

　

牧

童

。

ゲ

ル
ト

ル
ウ

ド

　

　

ス
タ

ウ

フ

フ

ア

ツ

ヘ
ル
の
妻

Q

ヘ
ド

ウ

イ

ヒ

　

　
テ

ル

の
妻

、

フ

ユ

ル

ス
ト

の
螟

Q



翩

阿0ル テ ・ム ル ヘ ル イ ウ

ペ

ル
タ

・
フ

オ

ン
・ブ

ル
ネ

ッ
ク

け"纖
す

ワ

ル

テ

ル
4

　
　
　
　
　
　
　

テ

ル
の
息

子
。

ウ
イ

ル

ヘ
ル
気

富
め
る
名
門

の
息

女
。

郭
妖

惚

}
傭
兵
.

ル
ド

ル

フ
・デ

ル

。
ハ
ル

ラ

ス
　

　
ゲ

ス

レ

ル
の

主
馬

頭
o

ヨ

ハ
ネ

ス
。
パ

リ
チ

ダ

　

　

シ

ユ

ワ
ア

ベ

ン
の
公

欝
。

ス
テ

ユ
ツ

シ

　

　
野

番
一。

ウ

　

　
リ

　

角

笛

吹

を

。

上

　

使

。

普
請

奉
行

。

石

工

の
親

方

、
職

人

、
人

夫

。

、
　
　
　
、奏
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ロ

上

役
。

修
道
僣
等

。

ゲ

ス
レ
ル
と
ラ

ソ
デ

ン
ペ
ル
グ

の
騎

士
等
。

森
林

地
方
の
人
民
男
女
大
勢
。

○

第
　
一　
幕

第

場

フ
イ

ル

ワ

ル
ト

ス
テ

ツ

テ

ル
,湖

の
、
高

い
岩

壁

の
岸

。

對

岸

は

シ

ユ
ウ

イ

ツ
州

で
あ

る

。

6

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

れ
ふ
し

湖

は

陸

地

に

入

り
込

ん

で
、

入

江

を

な

し

て

ゐ

る
。

水

際

の
近

く

に

一
軒

の
小

屋

あ

り
。
漁

夫

の

子
供

が
小

舟

　

あや
つ

菱
操

っ

て
ゐ

る

.、
湖

の
向

う

に
は

、

シ

ユ
ゥ

イ

ッ
州

の
緑

の
牧

場

、
村

落

、
農

場

.
な

ど

が

明

る

い
日

に
照

ら

さ

れ

て
見

え

る

。
向

つ
て
左

手

に
は

雲

に

包

ま

れ

た

ハ
ァ

ケ

ン

の
峰

。
右

手

に

は
遠

景

の
方

に
、

氷
雪

を
頂

い

.
た
山

岳

が
連

つ

て
ゐ

る
。

幕

が
上

ち

な

い
前

か

ら
、

牛

飼

ひ

の
牧

歌

や
、

羊

の
群

の
鈴

の
音

の
微

妙

な
響

が
き



7

こ

え

て
來

る
。

そ

れ

は

、
幕

が
開

い
て

か
ら

後

も

な

ぼ

し
ば

ち

く

の
間
續

く

。

ル テ ・ ム ル ヘ ル イ ウ

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
ふ
し

漁

夫
の
子

　

　
【
小
舟

の
中
で
唱

ふ
。
牧
歌

の
節
で
あ
る
〕

　
　
ゑ
づ
う
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
あ

　
　

湖

ほ

ほ

乂
笑
み
、
浴
み
に
さ
そ
ひ

　
　
わ
ら

べ
は
、
緑

の
岸
べ
に
眠
る

　
　

　
　
や
が

て
聞
く

　
　

　
　
笛

の
や
う

に
甘

い

　
　

　
　
天
國

の
天
使

の
聲
に
も
似
た
ひ

虻
き
を
。

　
　
わ
ら

べ
は
、

心
も
た

の
し
く
、
眼
覺

め
れ
ば

　
　
そ

の
胸
を
、
波
が
洗

ふ
。

　
　

　
　
水
底

か
ら
は
、
呼
ぶ
、膣
、

羊
飼
ひ

「
い
と
し
兒
よ
、
わ
れ

に
來
よ
。

わ
れ
ほ
眠
る
見
を

そ

こ
深
く

い
ざ
な
ひ
ゆ

か
ん
。
」

　

〔
山

の
上
で
。
牧

歌
の
變
調

で
あ
る
冒

さ
ら
ば
、
牧
場

よ
。

瀬
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k

8

　
　
　
　
う
ら

叉
か
な
草
原

よ
o

　
　
　
　
羊
飼

ひ
は
歸
ら
う
、

　
　
　
　
夏

も
過
ぎ

た
れ
ば
。

　
　
わ
れ
ら
は
山

へ
行
け
ど
、
ま
た
戻

つ
て
來
よ
う
。

　
　
ほ
と
エサテ

　
　
郭
公

が
啼

い
て
、
歌

が
眼

を
覺

ま
せ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ
ぷ

　
　
大
地

が
新
ら
し

い
花

の
衣
を
裝

へ
ば

　
　
た

の
し

い
五
月

に
、
泉

が
流
れ

乂
ば
。

　
　
　
　
さ
ら

ば
、
牧
場

よ
。

　
　
　
　
う
ら

乂
か
な
草
原
よ
Q

　
　
　
　
羊
飼

ひ
は
歸
ら
う
、

　
　
　
　
夏
も
過
ぎ
た
れ
ば
。

ア
ル
プ

ス
の
獵
師

　

　
〔
反
對
の
岩

上
に
現
は
れ
る
。
牧
歌
第

二
の
變

調
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
こ　
み
ち

　
　
山

々
は
轟
き

、
小
邁

は
震

へ
て
も

　
　
目

の
舞
ふ
道
で
も
、
獵
師

は
亭
氣
だ
。

　
　
　
　
お
ち

　
　
　
　
怯

け
ず

に
進
む

　
　
　
　
春

の
裝

ひ
も
な
く



9ル テ ・ ム ル ヘ ル イ ウ

　
　
　

　
　

め
ぽ

　
　
　

緑

の
萠
え
も
な

い

　
　
　

氷
の
原
で
も
。

　

足
許
は
、
霧

の
海

原
だ
。

　

も
う
人
里
も

見
わ
け

ら
れ
な

い
。

　
　
　

　
　
　
　

さ
　
　
　ま

　
　
　

　
た

黛
雲

の
裂
け
聞

か
ら

　
　
　

　
下
界

が
見
え

る
。

　
　
　

水
底
深

く

　
　
　

緑

の
廣
野
が
。

　
　
　
こ

の
風
景

は
段

々
變

つ
て
行
く
。

山

の
方

か
ら
は
物

の
裂
け
崩
れ
る
昔
が
鈍

く
聞

え
る
。
雲

の
影
が
地

の
上
を

　
　
　
走

る
。

　
　
　
漁

夫

ル
オ
デ
イ
小
屋

か
ら
揖

て
來

る
。

獵
師
ウ

エ
ル
昌
、
岩
を
下

り
て
下
る
。
羊
飼

ひ
ク
オ

ニ
、
乳
桶
を
肩
に

　
　
　
し
、
牧

童

の
ゼ

ツ
ピ
を
伴

つ
て
、

や

つ
て
來

る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
な

ル
オ
デ

イ
　

　
早
く
し
ろ
、
イ

エ
ン
ニ
。
舟

を
し
ま
ふ
ん

た
ぞ
。
茨
色

の
雨
雲
が
出

や
が

っ
た
し
、
雪

が
唸
る
し
、

ミ

　
イ
テ
ン

ス
タ
イ

ソ
が
帽
手

を
冠
り
」
ウ

エ
ッ
テ

ル
ロ
ッ
ホ
か
ら
冷
た

い
風
が
吹

い
て
來
や
が
つ
た
。

い
ま

に
も

一
荒

　
れ
や

つ
て
來
さ
う
だ
ぞ
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲほウ

ク
オ

ニ
　

　

一
雨
來

る
ね
。
船
頭
さ
ん
。
俺

の
羊

は
慾
張

つ
て
草
を
喰

ふ
し
、
犬

の
や

つ
は
泥
を
掘

り
や
が
る
。
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ウ

エ
ル

昌

ク

オ

ニ

ゼ

ツ
ピ

ク

オ

ニ

ル

オ
デ

イ

ウ

エ
ル

ニ

ク

オ

ニ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ぐ

r
魚

が
飛
ぶ

し
、
水
鳥

が
潜

る
し
。
嵐

が
や
つ
て
來

る
な
。

〔
牧
童

に
〕
お
い
、
ゼ
ツ
ピ
、
畜

生
共

が
逃

げ
や
し
ね
え

か
見
張

つ
て
ろ
。

赤

の
リ
イ
ゼ
ル
が
ゐ
ま
す
よ
。
鈴

の
書

で
分
り

ま
さ
あ
。

ぢ
や
あ
、
み
ん
な
揃

つ
て
る
な
。
あ

い
つ
が

一
番
遠
く

へ
行
く
奴
だ

か
ら
。.

　

羊

の
親
方
、
好

い
鈴
を
持

つ
て
る
な
。、

　

そ
れ

に
、
羊
だ

つ
て
立
派

だ
な
。

お
前
さ

ん
の
も
ん
か
ね
。

俺
あ

そ
ん
な
分
限
ぢ

や
ね
え

や
な
。
ー
i
-
こ

い
つ
あ
み
ん
な

ア
ッ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ
ス
の
旦
都

の
持
物

さ
9

　
俺
あ
、
唯
番

人
だ
よ
。

ル
オ
デ

イ
　
　
そ

の
紐
は
ま
た
莫

迦
に
そ
の
首

に
似
合

ふ
ね
。

ク
オ

ニ
　

　
牛

の
畜

生
も
自
分
が
か
し
ら
だ

つ
て
こ
と
を
知

つ
て
や
が
る
も
ん
で
、

そ
の
紐
を
取
り
で
も
し
よ
う
も
ん

　

な
ら
、
も
う
草
も

ろ
く
に
喰
は
ね
え

の
さ
。

ル
オ
デ

イ
　
　
お
前
も
智
慧
が
ね
え
な
。

た
か

虻
畜
生
を
よ
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
も
し
か

ウ

エ
ル

ニ
　
　

さ
う

い
ふ
な
。
畜
生

に
だ

つ
て
智

慧
は
あ

る
よ
。
俺
逹
み

で
え
に
鈴
羊

で
広
狩

つ
て
見

る
と
、
よ
う
く

　
わ

か
る
ん
だ
。
あ

い
つ
ら
は
、
草
を
食

ひ
に
出

る
時

に
や
、
屹
度
見
張
り
を
立

て
と

い
つ
て
、
獵
齲
が
近
づ

い
て
來

　
よ

う
も
ん
な
ら
、
そ

い
つ
が
耳
を
立

て
た
り
、
ピ
イ
ノ
＼
鳴

い
た
り

し
て
知
ら

せ
や
が
る

の
よ
。

ル

オ
デ

イ
　

　
〔羊

飼

ひ
に
〕

こ
れ

か
ら
歸
り
か
ね

。
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ク
オ

ニ
　
　

あ

鼠
、

ア
ル
プ

の
牧

場
も
草

が
無

く
な

つ
た

か
ら
な
。

ウ

エ
ル

ニ
　
　

無
事
で
歸
冖れ
る
や
う

に
。

グ
オ

ニ　

　

お
前
が
た
も
無
事

で
な
。

お
前
が
た

の
旅

と
來

た
日

に
や
、
屹
度

ま
た
歸
れ

る
も
ん
と
は
き

ま
つ
て
ね
え

　
か
ち
な

。　

　

　

　

　
　

　

　

　

丶

ル
オ
デ
イ
　

　
誰

か
、

ひ
ど

く
急

い
で
駈
け

て
來
る
ぞ
。

ウ

エ
ル

ニ
　
　

お
や
、
あ

い
つ
は
、
ア

ル
ツ
エ
レ
ン
の
。ハ
ウ
ム
ガ

ル
ト
だ
ぞ
。

　
　
　

コ
ン
ラ
ツ
ト
・
バ
ウ

ム
が

ル
テ

ン
、
息

せ
き
切

つ
て
走

つ
て
來
「る
。

パ
ウ

ム
ガ
ル
テ

ソ
　

　
お

い
、
後

生
だ
。
船
頭
さ
ん
。
舟

だ
。

ル
オ
デ

イ
　

　
お
い
、
お

い
、
何
で
さ
う

泡
食

つ
て
る
ん
だ
。

パ
ウ

ム
ガ
ル
テ
ン
　

　

出
し

て
く
れ
。
俺

の
生
命
を
助
け

て
く
れ
。
向
う

に
渡
し

て
く
れ
。

　
　
　
　
　
　
い
つて
え

ウ

エ
ル

ニ
　
　

一
籌
、
誰
が
邁

つ
か
け

て
來
る
ん
だ
。

バ
ウ

ム
ガ

ル
テ

ソ
　

　
〔漁
央

に
〕
早

く
、
早

く
、

あ

い
り
等
直

ぐ
あ

と

へ
追

ひ
付

い
て
く
る
ん
だ
。

代
官

の
武

士
ど

　
　
　
　

つか

.
も
だ
。
捉
ま

つ
た
が
最
後
、
命

は
ね
え
。

ル
オ
デ

イ
　
　

何
だ

つ
て
武

士
が
お
前
を
追

つ
て
來
る
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
わ
け

。ハ
ウ

ム
ガ

ル
テ

ン
　
　
先

づ
助

け
て
く
れ
。
そ
れ
か
ら
理
由
は
話
す

か
ら
。

ウ

エ
ル

ニ
　
　

お
前
、
血
が

つ
い
て
る
ぞ
。
ど
う
し
た
ん
だ
。

珊
.
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バ

ウ
ム
ガ

ル
テ

ン
　
　

ロ
ス
ベ
ル
ク
の
代
官

め
が
ー

ー

ク

オ

ニ
　

　
あ

の
ウ

オ
ル
フ

エ
ン
シ
イ

セ
ン
だ
な
、
あ

い
つ
が
追

つ
か
け

て
く
る

の
か
Φ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や

バ
ウ

ム
ガ

ル
テ
ン
　

　
あ

い
つ
は
も
う
お
陀
佛

よ
。

お
れ

が
殺

つ
て
來
た
ん
だ
。

一
同

　
　
〔驚

い
て
後
退

り
す
る
〕
や
れ
、
や
れ
。
何

と
い
ふ
こ
と
を
し

て
來
た
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら

バ

ウ
ム
ガ

ル
テ

ン
　
　

な
に
、
お
れ

の
身

に
な
り
や
誰
だ

つ
て
や
る
事
だ
。

お
れ

の
面

に
泥
を
塗

つ
た
り
、
お
れ
の
女

　
房
を

は
つ

か
し
め

た
り
す
る
畜
生

に
、
立
派
な
家
法
を
思

ひ
知
ら

せ
て
や
つ
た

の
よ
。,

ク

ニ
オ
　
　

あ

の
代
官

が
お
前

の
顏

に
泥

を
塗

つ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　

　
　

み
ゼ

バ

ウ

ム
ガ
ル
テ
ソ
　
　
淫

ら
な
慾

を
と
げ

さ
せ
ね
え

や
う

に
、
紳

樣
と
お
れ
の
斧

が
守

つ
て
く
れ
た

ん
だ
。

ウ

エ
ル

ユ
　

ー
斧

で
そ

い

つ
の
頭
を
割

つ
た

の
か
。

ク
オ

ニ　
　

お
い
、
み

ん
な
聞

か
し
て
く
れ

よ
。
舟
を
岸
か
ら
解
く
ま
で
に
や
あ

、
ま
だ
問

が
あ

る
よ
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

こま

バ

ゥ

ム
ガ

ル
テ

ソ
　

　
俺

が
森

の
中

で
木
を
伐

つ
て
ゐ
る
と
、
そ
こ

へ
女
房

が
死

に
さ
う

に
怖
が

つ
て
駈
け

て
來
た
。

　
代
官
樣

が
う
ち

へ
來

て
、
や
れ
風
呂
を

た
て
ろ

の
何

の
と

い
ひ

つ
け

て
、
果

て
は
け
し
か
ら
ね
え
振

舞
ひ
に
及
ぶ

ん

　

で
、
振
り
切

つ
て
、
俺
を
探

し
に
駈
け

て
來
た
、
と

い
ふ
ん
だ
。
俺

は
す
ぐ
さ
ま
駈
け
戻

つ
て
、
斧

で

一
風

呂
浴
び

　

せ
て
や

つ
た
ん
だ
。

ウ

エ
ル

ニ
　

そ
れ
や
よ
く
や

つ
た
。
誰

だ

つ
て
文
句

は
あ
る

め
え
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

い
ぢ

ク
オ

ニ
　

　

あ
の
畜
生

め
。
ざ
ま
あ
見
や
が
れ
。
ウ

ン
テ
ル
ワ

ル
ド
の
人
民
を
永

い
間
虐
め
や
が

つ
た
天
罰
だ
。
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バ
ゥ

ム
ガ

ル
テ
ソ
　
　

そ
れ
が
ほ
か

へ
聞
え

て
、
俺
は
追

ひ
廻

さ
れ

て
ゐ

る
ん
だ
。
i
ー

だ

が
、
か
う

し
て
し
や
べ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

　

て
る
聞

に
、
ー
1

お
丶

i
ー
時

が
經

つ
わ
い
i
!

　
　
　
雷
ザ
鳴
り
姶
め
る
。

ク
オ

ニ
　
　

ぢ
や
、
船
頭

さ

ん
、
早
く
し
な
。
こ

の
大
將
を
渡
し

て
や
り
な
よ
。

ル
オ
デ
イ
　

　
さ
う
は
行

か
ね
え
。

ひ
で
え
嵐
が
や

つ
て
來
る
ん
だ
。
待

た
な
け

や

い
け
ね
え
。

バ

ウ

ム
ガ

ル
テ
ソ
　

　
と
ん
で
も

ね
え
。
待

つ
て
な
ぞ
ゐ
ら
れ
る
も

の
か
。

一
刻

で
も
遲
れ
り
や
死
ぬ
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ん
ぶ
　
て
んぷ

ク
オ

ニ　

　

〔漁
夫

に
〕
蓮
賦
天
賦

で
や

つ
て
見
ね
え
。

隣

り
同
+
ほ
助
け
合
は
な
き
や

な
ら
ね
え
ぞ
。

俺
逹
み

ん
な

　

同
じ
目
に
遭
は
ね
え

で
も
ね
え
か
ら
な
。

　
　
　

風
の
音
、
雷
鳴
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

しの　
もも　　ヘ

ル
オ
デ
イ
　
　
そ
う
ら

、
南

の
は
や

て
だ
ぞ
。
湖
水

の
こ

の
荒
れ
を
見
ね

え
。
こ
の
…嵐
や
浪
ぢ
や
、
俺
に
や
舵

さ

へ
と

　

れ
ね
え
よ
。

パ
ウ

ム
ガ

ル
テ

ソ
　
　

〔
ル
オ
デ
ィ
の
膝
を

つ
か
ん
で
〕
俺
を
助
け

て
く
れ

曳
ば
、
紳
樣
だ

つ
て
、
お
前
さ
ん
を

助
け

て

　

く
れ
る
よ
。

ウ

エ
ル

ニ
　
　

命

の
瀬
戸
ぎ
ほ
だ
。
可
哀
想
ぢ
や
ね

え
か
、
船
頭
さ
ん
。

ク
オ

議
　

　
女
房

子
も
あ

る

一
家

の
あ
る
じ
だ
。

　
　

再
び
續

け
ざ

ま
に
雷
鳴
。
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ル
オ
デ

イ
　

　
何
だ
と

、
ぢ

や
あ
、
俺

の
生
命
は

い
ら
ね
え

の
か
。
俺
だ

つ
て
、
家

に
歸
り

や
、
女
房
も
子
も
あ
ら

あ

　
な
。
ー

見
ね
え
。
あ

の
浪

の
荒
れ

や
う
を
。
渦
を
卷

い
て
、
湖
水
申

が
底

の
方
か
ら
湧

き
か

へ
つ
て
ゐ
る
ぢ

や
ね

　
え
か
。
ー
ー
こ
の
大
將
を
助
け

て
や
り

て
え

の
は
山

々
だ

が
、
御
覽

の
通
り
、
出
來
ね
え
話
だ
。

バ
ウ

ム
ガ

ル
テ

ソ
　

　

〔な

ぼ
脆

い
た
ま

製
〕

ぢ
や
、
俺
は
ど
う
し
て
も
敵

の
手

に
落
ち
る

の
か
。
す
ぐ
眼

の
前

に
救

ひ

　

の
岸

が
見
え

て
ゐ
る
の
に
、
そ
ら
、
あ
そ
こ
だ
。
目

が
と

虻
く
ば
か
り
か
、
灘

だ

つ
て
聞

え
る
。
渡
し

て
貰

へ
る
船

　
も
あ
る

の
に
、
俺

は
こ

乂
に
ぢ

つ
と
し

て
、
助
け
も
な

く
、
途

方
に
ぐ
れ
な
け
り
や
な
ら
ね
え

の
か
。

ク
オ

ニ
　

　

見
ろ
。

誰
か
來
た
ぞ
。

ウ

エ
ル

ニ
　

　
ビ

ユ
ル
グ
レ

ソ
の
テ
ル
だ
。

　
　
　

テ
ル
弩
を
持

つ
て
登
揚
。

テ
ル
　
　

助
け

て
く
れ
と

い
ふ
の
は
誰
だ
。

ク
オ

ニ　

　

ァ

ル
ツ
エ
レ
ン
の
者
で
、
名
譽
を
守

る
た
め
に
、

ロ
ス
ベ

ル
ク
の
代
官

ウ
オ
ル

フ
エ
ソ
シ
イ
セ

ン
を

や
つ

　

つ
け
た
ん
だ
が
、
f
ー
そ

の
代
官

の
家
來

が
逍

つ
て
來

て
る
ん
だ
。
こ
の
船
頭

に
渡

し
を

た
の
ん

で
る
ん
だ
が
、
嵐

　
を

こ
は

が

つ
て
、
舟
を
出
さ
ね
え

ん
だ
。

ル
オ
デ
イ
　

　
や
あ

テ
ル
が
來
た
。
あ

い
つ
は
漕
ぐ
方
だ

つ
て

】
人
前
だ
が
、
あ

い
つ
に
渡

る
度
胸
が
あ
る
か
ど
う
か
、

　
拜
見
し

て
え
も

ん
だ

て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
つぱ

テ

ル
　
　

な
あ

、
船
頭
さ
ん
。
切
迫

つ
ま
れ
ば
、
何
だ

つ
て
出
來
る
も

ん
だ
よ
。
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は
げ
し

い
雷
鳴
、
湖
水
が
荒
れ
初

め
る
。

ル
オ
デ
イ
　
、

ぢ

や
あ
、
こ
の
お
れ
を
地
獄

の
底

に
ぶ
ち
払

ま
う

つ
て
の
か
。
正
氣

の
人
間

に
や
出
來
ね
え
相
談
だ
ぞ
。

テ

ル
　
　

え
れ
え
男
は
、
我
が
身

の
こ
と
は
あ

と
ま
は
し
だ
.
紳
樣

に
お
す
が
り
し

て
、

こ
の
男
を
救

つ
て
や
れ
よ
。

ル
オ
デ
イ
　

　
危

く
ね
え
港
か
ら
交
句
を

言
ふ
の
は
何
で
も
ね
え
が
、
舟
も
あ
る
、
湖
も

あ
る
、
ま
あ

た
め
し

に
、
自

　
分

で
や
つ
て
見
ね
え
。

　
　
　
　
　

　
な
さ
け

テ

ル
　
　

湖
は
情
を
知

つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ね
え

が
、
代
官

の
方
ほ
さ
う

は
い
か
ね
え
。
船

頭
さ
ん
、

回
つ
や
つ
て
見

　

て
く
れ

よ
。

羊
飼

ひ
と
獵
師
　
　
助
け

て
や
れ
よ
。
助
け

て
や
れ
よ
。
助
け

て
や
れ
よ
。

ル
オ
デ
イ
　
　
こ
れ

が
た
と

へ
兄
弟
や
可
愛

い
餓
鬼

で
も
、
出
來
ね
え
相
談
だ
よ
。
今
日
は

シ
モ
ソ
と

ユ
ダ

の
日
だ
か

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ひ
と
み
　
ご
　
く
ふ

　

ら
、
湖
水

が
荒
れ

て
、
人
身
御

供
を
欲

し
が

つ
て
ゐ
る

ん
だ
。

テ

ル
　
　

下
ら
ね
え
講
釋
な
ん
か
で
何

が
出
來
る
。
時
が
遉

つ
て
ゐ
る
ん
だ
。

こ
の
男
は
助
け

て
や
ら
な
く
ち
や
な

ら

　

ね
え
。
船
頭
さ
ん

、
ど
う
だ
、
渡

す
氣

か
。

ル
オ
デ
イ

　

　
駄
目

だ
。
俺
は

い
や
だ
。

テ

ル
・　

ぢ

や
あ
仕
方
が
ね
え
。
舟
を

よ
こ
せ
。
細
腕
な

か
ら
、
こ
の
俺

が
や

つ
て
見
る
。

ク
オ

轟
　
　
お

瓦
、
え
れ
え
ぞ
、

テ
ル
。

ウ

エ
ル

ニ　

　

そ
れ
で

こ
そ
獵
師

だ
ぞ
。
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パ
ウ

ム
ガ

ル
テ

ン
　

　
命

の
親
だ
、
禪
樣
だ
、
テ

ル
。

テ

ル
　

　
代
官

の
手
か
ら
は
救

つ
て
や
る
が
、
嵐

の
手
か
ら
は
、
禪
樣
次
第
だ
。
だ

が
、
お
主
も
入
聞

の
手

よ
り
は
神

　
樣

の
お
手

に
か

曳
つ
た
方
が
ま
し
だ
ら
う
。

〔羊
飼

ひ
に
〕
お

い
、
俺

に
も
し
も

の
こ
と
で
も
あ

つ
た
ら
な

、
女
房

に

　
言

つ
て
、
よ
く
慰

め
て
や

つ
て
く
れ
。

の
つ
ぴ
き
な
ら
ね

え
事
を

し
た
ん
だ

と
、
な
。

　
　
　

テ
ル
小
舟

に
乘
り
込
む
。

ク
オ

ニ
　
　

〔漁
夫

に
〕
お
前
も

、
船
頭

の
方
ぢ
や
親
方
だ
。
テ

ル
に
や
れ

る
こ
と
を
お
前

が
出
來
ね

え
の
か
。

ル
オ
デ

イ
　

　
俺
よ
り
腕

の
い
鼠
船
頭

で
も
、
テ

ル
の
虞
似

は
出

來
め
え

よ
。
あ
ん
な
勇
は
、
こ
の
山

の
中

に
、

二
人

　

と
ゐ
え
か
ら
な

。

ウ

エ
ル

ニ　
　

〔
岩

の
上

に
上

つ
て
〕
も
う
乘
り
出

し
た
ぞ
。
え
れ
え
ぞ
。
し

つ
か
り
や
れ
。
見

ろ
。
波

の
上
で
・
あ
ん

　
な

に
揺
れ

て
る
ぞ
。

ク
オ

ニ　
　

〔岸

に
立

つ
て
〕
波
を

か
ぶ

つ
た
。
ー

も
う
見
え
ね
え
ぞ
。

い
や
、
待

て
、
ま
た
出

て
來
た
。
テ

ル
は
力

　

一
杯
浪
を
切
り

ぬ
け

る
ぞ
。

ゼ

ツ
ピ
　

　
代
官

の
武
士
が
飛

ん
で
來

た
ぞ
。

ク
オ

ニ
　

　
本
當
だ
。
や

つ
ら
だ
。
い

鼠
時

に
助
か

つ
た
ぞ
。

　
　
　

代
官

の
騎
士
の

一
隊
。

第

一
の
騎

士
　
　
人
殺
し
を
出

せ
。
貴
樣

逹
が
か
く
し
た
ん
だ
ら
う
。
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第

二
の
騎
士
　
　
た
し
か
に

こ
の
道

に
逃
げ
て
來

た
ん
だ
。
隱
し

て
も
無
駄

だ
ぞ
。

ク
オ

ニ
と

ル
オ
デ
イ
　
　
お
武

士
樣

、
そ
れ
は
誰

の
こ
と

で
ご
ざ

い
ま
す
か
。

第

一
9
騎
十
「
　

〔船

を
見

つ
け

る
∀
や
あ
、
あ
れ
は
何
ぢ

や
。
畜
生

め
。

ウ

エ
ル

ニ　
　

〔
上
の
方

で
〕
お
蕁
ね
者
と

い
ふ
の
は
あ

の
舟

の
男
で
ご
ざ
"

ま
す
か
。
ー
!

一
つ
飛
び
込
ん
で
見
た
ら

　

如
何
で
ご
ざ

い
ま
せ
う
。

ま
だ
急
げ
ば
逍

ひ
付
き
ま
す
ぜ
。

　
　
　
　
　
　
　

い
ま
ノ　
ヒ

第

二

の
騎

士
　
　

忌

々
し

い
。
逃
げ
を

つ
た
か
。

第

一
の
騎

士
　
　

〔
羊
飼

ひ
と
漁
夫

に
向

ひ
〕

逃
が
し
た
の
は
貴
樣
達
だ
な
℃
目
に
物
見
せ
て
く
れ

る
ぞ
。
ー

こ
い
つ

　
等

の
家
畜
を
襲
撃

せ
い
。
小
屋
を
叩
き

つ
ぶ

せ
。
燒
き
拂

へ
。

〔走

り
去
る
〕

ゼ
ツ
ピ
　

㍉

〔あ

と
を
逍

つ
て
〕
大
變
だ
、

お
い
ら

の
小
羊
ほ

。

ク
オ

ニ
　
　

〔續

い
て
〕
情

な

い
。
俺

の
家
畜
を
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

ウ

ェ
ル

ニ
　

　
畜
生

め
。

ル
オ
デ
イ
　

　
〔手
を
も
み
合

せ
て
〕
あ

玉
、
紳
さ
ま
、
こ

の
國

に
ほ
い
つ
に
な

つ
た
ら
救

ひ
主
が
來

る
ん
で
御
座

い
ま

　

せ
う
か
。

〔あ

と
か
ら

つ
い
て
行
く
〕

　
　
　
　
　
　
　
第
　
=
　
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.

　

　

　

シ

ユ
ウ

イ

ツ
州

の

ス

タ
イ

ネ

ン
村
。
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國

道

に
浩

う

た

ス
タ

ウ

フ

フ
ア

ツ

ヘ
ル

の
家

。

そ

の
前

に
、

一
本

の
菩

提

樹

。

近

く

に
橋

が

あ

る
.

ウ

エ
ル

ネ

ル
、

ス
タ

ウ

フ

フ
ア

ツ

ヘ
ル

と
、

プ

プ
ア

イ

フ

エ

ル
・
フ
オ

ン
・
ル

ツ

エ
ル

ン
と

、

話

し

な

が

ら

や

ウ

て
來

る
。

プ

フ
ア
イ
フ

エ
ル
　
　

え

乂
、

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
さ
ま
。
手
前
が
只
今
申

し
ま
し

売
通
り
、
出
來

る
だ
け
墺
太
利

　
方

へ
つ
か
な

い
で
ゐ

ら
つ
し
や

い
ま
せ
。
今

ま
で
通
り
、
き

つ
ば
り
と
帝
國
方

に

つ
い
て
ゐ
ら

つ
し
や

い
ま
せ
。
さ

　
う
す
れ
ば
紳
樣
も
、
あ
な
た
さ
ま

の
昔
か
ら
の
自
由
を
ま
も

つ
て
下
さ

い
ま
せ
う

。

　
　
　

心

か
ら

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
の
手
を
握

っ
て
立
ち
去
ち
う
と
す

る
。

ス
タ
ウ

フ
ブ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

ま
あ
、
お
待
ち
な
さ

い
よ
。
家
内
が
戻

つ
て
く
る
ま
で
。
ー
ー

ル
ツ

ェ
ル
ソ
で
ほ
私
が
客

　
だ
。
そ

の
代
リ

シ

ユ
ゥ
イ

ッ
で
は

お
前
さ
ん
が
お
客
樣

だ
。

プ

プ
ア
イ

フ

エ
ル
　

　
あ
り

が
た
う
ご
ざ

い
ま
す
。
實

は
今

日
中

に
ゲ

ル
ザ
ウ
ま
で
行

か
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
の
で
。

　
ー
ー
兎
に
角
代
官

の
張
慾
非
道

で
、
ど
ん
な

に
辛

い
こ
と
が
あ
ら
う
と
も
、
ま
つ
我
慢
し

て
ゐ
ら
つ
し

や
い
。
も
う

　
問
も
な
く
時
勢
も
變

つ
て
く
る
こ
と
で
せ
う
。
皇
帝
も
代

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね

。
そ
れ

に
反

し
て
、
墺
太
利

　

に

つ
い
た
ら
最
後
、
も
う
永
久
に
塊
太
利

の
屡
國

に
な

つ
て
し
ま
ひ
ま
す

か
ら
ね
。

　
　
　

プ

7
ア
イ

フ
エ
ル
去
る
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
憂

ひ
に
沈
み
な
が
ら
、
菩
提
樹

の
下
の
腰
掛

に
か
け

る
。
妻
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の
ゲ

ル
ト
ル
ウ
ド
が
そ

の
有
樣

を
見

っ
け

て
、
そ
ぼ
に
寄
り
添

ひ
、
暫
く
無
言

の
ま

Σ
見

つ
め
て
ゐ
る
.、

ゲ

ル
ト
ル
ウ
ド
　
　
ま
あ
、
む
つ
か
し

い
顏
を
な
す

つ
て
。

い
つ
も

の
あ
な

た
と
は
思

へ
ま
せ
ん
わ
。
も
う
幾

日
も
默

　

つ
て
見
て
届
り
ま
し
た

が
、
暗

い
陰

氣
な
皺
を
額

に
よ
せ
て
、
何
か
祕
密
な
御

心
配
で
も

お
あ
り
な
ん
で
せ
う
。
わ

　

ゆ

　
た
く
し
に
打
ち
明
け

て
下
さ

い
ま
し
。
あ
な

た
の
忠

實
た
妻

で
す
も

の
、
あ
な

た
の
御

心
配

の
牛
分
は
分
け

て
い
た

　
だ
か
な
く

て
は
な
り
ま

せ
ん
わ
。

〔
ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
は
妻

に
手
を
さ
し
出
し
て
、
な

ほ
默

り
込
ん
で
ゐ
る
〕

何

　
が
お
氣
が
か
り
な

ん
で
す

の
、
話
し

て
下
さ

い
ま
し
。
日
頃

の
丹
精

の
甲
斐
が
あ

つ
て
、
段

々
と
御
蓮
が
開
け

て
參

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
ぐ
ら

　

つ
た

の
で
せ
う
。
穀
倉
は

崩
杯

で
す
し
、
牛

の
群
も
、

つ
や
ノ
＼

と
よ
く
肥

つ
た
馬

の
群
も
、
仕
合

せ
と
山

か
ら
戻

　

つ
て
來

て
、
氣
持

の
い
丶
小
屋

の
中

で
冬
ご
も
り
す
る
げ
か
り
に
な

つ
て
ゐ
る
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
ん

　

こ
に
は
ま
る
で
華
・族
樣

の
お
邸

の
や
う
な
立
派
な
家
が
山
四
來

て
、
木

口
と

い
ひ
普
請

と
い
ひ
申
分
あ
り
ま
せ
ん
わ
。

　
澤
山

の
窓
か
ら
ほ
氣
持
の

い
乂
明
り
が
さ
し

て
、
色

の
美

し

い
紋
章

や
、
金
言

ま
で
書

い
て
あ

る
の
で
、
道
を
行
く

　

人
た
ち
も
立
ち
ど
ま

つ
て
、
讀
ん
で
は
そ

の
意
味

に
感

心
し
て
ま
ゐ
り
ま
す
わ
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　

家
は
立
派

に
普
請
が
出
來
た
が
、
だ
が
な
、
ー
i

此
家

の
土
臺
が
ぐ
ら

つ
い
て
ゐ
る
ん
だ
。

ゲ

ル
ト

ル
ウ
ド
　
　

ま
あ
、
そ
れ
は

一
體
ど
う

い
ふ
事
で
ぜ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
　
だ
い
ヒゆ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　
實

は

こ
の
聞

の
事
だ
。
丁
度
今
日

の
や

う
に
、

こ
の
菩
提
樹

の
下

に
坐

つ
て
、
立
派

に
仕

　

上

つ
た
こ
の
家
を
眺
め

て
よ
ろ

こ
ん
で
ゐ
る
と
、
そ

こ

ヘ
キ

ニ
ス
ナ

ハ
ト
の
御
城
下

の
代
官

が
、
家
來
を

つ
れ

て
や

　

つ
て
來

た
ん
だ
。
そ

い
つ
が
、

こ
の
家
の
前

で
、
び

つ
く
り
し

て
立
ち
止

つ
た
ん
だ
。
そ

こ
で
俺
も
直
ぐ

に
立
ち
上
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つ
て
、
恭
し
く
代
官

の
前
に
進

み
出
た

の
よ
。
何
と

い
つ
て
も
、
皇
帝

の
御
名
代
樣
だ

か
ら
な
。
と

こ
ろ
が
代
官

は
、

　
「
こ
り
や
誰

の
家
ぢ
や
な
。」

と
、
そ

ん
な
事

は
百
も
承
知

の
癖

に
意
地
悪
く
訊
ね

や
が

つ
た
。
そ

こ
で
、
俺
も
ぬ
か

　
ら
ず
返
事
を
し
た
。
「
代
官
樣

、
こ
の
家
は
、
手
前

の
御
主
人
と
仰
ぎ
、
叉
あ
な

た
様

の
御
主
人

で
も
ゐ
ら
せ
ま
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ぜや
う

　
皇
帝
陛
下

の
も

の
で
ご
ざ
り

ま
す

る
が
、
唯
今
は
手
前

の
知
行
と
な

つ
て
居
り
ま
す
。し
と
言

ふ
と
、
代
官

の
や

つ
も

　
言

ひ
か

へ
し

て
、
「
お
れ
は

こ
の
國

で
は
皇
帝

に
代

る
攝
政
ぢ
や
。
百
姓

の
分
際
と
し

て
我
ま

曳
勝

手
に
家
を
建

て
、

　
地
頭

の
や
う
な
攤

楸
な
暮
し
を
な
す

は
不
都
合
千
萬
ぢ

や
。
き

つ
と

こ
ら
し
め

て
つ
か
は
す
そ
。
」
と
怒
鳴

つ
て
、
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
り
ふ

　
張
り
腐

つ
て
行

つ
て
し
ま

つ
た
。
だ
が
、
俺

は
あ

の
悪
黨
奴

の
捨

て
臺
詞
が
氣

に
な

つ
て
、
「
胸
を
痛
め

て
、
ぼ
ん
や

　
り

し
て
ゐ

た
ん
だ
。

ゲ

ル
ト
ル
ウ
ド
　
　

ま
あ
、
あ

な
た
。
わ
た
く
し
の
申

し
上
げ

る
こ
と
も

一
應
お
聞
き
下
さ

か
ま
し
。
わ

た
く
し
は
こ

　
れ

で
も

湘
裂
欄

の
イ
ベ
ル
ヅ

の
娘

で
・
世
聞
知
り

の
父
を
持

つ
た

こ
と
を
自
慢

に
致
し

て
居
り
ま
す
か
ら
、
よ
く
妹

　
逹

と
・
絲
を

鯤
ぎ
な
が
ら
長

い
夜
中

、
父

の
と
こ
ろ
で
、
村

の
頭

立

つ
た
人
逹

が
集

ま

つ
て
、
昔

の
皇
帝

の
お
勅
語

を

　
讀

ん
だ
り
、

お
國

の
爲
め

に
な
る
事
を

い
ろ
く

と
相
談
を

し
え
時
な
ど
、
、傍

に
居
合
ほ

せ

て
は
、隨

分
と
澤
山

の
、

　
分
別

の
あ

る
お
言
葉
や
、
道
理

の
あ
る
意
見
や
、
善

い
人

々
の
希
望
を
よ
く
聽

い
て
、
そ

つ
と
胸

の
中

に
し
ま

つ
て

　
量
き

ま
し
た
。
そ
れ

で
す
か
ら
、
わ
た
く
し
の
申

し
上
げ

る
こ
と
も
、
よ
く
氣
を

つ
け

て
聞

い
て
下
さ

い
ま
し
。
何

　

ぜ

　
故

と
申
し
て
、
あ
な

た
の
御

心
配
は
、
わ
た
く
し
と
う
に
存

じ
て
ゐ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
よ
。
ー
ー
あ

の
代
官
は
あ

　

な
た
に
對

し
て
腹
を

立
て

ト
ゐ

て
、
何

と
叡

び
て
ひ
ど

い
目

に
會

は
せ
よ
う

と
思

つ
て
を
り

ま
せ
う
。
そ
れ
と

い
ふ

ボ
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こぶ

　

の
は
、
あ
な
た
が
あ

の
代
官

に
と

つ
て
は
目

の
上
の
瘤

た
か
ら
で
す
わ
。

こ
の

シ
ユ
ゥ

イ
ッ
の
人
民
が
、
ど
う

し
て

　
も
新
ら
し

い
公
欝
家

に
服
從
し
な

い
で
、
立
派
な
御
先

祗
か
ら

の
邏
り
に
、獨
逸
帝
國
に

つ
い
て
ゐ

る
と

い
ふ

の
も
、

　
あ
な

た
故

で
ご
ざ

い
ま
す
も

の
ね
。
,ー

さ
う
で
せ
う
、
ウ

エ
ル
ネ

ル
。
う
そ
な
ら
う

そ
と
仰

し
や
い
ま
し
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル

　

　
そ
の
通

り
だ

よ
。
ゲ

ス
レ
ル
が
俺

を
恨

ん
で
ゐ
る
わ
け
も
、
そ

の
通

り
だ
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
た

ゲ

ル
ト

ル
ウ
ド
　

　
ゲ

ス
レ
ル
は
、
あ
な

た
が
か
う
し

て
、
自
分

の
土
地

に
、
自
由
に
暮

し
て
ゐ
る
の
を
、
妬
ん
で
ゐ

　

る
の
で
す
わ
。
i
i
何

故
と
申

し
て
、
ゲ

ス
レ
ル
は
何

も
持

つ
て
ゐ
ま
せ
ん
し
、
あ
な
た

の
こ

の
家
は
、
皇
帝

と
帝

　
國

か
ら

の
直
接

の
御
知
行
で
、
お
歴

々
の
お
大
名
逹
と
同
じ
に
、
天
下
晴
れ

て
見

せ
ら
れ
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
も

の

　

ね
。
あ
な

た
が
頭

に
戴

く
主
人
と

い
ふ
の
は
、
一
天
萬
乘

の
君

の
外

に
は
な
い
筈

で
す
。
ー
1
と
こ
ろ
が
、
あ

の
ゲ

ス

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
し
も

　

レ
ル
は
そ

の
家

の
末

つ
子
で
、
武

士
の

裃

の
外

に
は
何

一
つ
自
分

の
持
物

と
名

の
つ
く
も

の
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セち
め　
　
　
に
ら

　

で
す
か
ら
、
立
派
な
町
人

の
幸
編
を
見
る
と
、
毒

々
し

い
嫉
妬

の
白
瞑

で
睨
む

の
で
す
。
も
う
と
う
か
ら
、
あ
な

た

　

を
滅
ぼ
さ
う
と
決

心
し

て
ゐ

た
の
で
す
が
、
ま
だ
指

一
本
觸
れ
な

い
で
ゐ
る
の
で
せ
う
。
、i
I

あ
な
た
は
あ

い
つ
が

　

害

心
を
晴

ら
す

ま
で
、
默

つ
て
待

つ
て
ゐ
る
お

つ
も
り

で
す
か
。
目
先

の
利

い
た
人
な

ら
、
先
手
を
打

つ
も

の
で
ご

　

ざ

い
ま
す
わ
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

へ
乃
　
　

ど
う

し
よ
う
と

い
ふ
ん
だ
.

ゲ

ル
ト
ル
ウ
ド
　
　

〔更

に
近

よ
つ
て
〕

で
は
、
わ

た
く
し

の
申
す

こ
と
を
お
聽

き
な
さ

い
ま
し
。
御
存
知

の
通
り
、
こ

　

の

シ
ユ
ゥ
イ

ッ
で
は
、
正
直

な
人
は
誰

一
人
と
し
て
代
宮

の
強
慾
非
道
を
訴

へ
な

い
も

の
ば
あ
り
ま
せ
ん
。
屹
度

お
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向
う
の
ウ
リ
や
ウ

ン
テ
ル
ワ
ル
ド
で
も

こ
の
亂
暴
狼
藉

に
は
弱
り
切

つ
て
ゐ
る
と
思

ひ
ま
す
わ
。

つ
ま
り
、
こ

瓦
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ど

ゲ

ス
レ
ル
が
や

つ
て
ゐ

る
や
う

に
、
向
ひ
岸

で
は
ラ

ン
デ

ル
ベ
ル
ゲ

ル
が
酷

い
仕
打
ち
を

し
て
ゐ

る
の
で
す
ね
。
こ

ち
ら

へ
渡
つ

て
來

る
船
と

い
ふ
船

は
、
毎

日
の
や
う

に
新
ら
し

い
代
官

の
非
道

の
知
ら

せ
を
持

つ
て
來
る
で
は
ご
ざ
,

　
い
ま
せ
ん
か
。

で
す
か
ら
、
ど
う
し

て
こ
の
壓
制
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
も

の
か
、
本
氣

に
な

つ
て
考

へ
て
ゐ
る
人
逹
が

寄

つ
て
、
そ

つ
と
相
談
を
な
す

つ
た
ら
如
何

で
せ
う
。
さ
う

い
ふ
正
し

い
仕
事
な
ら
ば
、
紳
樣
も

お
見
捨

て
ど
こ
ろ

　
か
、

お
護
り
下
さ

る
と
思
ひ
ま
す
わ
。
f

あ
な
た
、
ウ
リ
に
は
あ
な
た
の
御

心
中
を
正
直

に
打
ち
明
け
ら
れ
る
や

う
な
お
友
逹

が
ゐ
ら

つ
し
や

い
ま
せ
ん

の
。

ス
タ
ゥ

フ
フ
ァ

ッ
ヘ
ル
　
　

な
に
、
あ
す

ご
に
は
立
派
な
男
も
隨
分
知

り
合

つ
て
ゐ
る
し
、
よ
く
氣

心
も
知

つ
て
親

し

ぐ

し
て
ゐ
る
郷
士
た
ち
も
尠

く
は
な

い
。

〔立

ち
上
つ
て
〕

だ
が
、
お
前
は
、
俺

の
こ
の
亭
和
な
胸

の
中

に
、
何
と

い

　
ふ
恐

ろ
し
い
考

へ
の
嵐
を
吹
き

お
こ
し
て
く
れ

た
の
だ
。
俺

の
腹

の
底
を

お
前
は
即
藤

に
引
き
ず

り
出

し
た
ば
か
り

か
、
俺

が
ひ
と
り

で
考

へ
る

の
さ

へ
憚

つ
て
ゐ

た
こ
と
を
、
べ
ら
ノ
＼

と
李
氣

で
喋

っ
て
ゐ

る
。
ー

俺

に
意

見
め

　

　

　

　
　

　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
さ

　
い

た

こ

と
を

言

ふ
は

好

い
が

、

お
前

は

よ
く

考

へ
た

上

で

言

つ

て
ゐ

る

の

か
。

お
前

は

凄

ま

じ

い
爭

ひ

と
物

の
具

の

書
を
、

こ
の
卒
和
な
谷
…聞

へ
呼
び
入
れ

る
ん
だ
ぞ
。
-

俺
逹

の
や
う
な
弱

い
羊
飼
ひ
共
が
、
世
界

の
御
主
人

と
戰

は
う
な

ん
て
、
と
ん
で
も
な

い
話
だ
。
奴
等
は
今
で
も
何

か
し
ら

口
實
を
待
ち
か
ま

へ
て
ゐ
る
だ
け
だ
。
そ

の
口
實

さ

へ
見

つ
か
れ
ば
、
奴
等
は

こ
の
あ
は
れ
な
國

に
大
軍
を

さ
し
向
け

て
、
勝
ち
誇

つ
た
勢

ひ
で
こ
の
國
を
叱
陀
し
、

當
然

の
罰

と
稱
し

て
、
昔
か
ら

の
自
由

の
詔
書
を
謎
ガ

に
し
よ
う
と
鵜

つ
て
ゐ
る

の
だ
ぞ
。
　
　
　

　
　
　
　

.
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ゲ

ル
ト

ル
ウ
ド
　
　

で
も
あ
な
た
方
だ

つ
て
男

で
せ
う
。

斧

の
使

ひ
道
位

は
心
得

て
ゐ
ら

つ
し
や
る
で
せ
う
。
神
樣

は
.

　

勇
氣

の
あ
る
人
を
助
け

て
下
さ

い
ま
す
わ
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　
戰
爭

は
恐
ろ
し

い
荒
れ
狂
ふ
蝸
だ
ぞ
。
家
畜
も
、
羊
飼

ひ
も
戰
爭

に
あ

つ
て
は

一
五

ま
り

　

も
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
　
だ
か

デ

ル
ト
ル
ウ
ド
　

　
天
の
お
授
け

に
な

つ
た
も

の
は
堪

へ
忘
ば
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
氣
高

い
心
な
ら
、
非
、

　

道

の
仕
打

ち
ぼ
我

慢
す
る
こ
と
が
出
來

ま
す

ま

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
そ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
俺
逹

が
新

た
に
建

て
た

こ
の
豕
も

、
随
分

お
前

の
氣

に
入

つ
て
ゐ
る
や
う

だ
が
、
怖
ろ
し
・

　
　
　
　
　
あ

　

い
戰
爭

に
逢

つ
て
み
ろ
、
直
ぐ
に
燒
け

て
し
ま
ふ
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
か

ゲ

ル
ト

ル
ウ
ド
　

　
わ
た
く
し
と
し
た
事
が
、

こ
ん
な
果
敢
な

い
も

の
に
未
練

が
あ

る
や
う

で
ご
ざ

い
ま
す
な
ら
、

扁

　

そ

の
こ
と
、
わ
た
く
し

の
手
で
こ
の
家
を
燒

い
て
し
ま
ひ
ま
す
わ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
ご

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　
　

お
前
は
人
道

を
信
じ

て
ゐ
る
ね
。
だ
が
、
戰

爭
と
な

つ
た
ら
、
搖
籃

の
中

の
嬰
兒
だ

つ
て

　

よ
う
しや

　

容
赦

し
な

い
そ
。

デ

ル
ト
ル
ウ
ド
　
　

で
も
、
罪

の
な

い
人
間

に
は
、
天
國

に
味
方
が
あ
り
ま
す
わ
。
ー

1
前
を
御
覽
な
さ

い
ま
し
、
ウ

　

エ
ル
・不
ル
。
後
・を
見

て
は
な
・り
・ま
せ
・ん
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

俺
逹
男

ほ
勇

ま
し
ぐ
戰

つ
て
死
ね
ば

い
瓦
が
、

お
前
逹

の
蓮
命
は
ど
う
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

ゲ

ル
ト
ル
ウ
ド
　

　
ど
ん
な
弱

い
も

の
に
で
も
、
死
ぬ
力

だ
け
は
ご
ざ

い
ま
す
よ
。

こ
の
橋
か
ら

一
跳
び
す
れ
ば
、
瞰

即

鳳　.
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の
手
は
逃
げ
ら
れ

ま
す
わ
。　
、

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

〔妻

の
腕

に
飛
び
込
み
〕
ざ
う

い
ふ
心
懸

け

の
女
を
胸

に
抱
け

る
男
な
ら
、
一
家

の
た
め
に

冖

　
よ
ろ
こ
ん
で
戰

へ
る
ぞ
。
た
と

へ
王
樣

の
大
軍
だ
ら
う
が
、
び
く
と
も
せ
ん
ぞ
。
ー

ー
よ
し
、

こ
の
足

で
、
す
ぐ
ウ

リ

へ
行

か
う
。
あ
そ

こ
に
は
、
親

し
い
友
逹

の
ワ
ル
テ
ル

・
フ
ユ
ル
ス
ト
が
ゐ
る
。
あ

の
人
も

こ
の
時
勢

に
つ
い
て
,

　
は
、
俺

と
同
じ
意
見

の
人
だ
。
そ
れ
に
ま
た

ア
ッ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ス
の
旗
頭
も
ー
!
貴
族

の
お
生
れ

と
は

い

へ
、
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
こ

　
姓

を
可
愛

が

つ
て
、
昔
氣
質

で
ゐ
ら

つ
し
や
る
。
俺

は
あ

の
二
人

に
會
つ

て
、
こ
の
國

の
敵
と
戰

ふ
相
談
を

し
よ
う
。
、

ー
!
で
は
行

く
そ
。
・ー

ー
留
守
中
は
家
事
萬
端

ぬ
か
り
な
く
世
話
七

て
く
れ
。
ー
ー

そ
れ

か
ら
、
僣
院

へ
參

る
巡
禮

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
　
ぜ

　
逹

や
、
僣

院

の
た
め
に
勸
進
な
さ

る
坊
樣
逹
に
は
、
お
布
施
も
ど

つ
さ
り
差
し
上
げ

て
、
御

馳
走
も

し

て
上
げ

る
が

　
よ

い
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
の
家
と

い

へ
ば
隱
れ
の
な

い
家
だ
。
天

下
の
街
道

の
問
近
に
あ

つ
て
、
道
行

く
人
を

　
も

て
な
す
家
だ
。

　
　
　
夫
婦

が
奥

の
方

へ
立
ち
去
る
間

に
、

ウ
イ

ル
↑
ル
ム
・
テ
ル
、
バ
ウ

ム
が

ル
テ

ン
を

つ
れ
て
、
舞

臺

の
前

面
に
禺

」

　
　
　
て
來
る
。

テ
ル
　

　
〔
バ
ウ

ム
ガ
ル
テ
ン
に
〕
も
う

お
前
さ
ん

に
も
俺
の
用
は
な

か
ら
う

か
ら
、
あ

の
家

へ
入

つ
て
見
な

さ
る
が
い
¶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
や
ぢ

　
い
。

こ

丶
の
あ
る
じ

の
ス
タ
ゥ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
さ

ん
は
、
弱

い
者

の
親
父

だ
。
ー

や
あ
、
見
な

せ
え
、
あ
れ

が
そ

.

　
の
旦
那
だ
。
ー

さ
あ
、

一
緒

に
來
ね
え
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

ス
タ

ゥ

フ

フ
ア

ツ

ヘ
ル

の
方

に
行

く
。

舞

臺

變

る
.)
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第

三
　
場

ア

ル
ト

ル

フ
の
傍

の
廣

場

。

　

　

　

　

　

　

　
と
サ
を

後

景

の
丘

の
上

に
城

砦

が
築

き

上

げ

ら

れ

て
ゐ

る

り
が

見

え

る
。

も

う
大

體

そ

の
全

形

が

わ

か

る

程

に

工
事

が

進

ん

で
ゐ

る
。

背

面

の
方

は

亀

う
出

來

上

つ

て
ゐ

る
が
、

前

両

は
今

丁
度

建

築

中

で
あ

る
。

ま

だ

足

場

が

組

ん
.

で

あ

つ

て
、
そ

の
上

を
職

人
共

が

上
下

し

て

ゐ
る

。

一
番

高

い
黶

根

の

上

に

は
、
屋

根

屋

が

上

つ

て
ゐ

る
。
ー
,ー
.,

み

な

働

い
て
、

仕

事

を

し

て

ゐ

る
。

ふ
　
しん

普
請

奉
行
、
石
工
の
親
方
、
職

人
、
人
夫
。

ル テ ・ ム ル ヘ ル イ ウ

普
請
奉
行
　

　
〔手

に
棒

を
持
ち
、
職
人
逹

を
遭

ひ
廻
す
〕

い
つ
迄
休

ん
で
ゐ
る
ん
だ
。
さ
あ
、
早
く
せ

い
。
石
は
こ

つ

　
　
　
　
し
つく
ひ

　
ち
だ
。
漆
喰
を
持

つ
て
來

い
。
代
官
樣

が
仕
事

の
出
來
を
見
に
お

い
で
に
な

つ
た
ら
ど
う
す

る
。
ー
ー

こ
い
つ
等

は

　
　
　
　
か
た
つ
む
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

　
ま

る
で
蝸
牛

の
や
う
に

の
ろ
ま
だ
。
〔
物
を
蓮

ん
で
來

た
二
人

の
入
釦大
に
〕
そ
れ

で
擔

い
だ

と
言

ふ
の
か
。
そ

の
倍
吃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

　
擔
げ
。
穀

っ
ぶ
し
め
、
何

の
か
の
と
癩
け
や
が

る
。

第

一
の
職
人
　
　
俺
逹
が
自
分

で
石
を
蓮

ん
で
、
自
分

の
牢
屋
を
作

る
な

ん
て
、
情
ね
え
話
だ
な
あ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぼ

普
請
奉
行
　
　
何
を
ぐ
つ
く

吐
か
す
。
貴
樣
逹
は
、
牛
の
乳
を
搾
つ
た
り
、
山
の
上
を
う
ろ
ノ
丶
す
る
外
に
は
、
全
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く
能

の
な

い
、
碌

で
な
し
共

の
寄
り
集

ま
り
だ
。

老
人
　
　
〔
休
ん
で
〕
あ

乂
、
俺

は
も
う
だ

め
だ
。

鋤
昆
湖
奉
行

　

　
〔
老
入
を
ゆ
す

ぶ
つ
て
〕

こ
ら
、
老

い
ぼ
れ
、
さ

つ
さ
と
働
け
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

か
ら
だ

第
二

の
職
人
　
　
旦
那
に
は

一
體
、
人
情

つ
て
も

の
は
ね
え
ん
で
す
か

い
。
自
分

の
身
體

せ
え
滿
足

に
利
か
ね
え
や
う
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
や
どへ

　
な
、

こ
ん
な
年
寄
を
辛

い
賦
役

に
追

ひ
使

ふ
な

ん
て
。

石

工

の
親
方

と
職

人
逹
　
　
全
く
言
語
同
斷
よ
。

　豊

謂
奉
行

　
　
畳
樣
等
は
自
分

の
仕
事
だ
け

し
と
れ
ば

い
＼
、
俺
は
俺

の
役

口
通
り
に
す

る
ん
だ
。

第

二
の
職
人
　
　
奉
行
樣
、
わ

つ
し
共
が
今
造

つ
て
る
こ
の
城

は
、
何

て
え
名
が

つ
く
ん
で
す

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ゑ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

並
蕊
請
奉

行
　
　
ウ
リ
鎭
臺

、
と

い
ふ
ん
だ
。

こ
の
軛

に
か
け

て
、
貴
樣
逹
を
墜
し
潰
し

て
や
る
ん
だ
。

職
入
逹

　
　
ウ

リ
鎭
臺

で
す

つ
て
。

就
且
請
奉
行

　

　
さ
う
だ
。
貴
樣
達
、
何
が
を
か
し

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
づ

第

二
の
職
人
　
　
こ
ん
な

ち

つ
ぼ
け
な
小
屋

で
、
ウ
リ
を
鎭
め
た
り
抑

へ
つ
け

た
り
し
よ
う

つ
て
ん
で
す
か

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ぐら

第

一
の
職
人
　

　
お
目

に
か

乂
り
て
え
も

ん
だ
ぜ
。

こ
ん
な
土
龍

の
土
ま
ん
ぢ
う
み

て
え
な
も

の
を
幾

つ
電
ね
た
ら
、

　

ウ
リ
串
で

一
番
小

せ
え
山

に
な

る
ん
だ
。

　
　
　

菩
請
奉

行
後

景

の
方

へ
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
ご

石
工
の
親

方
　
　
俺
あ
も
う

一
そ

こ
の
槌

を
、
湖

の
底

に
で
も
投
げ
込

ん
で
し
ま
ひ
て
え

や
。

こ
ん
な
縁
起

で
も
ね

え
・
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ふ
し
ん

　
豊

請
に
つ
か
ふ
よ

り
は
な
あ

。

　
　
　

テ
ル
と

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
來
る
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　
　

一
層
生
き

て
ゐ
な
か

つ
た
ら

、
こ
ん
な
も

の
を
見
な
く
て
も
す

ん
だ
ら
う

に
な
。

テ

ル
　
　

こ
ん
な
處

に
祿
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
あ
、
行
き

ま
せ
う
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　
こ
れ

で
も
俺

は
ウ
リ
に
ゐ

る
の
か
。
肖
由

の
國

ウ
リ
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
だ
ひヘム

石

工
の
親
.方
　
　
も
し
、
旦
那
、

ま
あ
ち
よ

い
と
、
あ

の
塔

の

窖

を
御
覽
な
せ
え
。
全
く
あ

ん
申

に
入

つ
た
ら
最
後
、

　

一
生
、
鷄

の
聲
も
聞
け
ま
せ
ん
ぜ
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　
お

丶
。

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
り
も
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

石

工
　
　

こ
の
壁

や
迫
持
を
御
覽
な
せ
え
。
永
代
崩
れ

つ
こ
は
あ

り
ま
せ
ん
て
。

テ

ル
　

　
な
あ

に
、
人

の
手
で
建

て
た
も

の
は
、
人

の
手
で
こ
は
せ
る
さ
。

〔
山
の
方

を
指

し
な
が
ち
〕
俺
逹

に
や
あ
、

　
紳
樣

の
つ
く

つ
て
下
す

つ
た
、
あ

の
肖
由
な
城

が
あ

る
ぢ

や
ね
え
か
。

　
　
　
太

鼓
の
暑

が
聞

え
る
。

人

々
竿

の
上
に

一
箇

の
帽
子
を
掲
げ
て
入

つ
て
來

る
。

あ
と
か
ら
ロ
上
役

が

一
人
。
女

　
　
　

や
子
供
逹
が
が
や
ノ
丶

と
押

し
寄

せ
る
。

第

】
の
職

人
　

　
何

で
太
鼓
な
ん
ぞ
叩
き

や
が
る
ん
だ
。
氣
を

つ
け

ろ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
ふ
ノへ

石
工

の
親

方
　
　

何

て
え
業

々
し

い
行
列
だ
。
そ
れ

に
帽
…子
た
あ

一
體
な

ん
の
こ
つ
た
。

ロ
上
役

　
　
皇
帝

の
御

名
に
於

て
、
よ

つ
く
承
は
れ
。

㌦
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職
人
逹

　

　
靜

か
に
し
ろ
。

ま
あ
、
聽

い
て
み
ろ
。

ロ
上
役

　
　
ウ
リ
の
人
民
、

こ
の
帽
子
を
見
ろ
。
こ
れ
は
ア
ル
ト
ル
フ
の
村

の
中

の

一
番
高

い
場
處

に
、
竿

の
上

に
揚

　

げ

て
お
く

こ
と
に
す

る
。

こ
れ
ほ
代
官
樣

の
思

召
し
で
、

こ
の
帽
子
を
見
る
こ
と
、
代
官
樣
御
自
身

に
羇
す
る
が
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　

く

せ
よ

と
仰

せ
ら
れ

る
の
だ
。
膝

を
曲

げ
、
頭
を
脱

い
で
敬
禮
し
な
け
れ
ば
な

ら
ん
ぞ

。
ー

そ
れ

に
よ

つ
て
、
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

いや
しく
　
　
　
　
　
　

な
い
が
し

　

家
は
民

の
恭
順
を

お
た
め
し
に
な
る

の
だ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苟

も

こ
の
命
令
を

蔑

ろ
に
す

る
も

の
は
、
命
を
失

ひ
、
家
財
を
沒

　

牧
す
る
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　

の

　
　
　

人
民
逹
ど

つ
と
笑
ふ
。
.
太
鼓

が
鳴

つ
て
、
行
列
は
去

つ
て
行
く
。

第

一
の
職
人

　

　
途
方
も
ね
え
珍
ら
し

い
こ
と
を
、
代
官

の
野
郎

考

へ
出

し
や
が

つ
た
も

ん
ぢ
や
ね
え
か
。
帽

子
に
お

　
辭
儀
を

せ
い
、
だ
と
よ
。
冗

談
ぢ
や
ね

え
、
手
前
、

こ
ん
な
馬
鹿

々
々
し
い
話

を
聞

い
た

こ
と
が
あ

る
け
え
。

石
工

の
親

方
　
　
帽

子
の
前

に
膝
を

つ
け
、
だ
と
。
眞
面
目
な
、
お
と
な
し

い
人
間

に
向

つ
て
、
冗
談
も

い
曳
加
減

に

　

し
や
が
る
が
い
製
。

第

】
の
職
人

　
　
せ

め
て
こ
れ
が
王
樣

の
冠
な
ら
わ

か
る
が
、
そ
れ
が
ど
う
で
え
、
填
太
利

の
帽
子
ぢ
や
ね
え
か
。
封

　
侯
式

の
時

の
玉
座

に
、
あ

い
つ
が
吊

る
下

つ
て
た
の
を
、
俺
は
ち
や
ん
と
見
と

い
た
ぞ
。

石

工
の
親
方
　
　
塊
太
利

の
帽

子
だ
と
。
氣
を

つ
け
ね
え
。
屹
度
俺
達
を
填
太
利

へ
費
り
込
む
儒
辭
だ

ち
げ
え
ね
え
ぞ
。

　
　
　
　
し
や
う
ね

職
人
　
　
性
根

の
あ

る
人
間
が
」
そ
ん
な
恥
さ
ら

し
を
我
慢
す

る
も
ん
け
え
。

石
工
の
親
方

　
　
お

い
、
み
ん
な

一
緒

に
來
ね
え
。
み
ん
な
で
ゆ

つ
く
ケ
相
談

し
よ
う
ち
や
ね
え
か
。
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一
同
奥

の
方

へ
立

ち
去

る
。

テ
ル
　
　

〔
ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
に
〕
こ
れ

で
お
分
り

で
せ
う
。

で
は
、
ウ

エ
ル
ネ

ル
の
旦
那
。

こ
れ

で
お
暇
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
こ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　

お
主
は

こ
れ
か
ら
何
處

へ
行
ぐ
。
何

で
さ
う
急
ぎ
な
さ
る
。

テ

ル
　

　
家

で
も
、
お
や
ち

の
歸

り
を
待

つ
て
を

り
ま
す

か
ら
。
で

は
、

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　
俺

は
お
主

に
話

し
い
こ
と
が
た
ん
と
あ

る
ん
だ

が
。

テ

ル
　

　

重

い
胸

の
中
は
、
喋

つ
た
と
こ
ろ
で
晴
れ

ま
す

ま
い
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

だ
が
、

先
づ

喋

つ
て
こ
そ
實
行
も
出
來
よ
う
と

い
ふ
も
ん
だ
。

テ

ル
　
　

今

ほ
忽

耐

と
沈
默

と
だ
け
が
唯

一
つ
の
實
行
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ら

ス
タ
ゥ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　
耐

へ
切
れ

ぬ
と
こ
ま

で
耐

へ
う
と

い
ふ

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　　ヘ
　　ヘ

テ

ル
　

　

氣

の
短

か
い
支
配
者
な
ん

て
亀
.の
は
、
ど
う
せ
長
持
ち

ほ
し
ま

せ
ん
よ
。
ー

・南

の
は
や
て
が
谷

か
ら
吹
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
ま
く

つ
て
來

る
時
で
も
、

こ
つ
ち

で
灯
を
淌
し
、
船

は
港

へ
逃
げ
訊

ん
で
ゐ
れ
ば
、
ど
ん
な
ひ
ど

い
嵐

で
も
、
何

の

　
害
ど
こ
ろ
か
跡
形

さ

へ
な

く
、
地
面
を
す
べ

っ
て
行

つ
ち
ま
ひ
す
す

よ
。
み
ん
な
家

に
ぢ

つ
と
し

て
、
靜

か
に
暮
す

　

に
限
り
ま
す
よ
。
亭
穩

無
事
な
人
聞

に
ほ
、
亭
穩
無
事
な
暮

し
が
出
來

よ
う
と

い
ふ
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
し

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　

　

お
主
は
本
氣

で
さ
う
思

ふ
の
か
。

テ
ル
　

　
蛇
で
も
、
怒
ら
せ
な
け

り
や
咬
み

つ
き
ま

せ
ん
.
奴
等

に
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ
の
國
が

い
つ
ま
で
も
お
と
な

　

し
く
し
て
ゐ

る
の
を
見
り
や
あ
、
し
び
れ
を
切
ら
し

て
し
ま
ひ
ま
さ
あ
。
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ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

だ
が
、
俺
達

み
ん
な
で
結
束
す
れ
ば
、
ど

ん
な

こ
と
だ

つ
て
出
來
る
ぞ
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

や
す　

テ

ル
　
　

た
と

へ
ぼ
難
艢
し

た
時

で
も
、
各

々
勝
手

に
す
る

の
が

一
番

助
か
り
易

い
も

ん
で
す
よ
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　

こ
の
國
全
體

に
ふ
り
か

瓦
つ
て
ゐ
る
事
を
、
お
主
は
さ
う
冷
淡

に
打
ち
捨

て

玉
お
け

る
か
。

テ
ル
　

　
本
當

に
た
よ
り

に
な
る

の
は
自
分
だ
け

で
す

よ
。

ス
タ
ウ
ッ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

弱

い
者
も
團

結
す
れ

ば
強
く
な

る
ぢ
や
な

い
か
。

テ

ル
　

　
強

い
も

の
は
、

一
人

の
時
が

一
番
強

い
で
す

よ
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
さ
う
す

る
と
、
絶
望

し
た
祕
國
が
非
常

の
手
段
を

と
る
時

に
も
、
俺
逹
は
着
を
頼

み
に
す

　
る

わ
け
に
行

か
な

い
の
か
。

テ

ル
　
　

〔
ス
タ
ゥ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
に
手
を
差

し
出

し
て
〕

こ
の
テ

ル
は
、
小
羊

一
匹

見
え
な
く
な

つ
て
も
、
谷
底

ま
で

　
探

し
に
參
り
ま
す
。
ど

う
し

て
味

方
を
見
捨

て
ま
せ
う
。
然
し
何
を
な
さ
る
に
し
て
も
、
私
を
御
相
談

の
仲
聞

に
は

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

し
や
う

　

入
れ
な

い
で
下
さ

い
。

い
ろ
ノ
＼

研
究
し

て
見
た
り
邏

ん
で
見
た
り
す
る
事
は
私

の
性

に
合

ひ
ま
せ
ん
。

い
よ
/

丶

　

話
が
き

ま

つ
て
實
行

と

い
ふ
段

に
な

つ
て
、
私

が
お
役

に
立

っ
時

に
は
、
こ

の
テ

ル
も
ど

う
ぞ
呼

ん
で
や

つ
て
下
さ

　

い
ま
し
。

必
ず
參
り

ま
す
。

　

　
　
兩
人
左
右

に
疑
れ
去
る
。
急

に
、

足
場

の
あ
た
り
に
騒
ぎ
が
起

る
。

石
工
の
親

方
　
　
〔
そ

つ
ち

へ
駈
け

つ
け
て
〕
ど
う
し

た
ん
だ
。

第

一
の
職
人
　
　

〔叫
び
な
が
ら
走

っ
て
來

て
〕
屋
根
葺
き
が
屋
根

か
ら
落
ち
た
ん
だ
。
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ベ
ル
タ
駈
け
込
ん
で
來

る
。
從
者
§

ペ
ル
タ
　

　
屋
根
屋
さ

ん
は
死

に
ま
し
た
か
。
早

く
行

つ
ザ丶

助
け

て
上
げ

て
下
さ

い
。
助
か
る
な

ら
、
助
け

て
上
げ

　
て
下
さ

い
。

こ
丶
に
お
金
が
あ
り

ま
す
4

・ー

　
　
　
身

に

つ
け

た
裝
飾
を
人

々
の
閲
に
投

げ
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
まロつ
び
ら

石
工
の
親

方
　
　
手
前
達

の
金
な

ん
か
賃
牛
だ
。
ー
!
手
前
逹

に
や
何
で
も
金
次
第
だ
ら
う
が
、
父
親
を
無
理
矢
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぢ

　
供
か
ら
引
き
離

し
、
亭
主
を
女
房

か
ら
引
き
分
け

て
、
世
聞
を
散

々
に
虐

め
て
お
い
て
、
そ
れ

で
金

で
す
ま
さ
う

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
りつ

　

て
了
簡
だ
ら
う
。
ー

ー
去
せ
や
が
れ
。
手
前
逹

が
來
や
が
る
迄

は
、

こ
の
俺
逹
も
陽
氣
な
人
聞
だ

つ
た
が
、
手
前

蓬

　
と

剛
緒

に
何
も

か
も
稟
み

の
ね
え
國

に
な

つ
ち
ま

つ
た

ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
ぼ

ベ
ル
タ
　
　

〔歸

っ
て
來
た
普
請
奉

行
に
)
命
は
大
丈
夫
で
す
か
。
〔普
請
奉
行
、
首

を
振
る
〕
あ

乂
、
何
と

い
ふ
縁
起

　

の
わ
る

い
城
な
ん

で
せ
う
。
呪
ひ

の
中

に
建

て
ら
れ

て
、
呪

ひ
じ
つ
い
て
廻
ら
れ

る
で
せ
う
。

〔去
る
〕

第
　
四
　
場

ワ

ル

テ

ル

・
フ

ユ

ル

ス

ト

の

佳

居

e

ワ

ル

テ

ル
・
フ

ユ

ル
ス

ト

と
、

ア

ル

ノ

ル
ト

・
フ

オ

ン
・
メ

ル

ヒ

タ

ア

ル
同

時

に
左

右

か
ら

登

揚

。
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メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

旦
那
さ
ま
。

ワ

ル
テ
ル
●
フ

ユ
ル
ス
ト

不
意

に
人

が
來
た
ら
ど
う
す
る
・

家

の
申

に
ゐ
る
方
が

い
蔘

・

喜

で
蹴
鬻

に
毒

　
卷
か
れ

て
ゐ
る
か
ら
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
よ

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　
ウ

ン
テ
ル
ワ
ル
ド

の
方
か
ら
何

か
便
り
が
あ
り
ま
し
た
か
。
親
父

り
身
に

つ
い
て
何

か
知
ら

せ
で

　
も
あ
り

ま
し
た
か
。
罪
人
み
た

い
に
ご

ふ
に
安
閑
と
し

て
ゐ
る

の
は
、
も
う
我
慢
が
出
來
ま
せ
ん
。

一
體

、
私

は
ど

　
ん
な
罪

を
犯

し
た
と
い
ふ
ん

で
、
か
う
や

つ
て
、
人
殺
し

の
や
う

に
逃
げ

か
く
れ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
せ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
が

　
唯
あ

の
鬪

太

い
小
僣
あ

が
、
代
官

の
命
令
だ
と
言

つ
て
、
大
事
な
番

ひ

の
牛
を
引

つ
張

つ
て
行
か
う
と
し
や
が

つ
た

　

の
で
、
棒

で
以

て
そ
い

つ
の
指
を

へ
し
折

つ
て
や

つ
た
だ
け
ち
や
あ

り
ま
せ
ん
か
。

ワ
ル
テ

ル
・
ブ
ユ
ル
ス
ト
　
　

そ
れ

が
亂
暴
す
ぎ
た
。
そ

の
小
僣

と

い
ふ

の
は
、
何

と
い

つ
て
も
代
官

の
家
來
だ
し
、
お

　
上

か
ら

の
お
使

ひ
だ
。

お
前

が
わ
る
か

つ
た

の
だ
。
ま
あ
、
ど
ん
な

に
辛

か
ら
う

と
、
默

っ
て
罰
を
受
け
な
け
れ

ば

　
な

る
ま

い
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ご
ふ
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
ざ
ふ
ごん

メ
ル
ヒ
タ
ァ
ル
　

　
あ

の
業

つ
く
ぱ
り

の
雜
言
を
、
我
慢
し
ろ
と
仰

し
や
る

の
で
す
か
。
「
土

頁
姓
奴
が
、
パ
ン
を
喰
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　

す
き

　
た
け
り
や
、
自
分
で
鋤

を
牽

け
。」
つ
て
吐
か
し
や
が

つ
た
ん
で
す
よ
。
そ

の
上
、
あ

の
素
晴
ら

し
い
牛
を
鋤

か
ら
は

　
つ

し
や
が

つ
た
時
は
、
ぎ
く
り
と
胸
を
刺
さ
れ

た
や
う

で
し
た
。
牛

の
方
で
も

、
何

か
變
だ

と
感
君

た
ら
し
く
、
陰
,

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
し
や
う

　
氣
な

聲
で
吼

え
た

か
と
思

ふ
と
、
角

で
も

つ
て
突

つ
か
け
ま
し
た
。
私
は
、
も
う
無
牲

に
腹

が
立

つ
て
、
無

我
夢
中

　

で
、
そ

の
使

ひ
の
や

つ
を
ぶ
ち

の
め
し

て
し
ま

つ
た

の
で
す
。



33ル テ 。ム ル ヘ ル イ ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
つき

ワ

ル
テ

ル

・
フ

ユ
ル

ス

ト
　

　

そ

り

や

あ

、俺

逹

に

し

て
鼠

た

と

こ
ろ

で

、
迚

も
我

慢

が
な

る

ま

い

て
。

血

氣

の
若

い
者

　

に
ど

う

し

て
辛

抱

が
出

來

る
も

の

か
.、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

私

ほ
た

穿
親
父

が
可
哀
想

で
な
ら
か

い
の
で
す
、
ー

親
父
は

い
ろ
ノ
＼

と
世
話

が
要

る
の
に
、

そ

の
伜

は
か
う

し
て
遠
く

に
離
れ

て
ゐ
る
。
代
官

は
親
父
を
憎
ん

で
ゐ
る
。
親

父
が

い
つ
も
正
義

や
自
由

の
た
め

に

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ

　
な
つ
ず
ぐ

　
眞
直

な
こ
と
を
言

ひ
張

る
の
で
、
そ
れ
で
あ

の
年
寄

力
苛

め

つ
け

る
の
で
せ
う
。
そ
れ

に
、
も
う
今

で
は
、
親
父
を

　
か
に
庇

つ
て
や
る
も

の
は

一
人
も
な

い
の
で
す
。
f
…
1
も
ぢ
ど
う
な
ら
う
と
、
私
は
家

へ
灘

り
ま
す
。

ワ

ル
テ

ル
。
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
森

の
方

か
ら
何
か
知
ら
せ
が
あ
る
ま
で
は
、

ぢ

つ
と
辛

抱
し

て
待

つ
て
ゐ
る
が
宜

い
。

ー

i
誰

か
戸

を
叩

い
て
ゐ
る
。
ー

代
官

の
使

ひ
か
広
知
れ
な

い
そ
。
ー
ー

早

ぐ
奧

へ
行

つ
て
ゐ
ろ
。
ー
1

こ
の
ウ

　

リ
だ

と
て
、

ラ
ソ
デ

ソ
ペ
ル
グ

の
代
官

の
手
が
屆
か
ぬ
と
は
限

ら
な

い
。
暴
君

の
奴
等

は
互
に
手
を
貸

し
合

つ
て
ゐ

　

る
か
ら
な
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

い

丶
手
本
で
す
。
私
共
も
互

に
手
ウ
貸

し
合

は
な
き

や
な
り
ま
せ
ん
。

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
早
く
行
け
。

心
配

が
な

か

り
た
ら
呼
ん
で
や
る
。

　
　
　

メ

ル
ヒ
タ
ア

ル
奥

へ
入
る
。

　
あ

曳
、
不
憫
な
も

の
だ
。
俺

に
は
不
吉
な
氣
が
か
り
が
あ
る
ん
だ

か
、
ま
さ
か
そ
れ
を
打
ち
盟
け

る
わ
け

に
も
行

か

　
ん
し
。
ー

誰
だ
ら
う

、

叩
く
の
は
。

戸
が
が
た

つ
ぐ
度
に
、

不
吉
な
事
を
待

つ
て
ゐ
る

の
だ
。

ど

こ
の
隅

々
に

も
、
裹
切
り
と
欝

と
が
覗

い
て
ゐ

る
し
・
家

の

蕃

奧
ま
で
も
暴
力

の
使

ひ
が
入
わ
込
ん
で
來
る
・
こ

の
分

で
は

轡
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か
ん
ぬ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る

も
う
直
ぐ
に
、
錠

や

閂

で
戸
締
り
を
す
る
や
う

な
こ
と
に
な

る
だ
ら
う
。

　
　
　
戸
を
あ
け
て
、
驚

い
て
た
じ

ろ
ぐ
。
ウ

エ
ル
ネ

ル
、

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
入
つ
て
來
る
。

　
や
あ
、
こ
れ
は

こ
れ
は
、
ウ

エ
ル
ネ
ル
さ
ん
か
。
實

に
ど
う
も
、
珍

客
だ

.
;
…
ー
あ
な
た
よ
り
豪

い
お
客

は
、
ま
だ

　
こ
の
睡
炉
越
え

ら
れ
た

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
う

こ
そ
お
出
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
何

の
御
用

事
で
す
。

　
こ
の
ウ
リ
に
何

ぞ
御
用

事
で
も
。

ス
タ
ゥ

フ
フ
ァ

ッ

ヘ
ル
　
　

〔
握
手

し
て
〕
昔

の
時
勢

と
昔

の
瑞

西
を
探
し

に
參
り
ま
し
た
よ
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

い
や
、
そ
れ
を
あ
な
た
こ
そ

こ

x
へ
持

つ
て
來
ら
れ
ま
し
た
よ
。
…
1
御
覽
下
さ

い
、
私

　
ほ

こ
の
逋
り
元
氣

竜
出

て
、

お
顏
を
拜
見
し
た
だ
け
で
、
胸

が
温
く
な
り
ま
し
た

、
-
i
i
ま
あ
、

お
か
け
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
ウ

エ
ル
ネ
ル
さ
ん
。
,ー
ー
ど
う
し

て
ま
た
あ

の
氣

の

い
乂
お
か
み
さ
ん

の
ゲ

ル
ト
ル
ウ
ド
さ

ん
を
件
れ

て
來
な
か

つ

　
た
ん
で
す
ね
。
あ

の
利
巧
な

イ
ベ
ル
グ

の
頭

の
好

い
娘

さ
ん
を
ね
。

マ
イ

ン
ラ
ン
ド

の
僣

庵
を
通

つ
て
、
伊
太
利

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
行
く
獨
逸

の
巡
禮

逹
で
、
お
宅

の
厚

い
も

て
な
し
を
褒

め
な

い
も
の
は

一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
ー

と
こ
ろ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
ゐ

　
あ
な
た
は
屹
度

ブ
リ

ユ
エ
レ
ソ
か
ら
ま

つ
す
ぐ

に
お

い
で
な
す

つ
た

ら
う
が
、

こ
の
閾
を
ま
た
ぐ

ま
で
に
、
何

か
變

　

つ
た
も

の
を

見
な
さ

ら
な
か

つ
た
か
な
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　

　
〔
腰
を
下
し
て
〕
び

つ
く
り
す
る

ほ
ど

の
新

ら
し

い
・建
物
を

こ
し
ら

へ
て
ゐ
る

の
を
見
ま
し

　

た
が
、
ど
う
も
.面
白
く
な

い
氣

が
し
ま
し
た
よ
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

お

乂
、
あ
な
た
は
さ
す
が
に

騨
目

で
そ
れ
を
見
破
り
な
さ

つ
た
な
。
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ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　

こ
の
ウ
リ
に
、
あ
ん
な
も
の
は
あ

つ
が
た

め
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。ー
ー

大
昔

か
ら

こ
の
方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

すま
ひ

　
ご

乂
に
は
牢

屋
も
な
し
、
墓

よ
り
外

に
は
し

つ
か
り
し
た
住

層
も
な
か

つ
た
も

ん
で
し
た
が
。

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　

い
や
、
あ
れ

こ
そ
は
自
由
を
葬
る
墓

で
す
よ
。
墓

と
は

い
乂
名
を
お

つ
け
な
す

つ
た
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　

ワ
ル
テ
ル

・
フ
ユ
ル
ス
ト
さ

ん
。
何
観
隱
さ
ず

に
お
話
し
ま
す
が
、
實
は
私

が
今
日

こ

製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ま
じ
ん

　

へ
參

つ
た
わ
け
は
、
決

し
て
暇
人

の
も

の
ず
き
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
え
ら

い
心
配
事
が
あ

つ
て
の
こ
と
で
す
。

　
ー
1
私
は
、
壓
制

の
國
を
あ

と
に
し

て
參

つ
て
、
し
か
も
こ

丶

へ
來

て
、
ま
た
驩
制
を
見
せ

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
た

　
私
共

の
受
け

て
ゐ
る
苦

し
み
は
、
と
て
も
耐

へ
切
れ
な

い
程

の
ぜ
、
の
膝
す
。
そ

の
上
、

こ
の
壓
制
は

い
つ
果

て
る
と

　

い
ふ
先

の
見
込
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
瑞
西

の
民
は
大
苜
か
ら
自
虫

の
民
で
、
慈
悲
仁
政

に
慣
れ

て
ゐ

て
、

こ
の
國

　

で
こ
ん
な
た
め
し
は
、

こ
の
山

に
牛
を
飼

ひ
初

め
て
以
來
な

い
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　
全
く
近
頃

の
や
り
口
と
來

で
ほ
他

に
例

が
あ
り
ま
ず
ま

い
。

私
共

の
方
の
華
族

ア
ツ
テ

　

イ
ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ソ
さ

ま
も
、
昔

の
こ
と
を
見

て
ゐ
ら

つ
L
や
る
が

,も
う
我
慢
が
出

來
ぬ
、
と
仰

し
や

つ
て
ゐ
ま
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
が　
　

　

　
　

　
　
　
ち
ぷ
　
ぐ
さ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　
そ
れ

に
、
あ

の
ウ

ン
テ

ル
ワ

ル
ド
の
方

で
も
、
矢
張
り
非
道

い
事
が
あ

つ
て
、
血

腥

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つぎ

　

お
仕
置
き
沙
汰
が
あ

つ
た
さ
う

で
す
。

ロ
ス
ベ
ル
ク
詰

の
の
代
官
の
ウ
オ
ル
フ

エ
ン
シ
イ
セ
ソ
が
撮

み
食
ひ
根
性
を

　

出
し

て
、
あ

の
ア
ル
ツ

エ
レ
ソ
村

の
バ

ゥ

ム
ガ
ル
テ

ン
の
女
房

に
、
怪
し
か
ら
ぬ
不
義
を
仕
か
け
た

の
で
、
亭

主
に

　

斧

で
叩
き
殺
さ
れ

て
し
ま

ひ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

て
き
め
ん

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　
成

程
、
天
罰
覿
面
と

い
ふ
も
ん
で
す
尸

f

で
す
か
、
パ
ウ

ム
ガ

ル
テ
ソ
と
申
さ
れ
ま
し



ル テ 。 ム ル ヘ ル イ ウ
36

　
た
ね
。
あ
れ
は
却

々
お
と
な
し

い
男
で
す
が
、
う

ま
く
助
か

つ
て
、

か
く
れ

て
ゐ
ま
す
か
4

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　

　
あ
な
た

の
聾

の
テ

ル
さ
ん
が
、
湖
水
を
渡

し
て
逃
が
し

て
く
れ

て
、
今

は

ス
タ
イ
ネ

ソ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

む
ご

私

の
宅

に
か
く
ま

つ
て
あ
り
ま
す
が
、
ー

そ

の
男

の
話

に
よ
り
ま
す
と
、
ザ

ル
ネ

ソ
で
は
も

つ
と
酷
た
ら
し

い
事

　
が
あ

つ
た
さ
う

で
す
.。
誰
が
聞

い
て
も

心
臓

に
血
が
に
じ
む

や
う
な
話

で
す
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

〔聽

を
耳

を
た
て
蕊
〕

と

い
ふ
と
、
ど
う

い
ふ
こ
と
で
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　
　

あ

の
、

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
で
す
ね
、
ヶ

ル
ン
ス
か
ら
降

り
て
行

く
、
あ
そ

こ
に
、

ハ
ル
デ

ソ

　

の

ハ
イ

ソ
リ

ヒ
と

い
ふ
正
直
な
男
が
住

ん
で
ゐ

て
、
組
合

で
も
却

々
顏
役

の
方
な
ん
で
す
。

ワ

ル
テ
ル
・
プ

ユ
ル
ス
ト
　
　

あ

の
男
な

ら
、
皆
知

つ
て
ゐ
ま
す
よ
。
あ

の
男

に
何
か
あ
ーー
ま
し
た
か
。
そ

の
先
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
じ
リ

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
ラ

ン
デ

ソ
ペ

ル
グ
の
代
官
が
、
そ

の
伜

の
些
細
な
縮
尻

の
罰
に
、
立
派
な
牛

の

一
番

ひ
を

　
す
き

　
鋤

か
ら
外
さ

せ
た

の
で
、
伜

が
そ
の
家
來
を
叩
き

の
め
し

て
、
逃
げ

て
し
ま

つ
た

の
で
す
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

〔極
度

に
緊
張
し

て
〕

そ
こ
で
、
親

父
の
方
は
、
さ
あ

、
ど
う
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

と

こ
ろ
が

ラ
ソ
デ

ン
ベ
ル
グ
の
代
.官
は

、
そ

の
親
父

に
直
ぐ
に
も
伜

を
引
き
渡

せ
と
責

め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

が
う
み
んや
く

　

た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ

の
老
人
が
、
ど
こ

へ
逃
げ
た
か
知
り

ま
せ
ん
、
と
正
直

に
白
状
す
る
と
、
今

度
は
拷
.問
役

　

を
よ
び

寄
せ
て
ー
ー

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

〔
飛
び
上

つ
て
、
絹
手
を
隅

の
方

へ
つ
れ

て
行

か
う
と
し
て
〕
あ

丶

も
う
澤

山
で
す
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

〔
段
々
聲

を
高
く

し
て
〕
「
伜

が
逃
げ

て
も
貴
樣
が
ゐ
る
」
と

い
つ
て
、
そ

の
親
父
を
地
面
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も
　へ
　
も

　
に
投
げ
出
し

て
、
尖

つ
た
は
が
ね
を
そ
の
眼

玉
に
突

つ
込
み
ま
し

た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ご

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　
何

と

い
ふ
酷

い
こ
と
を
し

や
が
る
。

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　

　

〔飛
び
出
し
て
來
て
〕
眼

玉
に
で
す

つ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
な
た

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

〔
愕

い
て
、

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
に
〕

こ
の
お
若

い
の
は
誰

方
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

け
い
れ
ん

メ
ル
ヒ
タ

ア
ル
　

　
〔
痙
攣
的
な
は
げ

し
さ
で
、
ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
を
掴
ま

へ
て
〕
眼

玉

へ
で
す

つ
て
。
さ
あ
聞
か

　
し

て
下
さ

い
。

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
お

ふ
、
可
哀
さ
う
に
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

誰

で
す
、

こ
れ
は
。

(
ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
が
合
圖

を
し
た

の
で
〕

こ
れ

が
そ

の
息
子

　
さ
ん
で
す
か
。

や
れ
ま
あ
。　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

・

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

そ
れ

な
の
に
、
俺
は
遠
く
離
れ

て
、
ー
ー

兩
方
の
瞑

で
す

か
。

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
こ
ら

へ
て
ゐ
ろ
。
男
ら
し
く
我
慢
し
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
ら

メ
ル
ヒ
タ

ア
ル
　
　

そ
れ
も
皆

、
俺

の
罪
だ
。
俺
が
悪

か

つ
た
ん
だ
。
-ー
ー
ぢ
や
、
盲

目
に
、
本
當

の
盲
月

に
な

つ
て

　
し
ま

つ
た

ん
で
す

か
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

そ

の
通
り

で
す
。
覗
力

の
も
こ
が
流
れ
撫

て
し
ま
つ
た
ん
で
す
。

も
う
二
度

と
日
の
目
も

　
見
え
な

い
で
せ
う
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　
こ
の
子
を
餘

り
苦

し
め
な

い
で
や

つ
て
下
さ

い
。
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メ
ル
ヒ
タ
ア

ル
　

　
も
う

二
度

と
、
も
う

二
度
と
見
え
な

い
ん
で
す

つ
て
。

　
　

　
爾
手
で
眼
を
お
さ

へ
て
、
暫
く
默

つ
て
ゐ
る
。

や
が
て
交
る
ム
＼

二
人
に
向

つ
て
、
涙

が
こ
み

上
げ

て
來

る
弱

　
　

　
翡

も

い
聲

で
話
し
か
け
る
。

あ

丶
、
天

か
ら
授
か

つ
た
物

の
う
ち

で
も
、
眼

の
光

ほ
ど
有
難

い
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
生
き

も

の
で
も

、

光
の
お
蔭

で
生
き

て
ゐ

る
の
で
す
。
ー
ー

草
木

で
さ

へ
悦
ん
で
、
日

の
方
に
向
き

た
が
る

の
を
、
う
ち

の
親

父
は
、

闇

の
中

に
、
手
さ
ぐ
り
で
坐

つ
て
ゐ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ー
ー

牧
場

の
暖

か
い
線
も
、
花

の
盛
り
も
、
赤

い
夕

燒
け

の
雪
も

、
も
う

一
生
見
ら
れ
な

い
。
死

ぬ
こ
と
は
何
で
も
な

い
。
だ

が
、
生
き

て
ゐ

て
、
何
も
見
え
な

い
と
は
、

　
こ
ん
な
不
幸
が
あ
る
だ
ら
う

か
。
-ー

何
故
あ
な
た
方
は
私
を
さ
う
氣

の
毒
さ
う

に
御
覽
な
さ
る
ん
で
す
。
私

は
二

　

つ
の
は

つ
き
り
し
た
眼
を
持

つ
て
ゐ
な

が
ら
、
そ

の

】
つ
嫣
親
父
に
や
る
こ
と
が
出
來
ま

せ
ん
。

こ
の
腿

の
中

に
き

　
　

　
　

な
ぶ

ら
ノ
＼

と
舷
し

い
程

に
射

し

て
來
る
光
の
海

の

一
す
ぢ
も
や
れ
ま
せ
ん
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ
ヘ
ル
　

　
あ

乂
、
と
こ
ろ
が
ま
だ
切
な

い
こ
と
を
聞

か
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
悲
し
み
を
慰

め

　
る
ど
こ
ろ
か
壻
す
ば
か
り
で
す
。
と

い
ふ
の
は
、
あ

の
代
官
め
、
あ

の
老

人
の
持
物
を
殘

ら
ず
奪

つ
た
上
、
た

つ
た

　

一
本
の
杖

し
か
持

た
せ
ず

に
、
裸

か
で
盲

で
家
か
ら
家

に
乞
食
を
す
る
や
う

に
し
て
し
ま

つ
た
の
で
す
。

メ

ル
ヒ
タ
ア

ル
　
　

盲

の
年
寄
を
杖

一
本
に
し
て
、
何
も
か
も
取
り
上
げ
た
上
に
、

ど
ん
な

に
貧
し

い
も

の
に
も
共
同

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

かく

　
の
寶

で
あ

る
太
陽

の
光
ま

で
奪

つ
て
し
ま
ふ
と
は
。
,…
!

も
う
、

こ
丶
に
ゐ
ろ
、
だ
の
、
匿
れ

て
ゐ
ろ
、
だ

の
と
言

　

つ
て
は

下
さ

る
な
。
俺
は
何
と

い
ふ
卑
怯

な
、
見
下
げ
果

て
た
奴
だ
ら
う
。
自
分

の
身

の
安
全
ば
か
り
を
考

へ
て
、
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か
　
た

　

あ
な
た

の
身

を
思

つ
て
も
見
な
か

つ
た

の
で
す
。
ー

ざ
う
し

て
、
あ
な
た
の
大

事
な
首
を
あ

の
鬼

の
手

に
抵
當
に

　

と
ら
れ

て
し
ま

つ
た
の
で
す
。
も
う
卑
怯

な
考

へ
は
、
眞

串
だ
。
!
ー

俺
は
、も
う

血
み
ど

ろ
の
復
讐
以
外

に
は
何
も
、

　

考

へ
な

い
。
俺

は
出

か
け

よ
う
。
ー
ー
誰

も
と
め
て
は
下
ざ

る
な
。
-ー

代
官

か
ら
親
父

の
眼
を
と
り
返
す
ん
だ
。

　

ど
ん
な
に
家
來

が
大
勢

ゐ
よ
う
が
、
き

つ
と
あ

い
つ
を
見

つ
け
出

し

て
や
る
。
・ー

命
な

ん
ぞ
は
ど
う
で
も

い
乂
9

　
　
　
お
そ

　

こ

の
怖

ろ
し

い
、
熱

い
苦

し
み
を
、
あ

い
つ
の
生
血
で
冷
し
さ

へ
す
れ

ば

い
曳
ん
だ
。

〔
と
行

か
う
と
す
る
〕

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　
待

て
。

お
前
は
代
官

に
對
L

て
何

が
出

來
る
。

先
は
ザ

ル
ネ

ソ
の
高

い
お
城

に
陣
取
う

　
　
　
　
　
と
り
で

　

て
、
固

い
砦

の
申

か
ら
弱

い
者

の
怒
り
を
嘲

っ
て
ゐ
る

の
だ
ぞ
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　

　
た
と

へ
あ

い
つ
が
、

シ

ユ
レ
ツ
ク
ホ

渡
ン
の
氷

の
城

に
住
ん

で
ゐ
よ
う
と
、
ま
た
も

つ
と
高
く
、

　

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

の
大
昔
か
ら
雲

に
包

ま
れ

て
ゐ
る
處
に
立

て
こ
広
つ

て
ゐ
よ
う
と
も
、
ー

俺
ほ
屹
度
あ

い
つ
に
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
れ
で

　
付

い
て
見
せ
る
。
同
志

の
若
者
が

二
十
人
も
あ

つ
た
ら
、
そ

の
砦
を
破

つ
て
見
せ
る
。
も

し
誰
も

つ
い
て
來

る
も

の

　
が
な
く
、
あ

な
た
方
み
ん
な
が
、
家

や
家
畜

の
心
配
を
し
て
、
と
の
暴
君

の
壓

制

に
屈

服
す
る
な
ら
ば
、
-
ー
ー
俺
は
.

羊
飼
ひ
ど
も
を
山
に
蟹
び
集
め
て
・
こ
の
畠

な
墓

ハ屋

根
の
下
で
・
氣
も
心
も
響

し
い
健
全
な
處
で
、
轆
ろ

　
し

い
非
道

の
物
語
を
し

て
や
り
ま
す
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

〔
ワ
ル
テ
ル
・
フ
ユ
ル

ス
ト
に
〕
も
う

こ
れ

で
峠

で
す
。
ー
ー

こ
れ
以

上
ひ
ど

く
な

る
の
を
・

　
待

つ
て
ゐ
る
と
ー

メ

ル
ヒ
タ

ァ
ル
　

　
こ
れ
以
上
ひ
ど

い
こ
と
な
ん
ぞ
。
あ
る
も
の
か
。
眼

玉
さ

へ
孔

の
中

に
ぢ

つ
と
し

て
ゐ
ら
れ
な

い
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ゆ
み

世

の
中
だ
。

一
體
俺
逹

に
身
を
守
る
力
が
な

い
と
で
も

い
ふ
の
か
。
俺
逹
は
何

の
た
め
に
弩
を
引

い
た
り
、
電

い
戰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
ば

　
斧
を
使
ふ
稽
古
を

し
た
ん
だ
。
ど
ん
な
生
き
物
だ

つ
て
、
切
迫

つ
ま
れ
ば
、
自
分
を
守
る

こ
と
が
出

來
る
も
の
で
す
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ

疲

れ
切

つ
た
鹿

で
さ

へ
、
獵
犬

に
向

つ
て
怖

ろ
し
い
角
を
向
け

ま
す
。
鈴
羊
で
も
獵
師
を
谷

底

へ
蹴
落

し
ま
す
。

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
びき

　

つ
も
は
人
聞

の
お
と
な

し
い
仲
間
で
、
力

の
強

い
頸
を
軛

の
下

に
屈
げ

て
ゐ
る
、
あ

の
牛

で
さ

へ
、
腹
を
立

て
る
と
、

飛
び
上

つ
て
、
丈
夫
な
角
を
研
ぎ
、
敵

を
塞

へ
…抛
り
投
げ

ま
す
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
も
し
三
州

の
人
聞
が
皆

こ
の
三
人
の
や
う

な
腹

で
ゐ

て
く
れ
た
ら
、
我

々
も
何
か

一
仕
事

　
出
來
な

い
も

の
で
も
な

い
で
せ
う
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

ウ

リ
が
先
づ
旗
上
げ
を
し

て
、
ウ

ン
テ
ル
ワ
ル
ド
が
加
勢
を
す
れ
ば
、

シ

ユ
ウ
イ
ツ
だ

つ

　

て
昔

か
ら

の
同
盟
は
忘
れ
や
し
ま
せ
ん
よ
。

メ

ル
ヒ
タ
ア

ル
　
　

ウ

ソ
テ
ル
ワ
ル
ド

に
は
澤
山
友
逹
が
ゐ
ま
す
。
誰
だ

つ
て
頼
り

に
な
る
と
な
れ
ば
、
よ
ろ
こ
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

　
生
命
を
投
げ
出

し
ま
す
ー

あ

瓦
、
こ

の
國

の
立
派
な
皆

さ
ん
や
、
經
驗

の
多

い
皆
さ
ん
方

に
比
べ
れ
ば
、
私
な
ど

　
は
全
く
青

二
才

で
す
。
ー

私

の
意
見
は
、
州

の
會
議

で
も

お
と
な
し
ぐ
默

つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

し
か

　
し
、
私

が
若
年

で
世
間
見
ず
だ
か
ら
と

い
つ
て
、
そ
れ

で
私

の
意
見
や
言

ひ
分
ま
で
輕

蔑
し

て
貰

ひ
た
く
は
あ
り

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や

　
せ
ん
。
私
は
何
も
血
氣

に
逸

つ
て
ゐ
る
の
で
は
あ

り
ま

せ
ん
が
、
苦
し
み
と
悲
し
み
に
追
ひ
立
て
ら
れ

て
ゐ
る
の
で

　
す
。
巖
右

も
悲
し
ん

で
く
れ
る
で
せ
う
。
あ
な

た
方
御
自
身
も

一
家

の
父

で
も
あ
り
、
御
主
人
で
も
あ
り

ま
す
。
我

　
子
と
し
た
ら
、
親

の
髪

の
毛
を
大
切
に
し

て
、
親

の
眼

の
星
を
大
事
に
ま
も
る
や
う
な
、
孝
行
息
子
を
望
む
で

せ
う
9
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モ
こ
な

　

た
と

へ
ま
だ
あ
な
た
方
ほ
身
體
も
財
産
も
傷
は
れ
ず
、
あ
な
た
の
膜

も
い
き

/
＼
と
輝

い
て
ゐ
る
か
ら
と

い
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
そ

　
そ
れ

で
私
ど
も

の
難
儀

を
他
人
事

と
思

つ
て
は
下
さ

い
ま
す
な
。
暴
慰

の
怖

ろ
し
い
劍
は
、
あ
な
た
方
の
上
に
鵡
昂

　
り
さ
が

つ
て
ゐ
ま
す
。
あ
な

た
方
は
、

こ
の
國
を
墺
太
利
か
ら
そ
む

か
せ
ま
し
た
。
私

の
父

の
罪
も
、
そ
れ
と
同

じ

　
も

の
で
す
か
ら
、
あ
な

た
方
も
、
父

と
同
じ
罪
、
同
じ
睨
び

を
蒙

つ
て
ゐ
ら

つ
し
や
る
の
で
す
、。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

〔
ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
に
〕
御
決

心
下
さ
い
。
私
は

一
つ
や
つ
乂
け
る
覺

悟
で
す
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
で
す
が
、
そ

の
前

に
ジ
リ
ネ

ソ
や
ア
ツ
ナ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ
ン
の
殿
が
た
と
も
御

相
談
し
ま

　
せ
う
よ
。
あ

の
方

々
の
お
名
前
を
借
り
る
と
、
同
志
を
隼

め
る
に
も
好
都
合
だ

と
思

ひ
ま
す
。

メ

ル
ヒ
タ

ア
ル
　

　
こ
の
邊

の
森

や
山

の
間

で
、
あ

な
た
労
.二
人
の
お
名
前

ほ
ど
立
派
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
う

　

い
ふ
お
名
前
の
本
當

の
値
打
ほ
、
百
姓
共
も
十
分

に
信
用
致

し
ま
す
。、
何

し
ろ
國
中

に
良
く
響

い
て
屠
り
ま
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

つ

・
ね
。
あ

な
た
方
は
御
先
組

か
ら

の
徳
を
受
け
繼

い
だ
上
、あ

な
た
方
も
そ

の
上

に
い
ろ
～
く
、
と
徳
を
積
ま
れ

ま
し
た
。

　
ー

何
で
貴
族
な
ん
ぞ
の
手
を
借
り
る
事
が
あ
む
ま
す
か
。
私
共
だ
げ
で
や
つ
て
行
き
ま
せ
う
。
こ
の
國
に
は
私
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
だ

　
だ
け
住
ん
で
ゐ
た

い
も

の
で
す
。
私
共
だ

つ
て
も
う
好

い
加
減

に
自
分

の
身

體
く
ら

ゐ
守
れ

る
筈

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

あ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
成
程
、
貴
族
は
我

々
と
同
じ
難
儀

に
逍

ら
れ

て
は

ゐ
な

い
。
ま
た
下

々
の
方
で
暴
れ
狂

つ

　

て
ゐ
る
奔
流
は
、

ま
だ
上

の
方

に
屈

い
で
は
ゐ
ま

せ
ん
。
だ
が
、

い
よ
ノ
＼

こ
の
國
が
武
器
を
取

つ
て
立

つ
こ
と
に

　
な
れ
ば
、
貴
族

と
雖
も
加
勢

し

て
く
れ

ま
せ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
き
て

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　

我

々
と
饗
太
利

と
の
聞

に
裁

剣
宮

で
亀

ゐ
て
く
れ

製
ば
、

權
利
も
掟
も
解
決
が

つ
か
う

鋼　「
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が
、
何
し
ろ
、
我

々
を
壓
迫
す
る
の
が
、
皇
帝

で
あ
り
最
高

の
裁

判
官

な

の
だ

か
ら
ね
。
ー

ど
う
し

て
も
、
禪

樣
の

　

お
助
け

に
す
が

つ
て
、
銘

々
の
腕

に
た
よ
る
外
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ー
1

で
は
、
あ
な

た
は

シ

ユ
ゥ
イ

ッ
の
人
逵

に
目
を

　

つ
げ
て
下
さ

い
。
私
は
ウ
リ
で
同
志
を
募
り

ま
せ
う
。
だ
が
、
ウ

ソ
テ

ル
ワ
ル
ド
の
方
に
は
誰
を

や

つ
た
も

の
か
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

私
を

や
つ
て
下
さ

い
。
ー
ー

こ
ん
な

は
ま
り
役
は

ほ
か
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
そ
れ
は

い
か
ん
。

お
前
は
今
わ
し

の
客
分
で
、
お
前

の
身

の
安

全
は
、
わ

し
が
保
證
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。

サ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

行
か
し

て
下
さ

い
。
私
は
拔
け
道
も
山
邁
も
よ
く
知

つ
て
ゐ
ま
す
し
、
敵

の
目

か
ら
隱

し
て
庇

つ

　

て
く
れ

る
友
逹
も
澤
山
ゐ
ま
す
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

で
は
紳
樣

の
御
加
護
を
所

つ
て
、

こ
の
方
を
お
や
り
な

さ

い
。
あ
そ

こ
に
は
裏
切
者

な
ぞ

　

一
人
も
居
り
ま
せ
ん
。
ー
ー
暴
政
も
あ
れ

ほ
ど
憎
ま
れ

て
ゐ

て
は
、
犬
に
な

つ
て
働

く
奴
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ

に

　

森

の
下

の
方

で
は
、

ア
ル
ッ

エ
レ
ン
の
男

が
同
志
を

つ
の
つ
て
、
煽
動
し

て
廻
る
で
せ
う

。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

し
か
し
、
ど
う

し
た
ら
、
暴
霜
共

の
疑

ひ
の
腿
を
遯
け

て
、
確
か
な
報

告
を
交
換
す

る
こ
と
が
出
-

　

來
る
で
せ
う

か
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

ブ

ル
ソ
ネ

ン
か
ト
ラ
イ
プ

に
集
ま

る
こ
と
に
し
た
ら
ど
う

で
す
。
あ

そ
こ
な

ら
商
人

の
燐

　

も
着
き

ま
す

し
、

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

い
や
、
こ

の
仕
事
は
さ
う

お
ほ
び
ら

に
す
る
わ
け
に
は
行
き

ま
せ
ん
9
ー

私

の
考

へ
を
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聞

い

て
下

さ

い
。

-i

こ

丶
か

ら

ブ

ル

ン
ネ

ン
に
渡

る
淦

中

の
左

手

の
岸

に
、

丁
度

、・・
イ

テ

ソ

ス
タ

イ

ソ

の
向

ひ
側

で
す
が
、

一
寸

し
た
森

の
中

に
人

の
知
ら
な

い
原
が
あ

る
の
で
す
。
そ
こ
は
木

が
伐

わ
ひ
ら

い
て
あ

る
の
で
、
羊
飼

ひ
逹
は

リ

ユ
ト
リ
ど

い
つ
て
ゐ
ま
す

が
、
そ

こ
が
丁
度
、
私

の
州
と
あ
な

た

〔
メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
に
肉

つ
て
〕

の
州

と

の

境

に
な

つ
て
ゐ

て
、
あ

な
た
も

〔
ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
に
向

つ
て
〕
ほ
ん

の

一
寸
し
た
道

の
り
で
、
シ

ユ
ウ

イ
ツ

　
か
ら
小
舟

で
や
つ
て
來
ら
れ

ま
す
。
人
通
り

の
な

い
稟
道

傳
ひ

に
で
も
あ

の
原

に
集
ま

つ
て
、
夜

の
う

ち
に
密
議
を

　
こ
ら

し
ま
せ
う
。
銘

々
信
用

の
出
來

る
男
を
十
人
づ

乂
連
れ

て
來

て
、
皆

で
共
逋

の
利
釜
を
討
議
し
、
す
ぐ
さ
ま
決

　
心
し
よ
う

で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

よ
ろ
し

い
。
で
は
、
あ
な

た
の
右
手
を
お
貸
し
下
さ

い
。
そ
れ
な
ら
、
お
前
さ
ん
も
。
さ

　
う
だ
、
さ
う
だ
。

こ
れ
で
私
た
ち
三
人
が
か
う

し
て
お
互

に
手
を
組
み
合

せ

て
ゐ
る
や
う

に
、
正
直

に
僞
り
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は

　
三
州
が
、
攻

め
る
も
守

る
も

、
又
生
死

に
か
け

て
も
力
を
樋

せ
す
崢
う
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
と

メ
ル

ヒ
タ
ア
ル
　

　
生
死

に
か
け

て
も
燈

　
　
　

三
人

は
術
暫
く
手
を
組
み
合

せ
て
、
默

り
つ
穿
け

て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あく
ら

メ
ル
ヒ
タ

ア
ル
　

　

年
を

と
つ
た
、
盲

の
父
上
。
あ
な
た
は
肖
由

の
日
が
來

て
も
、
そ
れ
を

見
る
こ
と
が
出
來
な

い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ろ
し

　
だ
か
ら

、
せ
め
て
耳

に
聞
か
し

て
上
げ
ま
せ
う
。
;
…
峰

か
ら
峰

へ
、
合
鬪

の
烽
火
が
…燃
え
上

つ
て
、
暴
君
共

の
堅

　
　
と
り
で　
お

　
い
砦

が
陷
ち
た
時

に
は
、
瑞

西
人
は
屹
度
あ
な

た
の
家

に
か
け

つ
け

て
、
よ
ろ
こ
ば
し

い
便
り
を
あ
な
た

の
お
耳

に

　
入
れ

て
上
げ

ま
せ
う
。
そ

の
時

こ
そ
、
あ
な
た

の
闇

も
、
夜

が
明
け

る
で
せ
う
。

〔
三
人
別

れ
る
〕
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第

二
　

幕

　
　
　
　
第
　

臓　

場

ア

ツ

テ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ

ン
男

欝

の
館

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

か
ゑ
し
か

　

　

　

ゴ

シ

ツ

ク
風

の
廣

問

。

楯

や

冑

を
飾

る
。

男

欝

は

八

+

五
歳

の
老

人

。
背

の
高

い
、

高

貴

な
姿

。

羚

羊

の
角

の

　

　

　

頭

の

つ

い
た

杖

に

も

た

れ
、

毛

皮

り
胴

着

を
着

て

ゐ

る
。

ク

オ

ニ
、

そ

の
外

六

人

の
家

來

逹

が
、

草

掻

を

、

大

　

　

　

鯑
働な

ど

を

携

へ
て
、

周

園

に
冖控

へ
て
ゐ

る
Q

　

　

　

ウ

ル
リ

ヒ
・
フ
オ

ン
・
ル
デ

ン

ツ
、

騎

士

の
服

裝

を

し

て
登

揚

。

ル
デ

ン
ツ
　
　

唯
今
、
叔
父
さ
ん
。
ー

ど
う

い
ふ
御
用

で
す

か
。

ア

ツ
テ
イ
ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ソ
　
　
許

せ
。
古

い
家
風

に
從

つ
て
、家
來
ど
も

と
朝
酒
を

や
つ
て
居
る

の
だ
。

〔
杯
を
傾
け
て

　
呑
む
。

そ
の
杯
を
順
次

に
廻
す
〕
わ
し
も
以
前
は

こ
れ
で
、
自
分

で
畑

や
森

に
出
か
け

て
行

つ
て
、
み
な

の
精
出
す

處
を
自
分

で
監
督

も
し
、
戰

ひ
の
時
は
旗
を
持
た
せ

て
出
陣
も

し
た
も

の
ち
や

つ
た
が
、
今
で
は
も
う

三
太
夫

の
役
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が
や
つ
と
の
こ
と
ち
や
。
暖

か

い
太
陽

の
光
も
わ
し

に
は
屆
か
ん
ー
.w、
と

い
う

て
山

に
登

つ
て
日
光
を
求
め
る
、」
と

も
叶

は
ん
。

か
う
し

て
・
わ
し

の
動
き

ま
は
る
麟
り
が
段

々
と
狹
ま

つ
て
・
追

々
と
、
身
動
き
も
叶
は
ず
、
死
ん

で

　
し
ま
ふ

の
だ
。
今

で
は
わ
し
は
も
う
わ
し

の
影
た

す
ぎ

ん
の
だ

が
、
そ
れ
も
間
も
な
く
、
名
前

だ
け

に
な

つ
て
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

珊

　

ふ
こ
と
だ
ら
う
。

ク

オ

ニ

　

〔
ル
デ

ン
ツ
に
杯
を
さ
と

蘇

如
何

で
御
座

い
享

。
若
樣
。
〔
ル
デ

ン
ツ
が
、
杯

鬘

け
る

の
を
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　

ら

ふ
の
に
〕
さ
あ
、
お
乾

し
下
さ

い
。
同
じ
杯

、
同

じ
心
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ア

ッ
テ
イ
ン
グ

ハ
ウ
ゼ
ン
　
　

さ
あ
、
お
前
達
ほ
下

つ
て
く
れ
。
ま
た
休
み

の
晩

に
田
地

の
仕
事
を
話
さ
う
わ

い
。

　
　
　

家
來
逹
退
く
。

　
　
　

ア
ツ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ
ゼ

ン
と
ル
デ

ン
ツ
。

ア
ッ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ

ゼ
ソ
　

　
お
前
は
蔕
劍
し

}丶
武
裝
し

て
ゐ
る
な
。

ア
ル
ト
ル
フ
の
代
宮

の
城

に
で
も
參

る
の
か
。

ル
デ

ン
ツ
　
　
さ
う

で
す
、
叔
父
さ
ん
、
で
す
か
ら
餘

わ
長
く

綜

～
ー

ア
ツ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ

ゼ
ン
　
　

そ
ん
な

に
急
ぐ

の
か
。
γ
う
し
た
と

い
ふ

の
だ
。
若

い
身
塞

で
、
そ
ん
な
に
暇
が
な

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

　

の
か
。

こ
の
老

い
先

の
短
か

い
叔

父

の
許

で
竜
、
時
を
惜
し
ま
ね

は
な
ら
ん
ほ
ど
に
か

ル
デ

ソ

ツ
　

・
僕
は
知

つ
て
ゐ
ま
す
。
あ
な
た
は
も
う
僕

に
御
用

が
な

い
筈
で
す
。

こ
の
家
で
は
、
僕
は
ま
る
で
他

人

　

同
樣

で
す
。

ア
ッ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ソ
　
　

〔永

い
問

ル
デ

ン
ツ
を
見
守

つ
て
か
ら
〕
さ
う
ち
や
、逡
憾

な
が
ら
、
そ

の
通
り
だ
。
お
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前

に
は
、
故
郷
も
最
早
異
郷

に
な

つ
て
し
ま

つ
た
。

こ
れ
、
ウ

リ
、
ウ
リ
、
乳
前
は
す

つ
か
り
變

っ
て
し
ま

つ
た

の

う
。
絹
布
を
着

か
ざ
り
、
孔
雀

の
羽
を

こ
れ
見
よ
が
し
に
か
ざ

し
て
、
紫

の
外
套
を
肩

に
か
け
て
ゐ
る
な
。

百
姓
ど

も
を
韓
蔑
し

て
見
下
し
、
心
か
ら

の
挨
拶
を
受
け

る
の
さ

へ
恥
辱

だ
と
心
得

て
居

る
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こぱ

ル
デ

ン
ツ
　

　
身
分
相
應

の
名
譽
な
ら
よ
ろ

こ
ん
で
與

へ
て
や
り
ま
す

が
、
勝
手

な
要
求
な
ぞ
は
、
拒
ま
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
しく

ア
ッ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ン
　

　
こ
の
閾
金
土
は
今

王
家

の
重

い
お
怒
り
を
蒙

っ
て
ゐ
る
.、…
ー

筍

も

心
あ
る
4
、
の
ほ
、

我

々
が
受
け

て
ゐ
る
こ

の
暴

君
の
駆
制

の
た
め

に
惱
ん
で
ゐ
る

の
だ
。
そ
れ

に
お
前
だ
け
は
同
胞

の
こ
の
苦

し
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む

氣

に
も
止

め
ぬ
。
ー
i

世
…閥
は
お
前
を
國

に
背

い
た
不
實
者
と
見

て
居

る
ぞ
。
敵

方
に
丙
應
し

て
、

一
國

の
難

儀
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

し
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

　
あ
ざけ

　
嘲
り
な
が
ら
、

一
時

の
榮
華

に
目
が
舷
ん
で
、
祕
國

が
重

い
笞

の
下
で
血
を
流

し
て
ゐ
る
の
を
よ
そ

に
、
公
爵

の
寵

　
を
恣

に
し

て
を
る
と
言
ふ
ぞ
。

ル
デ

ソ
ツ
　

　
確
か
に
こ
の
國
は
今
逍
害
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

ー

け
れ
ど
も
.
そ
れ
は

一
體

何

の
た
め
で
す

か
、
叔
父

　
父
さ
ん
。

こ
の
圃
を

こ
ん
な
破
目

に
陷
入
れ
た

の
は
、
誰

で
す

か
。
唯

一
言
承
知
さ

へ
す
れ
ば
、
立
ち
ど

こ
ろ
に
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つく

　

の
逍
害

か
ら
逃
れ
、
慈

し
み
深

い
皇
帝

に
從

ふ
こ
と
が
出

來
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、。
そ
れ
を
、
人
民

の
眼
を
塞

い

　

で
、
本
當

の
最

善

の
道

か
ら
そ
む

か
せ
る
や
う

に
仕
向
け
る
人
逹

こ
そ
、

い
け
な

い
ん

で
す
。
奴
等
は
唯
自

分
逹

だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ま
た

　
け

の
利
釜

の
た

め
に
、
あ
た
り

の
國

々
が
皆

や
つ
て
來
た

や
う

に
、
こ

の
國

が
墺
太
利

に
從
服
す
る

の
を
妨
げ

る
ん

　

で
す
。
奴
等

に
と

つ
ち

や
、
畳
族

と

一
緒

に
上
座

に
坐

る
の
が
嬉
し

い
ん
で
せ
う
。
-i
ー
皇
帝
を
君
主
に
し
よ
う

と
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い
ふ
の
は
、
結
局
誰
も
君
主
を
持
ち
た
く
な

い
か
ら
で
.3
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ごと

ア

ッ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ン
　
　

そ

の
や
う
な
た
わ
け
言
を
、
し
か
も

お
前

の
口
か
ら
聞
か
5
と
は
思

は
な

か

つ
た
わ

い
。

ル
デ

ン
ッ
　
　

あ
な
た
が
言
は
せ
る
や
う

に
仕
向
け
た

ん
で
す
。
ま
あ
、
終

ひ
ま
で
言
は

せ
て
下
さ

い
。
享
…
ー
叔
父
さ

　
ん
、
あ
な
た
は

こ

丶
で
何

の
眞
似
を
し

て
ゐ
ら

つ
し
や
る
の
で
す
。

こ
ん
な
片
田
舍

ガ、、
、
縣
令
だ

と
か
旗
頭
だ
と
か

　
言

つ
て
、
羊
飼

ひ
ど
も
を
相
手

に
威
張

つ
て
ゐ
る
よ
り
ほ
か
に
、
自
慢

に
し
た

い
こ
・・」
は
な

い
ん
で
す

か
。
ど
う
で

　
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
あ

の
王
様

に
隨
身
し

て
、
高
位

高
冒

の
列

に
入

つ
た
方
が
名
譽

の
あ
る
や
り

か
た

で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
か
。
肖
分

の
家
來
と
仲
間

に
な

つ
た
り
、
百
姓
と

一
緒

に
法

延

へ
坐

つ
た
り
す
る
よ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

ア

ッ
テ
イ
ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ソ
　

　
あ

乂
、
ウ
リ
、
ウ

リ
。
わ
し

に
ほ
よ
ぐ
勤

つ
て
ゐ
る
。
誘
惑

の
聲
だ
。
そ

の
聲
に
お
前

　

ほ
耳
を
奪
は
れ

、
心
ま

で
毒
さ
れ

て
ゐ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ

ル
デ

ソ
ツ
　

　
え

丶
、
僕
は
も
う
隱
し
は
し
ま
せ
ん
。
ー
!
他
國

の
奴
等

が
我

々
の
こ
と
を

百
姓
貴
族
な
ど

丶
吐
か
す

　

の
が
、
僕

の
魂

の
奥

ま
で
苦

し
め
る
ん
で
す
。
ー

全
、＼
我
慢

が
出
來

、旗
せ
ん
.

こ
の
あ
た
り

の
若

い
貴
族
た
ち
は
、

　

み
な

ハ
プ

ス
ブ

ル
グ

の
旗

下
に
馳

せ
參

じ
て
、
功
名
手
柄
を
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
の
に
、
僕

一
人
、
先
祕
傳
來

の
領
地

　

に
く
す
ぶ

つ
て
、
亭
凡
な
日
常

の
仕
事

の
た
め

に
、
人
生

の
森
を
段

々
と
す
リ

へ
ら
し

て
行

く
ん
で
す
。
ー
ー

と

の

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ぶと
　
セ
て

　

山

の
向
う

の
他
國
で
ほ
、
い
ろ
ノ
＼
な

事
業

が
起
り
、
名
聲
、の
世
界
が
輝

い
て
ゐ
ま
す
。
ー
ー

そ
れ
に
、
僕

の
冑

や
楯

　
　
　
　
　

さ

　

は
鷹
間

で
錆
び
付

い
て
ゐ
ま
す
。
`
戰

ひ
の
喇
叭

の
勇
ま
し

い
響

も
、
武
徳
試
合

に
呼
ぶ
傳
令

の
聲

も
、
こ
の
谷
間

に

　

ほ
聞
え

て
來

ま
せ
ん
。
た

黛
、
牧
歌

や
、
家
畜

の
鈴

の
退
屈
な
菅
が
聞

え

て
來

る
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
か
な

ア

ッ
テ
イ
ソ
グ

ハ
ウ

ゼ
ソ
　

　

お
前
は
目
が
舷

ん
で
ゐ
る
な
。
儚

い
榮
華
に
迷
は
さ
れ

て
、
生
國
を
見
さ
げ

て
ゐ
る
な
。

父
組
傳
來

の
純
朴
な
氣
風
を

恥
ぢ
る
な
ら
恥
ぢ

る
が
よ
い
。

い
つ
か
は
お
前

も
故
郷

が
戀

し
く
な

つ
て
、
熱

い
涙
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　　ヘ　　へ

　
こ
ぼ
し
て
こ
の
故
山

へ
歸

つ
て
來
る
で
あ
ら
う
。
今

こ
そ

さ
う
威
張

つ
て
惡
く

い
ふ
、
こ
の
牧
歌

の
し
ら
べ
さ

へ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
こ
がれ

　
遠

い
他

國
で
耳

に
し
て
見

ろ
、
痛

々
し

い
憧
憬

で
お
前

の
心
を
引

つ
掴

む
こ
と
で
あ
ら

う
。
お

乂
、
祺
國

の
力

こ
そ

　
偉
大
な
も

の
だ
。
僞

り
の
多

い
、
よ
そ

の
世
界
な
ど
は
、
お
前

の
た
め
に
は
な
ら

ん
。

お
前

の
や
う
な
誠
實

の
心
を

　
持

つ
た
も

の
は
、
あ

の
傲

慢
な
皇
帝

の
宮
廷

に
は
永
久

に
親
し
め
な

い
の
だ

。
世
間

と
い
ふ
も

の
は
、

こ

曳
で
お
前

　

が
身

に

つ
け
た
と
は
、
全
く
逹

つ
た
道
徳
を
求

め
て
ゐ
る
。
ー
ー

さ
あ
、
行

け
。
そ

の
自

由
な

心
を
費

つ
て
、
土
地

　
　
ち
ぼや
う

　
を
知
行

に
貰

つ
て
、
公
欝

の
奴
隷

に
な
る
が

い
製
。
折
角

こ

の
祀
先
傳
來

の
自
由

の
國
冖で
、
獨
立
し
た
立
派

な
領

主

　

で
ゐ
ら
れ
る
に
な
。

お

玉
、
ウ

リ
、
ウ

リ
。
お
前

の
同
胞

の
處

に
止
ま
れ
。

ア
ル
ト
ル
フ
に
は
行
く
な
。
ー

ー
お

玉
、

　
紳

聖
な
祖
國

の
利
害
を
振
り
す

て
曳
行

つ
て
く
れ
る
な
。
f

こ
の
家

の
代
も
わ
し
限
り
だ
。
ー
ー
わ
し
の
苗
字
も

　

お
し
と

吋
緒

に
絶

え
る
。
そ

こ
に
懸
け

て
あ
る
胄
や
楯

も
、
わ

し
と

一
緒

に
墓

に
埋

め
て
し
ま
は
う
。
わ
し
が
息
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

づ
む

　

引
き
取
る
時
に
も

心
懸
り

は
、
お
前

は
屹
度

、
わ
し
が
膜
を
瞑
る

の
を
待
ち

か
ね

て
、
あ

の
成
上
り
者

の
宮

廷

に
出

　

か
け

て
行

つ
て
、
わ
し
が
紳
樣

か
ら
自
由

に
授

か
つ
た
立
派
な
遺
産

を
、
ま
た
改

め
て
塊
太
利

か
ら
貰

ふ
だ
ら
う
か

　

ら
な
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
　
む
か

ル
デ

ソ
ツ
　

　
我

々
が
王
家

に
刀
向
ふ
な
ん
て
、
そ
れ

こ
そ
骨
折
損

で
す
。
全
世
界
が
あ
つ

ち
に

つ
い
て
ゐ
る
の
に
、

　

た

穿
我

々
だ
け
が
頑
固

に
抵
抗
し
た
り

、
意
地
を
張

つ
た
り
し

て
、
我

々
の
ま
は
り

に
堅
く
張
ら
れ
た
國

々
の
鎖
を
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申
斷
…し
よ
う
と

い
ふ

の
で
す

か
。
も
う
、
市
場
も
、
裁
到
所
も
、
任
來
も
、
み
ん
な
王
樣

の
手

の
申

に
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
み

　
ゴ
ツ
ト
ル

ハ
ル
ト
を
通

る
駄
馬

で
さ

へ
王
家

に
税
を
拂
ふ

の
で
す
、。
我

々
ほ

ま
る

で
、
網

の
目

の
や
う

に
、
王
領

で

　
と
り
圍
ま
れ

て
ゐ
る
で
ほ
あ
り

ま
せ
ん

か
。
ー

⊥

鶻
あ
一の
獨
逸
帝
國

に
我

々
の
保
護
が

つ
と
ま
り
ま
す
か
。
第

一

日

の
出

の
勢

ひ
の
墺
太
利

に
甥

し
て
は
、
本
奪

の
帝
國
ぎ

へ
危

い
で
は
あ
り

ま
せ
ん

か
。
神
樣

の
助
け
が
な
か

つ
た

日

に
は
、
皇
帝

だ
ら
う

が
誰
だ
ら
う
が
、
我

々
を
守
る

3
と
は
出
來

や
し
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
、
皇
帝

の
言

葉
な
ど
、

ど
う
し

て
信
用

が
出
來

る
も

の
で
す

か
。
何
し
ろ
、
折
角
鷲

の
御
紋

の
翼

の
下

に
逃
げ
込
ん

で
來
た
町

々
を
、
財
政

や
戰
爭

の
危
急

の
際

に
、
質

人
れ

し
た
り
、
賣
り
飛
ば
ー
,
た
り
す

る
ん
で
す

か
ら
ね
。
ー
i

・い
絮
え
、
叔

父
さ
ん
、

　
こ
ん
な

に
黨
派
爭

ひ
の
ほ
げ

し

い
時
勢

に
は
、
有
力
な
君
主

に
つ
く
方
が
得
策

で
あ
り
、

ま
た
先
見

の
明
が
あ
る
と

　
い
ふ
も
ん

で
す
。
皇
帝

の
位
な
ど

製
い

ふ
も

の
ほ
、
始
終
異

つ
た
家
柄

に
轉

々
し
て
ゐ
て
、
ど
ん
な

に
忠
勤
を
は
げ

ん
だ

と
こ
ろ

で
、
少
し
も
覺
え

て
は
を

ら
れ

ま
せ
ん
。
冫

こ
ろ
が
、有

力
な
世
襲

の
主
君

に
よ
く
奉
公
す
る

こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　

ま

　
將
來

の
爲

め
種
を
蒔

く
こ
と
で
す
。。

ア
ッ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ン
　
　

お
前
が
か
う
も
賢

い
と
は
駕
ぼ

な

か
つ
た
。
お
前
は
そ
れ
で
も
命

と
財
薤

と
勇
氣
を
賭

　
け

て
、
や

つ
と
奪

い
自
由

の
寳
を
か
ち
得

た
立
派

な
御
先
組

よ
り

、
目
先
が
利
く

つ
も
り
な
の
か
。
ー

i
ま
あ
、

ル

　
ッ

エ
ル
ン
に
で
も
舟

で
渡

つ
て
、
塊
太
利

の
支
配
が
ど

ん
な
に
各
州
を
壓
逍
し

て
ゐ
る
か
、
聞

い
て
見
る
が
よ

い
そ
..

　
今

に
、
奴
等
は

や

つ
て
來

て
、
わ
し
等

の
牛
や
羊

の
數
を
調

べ
、
ア
ル
プ

ス
の
山
を
測
量
す
る
だ
ら
う
。

わ
し
等

の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
う

自
由

の
野
や
森

で
、
嶌
獸

の
狩
を
禁
じ
、
わ
し
等

の
橋

や
門

に
税
蘭
を
設
け
、
わ
し
等
を
貧
乏

に
し
て
奴
等

の
土
地
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を
買

ひ
、
わ
し
等

の
血
で
奴
等

の
饑
び

を
拂

は
う

と
す

る
で
あ
ら
う
。
ー

い
や
、
ど
う
せ
わ
し
等

の
流
す

血
な
ら

　
ば
、
自
分

の
た

め
に
流
す
が
ま
し
だ
わ

い
。
奴
隷

に
な
る
よ
り
、
自
由
を
購

ふ
方

が
安
上
り
だ
ぞ
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　
我

々
の
や
う
な
牧
畜

の
民
が
、
ア

ル
ブ

レ
ヒ
ト
王

の
軍
勢

に
向

つ
て
、
何
が

一
飃
出
來
る
も
ん
で
す

か
。

ア
ッ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ
ゼ

ソ
　
　

と

こ
ろ
が
、
そ

の
牧
畜

の
民
共

の
腕
前
を
知
る
が

い
Σ
ぞ
。

わ
し
は
知

つ
て
居

る
。
幾

　
度
と
な
ぐ
戰

ひ

に
も
蓮
れ
出
た
し
、

プ
ア
ヴ
エ
ン
ツ
の
役

で

の
武
蒋
振
り
も
見

て
を
る
.、
首
か
せ
を
か
け
よ
う

と
す

　

る
奴
等
は
來

て
見
る
が

い
乂
。
そ

ん
な
も

の
に
屈
服
し
な

い
だ
け

の
覺
悟

ほ
出
來

て
ゐ

る
。
お

い
、
お
前
も
、自

分

の

　
　
　
　
　
　

　
　
　

ぽ
　
か

　
家
柄

を
考

へ
て
見
ろ
。
果
敢
な

い
榮
華

に
目
が
舷
ん
で
、
自
分

の
貴

い
眞
珠
を
捨

て

乂
は
な
ら
ん
ぞ
。
こ

の
國

の
自

　
臨

の
民
は
、
心
か
ら

お
前

に
服
し
、
戰

ひ
と
死
に
際

し
て
命
を
投
げ

て
忠
誠
を
は
げ
ん
で
ゐ
る
。
そ

れ
を
誇
り

と
せ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
つ
な

　

い
。
貴
族

の
身
分

を
名
譽

と
思

へ
。
生
れ

つ
い
た
絆

に
し

つ
か
り

と
結
び
付

い
て
、
祕
國
を
離
れ
ず

、
全

心
を
以

て

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ひ
と

そ

れ
を
守
れ
、
そ
こ
に
こ
そ

力
前

の
力

の
強

い
根

が
張

る
の
だ
。

ほ
か
の
世
界

で
は
、

お
前
は
た

虻
孤
り
で
、
嵐

が

　
　
　
　
く
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し

　
吹
け
ば
挫
け
る
や
う

な
、
か
翡

い
蘆

に
す
ぎ
な

い
の
だ
。
さ
あ
、
さ
あ
、
お
前
は
暫
く
姿
を
見
せ
な
か

つ
た
で
は
な

い

　
か
。
た

つ
た

一
日
だ
け

で
よ

い
か
ら
、
わ
し
逹
と
日
を
逶

つ
て
見

ろ
。
ー

今
日
だ
け
ほ

ア
ル
ト
ル
フ

へ
行

く
な

。ー

　
f

よ

い
か
。
今

日
だ
け
ほ
な
。
今
日

一
日
だ
け
は
身
内
の
た
め
に
費
し

て
く
れ
。
〔
ル
デ

ン
ツ
の
手
を
し
か
と
握
る
〕

ル
デ

ソ
ツ
　
　

僕

ほ
も
・り
誓

つ
た
ん

で
す
。

ー
～

は
な
し

て
下
さ

い
。
-ー
ー
僕

ほ
も
う
縛

ら
れ

て
ゐ

る
ん

で
す
。

ア

ッ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ソ
　

　
〔
手
を
放
し
て
、
眞
面
目

に
〕
な

に
、
縛
ら
れ

て
ゐ
る
。
ー

1
氣

の
毒
だ
な
、

い
か

に
も

お
前

は
縛
ら
れ

て
ゐ

る
。
だ
が
、
そ

の
縛

つ
て
ゐ

る
も

の
は
、
言
華

鑿

叫
で
ほ
な
く

て
・
戀

の
鬱

縛
ら
れ

て
居
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る

の
だ

わ
い
。

　
　
　
ル
デ

ン
ツ
わ
き

を
向
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
しま

隱
し
た
け
れ
ば
、
隱
す

が
よ
い
。
あ

の
娘
だ
。
代
官

の
域

に
お
前
を
引
き
寄
せ
、
皇
帝

の
配
下
に
縛
り

つ
け

る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む

ブ

ル
ネ

ッ
ク

の
ベ
ル
タ
だ
わ

い
。

お
前
ほ
あ

の
武
士

の
娘
を
、
故
國

に
背

い
て
も
、
手
に
入
れ

よ
う

と
し
て
ゐ

る
の

　
だ
な
。
ー

い
や
、
ご

ま
か
す

こ
と
は
な

い
。
花
嫁
を
見

せ
び
ら
か
す

の
も
、
も

と
は
と
い

へ
ば
、

お
前
を
釣
る

の

　
が
目
的
だ
が
、
お
前

の
や
う
な
世
間
知
ら
ず

に
呉
れ

て
や
ら
う

と
い
ふ
の
で
は
な

い
そ
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　

も
う
澤
山

で
す
。
失
禮

し
ま
す
。

　
　
　
ル
デ

ン
ツ
去
る
。

ア
ッ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ン
　
　

氣
違

ひ
め
。
待

て
。
ー

行

つ
て
し
ま
き
,
た
か
。
あ
れ
を
と
め
る
こ
と
も
救

ふ
こ
と
も
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ
れ

　
わ
し
に
は
出
來

ん
。
ー

あ

の
ウ
オ

ル
フ
エ
ソ
シ
イ
セ
ソ
が
國

に
背

い
た
の
も
、
丁
度
あ

の
通
り
だ

つ
た
。
f

こ

　
れ
か
ら
も
あ

る
こ
と
だ
わ

い
。
見
知
ら
ぬ
國

の
魔
力

が
出
を
越
し

て
働
き

盛
り

の
若
者
を
強
く
引
き
攫

つ
て
行

く
。

　
!
…
あ

エ
、
情
な

い
時
節
と
な

つ
た
わ

い
。

異
郷

の
風

が
こ
の
罕
和
な
谷

に
吹
き

入

つ
て
來

て
、
純
朴

の
風
俗
を
崩

　

し
て
し
ま

つ
た
。
萩

ら
し

い
も

の
は
力
つ
く
で
入
り
込

ん
で
來

る
。
古

い
こ
と
、價

値

の
あ

る
こ
と
は
淌
え

て
行

く
。

　
別
な
時
世
が
來

て
、
別

な
考

へ
を
持

つ
た
人
聞

が
住

む

の
だ
。
ざ

て
、
わ
し
は

こ
乂
で
ど
う
す

る

の
か
。
共

に
生
き
、

　
共

に
暮
し

た
人
逹
は
、
今
で
は
も
弓
皆

墓
の
中

に
埋
ま

つ
て
ゐ
ろ
。
わ

し
の
時
代
は
も
弓
地

の
下
だ
。

こ
ん
な
時
代

　

に
め
ぐ
り
合

は
ず

に
濟

ん
だ
も

の
は
、
仕
合
せ
だ

つ
た
な
。

〔去

る
〕

再≒　・
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第

二

場

草
原
。
高

い
岩
と
森

に
閲
ま

れ
て
ゐ
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
は
し
ご

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

さ
か
みち

岩

の
上

に
、

欄

干

の

つ

い
た

岨
路

が

あ

り
、

梯

子

が

か

乂

つ
て

ゐ

て
、

あ

と

で

百
姓

逹

が

そ

れ

を

傳

は

つ
て
下

り

て
來

る

の

が
見

え

る
。

北目
面

に

は

湖
水

が
見

え
る

。

初

め

の
間
、
そ

の

上

に
月

夜

の
虹

が

あ

ら

は

れ

て
ゐ

る
。

高

い
山

が

遶
景

を
遮

っ

て
ゐ

る
。

そ

の

ま

た
背

後

に
は

、

更

に
高

い
氷
雪

の

峰

々

が
雙

え

て
ゐ

る
。

舞

靈

は

全

く

夜

の
景

色
。

湖

水

と
白

い
氷

河

と

だ

け

ガ
、

月

光

に
輝

い
て
ゐ

る
。

メ

ル

ヒ

タ

ア

ル
、

バ

ゥ

ム
ガ

ル
テ

ン
、

ウ

イ

ン
ケ

ル
リ

イ
ド

、

マ
イ

エ
ル
・
フ
オ

ン
・
ザ

ル
ネ

ン
、

ブ

ル

ク

ハ
ル

ト

・
ア

ム
。
ビ

ユ
ウ

エ

ル
、

ア

ル

ノ

ル
ト

・
フ
オ

ン
。
ゼ

ワ
、
ク

ラ
ウ

ス
・
フ

オ

ン
・
デ

ル
・
ブ
リ

ユ
ウ

エ
外

四
人

の

百

姓

。

何

れ

も
武

裝

し

て
ゐ

る
。

52

メ
ル

ヒ
タ
ア
ル
　
　

〔
ま
だ
舞
蔓

の
か
げ

で
〕
山

路
が
廣

く
な

つ
て
る
ぞ
。
さ
あ
、
早
く
來

い
。
こ

の
岩

に
は
覺
え

が
あ

　
る
。
さ

う
だ
、

こ
の
岩

の
上

の
十
字
架

込
、
さ
あ
、
着

い
た
ぞ
。
こ

丶
が
リ

ユ
ト
リ
だ
。

　
　
　
　
　
た
い
ゑ
つ

　
　
　

一
同
松
明
を
手

に
し
て
登
場
蓼

ウ
イ

ン
ケ
ル
リ
イ
ド
　
　
聞

え
る
か
.
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から

ゼ
ワ
　
　

室

つ
ぼ
だ
ぜ
。

マ
イ

エ
ル
　

　
ま
だ
誰
・も
來

て
ね
占
ん
。
俺
蓬
が

一
番
霊
ハり
だ
。
ウ

ソ
テ
ル
ワ
ル
ド
が

一
番
乘

り
だ
。

メ
ル
ヒ
タ

ア
ル
　

　
さ
、あ
も
う
何
時
だ
ら
う
。

バ
ウ

ム
ガ
ル
テ
ン
　

　
ゼ

エ
リ
ス
ベ
ル
が

の
夜

番
が
た

つ
た
今

、
「
時
だ

つ
て
怒
鳴

つ
て
ゐ
た
ぜ
。

　
　
　
遠

く
の
方

で
、
鐘

り
音

が
聞

え
る
。

マ
イ

エ
ル
　
　

叱

つ
。
よ
く
聞

け
。

ア

ム
.
ビ

ユ
ウ

エ
ル

森

の
禮
拜
堂

の
覲
葎

の
鐘
が
、

シ
ユ
ウ
イ

ソ
劵

か
ら
は

つ
き

り
聞

峯

し
來

や
が
ろ
。

フ
オ

ン
・デ

ル
・
プ
リ

ユ
ウ

エ
　

　
塞
氣
が
澄
ん
で
ゐ
る
ん
て
、
噸菅
が
渚
ん
な

に
遶
く
ま
で
響

い
て
來

る
ん
だ
な
。

メ

ル
髪

ア
ル

誰
か
行

つ
て
、柴

を
焚
き

つ
け
て
く
れ
・
み

ん
な
が
來

る
時
分

に
は
、
ど
ん
く

燃

え
る
や
う
に
な
¢

　
　
　

二
人

の
百
姓
出
か
け
て
行
く
。

ゼ
ワ
　
　

い
乂
月
夜
だ
な
。
湖
水

が
ま
る
で
亭
ら
な
鏡
み

て
え
だ
。

ア

ム
・
ビ

ユ
ウ

エ
ル
　

　
み
ん
な
も
こ

の
分

な
ら
樂

に
渡
力

る
だ
ら

《ノ
。、

ウ
イ

ン
ケ
ル
リ
イ
ド
　

　
〔
湖
水

の
方

を
指
し
て
〕

お
い
、
見
ろ
。
あ

す
ご
だ
。
見
え
ね
え

の
か
。

マ
イ

エ
ル
　
　

何
だ
。
　
　

あ

丶
、
ま

つ
た
く
な
あ
。

こ

り
虞
夜
中

に
虹

が
見
え

る
ぞ
。

メ

ル
ヒ
タ

ア
ル
　

　
月
の
光
の
せ
ゐ
だ
よ
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

ヘ
　
　ヘ　
ヘ

フ
オ

ソ
。デ

ル
・
プ
リ

ユ
ウ

エ
　

　

こ
り
や
ま

つ
た
く
珍

ら
し

い
し

る
し
だ
ぞ
。
あ

い
つ
を

見
た
こ
と
も
ね
え
奴
が
大
勢
…
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'

　

ゐ

る

か
ら

な

。

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

う
ず

ゼ

ワ

　

　
し

か
も

二
重

だ

ぞ

。

見
ね

え

。

上

の
方

に
も

一
つ
淡

い
の

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

,

バ

ウ

ム
ガ

ル

テ

ソ
　

　
あ

の
下

を

丁

度
船

が
通

つ
て

る
。

メ

ル

ヒ
タ

ア

ル
　

　

あ

り

や

ス
タ

ウ

フ

フ

ア

ッ

ヘ
ル

の
艚
…だ
。

大
將

も

う

ち

き

に
着

く

な

。

　

　

　

バ
ウ

ム

ガ

ル

テ

ン
と

一
緒

に
峰

の
方

へ
行

く
。

マ
イ

エ
ル
　

　
ウ

リ

の
奴

等

】
番

遅

い
な

。

ビ

ユ
ウ

エ

ル
　

　

何

し

ろ
、

あ

の
蓮
中

は
、

代

官

の
目

を

逃

れ

る

の

に
、

ひ
ど

い
廻

り

道

を

し

て
山

を

越

さ

な

け

り

や

　

な

ら
ね

え

か
ら

な

。

　

　

　

そ

の
間

に
、

以

前

の

二
人

の
百

姓

、
揚

面

の

中
央

に
火

を
焚

き

つ
け

る
。

メ

ル

ヒ
タ

ァ

ル
　

　
〔岸

に
立

つ

て
〕
誰

だ

。
合

言

葉

は
。

ス

タ
ウ

フ

フ

ア

ッ

ヘ
ル
　

　

〔
下

の
方

か

ち
〕

愛
國

の
同

志

。

　

　

　

…
同

禺

迎

へ
に

下

り

て
行

く

。

舟

の
中

か

ら

ス
タ

ウ

フ

フ

ア

ッ

ヘ
ル
、

イ

イ

テ

ル
●
レ

エ
デ

イ

ン
グ

、

ハ

ン
ス
.

　

　

　

ア
ウ

フ
。デ

ル
。
マ
ウ

エ
ル
、

イ

エ

ル
グ

。
イ

ム
・
ホ

オ

フ

エ
、
　
コ
ン

ラ

ツ
ト

・
フ

ン
、
ウ

ル
リ

ツ

ヒ

・デ

ル
・
シ

ユ
ミ

　

　

　

イ

ド

、

ヨ
オ

ス
ト

・
フ
オ

ン
・
ワ

イ

レ
ル
、

他

三
人

の
百

姓

が

上

つ
て
來

る
。

皆

武

裝

し

て
ゐ

る
。

メ

ル

ヒ
タ

ァ

ル
　

　

ス
タ

ウ

フ

フ
ア

ツ

ヘ
ル

の
旦

那

、

私

は
親

父

に
會

ひ

ま

し

た

よ
。

と

こ
ろ

が
親

父

に
は

も
う

私

が

見

え

な

い
の

で
す

。

私

は
、

親

父

の
目

の
上

に
手

を

あ

て

乂
、
潔

れ

た
兩

瞑

か

ら

・
燃

え

る

や
う

な

復

讐

の
念

を

吸
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ひ
ま
し
た
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

復
讐

な
ん
て
言

ひ
つ
こ
な
し
だ
。
過
ぎ
去

つ
た
こ
と
の
仕
返
し
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
災
難

　
に
そ
な

へ
る
ん
だ
、
ー

さ
あ
、
話

し
て
く
れ
。

お
前
さ
ん
は
あ

の
ウ

ソ
テ
ル
ワ
ル
ド

で
何
を
し
た
ね
。
同
志

の
た

　
め
に
何
か

い

＼
收
穫

が
あ

つ
た
か
ね
。
百
姓
た
ち
は
ど
う

い
ふ
考
ぺ

だ
ね
。
そ
れ

に
第

】
お
前
自
身
は
ど
う
し
て
裏

.

　
切
者
の
わ
な
を

の
が
れ

て
來
た
ん
だ
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
げ
た
か　
　
しや
が

メ
ル
ヒ
タ

ァ
ル
　
　

ズ

レ
ソ
ネ
ル
の
怖

ろ
し
い
山
を
越
し

て
、
禿
鷹
.の
獲
れ

た
聲
し
か
開
え
な

い
、
だ

黛
つ
廣

い
淋

し

　
い
氷

の
原
を
行

く
と
、
や
が

て
ア
ル
プ

ス
の
牧
場

へ
着
き

ま
し
た
。
そ

こ
は
、
ウ

リ
や

エ
ン
ゲ

ル
ペ
ル
グ
の
羊
飼

ひ
逵

　
が
、
互

に
呼
び
合

つ
て
挨
拶

し
な

が
ら
、
一
緒

に
牧
密
を
や

つ
て
う
る
と
こ
ろ

で
す
。
私
は
ざ
わ
ノ
＼

と
泡

立

つ
て
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ど

　
れ
落
ち

る
氷
河

の
乳
で
咽
を
潤

し
、
淋

し
い
羊
飼

ひ
の
小
屋
に
濡

ひ
込

ん
で
、

お
客

の
役
も
主
人

の
役

も

一
人

で
・兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ぎや

　
ね
な
が
ら
、
や

つ
と

の
こ
と
で
賑

か
な
人
里

に
辿
り

つ
き
ま
し
み
。

と
こ
ろ
が
そ

の
邊

の
谷

聞
で
は
、
も
う
最
近
起

　
　
　
お
そ

　
つ
た
怖
ろ

し
い
變
事
の
噂

が
す

つ
か
の
廣
が

つ
て
ゐ

て
、
行

く
先

々
で
叩

い
た
家
毎

に
、
私

の
不
幸

に
獨
し
て
奪
敬

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ご

　
の
念

を
ま
し

て
く
れ
ま
し
た
。

か
う

い
ふ
正
直
な
心
を
持

つ
た
人
逵
も
、
今
度

の
酷
た
ら
し

い
腿
制

に
ほ
立
腹

し
て

　
を
り
ま
す
。
ア

ル
プ

ス
の
山

に
年

々
同
じ
草
が
生
え
る
で
う

に
、
泉

が
同
じ
形

に
流
れ
る
や
う

に
、
ま
た
雲

や
風
さ

　

へ
同
じ
路

を
通

つ
て
動
く

や
う

に
、

こ

曳
で
は
昔
か
ら
の
風
習

が
先
祗

か
ら
孫

に
至

る
ま
で
、
そ

の
儘

に
傳

は

つ
て

　
ゐ
ま
す
か
ら
、

こ

製
の
人
逹
は
、
昔
か
ら

の
仕
來
り
の
無

事
な

生
活

の
中

に
浸

つ
て
ゐ

て
、
無

暗
と
新

ら
し
が

つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
こ
と
な
ど
は
大

の
嫌
ひ
な
ん
で
す
。
1
ー

と
こ
ろ

で
、
皆
は
私

に
向

い
て
、
堅

い
手
を
差
し
出
す
や
ら
、
錆
び
た
劒
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を
壁
か
ら
外

す
や
ら
し
て
く
れ

ま
し
た
。

さ
う
し
て
、

私

が
あ
な

た
と
ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
さ
ん

の
名
を
言
ふ

・

と
、
そ
れ
は
あ

の
山

の
申

の
百
姓

た
ち

に
と
つ
て
は
神

聖
な
名
だ
も
の
で
す
か
ら
、
皆

の
眼
か
ら
は
嬉
し
さ
う
な
元

、

氣
な
感
じ
が
輝

い
て
來
ま

し
た
。
ー
i
あ
な
た
方
が
善

い
と
思

ふ
こ
と
な
ら
、
何

で
も
す

る
と
誓

ふ
の
で
す
。
命

を

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

捨

て
玉
も
あ
な
た
方
に
從

ふ
と
誓

ふ
の
で
す
。
ー
…
き

う

い
ふ
風
に
し
て
私

は
、
手
厚

い
も

て
な
し

に
庇
は
れ

て
、

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
　
に

無
事

に
、
農
家
か
ら
農
家

へ
と
急
ぎ

ま
し
た
。
ー

と
う
ノ
＼

、
身
寄

り
の
も

の
が
澤
山
住
ん

で
ゐ

る
故
里

の
谷
ま

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ

　

で
や

つ

て
來

て
、

そ

こ

で
親

父

に
も

逢

ひ

ま
し

た
が

、

持

物

ほ

す

つ
か

り
剥

が
れ

て
、.
目

は
潰

さ

れ

、

他

人

樣

の
藁

冖

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す
が

　
の
上
で
、
慈
悲
深
い
人
の
情
に
縋
が
つ
て
生
き
て
ゐ
る
父
を
見
た
時
に
は
ー

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　
や
れ
ノ
く丶
。

メ

ル
ヒ
タ
ァ

ル
　
　

私
は
泣
き
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
、
熱

い
苦
し
み

の
力
を
、

い
た
づ
ら

に
我
を
忘
れ

た
涙

の
中

に
注

島

ぎ
込

ん
だ
り
は
し
ま
せ
ん
。
そ

の
苦

し
み
を
、
大
事

の
寶

の
や
う

に
胸

の
奥

に
ぢ

つ
と
し
ま
ひ
込

ん
で
、
唯
仕
事

の

　
こ
と
ぼ

か
り
考

へ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
ど
ん
な

山
蔭

で
も
逧

ひ
廻
り
、
ど
ん
な
泌
密
の
谷
問
も
見

つ
け
出
し
ま

'

し

た
。
氷
河

に
埋
も
れ
た
麓

に
も
、
人
家

が
あ

る
と
思

つ
て
行
く
と
、
屹
度

見

つ
か
り

ま
し
た
。
さ
う
し

て
、
足

の

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ゑ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　や
せ
ち

向
く
先

々
で
も
、
同
じ
ぐ
暴
政

を
櫓

ん
で
ゐ
る
の
を
見
究
め
ま
し
た
。

と

い
ふ
の
も
、
生
物
も
碌

に
住
め
ず
、
痩
地

　
で
作
物
も
出
來
な

い
や
う

な
こ
ん
な
邊
境

の
土
地

に
ま
で
、
代
官
は
食
慾

の
手

を
伸
ば

し
て
ゐ

る
か
ら

で
す
。
ー
ー

・

そ

の
邊

の
お
と
な
し

い
逋
中
の
心
さ

へ
も
、
私

の
話

に
刺
戟

さ
れ
て
、
苛

立

つ
て
、
皆
は
も
う
言
葉
も
心
も
、

こ
ち

　
ら
側

に
味

方
し
て
ゐ

る
の
で
す
。
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ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

一
寸

の
問

に
、

お
前
さ
ん
は
入
き

な
仕
事
を

し
て
ぐ
れ

ま
し

た
な
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　

　

仕
事
は
ま
だ
あ
り

ま
す
。

一
體
、
百
姓

た
ち

の
恐
れ

て
ゐ
る

の
は
、
あ
.の
ロ
ス
ベ

ル
ク
と
ザ

ル
・率
.

　
ソ
の
二
つ
の
夥

蹙
す
。

と

い
ふ
の
は
、
敵

の
奴
等
は
、
そ

の
岩
壁

の
か
げ

に
何

の
苦
も
な
く
か
く
れ

て
、
し
か
も

こ
・

　
　
　
　
い
ね

　
の
國
を
傷
め

つ
け
る

こ
と
が
出

來
る
か
ら

で
す
。
私
は
、
自
分

の
膜

で
見
届
け

た
か
つ
た

の
で
、
ザ

ル
ネ

ソ

へ
行

つ
.

　
て
、
そ

の
城
を
見

て
來
ま
し
た
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　
お
前
さ
ん
は
虎

の
洞
窟

の
中

ま
で
大
膽

に
入

つ
て
行
き
な
す

つ
た
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
も
ま

メ

ル
ヒ
タ

ア
ル
　

　
私

は
巡
禮

の
姿

に
變
裝
し
て
ゐ
ま
し

た
。
丁
度
代
宮
が
酒
宴

の
最
中

だ

つ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
我

一

　
慢
出

來
る
か
ど
う

か
考

へ
て
下
さ

い
。
現
在
敵
を
眼

の
爾
に
見
な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
を
討

つ
こ
と
が
出
來
な
か

つ

　
た

の
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

たす
け

ス
タ
ウ
フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　
　
ま

つ
た
く
お
前

さ
ん
の
大
膽
～に
は
、
天

の
　駈
・も
、あ

つ
た

の
ボー4
な
。

　
　
　

こ
の
問

に
、
他

の
百
姓
逶
愚
前
面
に
出

て
來

て
、

二
人

に
迂
つ
く
。

　
だ
が
、
先
づ
聞

か
し

て
く
れ
。

お
前

さ
ん
に
つ
い
て
來
ら
れ
た
正
義
の
同
志
達
は
、
ど
う

い
ふ
方

々
だ

、
お
引
き
A
9

　

せ
を

し
て
貰
ぽ

う
。

こ
れ
か
ら
お
互
に
親
し
く
し
て
、
胸
襟
を
闘
き

た
い
か
ら
。

マ
イ

エ
ル
　
　

旦
那
、

こ
の
三
州
の
中

で
旦
那
を
知
ら
た

い
も

の
が
あ
り
ま
す
も

の
か
。
私

は

マ
イ

エ
ル
。
フ
オ

ン
・ザ

　

ル
ネ

ソ
と
申

し
、

こ

＼
に
居
り
ま
す
の
が
、
甥

で
、

ス
ト
ル
ウ

ト
・
フ
オ

ン
・
ウ
イ

ソ
ヶ
ル
リ
イ
ド
と
申
し
ま
す
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　
　

い
や
、
お
名
前
は
存

じ
て
孱
り

ま
す
。
あ

の
、

ワ
イ

レ
ル
の
沼
で
、
大
鎚
を
退
鷙
し

ザ丶
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そ

の
た

め
に
命

を
お
と
し
た
の
も
、
矢
張
毎
ウ
イ

ン
ケ

ル
リ
イ
ド
の
筈

だ
が
。

ρ

　
ウ
イ

ソ
ケ

ル
リ
イ
ド
　

　
そ
れ
は
手
前

の
先
祕
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
メ
ル
ヒ
タ
ァ

ル
　

　

〔
二
人

の
百
姓
を
指
し
な
が
ら
〕

こ
の
人
逵
は
、
森

の
向
う

に
住

ん
で
ゐ
る
、
エ
ン
ゲ

ル
ペ
ル
グ

の

　
　
寺
領

の
小
作
人
で
す
。
ー
ー
だ
か
ら
と
申

し
て
、
旦
那
は

こ
の
人
逹
を
輕
蔑

は
な
さ
り
ま
す

ま

い
。

い
く
ら
奉
公
人
.

　
　
で
」

お
互
樣

の
や
う

に
自
由

に
親
讓
り

の
土
地
を
持

つ
て
ゐ
な

い
か
ら
と

い
つ
て
、
同

じ
人
間

で
す
。
ー

そ
れ

に
、
,

　
　

西、　
軌

　
　
皆

本
當

に
國
を
愛

し
て
、
世
聞

の
詐
判
も
な
か
ノ
＼

い
乂
人
蓬
で
す
。

　
ス
タ
ウ

プ
ア
ア
ツ

ヘ
ル
　

　

ど
う
か
手
を
握

ら
し
て
下
さ

い
。

こ
の
世
で
・
魏
騨

ま
で
縛

つ
て
し
ま
ふ
主
人
を

持

つ
て

　
　
ゐ
な

い
と
い
ふ
こ
と
は
仕
合

せ
な

こ
と
で
す
が
、
し
か
し
、
た
と

へ
ど
ん
な
身
分

に
し
た
と
こ
ろ

で
、
正
直
が
最
後

　
　
の
勝
利

で
す
よ
。

　
望
ン
ラ
ツ
ト
。
プ
ン
　

　
こ
の
方
は
、
手
前
共

の
庄
屋
樣
で
、

レ
エ
デ
イ

ソ
グ
樣

で
す
。

　
マ
イ

ヱ
ル
　
　

や
あ

、
よ
く
存

じ
て
ゐ
ま
す
。
古

い
遺

釐

の
こ
と
で
、

い
つ
ぞ

や
訴
訟
し
合

つ
た
こ
と

の
あ

る
相
手

の
～

　
　
方
で
す
。
ー

で
す

が
、

レ

エ
デ
イ

ン
グ
さ
ん
、
お
白
洲
で
は
敵
味

方
で
も
、

こ

Σ
で
は

一
味

の
同
志
で
す
よ
。

　

　
　

・、.握

手

を
す

る
。

　
ス

タ
ウ

フ

フ

ア

ツ

ヘ
ル
　

　

よ

く

言

ひ

な

す

つ
た
。

ウ

イ

ン
ケ

ル
リ

イ

ド
　
　

や
あ

、

聞

え

る

で

せ
う

。

み

ん
が

や

つ

て
來

る
ぞ

。

ウ

リ

の
角

笛

が
聞

え

る
。

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
た
い
ま
つ

　

　
　

　
左

右

か
ら

武

裝

し
た

人

逹

が
、

松

明

を
携

へ
て
、

岩

を
下

り

て
來

る

。
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ア
ウ

フ
・
デ

ル
・
マ
ウ

エ
ル
　
　

お

い
、
見
ろ
。
あ

の
紳

さ
ま
の
下
撲

の
濤
心
深

い
牧
師
さ
ま
ま
で
、
勿
體
ね

え
、

一
緒

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

お

　

に
下
り

て
來
な
さ
る
ぞ
。
あ

の
お
方
は
、
道

の
難
儀
も
、
夜

の
物
騒

も
怯

め
ず
臆
せ
ず

や

っ
て
來
た
ん
だ
。
人
民

の

　

た
め
に
御

心
配
な
さ

る
立
派
な
和
需
さ
ま
だ
。

パ
ウ

ム
ガ
ル
テ
ソ
　
　

そ
の
後

が
役
曾
。
そ
れ
か
ら

ワ
ル
ア
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
さ
ま
。
だ

が
、
あ

の
中

に
は

テ
ル
が
見
え

　
な

い
そ
。

　

　
　

ワ
ル
テ

ル
・
7
ユ
ル

ス
ト
、
牧
師

レ
ツ
セ
ル

マ
ン
、
廼
{・欝
.ヘ
エ
テ
ル

マ
ン
、
羊
飼

ひ
ク

オ

ニ
、
獵
師

ウ

エ
ル

ニ
、
漁
夫

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

たき
び

　

　
　

ル
オ
デ
イ
、
外

五
人

の
百
姓
來
る
。

總
勢
三
+
三
入
と
な
翌
、
前

の
方

に
進

み
禺

て
、
焚

火
の
周
り
を
園

む
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル

ス
ト
　

　
我

々
ほ
か
う
や

つ
て
自
分

の
土
地
、
親
、代
々
傳
來

の
土
地
で
も
、
ま
る
で
人
殺

し
の
や
う

　

に
、
そ

つ
と
入
目
を
忍

ん
で
集

ま
ら
な
く

て
は
な
ら
な

い
。

し
か
も
夜

と
來

て
る
。
夜
と

い
ふ
も
の
は
、
何

か
悪

い

　

　
　
　
　
お
そ

　

　
　
　
　
　
　

む
　
ほ
ん

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

お
ほ

　

事
や
光
を
怖
れ

る
謀
叛

に
眞
黒
な
蔽

ひ
を
貸
す
も
の
だ

か
、
我

騰
は
、
光
り
輝
く
眞
晝

の
や
う

に
明

る
く
清

い
我

々

　

の
權
利
を
、
取
り
戻

す
た
め
に
集

ま

つ
て
ゐ
る
の
だ
。

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

にく
ら

メ
ル
ヒ
タ
ア

ル
　

　

そ
れ
も
結
構
で
す
よ
。
曙

い
夜
中

に
企
ん
だ

こ
と
が
、
後
で
自
由
に
、
太
陽

の
光
の
下

に
持
ち
串

　

さ
れ
る
こ
と
に
な

る
ん
で
す
か
ら
。

レ
ツ
セ
ル

マ
ン
　
　

さ

て
、
同
志
諸
君
。
紳

の
思

召
し
で
、
私
が
考

へ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
聞

い
て
下
さ

い
。
私
共
.

　

は
今

こ

曳
に
州

の
組
合

の
代
り
ー7
卜立

つ
て
ゐ
る
の
で
す
か
ち
、
ま
た
、
國
民

全
體

の
代
表
者

と
言

つ
て
も
よ

い
で
せ

　
う
。

で
す

か
ら
、
平
常

や
る
通
り

に
、

こ
の
國

の
昔
か
ら
の
習
慣

に
從

つ
て
、
會

議
を
進
め
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
.
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か
。
ま
た
、
こ
の
會
議

の
こ
と
で
、
法
規

に
添
は
ぬ
こ
と
が
あ

つ
た
と
し

て
も
、
こ

の
危
急
の
場
合

と
し
て
は
致

し

　

方
が
な

い
竜
の
と
認

め
ま
せ
う
。
け
れ
ど
も
、
神
め
御

加
護

は
、
正
義
あ
れ
ば
、
到
る
處

に
あ
る
も

の
で
す
。
現

に

　
　
　
　
　
　

　
み
　ぞ
ら

　

私
共

ほ
今
紳
め

御
蹇

の
下

に
ゐ
る
の
で
す
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
宜
し

い
。
古
式

に
從

つ
て
會
議
を

し
ま
せ
う
。
た
と

へ
今
は
夜
中
で
あ

ら
う

と
も
、
我

々

　

の
正
義
ぼ

輝
き

ま
す
、

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

た

と

へ
人
數
こ
そ
十
分

で
は
な

い
が
、

こ

乂
に
は
國
民
全
體

の
心
臓

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
主
立

　

つ
た
人

ほ
皆

お
い
で
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

か
き
も
の

コ
ソ
ラ

ツ
ト
・
フ
ン
　

　
古

い
書
物

竜
持

つ
て
來

て
ほ
ゐ
な

い
が
、
そ
れ
は
銘

々
の
胸

に
か
き
込

ん
で
あ

る
わ
け

で
す
㌘

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

ど
な
た

レ

ツ
セ
ル

マ
ン
　
　

宜
し

い
。
で
は
、
早
速
圓
ぐ
坐

つ
て
下
さ

い
。
誰

方
か
、
權

力
の
劍
を
地

に
稙

ゑ
て
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
か
いそ
へや
く

ア
ウ
フ
。デ

ル
・
マ
ウ

エ
ル
　

　
で
は
、
庄

屋
樣

に
先
づ
坐

つ
て
頂

い
て
、
そ

の
側

に
、
介
添
役

が
二
入
立

つ
て
頂
ぎ
ま

　

せ
う
。

役
僣

　

　
州
が
三

つ
集

ま

つ
て
る
ん
だ
が
、
さ
て
、
ど

の
州
が
議
長

に
よ

い
で
せ
う
。

マ
イ

エ
ル
　

　
そ

の
名
譽

は

シ
ユ
ゥ
ィ

ッ
、

ウ
リ
と

の
間
で
き

め
て
貰

は
う
。
俺
蓬

ウ

ソ
テ

ル
ワ
ル
ド

の
者
は
默

つ
て

　
引

つ
込
ん
で
ゐ
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
か
な

メ

ル
ヒ
タ
ァ
ル
　

　

さ
う

と
も
、
俺
逹
は
引

つ
込
ん
で
ゐ
よ
う
。

も
と
く

、
俺
蓬

の
方

は
、
強

い
友

蓬

に
庇

つ
て
貰

　

は
う

と
願

ひ
出
た
ん
だ
か
ら
な
。
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ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

で
は
、
ウ

リ
に
劍
を
取

つ
て
貰

は
う
。
羅
馬

へ
行
く
時

も
旗
頭

だ
つ
た
か
ら
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト

　

劍
を
取
る
名
譽

は

シ
ユ
ウ
イ

ッ
に
與

吟、る

の
が

本
當

で
す
よ
。

そ

の
血
統
は
我

々

岡
同

　
が
誇
り
と
し

て
ゐ
る
の
で
す

か
ら
。、

レ
ツ
セ
ル

マ
ソ
　
　

お
互
に
讓
り
合
は
れ

る
と
は
見
上
げ

た
も

の
で
す
が
、
ど
う
ぞ
私

に
仲
裁
さ

せ
て
下
さ

い
。

つ
ま

　
り
、
會
議

の
時
に
は

シ
ユ
ウ
イ

ツ
、.
戰

ひ
の
時

に
は
ウ
リ
が
先
に
†

つ
事

に
し
ま

せ
う
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

〔
ス
タ
ゥ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
に
劍
を
差
し
出
し
て
〕
で
は
お
受

け
下
さ

い
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
い
や
、
私

で
は

い
け

ま
せ
ん
。
そ

の
名
擧
ほ

お
年
窃

の
方

に
。

　
　
　
　
　
　
　
　

か
　
ポつ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　と
しか
き

イ

ム
・
ホ
オ
フ

エ
　
　

鍛
冶

屋
の
ウ

ル
ビ
さ

ん
が

一
番
年
嵩

だ
。

ア
ウ

フ
。
デ

ル
・
マ
ゥ

エ
ル
　
　

こ
の
方

は
立
派
な
人
物
で
す
が
、
自
由

の
身
分

で
な

い
の
で
す
。

シ

ユ
ゥ

イ
ッ
で
ほ
、

　
奉
公

入
は
議
長

に
な
れ
な

い
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
丁
度
、
大
庄
屋

の
レ

エ
デ
イ

ン
グ
さ

ん
ボ

こ

乂
に
ゐ
ら

つ
し
や
る
ぢ

や
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ

よ
り
外

に
適
任
な
方

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

で
は
、　

レ
エ
デ
イ

ン
グ
さ
ん
を
議
長

に
推
薦

し
ま
す
。

御
賛
成

の
方

は
手
を
擧
げ

て
下

　
さ

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,

　
　
　

一
同
右
手
を
擧

げ
る
。

レ
エ
デ
イ

ソ
グ
　

　
〔
中
央

に
逡

み
出

て
〕
私
は
今
聖
書

に
手
を
載

せ
.慧
こ
と
が
出

來
ま
せ
ん
か
ら
、
天
上

の
永
叢

の
星
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そ
む

　

に
よ

つ
て
、
決
し

て
正
義
に
背

か
ん
こ
と
を
誓

ひ
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

ま
は

　
　

　
人

々
は

レ
エ
デ
イ

ン
グ
の
前
に
二
本

の
劍
を
立
て
、

そ
の
周

り
に
環
を

つ
く
る
。

シ
ユ
ゥ
イ

ッ
人
が
中
央

、
右

　
　

　
手

に
ウ
リ
人
、
左
手
に
ウ

ン
テ
ル
ワ
ル
ド

の
人
々
馳が
並

び
、

レ
エ
デ
イ

ン
グ
は
、
自
分

の
劍

に
倚

っ
て
立

つ
。

　
さ

て
、
我

々
、

こ
の
山
國

の
三
州

の
人
民
が
、
こ
の
奠
夜
中

に
か

丶
る
寂
し

い
湖
胖

に
集
ま

つ
た

の
ほ
、
そ
も

ノ
＼

　
何

の
た
め
で
あ
り

ま
せ
う
か
。
今
こ

製
に
、

こ
の
星
空

の
下

に
あ

つ
て
、結

ば
う

と
す

る
新
冖ら
し

い
同
盟

の
内
.容
は
、

何

で
あ
り
ま
せ
う
か
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　
〔環

の
中

に
進
み
爵
て
〕
我

々
は
決
し

て
、今
更
新

ら
し

い
同
盟
を
結
ぶ

の
で
ほ
あ
り

ま
せ

　
ん
。
唯

單
に
、
父
祕
傳
來

の
古

い
同
盟
を
復

活
す

る
に
遏
ぎ
ん

の
で
す
。
同
志
諸

君
、

お
聞
き
な
さ

い
、
我

々
は
、

　
如
何

に
湖
水
ど
「山

に
隔

て
ら
れ
、
別

々
に
統
治

さ
れ

て
ゐ
よ
う
と
も
、
元

を
た

黛
せ
ぼ

一
つ
の
血
統
、

一
つ
の
故
郷

　

か
ら
出

た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ウ

イ
ソ
ケ
ル
リ
イ
ド
　

　
で
は
よ
く
歌
に
あ
る
通
わ

、
私
達
が
遠

い
國
か
ら
來
た
も

の
だ

と

い
ふ
の
ほ
本
當
で
す
か
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

え
ん
こ

　
そ
れ

で
ほ
、
薪

ら
し

い
同
盟
を
古

い
縁
故

で
固

め
る
た
め
に
、
ど
う
か
、
あ
な
た

の
御
存
知
な
だ
け

の
こ
と
を

こ

製

　
で
話
し

て
下
さ

い
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　
お
聽
き
下
さ

い
。
羊
飼

ひ
の
老
人
逹

が
言

ひ
傳

へ
て
ゐ
る
事
で
す

が
。
ー
i
昔
、
ず

つ
と

　
　

　
ぽ
て

　
北

の
涯

の
國

に

一
大
民
族

が
佳
ん
で
ゐ

て
、
ひ
ど

い
飢
饉

に
惱
ん
だ

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
止
む
を
得
ず
、

}
両
が

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

く
じ

集

ま

つ
て
評
議

し
た
結
果
、
籔
を

引

い
て
、
十
人

に

一
人
づ

Σ
、
生
國
を
立
ち
退

く
こ
と
に
な
り
ー

そ
れ
を
實
行

し
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た

の
だ

さ
う

で
す

。

そ

こ

で
、

男

も
女

も

、
涙

を

流

し

で
、

大
き

な
隊

を

組

ん
で

南

の
方

へ
出

か
け

、

刀

で
道

を

切

り

開
き

な

が
ら

、

獨

逸

の
國

を
通

つ
て
、
と
う

ノ
＼

こ

の
森
林

の
多

い
高

地

ま

で
辿

り

着

い
た

わ

け

で

す

。

し

か
も

、

　

　

　

　

　

　

　

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノへわ
う

そ

の

圃
行

ほ
な

ほ
も

倦

ま
ず

に
、

今

で

こ

そ

ム
オ
.
タ
河

が

草

原

の
聞

を

流

れ

て

ゐ
ま

す

が

、

そ

の
時
分

は

ま
だ

荒

り
や
う
凉
と
し

て
ゐ
た
こ
の
谷
間

に
入

つ
て
來
た

の
で
す
。

こ

乂
に
は
人

の
住
ん
だ
跡
も
な

く
、
唯
、
岸
邊

に

一
軒

の
小

屋

が
淋
し
く
建

つ
て
、
そ

こ
に

一
人

の
男
が
渡

し
守
を

し
て
ゐ
た
だ
け
で
し
た
。
丁
度
湖
水
が

ひ
ど

い
荒
れ

や
う
で
、

渡

る
事
も
出
來
ず

、
仕
方
が
な

い
の
で
、
そ

の
邊

の
土
地
を

よ
ぐ
見
廻

つ
て
見
る
と
、
木

は
立
派

に
繁

っ
て
居
ぬ
、

き
れ

い
な
泉
も
あ

つ
た

の
で
、
な

つ
か
し

い
故
郷
に
あ

る
思

ひ
が
L
た
の
で
す
。
-
ー

-そ
こ
で

一
同

そ
こ
に
十
着

の

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
さ
く
せ
つ

決

心
を
し

て
、
建

て
た

の
が
昔

の
シ
ユ
ウ
イ
ッ
の
部
落
て
す
。

そ
勲

か
ら
、
毎
日
汗
水
た
ら
し

て
働
き
、
錯
節
し
た

木

の
根
を
拔

い
て
森

を
切
り
開
き

ま
ー
.)た
が
、
そ

の
5
ち
に
、

そ
の
土
地
も
入
數

の
割

に
狹

く
な

つ
た
の
で
今
度
は

ず

つ
と
黒
山

の
方

へ
、

い
や
更

に
遠

く
白
谷

の
方
ま
で
移
住
し
て
行
く

と
、
永
久

の
氷

の
岩
蔭

に
埋
も
れ

て
、
言
葉

の
違

ふ
他
國
人
が
住
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
ヶ

ル

ン
の
森

の
そ
ば

に
ス
タ

ソ
ツ
と

い
ふ
村
を
建

て
、

博
イ
ス
の

谷

の
中

に
ア
ル
ト
ル
フ
と

い
ふ
村
を
作
り
ま
し
た
が
、
矢
張
り

憩
先

の
血
筋
は

い
つ
ま
で
竜
忘

れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
後

に
な

つ
て
、
色

々
な
仙
國

の
人
蓬
が
そ
の
國

に
入
り
込
ん

で
住
む

や
う

に
な
わ

ま
し
た
が
、
そ

の
中
で

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

ナ
ぐ

も

シ

ユ
ゥ
イ

ッ
の
人
聞
だ
け
ほ

一
段
と
優
れ
た
人
種

だ

と
考

へ
ら
れ

て
ゐ
ま
し
た
。
お
亙
の
血
を
見
わ
け
る
だ
け

の

精
神

が
あ
る

の
で
す
か
ら
。

　

　
　
雨
手
を
左
右
に
伸
ば
す
。
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ア
ウ

フ
・デ

ル
・
マ
ウ

エ
ル
　
　

さ
う
だ
と
も
、
俺
逹
は
同
じ
精
稗
、
同
じ
血
な
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は

一
同
　
　

〔手

逢
握
り
合

つ
て
〕
俺
達
は
同
じ
民
族

だ
。
力
を
協

せ
て
や
つ
て
行
か
う
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　
ほ
か

の
國

の
民
族
は
、
外
國

の
墜

逍
を
受

け
て
、
勝
利
者

に
屈
服
し
ま
し
た
。
第

一
、
こ

　
の
國
境

の
中

に
す
ら
、
さ
う

い
ふ
奴
隷
逹

が
隨
分
住
ん

で
ゐ

て
、
外
國

に
對

し
て
義
務
を
負

ひ
、
そ

の
卑
属
な
身
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
つす
ゐ

　
を
子
孫

に
演
で
傳

へ
て
ゐ
る
の
が
あ
り
ま
す
。
我

々
ほ
、
古

い
瑞
西

の
生
粹

の
種
族
で
、
常

に
自
由
を
守

つ
て
來

ま

　
し
た
。
ど
ん
な
領
主

に
で
も
膝
を
屈

げ
ず

、
自

ら
逕

ん
で
皇
帝

の
御
庇
護
を
邏

ん
だ

の
で
す
。

レ
ツ
セ
ル

マ
ソ
　
　
獨
逸
帝
國

の
保
護
も
、
自
ら
邂

ん
で
自
由

に
遲
ん
だ

の
で
す
。

ブ
リ
イ
ド
リ

ヒ
皇
帝

の
御
勅
書

に

も
そ

の
通

り
に
載

つ
て
を
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
　
ぜ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

何
故
な
ら
ば
、
如
何

に
自
由
な
民

と
い

へ
ど
も
、
君
主
な
し
で
ほ
ゐ
ら
れ
な

い
か
ら

で
ふ㌔

　
爭

ひ
が
起

つ
た
り
し
た
場
合

に
、
裁

い
て
貰

ふ
た
め
の
、
元
菖
と
か
最
高

の
審

興
者

と
か

い
ふ
も

の
が
な
く

て
は
ナ

　
み
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
我

々
の
祕
先

も
、
古

い
荒
地

か
ら
開
拓
し

て
獲

た

こ
の
土
地

の
た
め
に
、
獨
逸
と
伊
太
利

　
の
主
と
稱

さ
れ

て
ゐ
る
あ

の
皇
帝

に
歸
順
し

て
、
帝
國

の
中

の
他

の
自
由
民
と
同

じ
ぐ
、
貴

い
弓
矢

の
誓

ひ
も
立

て

　
ま
し
た
。
我

々
を
護

つ
て
く
れ

る
そ

の
帝

國
を
、
我

々
も
護

つ
て
や
る

の
が
、
自
由
民

の
唯

一
つ
の
嚢
務

で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

し
る

メ
ル

ビ
ア
ル
タ
　
　

そ
れ
以
上

に
な

る
と
、
奴
隷

の
印
し
で
す
よ
、

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　
そ

こ
で
我

々
の
先
祀
た
ち
は
、

い
ざ
鎌
倉

と

い
ふ
時

に
は
、
帝
國

の
旗

の
下

に
馳
せ
參
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

と
も

　
て
、
戰

つ
た
も

の
で
す
。
羅
馬
帝
國

の
冠
を
皇
帝

に
戴
か
せ
る
時
に
も
、
矢
張

わ
武
裝

し
て
伊
太
利
ま
で
お
伴
を
し
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ま
し
た
。
國
内

で
は
、
古

い
習
慣
と
自
由
な
法
律

と
に
茎

い
て
、
卆
和

に
自
治
を
行

つ
て
ゐ
ま
し
た
。
た

壁
、
死
刑

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

え
ら

　

の
や
う
な
重

い
罪
科
だ
け
は
皇
帝

の
お
裁
き

で
、
そ

の
た
め
に
偉

い
伯
爵

ま
で
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も

こ

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
よ

　
の
國

に
赴
任
さ
れ
な
か

つ
た
位
で
、
重
罪

が
起

つ
た
時
だ
け
そ
の
伯

欝
を

お
喚
び
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
方
が
、
青

　
天
白
日

の
下

に
、
↓公
亭
且

つ
億
直

ぐ
な
裁
鋼
を
な
さ
れ
、
法

の
た
め
に
は
人
を
怖
れ
な

い
と

い
ふ
風

で
し
た
。

こ
れ

　
で
も
、
我

々
が
奴
隷
だ

と
い
ふ
證
據
が
あ
り
ま
す
か
。
反
對

の
方
ほ
誰
方
で
も
發
言
し
て
下
さ
い
。

イ

ム
・
ホ
オ

フ
エ
　

　

い
や
、
す
べ

て
お
説

の
通

わ
で
す
。
我

々
ぱ
末
だ
嘗

て
壓
制
を
認

め
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

何
し
ろ
、
我

々
ほ
坊
主
の
爲

ら
に
法
規
を
曲
げ
た
と

い
ふ
の
で
、
皇
帝

に
對
し

て
さ

へ
從

　

　
　
こぱ

　
順
を
苑
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

の
ア
イ

ソ
ジ
イ
デ

ル
ソ
の
僣
庵

の
運
中
が
、
我

々
の
先
組
傳
來

の
牧
場

の
山

を

　
要
求
し
た
時

の
こ
と
で
す
。
あ

の
時
、
僣
詑

は
古
證
交
を
引

つ
張
の
掲
し

て
來

て
、
聿

の
な

い
土
地
は
す
べ

て
自
分

　

の
も

の
だ
な
ど

丶
、
我

々
の
存
在
を
無
靦
し
た
言
ひ
分
を
吐

か
し
た

の
で
す
が
、
そ

の
時
、
我

々
ほ
か
う
云

つ
て
や

　

り
ま
し
た
。
「
そ
ん
な
證

文
ほ
に
せ
物
だ
。
ど
ん
な
皇
帝

た

つ
て
、
我

々
の
も

の
を
人
に
や
る
權
利
は
な

い
。
も
し
、

　
帝
國

の
中

で
我

々
の
正
當

の
權
利
が
認

め
ら
れ
な

い
な
ら
、
我

々
に
ぱ
帝
國
は

い
ら
ん
。
山

の
申

で
暮
し

て
や
る
。
」

　
ー
f

我

々
の
祕
先
は
か
う
言

つ
た

の
で
す
。
そ

の
我

々
が
、
薪

ら
し

い
壓

制

の
侮
辱

な
ど
を
、
ど
う

し
て
受
け
ら
れ
ま

　
す
か
。
あ

の
皐

帝
の
御
威
勢

で
さ

へ
我

々
に
押

し
付
け
ら
れ
な

い
や
う
な
事
を

、
外
國

の
陪
臣

か
ら
甘
ん
じ

て
受

け

　

う
と

い
ふ
の
で
す
か
。
ー

・我

々
は
こ

の
土
地
を
、
我

々
自
身

の
手

に
汗
し

て
得

た
の
で
す
。

こ
の
古

い
森
も
、
も
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　

は
荒

れ

果

て
た

熊

の
す

み

か

だ

つ
た

の
を

、

入

問

の
住

み

家

に
攣
ド
、
ま
し

た

。

沼

澤

の
中

か

ら

、
毒

を

含

ん

で
上

つ

ゴ」=
　
、
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て
來

る
龍

や
蛇
な
ど

の
類
も
退
治
し
ま
し
た
。

こ
の
荒
野
を
永
久

に
茨

色
に
錻

し
て
ゐ
た
霧

の
幕
を
破
り
、
堅

い
岩

　

く
だ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
ん
だ
う

を
碎
き
、
深

い
谷
を
渡
し

て
、
詼

人

の
た
め
に
安
全
な
棧
道
を
作
り
ま
し
た
。

か
う

し
て
、
こ
の
土
地
は
、
も
う
千
年

　
こ
の
か
た
我

々
の
物

で
す
。
i
ー

そ
れ

を
外
國

の
陪

臣
な
ど
が
出
し

や
ぼ

つ
て
來

て
、
我

々
の
爲

め
に
鎖
を
造
り
、
我

我

の
土
地
を
侮
辱

し
て
い
製
で
せ
う
か
。

こ
の
や
う
な
迫
害

に
聾
し

て
と
る
可
き
手
段

が
果

し
て
な

い
で
せ
う
か
。

　
　
　

一
同

の
問
に
大
な
る
動
搖
.

否
。
暴
君

の
力

に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。
抑
壓

さ
れ

た
人
民
は
、
何
等

の
權
利

を
得

る
こ
と
も
出
來
な
け
れ
ば

、
迫

　
害

に
醗

へ
切
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ー

さ
う
す
れ

ば
、
却

つ
て
勇
敢

に
天

に
手
を

の
ぼ
し
、
今
迄

は
永
久
不
易

の
星

　
の
や
う

に
高
く
か

製
つ
て
ゐ
た
、
永
遠

の
權

利
を
奪

ひ
取

る
こ
と
が
出
來

る
の
で
す
。
-ー
i
太
古

の
自
然

の
状

態
が

再
び
か

へ
つ
て
來

て
、
裸

か
の
入
聞
と
人
聞
と
が
向
ひ
合

ふ
の
で
す
。
ー

外

に
と
る
可
き
手
段
が
な

い
場
合
、
我

我

に
は
、
最
後

の
手

段
と
し
て
劍
が
與

へ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
ー
ー

我

々
に
は
、
我

々
の
最
高

の
財
寶
だ
け
は
守
護
す

　
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
ゐ
ま
す
。
我

々
は
國

の
た
め
に
立

つ
の
で
す
。
妻

の
た
め
、
子
供

の
た

め
に
立

つ
の
で
す
。

噸
同

　

　
〔劍

を
叩

い
て
〕
我

々
ほ
、
妻

の
た
め
、
子
供
の
た
め
に
立

つ
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
　　　
　　　
　　
　　　もと
く

レ
ツ
セ
ル

マ
ン
　
　

〔
環

の
中

へ
進

み
出

て
〕
で
す
が
ハ
諸
霜
、
劍
を
執

る
前

に
、
篤

と
お
考

へ
下
さ

い
。
諸

君
は
、
亭

和
な
手
段
で
、
皇
帝

と
和
睦
す
る

こ
と
で
も
出
來

ま
す
。

こ
ち
ら
で
、
唯

一
言

い
ひ
さ

へ
す
れ
ば
、
現
在
諸
君
を
虐

げ

て
ゐ
る
暴
君
も
、
或

ほ
諸
看

の
御
機
嫌
を
取
り
結
ぶ

や
う

に
な
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
ー

い
つ
も
な
が
ら

の
申

　
し
出

で
を
承
諾
し

て
、
帝
國

の
手
を
離
れ
、
填
太
利

の
主
權
を

お
認
め
な
さ

い
。
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ア
ウ

フ
●デ

ル
●
マ
ゥ

エ
ル
　
　

こ

の
坊
主
、
何
を
吐
か
し
や
が
る
ん
だ
。。
俺
逹

に
、
塊
太
利

の
味
方
を

し
ろ
だ
と
。

ア

ム
・ビ

ュ
ウ

エ
ル
　
　

そ

ん
な
事

に
耳
を
貸
す
な
。

ウ

イ

ン
ヶ
ル
リ
イ
ド
　
　
國
賊

め
。
費
國
奴
め
。

レ
エ
デ

イ

ソ
グ
　
　

同
志
諸

君
、
靜
肅

に
。

ゼ
ワ
　
　

こ
ん
な
侮
辱
を
受

け
て
も
、

ま
だ
塊
太
利

に
服
從

し
ろ
と

い
ふ
の
か
。

フ
オ
ソ
●デ

ル
●
フ
呈

皇

　

好
意

に
對

し
て
さ

蠡

ん
で
ゐ
た
服
從
を
、
力
叢
で
奪
ひ
取

ら
せ
よ
う
と

い
ふ
の
か
。

マ
イ

エ
ル
　
　
さ
う
な
れ
ば
俺
逹
は
奴
隷

だ
。

ま
た
、
奴
灘

に
な
る
だ
け
の
値
打

し
か
ね
え
わ
け
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
く
だ
つ

ア
ウ

フ
・デ

ル
・
マ
ウ

エ
ル
　
　

墺
太

利

へ
降
參
、
な
ぞ
と
吐
か
す
奴
か
ら
は
、
よ
ろ
し
く
瑞
西
人
の
權
利
を
剥
奪
す
べ

　

き
だ
。
l
l
議
長
、
私
ほ
主
張
し
ま
す
。

こ
れ
を

こ
の
金
曩
戦
で
決
議
す
る
第

一
の
國
法

と
す
可
き
だ
。

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

さ
う
だ
。
墺
太
利

へ
降

服
す

る
事
を

貰
に
す
る
も

の
は
、
す

べ
て
の
名
と
權
利

を
失

ひ
、
如
何
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば

　

る
同
國
人
も
そ
れ
を
庇

つ
て
は
な
ら

ん
こ
と
に
し
た

い
。

}
同

　

　
〔右
手

を
擧
げ

て
〕
異
議

な
し
。
法
律

に
す

べ
し

だ
。

レ
エ
デ

イ
ソ
グ
　
　

〔
暫
く
し

て
後
〕

で
は
、
可
決
し
ま
す
。

レ
ツ
セ
ル

マ
ソ
　
　
今

こ
そ
諸
君

は
自
由

に
な

つ
た
。
こ
の
法
律

に
よ

つ
て
、
さ
う
な

つ
た
の
で
す
。
亭
和

の
裡

に
さ

　

へ
獲
ら
れ
な
か

つ
た
も

の
を
、
暴
力

で
張
奪
す

る
な
ど
、
填
太
利
に
は
と
て
も
出

來
ま
せ
ん
。

ヨ
オ
ス
ト
・
フ
オ
ン
・
ワ
イ

レ
ル
　
　

さ
あ
、
議
事
を
進
め
ま
せ
う
。
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レ

エ
デ
イ

ソ
グ
　
　
同
志
諸
看
。
既

に
亭
和

の
手
段
は
皆
試
み
ら
れ
ま
し
た
か
。
恐
ら
く
王
搬

は
こ
の
事
實
を
御
存
知

　
な

い
で
せ
う
。
我

々
が
こ
ん
な

に
苦

し
め
ら
れ

て
ゐ
る
の
は
、
屹
度
王
樣

の
御
意
で
は
あ
り
ま
す
ま

い
。

で
す

か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

我

々
ほ
今

】
度
最
後

の
手
段
を
講
じ

て
見
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
即
ち
、
劍

を
執
る
前

に
、
王
様

に
直
訴
す

る
の
で

す
。
ど
ん
な
に
正
し
い
理
由
が
あ

つ
た
に
せ
よ
、
暴
力
を
用
び

る
こ
と
は
忌
む
可
き
で
す
。
神
樣
は
、
唯
、
入
力
蠱

　
き

て
初
め

て
、
御
加
護
下
さ
れ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
し

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

〔
コ
ン
ラ
ツ
ト
・
フ
ン
に
向

つ
て
〕
さ
あ
、
今
度
は
お
主
が
報

告
す
る
番
だ
。
話
し

て
く
れ
。

コ
ン
ラ
ツ
ト
。
フ
ソ
　
　

私

は
、
ラ
イ

ン
フ

エ
ル
ト
の
塁
帝

の
宮
廷

に
參
り
ま
し
た
。
代
官

ど
も
の
甚
だ

し

い
壓
制
を
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
セ
ゆ
ん

　

へ
、

こ
れ
迄
驩
代

の
王
樣

が
批
准
し

て
下
さ

つ
た
、
我

々
の
者

か
ら

の
自
由

の
勅
書
を
戴
き

に
上

つ
た

の
で
す
。
そ

　
こ
に
は
、
方

々
の
町
か
ら

の
使
節
も
來

て
ゐ
ま
し
た
。

シ
ユ
ワ
ア
津
.
ン
の
國
か
ら
も
、
ラ
イ

ン
の
沿
岸

か
ら
も
。
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
つき

う

い
ふ
人
達

は
皆

お
墨
附
を
頂
戴
し

て
、
よ
ろ
こ
び
勇

ん
で
國

へ
歸
り
ま
し
た
.、
そ
れ

に
、
皆

さ
ん

の
使
ひ

の
こ
の

私
だ
け
ほ
、
顧
問
官

の
方

に
廻
さ
れ

て
、
零
し

い
慰

め
で
逍

ひ
拂
は
れ
た

の
で
す
。
「
こ
の
度
ほ
、
皇
帝

に
お
暇
が
な

・
い
。

い
つ
れ
、
後

日
御
考
慮
下
さ
る
だ
ら
う
。
」
と
い
ふ
の
で
す
。
そ
こ
で
、
私

は
情

な
く
な

つ
て
、
宮

殿
の
廣
間

を

通

つ
て
や
つ
て
來
る
と
、

ハ
ン
ゼ

ン
公
爵
樣
が
澄
き
な
が
ら
、
張
出

し
縁

に
立

つ
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
す
。
そ

の
傍

に

は
、

ワ
ル
ト
や
2
・
エ
ゲ

ル
フ
エ
ル
ド

の
殿
樣
も
お
ゐ
で
で
す
。
さ
う
し

て
私
を
呼
ん
で
仰

し
や
る
に
は
、
「
お
前
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ん
み

ち
も
自
分
だ
け
で
や
れ
。
王
樣

か
ら
正
義
を

望
ん
で
も
無
駄
だ
。
王
樣

は
、
親
身

の
兄
弟

の
子
を
裸
か
に
し

て
・
そ

の
正
當

の
邊
産
を
す
ら
横
領
し

て
ゐ
る
ぢ

や
な

い
か
。
公
欝
樣
が
成

入
な
す

つ
て
、
御
自
分
で
國

や
人
民
を

お
治

め
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に
な

る
時
期

が
來
た
の
で
、

お
母
方

の
逡
産

の
相
續
を
お
願

ひ
L
外
.の
だ
が
、
そ
の
返
答

は
ど
う
だ

つ
た
と
思
ふ
。

　
皇
帝
は
、
公
爵

の
頭
に
花
輪
を
載

せ
て
、

こ
れ
が
青
春

の
飾
、り
ざ

や
と
仰

せ
ら
れ

た
、
と
。
し

ア
ウ

フ
・
デ

ル
・
マ
ゥ

エ
ル
　

　
皆

の
衆
も
お
聞
き

の
通
り
だ
。
穗
利
も
正
義
も
皇
帝
か
ら
望
ん
で
は
な
ら
ね
え
。
自
分

　

の
こ
と
は
自
分

で
始
末

を

つ
け
よ
う
。

レ

エ
デ
イ

ン
ゲ
　
　

で
は
、
そ
れ
よ
り
他

に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
で
、
ど
う

し
た
ら
、
好

い
結
果
を
鴛

る
こ

　

と
が
出
來

る
か
、
御
意
見
を
伺
ひ
ま
せ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り
そ

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル

ス
ト
　

　

〔環

の
中

に
邏

み
出

て
〕
我

々
は

た
黛
、
こ

の
憎
む

可
き
麩
制
を
斥
け
た

い
の
で
す
。

ま

　
た
、
先
組
代

々
傳

へ
て
來
た
古

い
穗
利
を
守
り
た

い
の
.じ
す
。
勢

ひ
に
乘
じ
て
、
新
ら

し

い
擢
刈
を
獲
得
す
る

つ
も

　
り
ほ
あ
り
ま
せ
ん
。

ヵ
イ

ゼ
ル
の
も

の
は
、
ヵ
イ
ゼ
ル

り
も

の
に
し

て
お
ぐ
が

い
丶
。
主
人

の
あ
る
も

の
は
、、
そ

の

　
主
人

に
忠
勤
を
は
げ
む

が

い
乂
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ぎりやろノ

マ
イ

ェ
ル
　

　
私

は
墺
太
利
か
ら
知
行
を
貰

つ
て
ゐ
る
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル

ス
ト
　
　

で
は
、.
今
後

と
も
、
墺
太
刊
"
に
…對
し

て
義
務

を
お
謹

し
な

ざ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ん
ぐ

ヨ
ォ

ス
ト
・
フ
オ

ン
・
ワ
イ

レ
ル
　
　

私
は
ラ
ッ
ペ

ル
ス
ワ
イ
ル
の
殿
樣
に
年
貢
を

納
め
て
ゐ
ま
す
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル

ス
ト
　

　
で
ほ
焦
、貢

を
お
續

け
な
さ

い
。

レ
ツ
セ

ル
マ
ン
　
　

私
は

チ

ユ
ウ
リ

ヒ
の
尼
寺
に
誓
約

し
て
ゐ
ま
ず
鞠。

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　
寺

の
も

の
は
、
寺

に
與

へ
る
が
よ
ろ
し

い
。
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ス
タ
ゥ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　
私

は
帝
國
以
外
か
ら
知
行
を
受
け

て
は
ゐ
ま

せ
ん
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル

ス
ト
　

　
ど
う
し

て
も
せ
ね
ば
な
ら

ん
こ
と
は
、
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
サ
で

禁
物

で
す
。
代
官

と
そ

の
家
來
ど
も
を
追
ひ
拂

つ
て
、
固

い
砦
を

こ
ぱ
し

て
し
ま
ふ

の
は

よ
ろ
し

い
。
け
れ
ど
も
、

　
そ
れ
も
出
來
れ

ば
、
血
を
見
ず

に
す
ま
し
た

い
も
の
で
す
。
我

々
は
、
唯
必
要
に
逍
ら
れ

て
、
服
從

の
義
務

を
捨

て

　
た
、
と

い
ふ
こ
と
を
皇
帝

に
見

て
頂
き

た

い
。
我

々
の
方
で
、
分

を
越

え
ず

に
控

へ
て
ゐ
れ
ば
、
恐
ら
く
皇
帝

も
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ

　
略
上
か
ら
考

へ
て
、

お
怒
り
を
抑

へ
て
し
ま
は
れ

る
で
せ
う
.、
何
故

な
ら
、
劍
を
握

り
な
が
ら
、
自
制
し
て
ゐ
る
國

　
民
は
、
恐
れ
ら
れ

る
の
が
當
然
で
す
。

レ
、
エ
デ
イ

ソ
グ
　
　

し
か
し
な
が
ら
、
私

が
聞
き
た

い
の
は
、
如
何
に
し

て
目
的
を
逹
す

る
か
と

い
ふ
點
に
あ
り
ま
す
。

　
敵
は
武
器

を
持

つ
て
ゐ
ま
す
。
勿
論
、
お
と
な

し
く
引
き
下
り
は
し
ま
す
ま

い
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　
我

々
の
方

で
武
器
を
執

つ
て
立

つ
の
を
見
た
ら
、
屹
度
引
き
下
り
ま
す
よ
。

で
す
か
ら
、

　
　
　
　
　
ね
ら

　
敵

の
虚
を
狙

つ
て
、
不
意
を
打

つ
に
限

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
で

マ
イ

エ
ル
　
　

そ
れ
は
、
言

ふ
は
易
く
行

ふ
は
難

い
、
と

い
ふ
も
の
で
す
。

こ
の
國

に
は
ま
だ
堅
固
な
砦

が
二
つ
ま

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ

　
立

つ
て
ゐ

て
、
敵

の
要
害

に
な

つ
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
に
、
王
樣

が
こ
ち
ら

へ
攻
め

て
來
た
日
に
は
、
そ
れ

こ
そ
怖
ろ

　
し

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
三
州

が

い
よ
ノ
＼
旗
擧
げ
を
す
る
前
に
、
あ

の

ロ
ス
ベ

ル
ク
と
ザ

ル
ネ

ン
を

奪

つ
て
し
ま

ふ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

さ
う

い
つ
迄

も
ぐ
づ
ノ
＼

し
て
ゐ

て
は
敵

に
警
戒

さ
れ
て
し
ま

ひ
ま
す
。
何
し
ろ
、
祕
密
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を
知

っ
て
ゐ
る
も
の
が
多
す
ぎ

ま
す

・.

㌧

マ
イ

ェ
ル
　

　
ウ

ン
テ

ル
ワ
ル
ド
に
は
裏
切
者
な
ん
か

　
入
も
ゐ

ま
せ
ん
。

レ
ツ
セ
ル
マ
ソ
　
　
悪
氣

は
な
く

と
も
.
氣
が
立

つ
と

つ
い
口
を
す
べ
ら
せ
る
も
の
で
す
よ
、

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

ぐ
づ
ノ

＼
、し

て
ゐ
る
と
、
ア
ル
ト
ル
フ
の
鎭
毫

も
出
來

上
つ
て
、
代
官
の
守

り
は
い
よ
い

　

よ
固
く
な

つ
て
し
ま
ひ
ま
す
。

マ
イ

エ
ル
　

　

お
主
た
ち
は
自
分

の
身

の
上
ば
か
り
を
考

へ
て
ゐ

な
さ
る
。

役
僭

　
　
お
主

こ
そ
聞
遑

つ
て
ゐ
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

き

マ
イ

エ
ル
　
　

〔立
腹
し

て
〕
俺
逹

が
惡

い
と
。
ウ
リ

の
奴
等

が
よ
く
も
そ

ん
な

口
を
利
け

る
も

ん
だ
。

レ
エ
デ
イ

ソ
グ
　

　
誓
言
通
り

に
、
靜
肅

に
。

マ
イ

ェ
ル
　

　
さ
う
と
も
、

シ

ユ
ゥ
イ
ツ
と
ウ
リ
が
仲
好
く
す
れ

は
.
こ
つ
ち
は
無

論
默

つ
て
ゐ
ま
す

と
も
。

レ
エ
デ

イ

ソ
グ
　
　

會
議

に
先
立

つ
て
、
諸
君

に

一
言
御
注
意
申

し
上
げ

て
お
き
ま
す
が
、
お
互
に
感
情

に
走

つ
て
、

　
準
和
を
亂
さ
ん
や
う

に
願

ひ
ま
す
。
我

々
は
皆
同
じ
目

的
の
た
め
に
集

ま

つ
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
。

ウ
イ

ン
ケ
ル
リ
イ
ド
　

　
ク
リ
ス

マ
ス
ま
で
延
ば
し
た
ら
ど
う

で
せ
或ノ
。
そ

の
時
は
、
百
姓

一
同

が
、
代
官
の
邸

に
贈

物

を
す
る
の
が
土
地

の
風
で
す
。

で
す

か
ら
、
十
人
や
十
二
人
は
城
申

に
集
ま

つ
て
も
軽
し
ま
れ
る

こ
と
は
あ
り

ま

　
　
　

　
　
　
　
　
　

と
が

　
せ
ん
。
そ

こ
で
、
銘

々
尖

つ
た
刀
物

を
し
の
ば
せ
て
、

い
ざ
と

い
ふ
時

に
ほ
、
素
早
く
棒

に
ほ

め
る
の
で
す
。
何

し

　
ろ
、
城
中

に
武
器
を
持
ち
込

む
わ
け
に
は
行
き

ま
せ
ん
か
ら
ね
、
み
ん
な

は
初

め
の
聞
森

の
中
に
か
く
れ
て
ゐ
て
、
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外

の
も

の
共
が
う
ま
く
域
門
を
乘

っ
取

つ
た
ら
、
角
笛
を
吹
く

の
を
合
鬪
に
、
隱

れ
場
所

か
ら
飛
び
患
し

て
行

く
と

　

い
ふ
寸
法

で
す
。

さ
う

す
れ
ば
、
城
は
手
も
な
く

こ
つ
ち
の
も
の
で
せ
う
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

ロ
ス
ペ
ル
ク
の
方
を
乘
り
取

る
の
ほ
私

が
引
き
受
け
ま
す
。
實

は
、
あ

の
城

の
申

に
少

々
仲

の
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゼ
　

　

い
娘

つ
子
が
ゐ
る

の
で
、
そ

い
つ
を
た
や
す
く
騙

し
込
み
、
夜
中

に
逢
ひ
に
行

く
と
稱

し
て
、
繩
彿

子
を
掛
け
さ
せ

　

ま
す
。
私

が
先
づ
城

へ
上

つ
た
ら
、
あ
と
か
ら
周
勢

を
引
き
込
み
ま
す
。

レ

エ
デ
イ

ソ
グ
　

　
延
期
す

る
事

に
、
』皆
さ
ん
御
賛
成

で
す

か
。

　
　
　

過
牛
數
手

を
擧
げ
る
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

〔
替
否
を
數

へ
て
〕
二
十
對
十

二

の
多
數

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ろ
し

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

豫
定

の
日
に
城

が
陷
落

し
た
ら
、

山
か
ら
山

へ
、

烽
火
で
合

鬪
を
す

る
こ
と
に
し
ま

せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と

　
う
。
さ
う
し

た
ら
す
ぐ
、
各
州

の
主

な
村

々
か
ら
義
勇
軍
を
集

め
ま

せ
う
。
代
官

ど
も
も
、
事

の
重
大
な

の
を
覺
れ

　

ば
、
一戰
ひ
を
止

め
て
、

お
と
な
し
く

こ
の
國

境
か
ら
引
き

上
げ

て
行
く
と
思

ひ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ら

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
私

は
た

虻
、
あ

の
ゲ

ス
レ
ル
だ
け
ほ
抵
抗
す
る
と
睨

ん
で
ゐ
ま
す
。
あ

い
つ
は
、
武
士
を

　
　
　
　
　
　
　
お
そ

　
引
き
連
れ

て
、
怖
ろ
し

い
勢

ひ
で
す

か
ら
、
血
を
見
ず

に
は

こ
の
國

か
ら
退
き

ま
す

ま

い
。

い
や
、

こ
の
國

か
ら
逍

、

　

ひ
出
さ
れ

て
も
、
ま
だ
我

々
に
と
つ
て
恐
ろ
し

い
敵
で
あ

る

こ
と
に
變
り
は
あ
り
ま
す

ま
い
。
あ

い
つ
を
生
か
し

て

　

お
ぐ

こ
と
は
、
困
難

で
も
あ
り
、
且

つ
危
險
千
萬

で
す
。

バ
ゥ

ム
ガ

ル
テ

ン
　

　
命

が
け

の
仕
事
が
あ

つ
た
ら
、
こ
の
私

に
割
り
あ

て
㌔
下
さ

い
。

テ

ル
に
拾

つ
て
貰

つ
た
命
で
、
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す

か
ら
・讎
騒

の
た
め
な
牡
、
喜
ん

で
棄

て
ま
す
.
」
や
う
自
分

の
名
礬
ほ

守
り
ま
し
た
し
、
心
も
滿
足

し
ま
し
た
か
窮
藩

レ
エ
デ
イ

ソ
グ

　

待

て
ぱ
海

路
の
削
稱
、
と
や
ら
。
辛

抱

し
て
お
待
∵
差

さ

い
。

い
つ
ど
ん
な

い
毒

が
あ

る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
…
ー

御
覽
な
さ

い
。
會

議
を
嗣

い
た
の
は
眞
夜
中
だ

つ
た

の
に
、
も
ぢ
・磽

が
、
覗、同
い
山

々
に
燃
、兄
る

　
見
張
り
番
を
立

て
ま
し
た
。
-
ー
-
さ
あ
、
解
散
し
ま
せ
、.ワ
。
明

ろ
ぐ
な

ら
な

い
う
ち

に
。

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

い
や
、
そ

の
心
配
は
御
無
用
で
す
。

か
う

い
ふ
谷
問

の
夜
ほ
、
却

々
す
ぐ
に
け
助
け
放
れ

　
ま
せ
ん
。

　
　
　

一
同
思
は
ず
脱
帽

し
て
、
靜

か
に
群
を
な
し
た
ま

為
、
曉

の
赤
光
を
見

つ
め

る
。

レ
ツ
セ
ル

マ
ソ
　
　
我

々
の
足

下
低
く
・
町

の
畑

の
中
で
箪
苦

し
い
貯
農
を

つ
い
て
暮

し

て
ゐ
る
數
多

の
同
胞

に
先
立

　

つ
て
、
我

々
は

こ
の
光

に
浴
す
る
こ
と
が
出
來
ま
す
。
殺

々
は

こ

翰
で
新

ら
し

い
團
結

の
誓
ひ
を
聞
め
ま
せ
う
。
:
…

　
我

々
は
擧
國

一
致
、
如
何
な
る
艱
難
辛

苦
を
も
典

に
し

ま
,ず
。

　
　
　

一
同
、

三
本

り
指

を
擧
げ

て
、

こ
の
言
葉
を
く
り
返
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
し

　

我

々
は
、
組
先

の
如

く
目
由
と
な
り

た

い
。
奴
隷
と
し

て
生
き

ん
よ
り
は
、
寧
ろ
死
を
求

め
る
。

　
　
　

同
前
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
そ

　

…
i

我

々
ほ
、
最
高

の
紳

に
信
績
し
、
人
聞

の
力
を
怖

れ
ず
。

　
　
　

同
前
。
　
一
同
互

に
抱
擁

す
る
、.

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

で
は
、
皆
さ
ん
、
お
靜
か
に
解
散

し
て
下
さ

い
。
友
人
や
同

志
の
方

々
が
待
ち
兼
ね

て
ゐ
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る
で
せ
う
。
羊
飼

ひ
の
方

々
は
家
畜

の
冬
籠
り
を
さ

せ
な
が
ら
、
内

々
同
志
を
募

つ
て
下
さ

い
。
ー
!

そ
れ
迄
我
慢

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
我
慢

し
て
下
さ

い
。
暴
君
共

の
勘

定
は
う

ん
と
溜

ら
せ
て
お

い
て
、

い
ざ
と

い
ふ

時

に
、

一
度

に
借
金
を
拂

は
し
て
や
り

ま
せ
う
。

一
人

々
々
の
憤

慨
は
、
無
理
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
を
復
讐
す

る
の
は
、
國
民
全
體

の
た
め
に
差

し
控

へ
て
ゐ

て
下
さ

い
。
自
分
勝

手
に
拔

け
駈
け
を
す

る
者
は
、
我

々
共
同

の
寶

を
盜
む
者

で
す
か
ら
。

　
　

一
同
三
方

に
向

ひ
、
極
め

て
靜
粛

に
立

ち
去

る
。

そ
の
間

に
オ
オ
ケ
ス
ト
ラ
は
莊
嚴

な
力

を
以
て
始
ま

る
。
舞

　
　
薹

は
空
虚
な
ま

凡
徇
暫
く
開

い
て
ゐ
て
、
氷

の
山
々
の
上
に
朝

日
の
昇

る
光
景
を
見

せ
る
。

第

三
　
幕

第
　

鬮　

場

テ

ル

の
家

の
乢剛
庭
。

74

　

　

　

　

　

　
ふ
る

テ

ル
は

手
斧

を
揮

つ

て
仕

事

を

し

て
ゐ

る
。

妻

の

ヘ
ド
ウ

イ

ヒ
は

何

か

家

事

に
精

出

し

て
ゐ

る
。

ウ

ィ

ル

ヘ
ル

ム
と

は
、

奥

の
方

で

小

さ

な
弩

を
弄

ん

で
ゐ

る
。

ワ

ル
テ

ル

と
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ワ

ル
テ
ル
　
　
〔歌

ふ
〕

　

　
　

弓
矢
た
ば
さ
み

　

　
　

山

こ
え
野

こ
え

　

　
　
　
　

　

か
り
う
ど

　

　
　
　
行
く
は
獵
人
。

　

　
　
　
あ
か

つ
き
こ
め
て
●

、

大
塞
の
は
て

鳶
は
王
樣

山
ま
た
谷
の

主
は
獵
人
。

ル テ ・ ム ル ヘ ル イ ウ

矢
の
利

く
か
ぎ
り

わ

が
國

に
こ
そ

走

る
も
飛
ぶ
も

　
　
　
　
え
　
も
の

み
な
わ
が
獲
物
。
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跳
ん
で
來

る
。

　
　
　
　
　
つ
る

　
お

い
ら

の
弦
が
斷
れ

た
よ
。
父
ち
や
ん
、
直
し
と
く
れ
。

テ

ル
　

　

い
や
、

い
け
ね
え
。

}
人
前

の
獵
師
は
自
分

の
事
は
自
分

で
や
る
も
ん
だ
、

　
　
　
子
供

た
ち
立
ち
去
る
。

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　
あ

の
子
た
ち

は
、
も
う
弓

の
稽
古
な
ん
か
は
じ
め
て
。

テ
ル
　

　
早
ぐ
か
ら
始

め
な

い
と
、
上
手

に
は
な
れ

ね
え

さ
。

ヘ
ド
ゥ

イ
ヒ
　

　
で
も
、
あ

ん
な
稽
古
は
さ
せ
た
く
な

い
の
に
。

テ

ル
　

　
何
で
も
習

つ
て
お
く
に
越
し

た
こ
と
は
な

い
。
元
氣

で
我
武
者
。羅
に
…粧
渡
り
す
る
に
や
あ
、
攻
め
る

に
も
守

　

る
に
も
、
腕
つ
ぐ
だ
ハ、

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　

　

お
や
ノ
＼
、
そ
れ
ぢ
や
あ

、
家

に
ぢ

つ
と
し
て
ゐ
る
も

の
は
ゐ
な
く
な
り

ま
す
わ
。

テ

ル
　
　

さ
う

と
も
。

こ
の
俺
に
し
た
と
こ
ろ
で
そ

の
通
り
よ
。
俺
は
生
れ

つ
き
羊
飼

ひ
に
や
あ
向
か
ね
え
性
分
だ
。

　
す
ぼ
し

　
素

走

つ
こ
い
獲
物
を
あ
く

せ
く
追

つ
か
け
る
や
う
に
出
來

て
る
ん
だ
。
毎

日

々
々
生
命
拾

ひ
み

て
え
な
こ
と
を

し
て

　

ゐ
ね
え

と
、
生
き

て
る
甲
斐

が
ね

え
の
よ
。

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　

　
そ
れ
で
あ

な
た
は
家

で
心
配
し
な
が
ら
待

つ
て
る
女
房

の
氣
苦
勞

な
ん
か
、
ち

つ
と
も
氣
に
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ん
び

　

く
れ
な

い
の
ね
。
あ
な
た
逹

の
冒
險
を
皆

の
衆
か
ら
聞

く
衷

に
、
わ

た
し
は
本
當
に
身

の
毛

が
よ
だ

つ
ん
で
す
よ
。

　

い
つ
も
お
出

か
け

の
時

に
、
も
う

こ
れ

が
見
收

め
ぢ

や
な

い
か
と
、
わ

た
し

の
胸
は
ふ
る

へ
る
ん
で
す
。
あ
な

た
が
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け
は

　

嶮
し

い
氷

の
山
路

に
踏
み
迷

つ
て
、
岩
角

か
ら
鷽
角

へ
跳
び
そ

こ
な

つ
た
り
、
羚
羊

に
蹴
ら
れ

て
諸
共

に
谷
底
に
隨
ち

　

込
ん
だ
り
、
雪
な
だ
れ

に
埋
め
ら
れ
た
り
、
意
地

の
悪

い
薦
年
雪
が
裂
け

て
、
怖

ろ
し
い
地
獄

の
孔

に
生
き

な
が
ら
沈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
に
が
み

　

ん
で
行

つ
た
り
す

る
の
が
、
わ
た
し
の
目
に
は

つ
き
り

と
見
え
ま
す
も

の
。
死
榊

は
、
數
知
れ
な

い
姿

に
化
け

て
、

　

向
う
見
ず

の
ア
ル
プ

ス
の
獵
師

を
捉

ま

へ
よ
う

と
し
て
ゐ
ま
す
も

の
ね
。
危

い
瀬

戸
を
渡

る
情
な

い
商
費
で
す
わ
。

テ

ル
　

　
よ
く
利
く
感
で

一
目
で
あ

た
り
を
見
定

め
、
紳
様

と
身
輕

な
力
を
頼
り

に
し
て
ゐ

る
俺
逹
は
、
ど
ん
な
に
恐

ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こま

　

し

い
目

や
危

い
目

で
も
、
驅
け
拔
け

る
の
に
、
わ
け
は

穏
え
。
山

で
生
れ
た
入
間

が
、
山
を
怖

が
つ
て
ど
う

す
る
。

　
　
　
仕

事
を
終

へ
て
、
道
具

を
捨

て
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

　

さ
あ
。

こ
れ

で
こ
の
門
も

一
年
や
そ

こ
ら

は
保

つ
だ
ら
う

て
。
斧

が

一
挺
あ
り

や
あ
、
大

工
は

い
ら
ね
え
や
。

　
　
　
帽

子
を
掴

む
。

ヘ
ド
ウ
イ
「ヒ
　
　

ど

こ

へ
行
ぐ

の
。

テ

ル
　
　

ア
ル
ト
ル
フ
の
、
親
爺

の
と
こ
さ
。

ヘ
ド
ウ
イ
ヒ
　
　

ま
た
何

か
危

い
仕
事
を

た
く
ら
ん
で
ゐ
・⇔
ぢ

や
あ
り

ま
せ
ん

か
。
ち
や
ん
と
聞

か
し
て
下
さ

い
よ
。

テ

ル
　
　

と
は

ま
た
ど
う

し
て
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぽ
　
む
か

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　
代
官

た
ち

に
刀
向

つ
て
、
何

か
た
く
ら
み

が
あ

る
と
か
f

リ

ユ
ト
リ
で
寄
合

ひ
が
あ

つ
た
、
と
か

　

い
ふ
話
ぢ
や
な

い
の
。
ち

や
ん
と
知

つ
て
ま
す
よ
。
あ
な
た
も
そ

の
仲
聞

で
せ
う
。

テ

ル
　
　

俺

は
、
そ

の
仲
間
ぢ

や
な
か

つ
た
よ
。
、i
ー
だ
が
、
さ
う

か
と
い
つ
て
、
ま
さ
か
の
時

に
國
を
見
捨

て
た
り

ヒ　　

題　一
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悩

　
す

る
俺
ぢ

や
ね
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

もセ

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　
あ

な
た
は
ま
た

一
番
危

い
所
に
向
け
ら
れ

ま
す

よ
。

い
つ
も
貧
乏
籔
ほ
あ
な
た
に
廻

つ
て
來
る
ん
だ

　
か
ら
。

テ

ル
　

　
誰
も
腕
相
應

の
御
奉
公
は
す
る
も

の
だ
。

ヘ
ド
ウ
イ
ヒ
　

　
あ

の
ウ

ソ
テ

ル
ワ

ル
ド
の
男
も
あ
な
た
が
嵐

の
最
中

に
湖
水
を
渡

し
て
や

つ
た
ん
で
せ
う
。
i
i
あ

　
れ
で
助

か

つ
た
な
ん

て
、
本
當

に
不
思
議

で
す
わ
。
-～

あ
な
た
は
、
女
房

や
子
供

の
こ
と
な
ん
ぞ
考

へ
な

い
の
ね
。

テ

ル
　
　

お
い
、
お

い
。
俺
は
お
前
逹

の
こ
と
を
考

へ
て
ゐ
た
と
も
。
だ

か
ら

こ
そ
、
子
供
逹

の
た
め
に
あ

の
親
爺
を

　
助
け

て
や

つ
た
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
が
し

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　
あ

ん
な
荒
れ
湖

に
乘
り
出
す
な
ん

て
。
紳
さ
ま
を

蔑

ろ
に
す

る
も
ん
で
す
。
禪
樣
を
試
す
や
う
な

　
も
ん
で
す
よ
。

テ

ル
　

　

な
あ

に
、
引
込
み
思
案
ぢ
や
仕
事
は
出
來
ね
え
。

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　

　
そ
り
や
あ
、
あ
な
た
は
お
人
好
し

で
、
親

切
で
、
誰

の
御
用

で
も

つ
と
め
る
ん
で
せ
う
。

で
も
、
自

　
分

の
難

儀

の
時
に
や
あ

、
誰

一
人
助
け

て
く
れ
や
し
ま
せ
ん
よ
。

テ
ル
　
　

ひ
と
樣

に
助
け

て
も
ら

ふ
な
ん

て
、
虞

つ
亭
だ
よ
。

　
　
　
ゆ
み

　
　
　
弩

と
矢
を
取

る
。

ヘ
ド
ウ
イ
ヒ
　
　

弓
を
ど
う
す

る
の
。
置

い
て
い
ら

つ
し
や

い
よ
。



79ル テ ・ム ル ヘ ル イ ウ

　
　
　
　
え
も
の

テ

ル
　
　

獲
物
が
な
く
ち
や
あ

、
腕
を
鶺

が
れ

た
も
同
然
だ
。

　
　
　
子
供
た
ち
歸

つ
て
來

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
こ

ワ

ル
テ
ル
　

　

父
ち
や
ん
、
何
處

行
く

ん
だ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

テ

ル
　

　
な
あ

に
、

ア
ル
ト
ル
フ
の
お
祗
父
さ
ん

の
處
だ
。
…

小
僣
、

一
緒

に
來

る
か
。

ワ
ル
テ

ル
　

　
あ

乂
、
行
く
と
も
。

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　
あ
そ

こ
に
は
今
代
官
が
來

て
ま
す
よ
。

ア
ル
ト
ル
フ

へ
は
行
か
な

い
で
下
さ

い
。

テ

ル
　
　

代
官

の
奴

ほ
、
今
日

に
も
行

つ
ち
ま
ふ
よ
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　
だ
か
ら
、
行

つ
て
し
ま

つ
て
か
ら

に
し

て
下
さ

い
よ
。

ま
た
、
あ
な

た
の
こ
と
を
患
ひ
出
さ
せ
る
と
、

　

い
け
ま
せ
ん
わ
。

よ
く
御
承
知

で
せ
弓
、
代
官

は
わ

た
し
逹
を
恨
ん
で
ゐ
る

こ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つす
　
　
　
　
　
　
　
ごは

テ
ル
　
　

あ

い
つ
が
恨
ん

で
ゐ
よ
う
と
、

こ
の
俺

に
手
出

し
が
出

來
る
も
ん
か
。
俺

の
す
る
事
は
眞

直
ぐ
だ
。
怖

い
瞰

　
な
ん
ぞ
ね
え
。

ヘ
ド

ウ
イ
ヒ
　

　
眞
直

ぐ
な
こ
と
を
や

つ
て
る
人
聞

が
、

、
番
目

の
仇

に
さ
れ
る
ん
で
す
よ
。

テ

ル
　
　

さ
う

い
ふ
人
聞

に
や
あ
手

が
つ
け
ら
れ
ね
え
か
ら
な
あ
。
ー
ー

と
に
角
、

こ
の
俺

に
は
、
あ

の
さ
ん
び

ん
も

　
　
　
　
ふ

　
指

一
本
觸

れ
や
し
め
え
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　

た
し
か
な

の
。

テ

ル
　
　

つ
い
こ
の
聞

の
こ
と
だ

つ
た
が
、
俺
は

シ

エ
ッ

ヘ
ン
タ
ア

ル
の
淋
し

い
谷

問

の
、

人
通
り

の
な

い
路
を
狩
を

考

』
几
、
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し

て
歩

い
て
、

一
入
で
岩
聞
を
辿

つ
て
行

つ
た
が
、
そ

の
路

と
來
た
ら
、
頭

の
上
に
や
あ
崖

が
切
り
立

て
た
や
う
に

襟
さ

つ
て
ゐ
る
し
・
下
の
方

で
は

シ

エ
ッ

ヘ
ン
の
急
流

が
物
凄
く
吼

え
て
ゐ

て
、
人

一
人
身
を

か
は
す

こ
と
さ

へ
出

來
ね
え
處
だ
。

　
　
　
　
子
供
逹

は
左
宥

か
ら

テ
ル
に
寄

り
そ

つ
て
來

て
、
緊
張

し
た
好
奇

心
で
見
上
げ

て
ゐ
る
。

そ

こ

へ
、
あ

の
代
官
が
、
こ

つ
ち

へ
や

つ
て
來

る
バ
.や
ね
え
か
。
あ

つ
ち
も

一
人
、
こ
つ
ち
も

一
人
だ
。
男

と
男
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
あ
を

爾
側
は
地
獄

の
淵
だ
。
代
官

は
こ

つ
ち
を
見

て
、
俺
だ

つ
て

こ
と
が
わ
か
る
と
、
蒼
く
な
り
や
が

つ
た
。
な
あ

に

つ

　
　
　
　

へ

　
い
こ
の
聞
屁
み

て
え
な
事
を

口
實

に
、

こ
の
俺

に
ひ
で
え
罰
を
食
ほ
せ
や
が

つ
た
覺

え
が
あ

る
し
、
お
ま
け

に
、
俺

が

　
　
　
　

え
　も
の

物

々
し
い
獲
物
を
持

つ
て
の
し
て
來

る
の
を
見
た
も
ん
で
、
奴
さ
ん
蒼

く
な

つ
た
さ
。
そ
れ

に
、
ど

う
や
ら
膝
も
言

　
ふ

こ
と
を
利

か
な
く
な
り
、
今
に
も
崖
際

に

へ
た
ば
り
さ
う

に
な

つ
た
。
ー

俺

も
氣

の
毒

に
な

つ
て
よ
、
恭
し
ぐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ね

　
近

寄

つ
て
行

つ
て
、

言

つ

て
や

つ
た

。

「
お

代
宮

樣

、

あ
.つ
し

で
す

よ

。
」

と

こ

ろ

が
、
奴

さ

ん
ぐ

う

の
晋

も
出

ね

え

。

　
ー

口
も
利

か
ね
え

で
、
俺

に
通
れ
と
、
手
で
合
職
を
し
や
が

つ
た
。
俺

は
そ
こ
を
通
り
過
ぎ

て
、
あ

と
か
ら
家
來

　
共
を
逶

つ
て
や
つ
た
よ
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　
代
官

が
あ
な

た
の
前
で
ふ
る

へ
た
ん
で
す

つ
て
。
ー

ま
あ

、
大
變
だ
。
そ
ん
な
翡
身
を
見
せ
た
以

　
上
、
あ

い
つ
ほ
あ
な
た
を
決

し

て
勘
辨

し
や
し
ま

せ
ん
よ
。

テ
ル
　
　
だ
か
ら
、
俺

は
あ

い
つ
に
寄
り

つ
か
ね
え
し
、
あ

い
つ
だ

つ
て
別

に
俺
を
探
し
や
し
め
え
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　

で
も
、
今

日
だ
け
は
逢
は
な

い
方
が
よ
く

つ
て
よ
。
そ
れ
よ
り
も
、
狩

に
行

つ
て
下
さ

い
。
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テ

ル
　

　

一
體

ど
う

し

て

だ
。

ヘ
ド

ウ

イ

ヒ
　

　

わ

た
し

心
配

で

す

。

行

か
な

い

で
下

さ

い
よ

。

テ

ル
　

　

わ

け

も

ね

え

の

に
、

何

だ

つ

て
ま

た

、

さ
う

心

,獸
す

る
ん

だ

。

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

うち

ヘ
ド

ゥ

イ

ヒ
　

　

お

け

が

な

い
か

ら

、
爪何
心
配

で
す

よ

。

ー

-ね

え

、

テ

ル
、

家

に

ゐ

て
下

さ

い
よ
。

テ

ル
　

　

だ

が
、

行

く

つ

て
約

束

し

た

も

の
を

。

ヘ
ド

ウ

イ

ヒ
　

　
た

つ
て

と

い

ふ
な

ら

、

行

つ
て
ら

つ
し

や
い
。

ー
…
ー
で
も

.
子

供

だ

け

は

置

い

て
行

つ
て
。

サ

ル
テ

ル
　

　

い

や
だ

い
、

母

ち

や

ん

。

お

い
ら

一
緒

に
行

ぐ

ん

だ

い
。

ヘ
ド

ウ

イ

ヒ
　

　
ま
あ

、

お
前

、

お

母

議、ぐ
ん
を

置

い

て
行

く
氣

か

い
。

　

　

　
　

　

　

　

カ

い

ワ

ル

テ

ル
　

　

お

組

父

ち

や

ん

と

こ

か

ら

、
好

い

お
圭

薤

を

持

つ

て
來

る

よ
。

　

　

　

父

と
共

に
去

る
。

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
う
ち

ウ

ィ

ル

ヘ
ル

ム
　

　
母

ち
や

ん

、

お

い
ら

ほ
家

に

ゐ

る
よ

、

ヘ
ド

ウ

イ

ヒ
　

　

〔ウ

ィ

ル

ヘ
ル

ム
を
抱

い
て
〕

お

乂
、

要
前

は

好

い
鑷

だ

ね

。

お

前

だ

け

は

一
緒

に

ゐ

て
く

れ

る

ね

彰

　

　

　

ヘ
ド
ウ

イ

と
は

、

門

ロ

へ
出

て
、

後

姿

を

い
つ
ま

ぐ

亀
見

逡

つ
て

ゐ

る
。

第

二

場

四
方

か
ち
遮
躑
さ
れ
た
、

荒
凉

た
る
森
林
地
方
、
溶

の
問

》
ち
谷
水
が
落

ち
て
ゐ
る
。
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ベ

ル

タ
狩

裝

束

で
。

直

ぐ

あ

と

か
ち

ル
デ

ン
ツ
。

ベ
ル
タ
　
　
あ

の
人
あ

と
か
ら
來

る
わ
。
と
う
ノ
＼
、わ

た
し
の
胸
を
打
ち
明
け
る
時
が
き

た
わ
傷

ル
デ

ン
ツ
　
　
〔
急

い
で
走
り
寄

り
〕
お
螻

さ
ま
。

と
う
ノ
ー丶
二
人
き

り
に
な
2ー
ま
し
た
.、
あ

た
り
は
深

い
谷
間
で
す
群

　
こ
ん
な
荒
地
な
ら
、
誰

に
も
見
ら
れ

る
心
配

ほ
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
ぱ

こ
の
胸

の
底

か
ら

.
長

い
闘

の
沈
默
を
、
思
ひ

　
切

つ
て
お
話
し
た

い
の
で
す
。

ペ
ル
タ
　
　

狩

の
人
逹

が
あ
と
か
ら
來
や
し
な

く

つ
℃
。

ル
デ

ン
ツ
　
　

み
ん
な
は
あ

つ
ち

の
方

へ
行

つ
て
し
ま

ひ
ま
し

た
よ
。
今
で
な
け
れ
「ば
、
も
う
永
久
に
駄

目
で
す
。
僕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
は
こ
の
大
事
な
鰥
間
を
逃
が
し

て
は

い
け

ま
せ
ん
.
僕
ほ
、
僕

の
蓮
命
を
ほ

つ
き
り
と
極

め
て
い
た

算
き

た

い
の
で

す
。

た
と

へ
そ
れ
が
あ
な
た
と

の
永

の
お
別
れ

に
な
ら
う
と
も
、
構

ひ
ま
せ
ん
。
あ
な
た

の
そ

の
美
し

い
瞳
を

、
そ

　
ん
な

に
暗

い
險
し

い
色
に
し
な

い
で
下
さ

い
。
ー
ー
-あ
な
た
に
對

し
て
こ
ん
な
大
そ
れ
た
禦
み
を
か
け
る
な

ん
て
、

僕
は

一
體
何
と

い
ふ
男
で
せ
う
。
僕
は

ま
だ
名
聲
も
持

つ
て
ゐ
ま
せ
ん
。
騎

士
蓬

の
沖
問

に
さ

へ
入
れ
ま
せ
ん
。
騎

　
士
逹
は
華
や

か
な
武
黝
で
、
あ
な

た
に
取
り
入
ら
う

と
し

て
ゐ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

こ
の
僕
は
、
虞
實
と
愛
に
充
ち

　
た
こ
の
心
臓
.の
ほ
か
に
ほ
、
何

}
つ
持

つ
て
ゐ
な

い
の
で
す
。

ベ
ル
タ
　

　

〔虞

面
目

に
、
を
び
し
く
〕
あ
な
た
は
御
自
分

に

}
番
迸

い
義
務
さ

へ
捨

て
瓦
し
ま

つ
て
、
そ
れ

で
よ
く
も
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眞
實

の
愛

の
な
ん

て
仰
し
や
れ
ま
す
の
ね
、

　
　
　

ル
デ

ン
ツ
後
退
り
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

しひ
あ

あ

な
た
は
、
墺
太
利

の
奴
隷
で
す
。
御
自
分

の
國
を
虐

げ
る
敵
國

に
身
を
費

つ
た
卑
怯
者

で
す
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　

お
孃
さ
ま
、
あ
な
た
か
ら
そ
ん
な

お
叱
り
を
受
け
レ
・∵弩
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕

が
あ
ち

ら
側

に

　

つ
い
た
の
も
、

た

虻
あ
な

た
を
求

め
る

た
め
な

の
で
す
.

ベ

ル
タ
　

　
あ
.な

た
は
、

こ
の
わ
た
し
が
裏
切
者

の
味
方

に
な

る
と
愚

つ
て
ゐ
ら

つ
し
や
る
の
。
瑞
西
生
れ

の
身
キ
忘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
か

　
れ

て
、
敵
方
の
犬

に
な

る
や
う
な
、
そ
ん
な
入
よ
り

は
、
あ

の
繋
君

の
ゲ

ス
レ
ル
に
身
を
任

し
た
方

が
、

ま
し
で
す

　
わ
。

ル
デ

ソ
ツ
　

　
お

丶

な

ん
と
い
ふ
こ
と
を
。

ベ
ル
タ
　
　
如

何
で
ご
ざ

い
ま
す
。
立
漲
な
人
問

に
と

つ
て
自
分

の
身
内
、よ
り
外

に
大
事
な
も

の
が
あ
り

ま
せ
ぢ

か
、

　
げ
　
だ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
も

　
氣
高

い
心
の
入
に
と

つ
て
、
罪
広
)な

い
の
に
厭
講

の
苦

し
み
を
嘗

め
て
ゐ
る
入
逹

の
權
利
を
護
る

こ
と
よ
り
以
上
に

　
美

し
い
つ
と
め
が
あ
り

ま
せ
う

か
。
あ
な
た

の
國

の
人
達

の

こ
と
を
思

ふ
と
、
わ
た

し
の
胸

の
血
が
流

れ
る
思

ひ
が

.致
し
ま
す
。
わ
た
し
は
あ

の
人
逹

と

d
緒

に
苦
し

ん
で

を
む
ま
ナ
.

わ
た
し
は
あ

の
お
と
な
し

い
、
し
か
広
・力

強

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
や
　

　
人
逹
を
、
愛

し
て
ゐ
ま
す
。
わ
た

し
は
あ

の
入
.達

の
方

に
惹

か
れ

、
鑓

一
欝
と
あ

の
人
達
を
敬

ふ
心
に
な

つ
で
參
む

　
ま
す
。　

　

そ
れ

に
、
あ
な
た
は
、
お
生
れ
か
ら

い
つ
て
も

、
武

湊
の
義
務

か
ら

い
つ
て
も
、
生
れ
な
が
ら
の
保
護

　
者

で
あ
り
な
が
ら
、
あ

の
人
達

の
こ
と
を
忘
れ

て
、
不
實
に
も
敵
方
に
通

じ
て
、
御
自
分

の
國
に
か
け
る
鎖

を
拵

へ
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曜、坤ゐ
ら

つ
し
や
る
の
で
せ
う
。
わ
た
し
を
苦
し
め
傷

け
る
の
は
、
あ
な
た

で
す
。
わ
た
し
ほ
あ

な
た
を
憎

い
と
思
は

　

な

い
た
め
に
は
、
餘

つ
程
無
理

に
心
を
抑

へ
な
け
れ
ば
な

む
ま
せ
ん
わ
。

ル
デ

ソ
ツ
　

　

で
は
、

こ
の
僕
が
陶
胞

た
ち

の
た
め
を
思
は
な

い
と
仰
し
や
る

の
で
す
か
。
あ

の
強

い
墺
太
利

の
王
權

　

の
下
で
、

夲
和
を
ー

ー

ベ

ル
タ
　
　
　
い

乂
え
、
そ
れ
ほ
瓦
、和

で
ほ
あ
む
・ま
せ
ん
。
奴
隷

で
す
・。
あ
な
た
は
、
こ
の
塊

上
に
殘

つ
た
最
後

の
砦
か

　
ら
、
肖
.由
を
逐
ひ
出
ざ

う
と
な
さ

る
の
で
す
.
人
民

の
方
が
肖
分
達

の
幸
黐

に
つ
い
て
は
よ
く
わ
き

ま

へ
て
居
り
ま

　
す
わ
。
あ

の
入
達

の
し

つ
か
り
し
た

心
持
ほ
、
う

は
べ
だ
げ
で
ご

ま
か
し
切
れ
ま
せ
ん
。
あ

な
た
だ
け

が
頭

に
網
を

　

か
ぶ

せ
ら
れ

て
ゐ
ら

つ
し
や
る
の
で
す
。

ル
デ

ζ

　

べ
婁

さ
ん
。
あ
な

た
撲

を
憎
ん

で
、
轡

幻
で
ゐ
ら

つ
し
や
る
の
で
す
ね
・

ベ
ル
タ
　
　

そ
れ
な

ら
ま
だ
し
も

で
す
わ
。
f
ー

で
も
、
本
當
は
愛
し
た

い
と
思

つ
て
ゐ
る
そ

の
人
が
、
見
下
げ
果

て

　
た
入
で
あ

る
の
を

見
る
と
ー

f

ル
デ

ン
ツ
　
　

ペ
ル
タ
さ
ん
、

ベ
ル
夜
ざ
ん
。
あ
、な
た
ほ
僕

に
最
高

の
天
國
の
幸
編
を
見

せ
て
下
さ
る
と

一
緒

に
・
ま

　
た
そ
こ
か
ら
突
き
落
さ
う
と
な
さ
る

の
で
す
...　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・

ベ
ル
タ
　

　

い

乂
え
、
あ
な
た

の
心
に
は

ま
だ
氣
高

い
氣
性
が
殘

つ
て
ゐ
ら

つ
し
や
い
ま
す
わ
。
そ
れ
が
た

穿
、
眠

つ

　
岬、.ゐ

る
だ
け
な

の
を
、
わ

た
し
が
覺

ま
し

て
上
げ
ま
す
わ
。

生
れ
付

い
た

お
人
柄
を
殺
し
切
る
に
は
、
無

理
に
竜
御

自
分
を
抑

へ
な
,斥
て
は
な
皇

よ
せ
ん
。
げ
れ
ど
も
、
仕
合

せ
な

こ
と
に
は
、
生
れ
付
き

の
方
が
あ

な
た
御
自
身
よ
り
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も
強

い
の
で
、
あ
な
た
が
ど
う
迸

ば
し
て
も
、
矢
張
り
党
派
な
氣
高

い
震
方

に
は
變
り
御
座

い
ま
せ
ん
わ
ゆ

ル
デ

ン
ツ
　
　

.僕
を
、
信
じ
て
下
さ

る
の
で
す
ね
。

ベ
ル
タ
さ
ん
、
あ
な
た

の
愛
さ

へ
あ
れ
ば
、
僕

に
は
ど

ん
な

こ
と

　
だ

つ
て
出
來
ま
す
。

ペ
ル
タ
　

　

立
派
な

髴
.生
れ
付
き

の
通
り
の
方

に
お
な
り
塾
ば
せ
。
樋
樣

か
ら
授

か
つ
た
位

に
お

つ
き

に
な
り
、
國

の

　
た
め
人
民

の
た
め
に
立

つ
て
、
御
自
分

の
紳
聖

た
權
利

の
た
め

に

お
…戦
ひ
…遊
ば
せ
。

ル
デ

y
ツ
　
　

あ
.乂
、
そ
れ
で
も
、
皇
帝

の
權
　力
に
反
抗

}r
た
ら
、

と
う
し

て
撲

は
あ

な
た
を
手

に
λ
れ
る
で
せ
う
、

　
あ
な
た

の
御
結
脳婚
を
思
ふ
ま

、
に
左
右

し
一L
ゐ

る
の
ほ
、
御
親
戚

の
意

掘
で
は
な

い
の
で
す
か
。

ペ

ル
タ
　
　

わ

た
し

の
.領
地
は
み
ん
な

こ
の
森

の
地
方

に
ち
る
の
で
す
か
ら
、
瑞
西

の
人
が
自
由

に
な
れ
ぼ
、
わ
た
し

　
だ

つ
て
自
由

に
な

る
.わ
け

で
す
わ
、、

ル
デ

ン
ツ

　

　
ベ
ル
タ
さ
ん
、
あ
な
た
は
僕

の̀
灘
靴を
關
…け

て
く
れ
ま

し
儀ん
り

ベ
ル
タ
　
　
墺
太
利

¢
勲
蔭
で
、
わ
た
し
を
手
に
人

れ
よ
う
と
お
望
み
に
な

つ
て
♂
。駄
目
で
す
。
墺
太

利
は
わ

た
し
の

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

か
す

　
光
祺
代

々
の
領
地

ま
で
手
を
伸
ば
し

て
併
合

し
一島
し
ま

ふ
積
り
で
す
も

の
ね
。
あ
な
た
方

の
自
由
∵を
掠

め
取

つ
一丸
し

ま
撃

と
い
ふ
野
心
で
・
わ
た
し
の
畠

ま
で
竈
弊

し
て
ゐ
る
の
で
す
・
ー

こ
の
わ
た
し
は
藁

饗

に
邏
ば

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ぎセよ
ザ　

　

れ
で
ゐ
る

ん
で
す
よ
。

そ
.れ
も
多
分
お
氣
に
人
り
の
家
來

へ
渡
す
御
褒

美

に
な
る
の
で
す
あ
.
虚
儒
と
陰
謀

の
…巣
.窟

　

の
や
う
な
あ
の
宮
廷

に
、
わ
た
し
を
引

つ
張

つ
て
行
く
積

り
な

の
畦c・ナ
わ
.、
そ

こ
に
は

い
や
ら
し

い
結
婚
め

鎖
が
、
わ

・
た
し
を
待
ち
設
け

て
ゐ

ま
す
。

わ
た
し
を
救

つ
て
く
れ
る
も
の
ほ
、
た

虻
愛
だ
け
、
ー

ー
あ
な
た
の
愛

だ
け
で
す
わ
◎
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ル
デ

ン
ツ
　

　
そ
れ
で
は
、
あ
な

た
は

こ
製
に
お
住

み
に
な

る
御
決

心
で
す
か
。
僕

の
組
國

に
佳
ん

で
、
僕

の
も

の
に

　
な

る
御
決

心
で
す
が
。

ベ

ル
タ
さ

ん
。
僕

は
遠

い
國

々
へ
憧
れ
た

の
も
、
た

獄
あ

な
た
を
求

め
る

一
念
で
な
く
て
何

　
で
し
た
ら
5
。
广
僕

ぱ
あ
な
た
を
、

ひ
た
す
ら
名
離

の
道

に
求

め
た

の
で
す
。
僕

の
名
譽

心
も
唯
戀

に
す
ぎ
な
か

つ
た

　
の
で
す
。
も
し
あ
な

た
が
こ
の
靜
か
な
谷
聞

に
僕

と

一
緒

に
閉
ち

こ
も

つ
て
、
こ
の
世

の
榮
華
を
捨

て

乂
下
さ
る
な

　
ら
、
僕

の
ナ
ベ
て
の
臼
的
ぱ
逵
し
た

の
で
す
。
さ
う

し
た
ら
ど
ん
な
に
荒

い
世
の
中

の
嵐

が
、

こ
の
山

の
堅
固

な
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ぽ
　
か

　
に
打
ち

つ
け
て
來
よ
う
が
、
僕
は
も
う

こ
の
世

の
中

に
逶

り
出
す
果
敢

な

い
望
み
を
持
ち

ま
せ
ん
。
ー
ー

さ
う
し
た

　
ら
、

こ
の
周
り

の
岩

ぱ
堅
固
な
塀

と
な
り
、
こ
の
罕
和
な
圍

ま
れ
た
谷
だ
け
が
天
に
向

つ
て
開

い
て
、
そ

の
光

に
照

　
ら

さ
れ

る
で
せ
う
。

ベ
ル
タ
　
　

今

こ
そ
あ
な
た
ほ
、
わ

た
し
の
心
が
夢

み
て
ゐ
た
通
り

の
あ
な
た
で
す
。
わ
た

し
の
信
念

に
い
つ
は
り
は

　
な
か

つ
た
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
わ
.

ル
デ

ソ
ツ
　
　
撲

を
迷
は
し

て
ゐ
た
下
ら
な

い
妄
想
は
も
う
忘
れ

て
し
ま

ひ
ま
す
。
僕

ほ
故
郷

に
幸
幅
を
見
出
し
た
の

　
で
す
。
提

欲

こ
の
土
地

で
子
供

の
時
か
ら
樂

し
く
生

ひ
立
ち
、
幾
千

の
樂
し

い
思

ひ
出

が
僕
を
と
り
卷

い
て
ゐ
ま
す
、

　
こ
乂
で
は
、
泉

と

い
ふ
泉

が
、
木
と

い
ふ
木

が
、
み
な
僕

の
心
に
生
き

て
ゐ
ま
す
。
あ
な
た
は

こ
の
僕

の
組
國

の
中

　
で
、
僕

の
も

の
に
な

つ
囲、
下
ざ

る
の
で
す
ね
。
僕
ほ
今

ま
で
常

に
組
國
を
愛

し
て
來

ま
し
た
が
、
今

迄
の

こ
の
…世
の

　
ど
ん
な
幸
福

に
も
、
僕

に
は
そ
れ

が
峡
げ

て
ゐ
る
感

じ
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
い
ヒや
う

ペ
ル
タ
　
　
幸
編

の
島

と

い
ふ
も

の
が
、
こ
の
清
淨
な
土
地

に
な

い
と
す
れ
ば
、
何
處
を
探
し

て
得
ら
れ

ま
せ
う
。

こ
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こ
に
は
・
昔
な

が
ら

の
ま
こ
と
が
安
ら
か
に
住
ん

で
ゐ

て
、
僞
り
と

い
ふ
も

の
が
ま
だ
入
り
込
ん
で
は
を
り
ま
せ

ん
夢

ど
ん
な
嫉
妬

も
わ
た
し
逹

の
幸
幅

の
泉
を
讎

ら
せ
ま
せ
ん
。
時
は
永
遶

に
明

る
く
過
ぎ

て
行
き
ま
す
。
…
ー

こ

N
で
、

　
こ
そ
わ
た
し
は
あ
な
た
を
.本
當

の
男

の
價
値
あ

る
方
と
思
ひ
、
あ

な
た
が
、
自
由
な
亭
等

な
人
逹

の
第

一
人
者
で
、

　
藩

い
肖

朗
な
釁
敬
を
受
け
、
王
樣

の
や
う

に
偉
大
な
仕
事
を
な
ざ
る
の
を

拜
見
す

る
.廴
と
が
出

來
ま
せ
う
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　

こ

鼠
で
こ
そ
、
僕

に
は
あ
・な
た
が
、
す

べ
て
の
女
性

の
冠
と
思

へ
ま
す
。
女
ら
し

い
美

し

い
働
き

謄
丶

磐

家
に
天
國
を
造
つ
て
下
さ
る
で
せ
ー
・
春
が
花
毎

き
ち
ら
す
紫

に
、
急

ほ
し
燼

し
さ
で
僕
の
生
活
を

　
龝
り
、
周
踊

の
す
べ
て
の
も

の
に
生
命
を
與

へ
・、
幸
編

を
與

へ
で
下
さ

る
で
せ
う
。
　
　

　

.

ペ
ル
タ
　

　
あ
な
た
に
は
お
わ
か
り
で
せ
う
。
な
ぜ
あ
の
時
わ
た

し
ぶ
悲
し

い
思

ひ
を
し
ま
し
た
か
。
あ

の
時
、
わ
た
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ぽ

　
し
は
、

こ
の
最

高

の
入
生
の
幸
編
を
塩
.な
た
が
手
つ
か
ら
打
ち
毀

し
て
ゐ
ら

つ
し
や
る

の
が
見
え

た
の
で
す
♂
。
の
.

　
ー
1
!
お

x
、
思

つ
て
も
厭
で
ご

ざ

い
ま
す
わ
。
も
し
わ
た
し
が
、
あ

の
傲
漫
な
代
官

に
從

っ
て
、
暴
漕

の
城

へ
行
く

　
や
う
な
こ
と
に
で
も
な

つ
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
だ

つ
た

て
せ
う
。
ー
ー

こ
鼠
に
ぱ
城
な
ぞ
と

い
ふ
も
の
は
あ
り
ま

せ

　

ん
。
わ
た
し
が
幸
編

に
し
て
や

る
こ
と

の
出

來
る
人
民

と
の
間

じ
、
隔

て
の
碧

も
あ

あ
ソ
ま
ぜ
ん
わ
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　
併

し
、
僕
は
ど
う

し
た
ら
助
か
る
で
せ
う
。
愚

か
广
も
、
僕
自
身

の
手

で
頸

に
か
け
た

こ
の
わ
な
を
、

　
ど
う
し
た
ら
外
せ
ま
せ
・う
。

ペ

ル
タ

男
ら
し

い
決

心
で
・
引

き
爺

つ
て
芒

ま
ひ
な
さ

い
ま
し
。
そ
れ
が
ど
　
な

?
ー

了

人

民

の
味
方

　

を
な
さ

い
ま
し
。
そ
れ
が
あ
な
.た

の
生
れ
な
が
ら
の
本
分

で
す
わ
。。

讐



乱烈蹴鰐
　

　
　

独
笛
『の
輔音
が
遠
く
に
聞
え
る
○

狩

の
人
逵

が
來
ま
す
わ
、
f
ー
き

あ
、
行
き
ま

せ
う
。
お
別

れ
し
な

く
て
ほ
、
ー

ー
お
國

の
た
め
に
戰

つ
て
下
さ
い
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
そ

そ
れ
は

ま
た
戀

の
た
め
に
戰

ふ
こ
と
で
せ
う
。
わ

た
し
達
み
ん
な
が
怖
れ
を

の

製
い
て
ゐ

る
敵
は
唯

　
つ
で
す
、
わ

た
し
蓬
を
救

つ
て
く
れ
る
自
由
も
唯

一
つ
で
す
。

　
　
去

る
.

　
　
　
　
　
　
第

　
三
　
場

　
　
ア
ル
ト
ル
ノ
近
傍
の
草
原
。

●

前
黛
駅
は
.亠不
立
Q

一奥

り
方

に
、

竺
下
に
∵
か

乂

つ
た
帽

子

。

眺

…望

は

バ

ン
ペ

ル
グ

の
峰

で

限

ら

麗
、

い
た

山

々

が
雀

え

て
ゐ

る
。

プ
リ

イ

ス

沸
ル

ト

と

ロ
イ

ト

ホ

ル
ト

と

が
、

立
番

を

し

て

ゐ

る
。

そ

の

上

に
雪

を

頂
一

88

プ
リ

イ

ス

ハ
ル

静
　

　
俺

達

は

一
體

何

の

た

め

に
、雷

を

し

て

る
ん

だ

。

こ

乂
ま

で

や

つ
て
來

て
、
帽
…子

に
お
…辭
儀

を

し

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

か　
ど

　
よ
う

な

ん

て
奴

ぱ

一
入

も

ゐ

や

し
ね

え

。

こ

嵐
も

い
つ
も

な

ら
歳

の
市

み

た

い
に
賑

や
か

だ

つ

た
が

、

こ

ん
な

案

山
冒

　
ロし
　
予

め

が
竿

の
上

に
ぶ

ら

下

つ

て
か

ら

つ

て
も

の

は
、

ま

る

で
荒

野

だ

。
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鞭
イ
ト
ボ
ル
ト
　

　

た
ま

に
來
る
奴
と
來
た
ら
、
碌

で
な
し

の
ご
ろ

つ
き

さ
。、
ぼ

ろ
ノ
＼

の
轄
子
を
振

っ
て
、
俺
蓬
を

　
腐
ら
せ
や
が

る
。
氣

の
利

い
た
人
.間
な

ら
、

こ
ん
な
帽

了

に
蘋
.夕
.下
げ

る
よ
わ
は
、
遠
廻
り
を
す
る
か
ら
な
あ
。

フ
梦
イ

ス

ハ
ル
ト

　

犁
磐
時

に
議
事
堂

か
ら
出

て
來
る
逑
中

は
、
ど

づ
し
た

つ
て
モ

を
遞
ら
な
げ

り
や
な

り
ね
え

　
か

ら
、

俺

は

、

こ

い

つ
あ

豪

氣

な

大
漁

だ

と
思

つ
た
ぜ

。

誰

だ

つ

一紅
、
帽

子

に

土

下
座

な

ん

て
考

へ
つ
く

め

え

か

ら

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
め

　
な

。

と

こ

ろ

が
、

ど

う

で
え

。

レ

ツ

セ

ル

マ
ソ
の

坊
主

叡

が
、

ー
ー
-屹

度

病

人

見
舞

ひ

の
歸

り
だ

ら

う
な

ー
…
…
や

っ

　

℃
來

や
が

つ

て
よ

、
聖

餅

盆

を

持
つ

て
、

竿

の
ま

ん

前

に
突

つ
立
ち

や
が

つ
た

.

ー
ー
-役

櫓

の
奴

は

チ

リ

ソ
ノ
ぐ
丶

奥
旨

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

を
が

　
鈴

を

振

り
や

が

る
。

さ
う

す

る

と

み

ん
な

は

跪

い
て
、

砲

も

つ

い

一
緒

に
な

つ

て
、

拜

ん

だ

の
が
帽
手

ぢ

や
な

く

て

聖

餅

盆

よ
。

鐸
イ

ト

ホ

ル
ト
　

　

お

い
、

貴
樣

。
俺

は

か
う

思

ふ

ん
だ

が

、

俺

逹

が

か
う

し

て
帽

子

の
番

を

し

て
る

ざ

ま

ぱ

、
ど

う

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

ひ
ら

　

、見

て
も

さ
ら

し
柱

の
篇

人

だ

ぜ

.

空

つ
ぼ

の
帽

子

の
前

に
立

番

す

る

な

ん
ざ

あ

、

お
武

士
さ

ま

の
恥

だ

よ

。

ー

…
.俺

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
を
が

　

達

は

み

ん

な

い

製
物

笑

ひ
だ

。

ー
i

一
體

、
帽

子
を

拜

め
な

ん

て
.

馬

鹿

げ

た

命

令
ぢ

や
ね

え

か
。

フ

》
イ

ス

ハ
ル
ト
　

　

室

つ
ぼ

の
帽

子

が

何

飲

い
け
ね

え
。.貴

様

は

始

絡

塞

つ
ぼ

の

績

に

お
辭

儀

し

て

る
ぢ

や

ね

え

か
Φ

　
　

　

蔭

ル
デ

が

ル

野
、

メ

ヒ
ト

ヒ

ル
ト
、

エ
ル

ス

ベ

ェ

ト
、

子

供

逹

と

一
緒

に
登

揚

。

隼

り
周

り

に
立

つ
9

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

い
ぢ

獄
イ

ト

ボ

ル
ト

　

　
な

る

ほ
ど

、

貴

樣

も

却

々
忠

義

な
野

鄰

だ
な

。

践

滴隠
な

人

民
査
ハを
虐

　め

る

の

が
商

囎買
だ
9

俺

は
、

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

ふ
さ

　

こ

の
側

を

誰

が
逓

ら

う

.と
、

目

を

塞

い
で
、

見

な

い
振

り

を

し

て
や

る

よ
、

メ

と
ト

ヒ

ル

ト
　
　

ほ
ら

、

代
官

樣

が

ぶ

ら

下

つ
て

る

よ
.、
-ー
!
お
辭

儀

を

お

し

よ

、
み

ん
な

。
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エ
ル
ス
ペ

ヱ
ト
　
　

代
官
樣

が
ゐ
な
く
な

つ
て
、
帽
…子
だ
げ
殘

つ
た
ん
だ

と
有
難

い
が
。

さ
う
な

つ
て
も
、

こ
れ
よ
り

　
ひ
ど

い
日

に
は
會

ふ
ま

い
か
ら
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

ブ
リ
イ
ス

ハ
ル
ト
　

　
〔
一
同
を
邉

ひ
散

ら
し
て
〕

こ
ら
、
そ

こ
を
退
け
。
す

べ
た

め
。
手
前
逹
を
誰
が
喚

ん
だ
。

お
上
,

　
の
御
命
令

に
そ
む
く
元
氣
が
あ
る
な
ら
、
手
前
達

の
亭
主
を

よ
こ
し

て
見

ろ
。

　
　
　
女
逹
去

る
。

　
　
　
　
　
　
ゆ
み

　
　
　

テ
ル
、
弩

を
…携

へ
て
、
子
供

の
手
を
取

つ
て
登
場
。
帽

子
の
傍

を
通

つ
て
、
舞
薹

の
前
景

へ
出

る
。
帽

子
に
は

　
　
　
」氣
が

つ
か
・な

い
◎

ワ

ル
テ

ル
　
　

〔
バ

ン
ベ
ル
グ

の
峰
を
指

し
て
〕
父
ち

や
ん
、
本
當
か

い
。
あ

そ

こ
の
山

で
ぱ
、
人

が
斧

で
木
を
伐

る

と
、

　
木
か
ら
血
が
出

る

つ
て
い
ふ
よ
。

テ

ル
　
　

誰
が
さ
う

言

つ
だ
な
Q

ワ
ル
テ

ル
　

　
羊
飼

ひ
の
親
方
が
言

つ
た
よ
。
　

　

あ

り
口
の
木

に
は
魔
法
が
か

㌧
つ
て
ゐ
て
、
誰

で
も
そ
れ
を
切

つ

　
た
り
す
る
と
、
・
死
ん
で
か
ら
そ

の
人

の
手
が
墓
か
ら

に
う

つ
と
生
え
る
ん
だ

つ
て
さ
。

テ

ル
　
　
木

に
魔
法

が
か

玉
つ
て
ゐ

る
と
は
、
本

常
だ
。　
　

-あ
そ

こ
の
萬
年
雪
が
見
え
る
か
。
白

い
峠
が
塞

ま
で
届
,

　

い
て
る
や
う
だ
ら
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
だ
れ

ワ
ル
テ

ル
　
　

あ

乂
、
氷
河

だ
ね
。
夜

に
な

る
と
こ
う
ノ
些＼
鳴

つ
て
、
雪
崩
を
落
す

ん
だ
ね
。

テ
ル
　
　

さ
ろ
・よ
。

も
し
あ

の
上
の
森

が
壁

に
な

つ
て
防

い
で
ぐ
れ
な

い
と
、

ア
ル
ト
ル
フ
の
村
な
ん
ぞ

は
、

と
う

の
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.
昔
に
雪
崩

の
下
に
埋

ま

つ
て
る
と
こ
ろ
さ
。

ワ

ル
テ
ル
　
　
　
〔
一
寸
考

へ
て
〕
父
ち
や

ん
、
山

の
な

い
國

つ
て
あ

る
か
い
。

テ

ル
　
　

こ
の
山

か
ら
下

の
方

へ
、
河
に

つ
い
て
ど

ん
/

丶
下
り

て
行
く
と
な
、
慶

い
不
ら
な
國

へ
や

つ
て
來
る
.

そ

　
こ

へ
行

く
と
、
も
う
谷
川
が
ざ
わ
ノ
＼
、
泡
を
立
て

乂
な
ん
か
ゐ
ね
え
で
、
大
き
な
河
が
靜
か

に
ゆ

つ
た
わ
と
流

れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
の

　
ゐ
る
ん
だ
。
ど

つ
ち
を

向
い
て
も
、
見
晴
ら
し
は

い
気
し
、
穀
物
も
廣

い
立
派
な
畑

に
實

つ
て
ゐ
る
し
、
國
中
が
ま

　

る
で
お
庭
み

て
え
だ
。

ワ

ル
テ
ル
　

　
ね
え
、
父
ち

や
ん
。
ぢ

や
な
ぜ
み
ん
な
早

く
そ
ん
な
好

い
國

に
下
り

て
い
か
な

い
ん
だ

い
。

こ
ん
な
處

　

で
苦
勞

し

て
な

い
で
さ
。

テ

ル
　

　
そ

こ
は
な
、
土
地

こ
そ
綺
麗
で
、
肥
え

て
ゐ

て
冤
天
國

の
や
う

だ
が
、
作

?

た
も

の
は
百
姓

の
口
に
入

ら
ね

.
え
ん
だ
Q

ワ
ル
テ

ル
　

　
そ
れ
ぢ
や
、
そ

の
人
た
ち
ほ
、
父
ち

や
ん
み
た

い
に
、
自
分

の
土
地

に
は
住

ん
で
な

い
の
か

い
、

テ
ル
　
　
畑
ぼ
み
ん
な
僧

正
樣

や
王
樣

の
も

の
だ
か
ら
な

、

ワ

ル
テ
ル
　
　

で
も
、
森

の
中

で
狩
を
す

る
ん
な
ら
構
は
な

い
だ
ら
う
。

テ

ル
　

　
鳥
や
…獣
で
も
お
上
の
物

な
ん
だ
。

ワ

ル
テ
ル
　

　
ぢ
や
あ
、
河
で
魚

を
取

つ
て
も

い

＼
ん
だ
ら
う
。

テ

ル
　

　
河

で
も
、
海

で
も
、
鹽

で
も
王
樣

の
も

の
だ
。



、
「　广
炉　
　广　
　、
　　
　　ヒ

ル テ ・ ム ル ヘ ル イ ウ鰄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
は

ワ
ル
テ

ル
"　

み
ん
な

が
そ

ん
な

に
怖

が

っ
て
る
、
王
樣

つ
て
ど
ん
な
入
だ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
　ひ
と
か
た

テ

ル
　

　

そ
の
人

は
み

ん
な
を
庇

っ
て
養

っ
て
F
さ

る
御

一
方
な
ん
だ
、

ワ

ル
テ
ル
　
　

そ

の
人
逹
は
元
氣
を
出
し

て
、
自
分
.で
自
分
を
守

る
こ
と
が
出
來
な

い
の
か

い
。

テ

ル
　

　
そ

こ
で
は
な
、
隣
り
同
士
だ

つ
て
油
斷
宏

出
來
ね
え
ん
だ
。

ワ
ル
テ

ル

交

ち
や

ん
。
そ

い
ぢ

や
、
そ

ん
な
廣

い
國

で
も
狹
苦

し
い
弋

そ
ん
な
ら
・
お

い
ら
は
矢
張
り
麟
静

の

　

下

に
住

ん

で

た

方

が

い

乂
な
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ね
ら

テ

ル
　

　

さ

・h,と
も

。

悪

い
入

…闘

に
狙

は

れ

る

よ

の

、
雪

崩

を

背

負

つ

て

る
方

が

ま

し

だ

よ
。

　

　

　

遞

り
過

ぎ

よ

う

と
す

る
。

ワ

ル
テ

ル
　

　

ね

え
、

父

ち

や

ん

、

ほ

ら

、
帽
…子

が
竿

に
か

乂

つ

て
る

よ
。

テ

ル
　

　

帽

子
な

ん

か
ど

う

だ

つ

て

い

乂
。

さ

あ

、

行

か

う

行

か

う
。

　

　

　

鳶

か
う

去
す

る
、

ブ
リ

イ

ス

ハ
ル
ト

が
槍

を
突

き

倒

し

て
遮

る
。

フ
リ

イ

ス

ハ
ル
ト
　

　

上
意

だ

。

止

ま

れ

。

テ

ル
　

　

(
槍

を

掴

ん

で
〕

何

を

し

な

さ

る
。

何

だ

つ

て
止

め

な

さ

る
ゆ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
お
ま
て

フ
ヅ

イ

ス

ハ
ル

ト
　

　

「捉

を

破

つ
た

ん
だ

。

こ

つ
ち

へ
こ

い
。

瓣
イ

ト

ホ

ル
ト
　

　

貴
樣

は

こ

の
帽

子

に
敬

禮

を

し
な

か

つ
た

ぞ

。

テ

ル
　

　

ま
あ

、
み

な

さ

ん

。

行

か

し

て

下
さ

れ
。
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フ
ジ

イ

ス

ハ
ル

ト
　

　
行

け
。

牢

屋

へ
行

く

ん

だ

Q

ワ

ル
テ

ル
　

　

父

ち

や

ん

を
牢

屋

だ

つ
て
。

助

け

て
く

れ

。

助

げ

で
。

　
　

　

奥

の
方

に
叫

び

か
け

る
。

　

お

乂

い
。

み

ん
な

來

い
。

助

け

て
ぐ

れ
。

亂
暴

だ

ぞ

。

餓

暴

ヂ
メ
・。

父

ち
.や

ん

を
曳

い
て
行

く

そ

、

　
　

　

牧

師

レ
ッ

セ

ル

マ

ン
、
役

僭

ペ

エ
テ

ル

マ

ン
"骨

一∴
人

や

つ
て
來

る
。

役

僣

　

　
ど

う

し

・か
,。

ど

う

し

た
。

レ
ツ

セ

ル

マ

ン
　

　

侮

で

こ

の
人

に

手

を

か

け
な

さ

る
。

フ
リ

イ

ス

ハ
儿

ト

　

　
こ

い

つ
は

皇
帝
め

蔽
…だ

。

裏

切

者

だ

。

テ

ル
　

　

〔
プ
リ

イ

ス

ハ
ル
ト

を

し

つ
か

り

と
掴

ま

へ
て
〕

裹

切

者

だ

と
。

こ

の
俺

が
,

レ

ツ

セ

ル

マ

ン
　

　

そ

れ

は

お
聞

違

ひ

で

す
.。

こ
の
方

ほ
な

、

テ

ル

と
言

つ

て
立

派

な
市

民

で
す

よ
、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ぢら
い

ワ

ル
テ

ル
　

　

〔
ワ

ル
テ

ル

・
フ

ユ
ル

ス

ト
を

見

つ
け

て
走

り
寄

る
〕

お

組

父

さ

ん
、

助

け

て
。

父

ち

ヤ

ん

に
亂

暴

し

て

　
る
よ

。

ブ
リ

イ

ス

ハ
ル

ト

　

　
牢

屋

だ

。

さ

あ

來

い
。

ワ

ル
テ

ル
・
フ

ユ
ル

ス

ト
　

　

〔
急

い
で
駈

け

つ
け

て
來

ろ
〕

わ

し

か
證

人

に
な

り

ま

す

か

ら
.、

ま
あ

、
待

つ
て
下

さ

い
⑤

　
テ

ル
、

一
體

、

ど

う

し

た

の
だ

、。

　
　

　

メ

ル
ヒ

タ

ア

ル

と

ス
タ

ウ

フ

フ
ア

ツ

ヘ
ル
來

る
。

:
㎎
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プ
リ
イ

ス

ハ
ル
ト
　
　

代
官
樣

の
御
威
光
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
け

つ
か
る
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　

　

テ
ル
が
そ
ん
な

こ
と
を
す

る
も

ん
か
。

　
　
　

　
　
　
　
　
う
そ
つ

メ
ル
ヒ
タ
ア

ル
　
　
臑
…吐
け
、
畜
生
。

ロ
イ
ト
ボ
ル
ト
　
　

帽
子

に
敬
禮
を
し
な
か

つ
た
ん
だ
ぞ
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

そ
れ
で
牢
屋

へ
と
仰

し
や
る
の
で
す

か
。

皆

さ
ま
、

こ
の
わ
し
が
證
人

に
立
ち

ま
す
か

　

ら
、

こ
の
場
は
お
ゆ
る
し
下

さ

い
ま
し
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

か
ら
だ

フ
リ
イ

ス

ハ
ル
ト
　

　
そ
れ
よ
り
も
貴
樣

は
、
自
分

の
身
體

の
保
證
を
し
た
が

い
㌧
ぞ
。
.俺
達
は
役
目
を
執
行
す
る
ん

　

だ
。
さ
あ
、
行
け
。

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　

　
〔人

々
に
〕

い
か
ん
。

そ

い
つ
ほ
餘
り
亂
暴
だ
。

俺
達

の
眼

の
前

で
テ
ル
が
引

つ
立

て
ら
れ
る
の

　

を
、
み
す
ノ
＼
、
我
慢

が
出
來

る
も
ん
か
。

役
僣

　
　
我

々
の
方
が
強

い
そ
。
も
う
我
慢

が
な
り
ま
せ
ん
。
我

々
に
は
味
方

が
澤
山
あ

る
ぞ
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

そ
む

ッ
リ
イ
ス

ハ
ル
ト
　

　
ど

い
つ
だ
。
代
官
樣

の
お
ふ
れ

に
背
か
丐
と

い
ふ
奴
は
。

な

ほ
三
人

の
男
逹
　

　
〔
駈
け

つ
け
て
來

る
〕
さ
あ

、
加
勢
だ
。
ど
ら
し
た
ん
だ
。
彼

奴
等
を
は
り
仆
し
ち

ま
へ
。

　
　
　

ヒ
ル
デ

ガ
ル
ト
、

メ
ヒ
ト

ヒ
ル
ト
、
　
エ
ル
ス
。ヘ
ェ
ト
戻

つ
て
來

る
。

テ

ル
　
　

な
あ

に
、
自
分

で
や
り
ま
す
よ
。
さ
あ

、
み
な
さ

ん
行

つ
て
下
さ

い
。
腕
つ

く
と
な
り

や
あ
。

こ
ん
な
槍
な

　
ん
か
何
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
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メ

ル

ヒ
タ

ア

ル
　

　

〔
ブ

イ

リ

ス

ハ
ル
ト

に
〕

お

い
ら

達

の
臨興
中

が

ら
、

テ

ル
を

蓮

れ

出

せ

る

な

ら
出

し

て
見
ね

、瓦
,

ワ

ル
テ

ル
・
フ

ユ

ル
ス

ト

と

ス

タ
ウ

フ

フ

ア

ツ

ヘ
ル
　

　
ま
あ

ノ
文
・、。

靜

か

に
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
ほ
ん

フ
リ

イ

ス

ハ
ル
ト

　

　
〔叫

ぶ
〕

謀

叛

だ

。

一
揆

だ

。

　

　

　

狩

笛

の

音

が
聞

え

る
。

女

達

　

　
代
官

樣

が
來

な

さ

る
よ

う

。

プ

リ
イ

ス

ハ
ル
ト
　

　

〔聲

を
張

り

上
げ

る

〕
謀

叛

だ
。　

一
揆

だ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

の
ど

ス

タ
ウ

フ

フ

ア

ツ

ヘ
ル
　

　

吠

え

ろ

。

極

道

詼

、

咽

が

破
け

る

ま

・じ
吠

え

ろ

。

レ
ツ

セ

ル

マ
ソ
及

び

メ

ル

ヒ
タ

ア

ル
　

　

默

ら

な

い
か

。

プ

リ
イ

ス

ハ
ル

ト
　

　
〔
釜

々
絶

叫

す

る
〕

助

け

て
く
れ

。

助

け

て
く

れ

。

こ

の

お
役

人

樣
を

◎

ワ

ル

テ

ル
。
フ

ユ
ル

ス
ト
　

　

さ

あ

、

代
官

樣

だ

。

こ
り

ゃ
あ

、

ど

う

な

る

こ

と

か
◎

　

　

　

ゲ

ス

レ

ル
馬

に
跨

が

り

、

柔γ
に
曜鶯
を

も

つ
て
ゐ

る

、

匡
蝉
丁

リ

ル

ド

ル

フ
、

續

い
て
、

ベ

ル

タ

と

ル
デ

ン

ッ
勸

あ

　

　

　

と

に

は
、

武

裝

し
た

家
來

ど

馬
績

い
て
來

て
、
舞

臺

を
槍

ぶ
す

ま

で
園

む
。

馬

丁

ル
ド

ル

フ
　

　

寄

れ

、

寄

れ

。

代
官

樣

の

お
通

リ
ヂ

、

ゲ

ス

レ

ス
　

　

下
郎

ど

も

を

追

つ
拂

へ
.。
何

で

ま
た

寄

り

居

つ
た

の
ち

や
。

助

け

夕
、呼

ん
だ

の
は

誰

ぢ

や

。

　

　

　

皆

默

つ

て
ゐ

る
。

　

さ
あ
.、

誰

ぢ

や

。

言

は

ん

か
。

〔
ブ
リ

ィ

ス

ハ
ル

ト

に
向

つ
て
〕

こ

ら
、
前

に
出

い
。

そ

の
方

は
何

者

ぢ
や

。

何

で

画航　
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や

つ
を
引

つ
捕

へ
た
。

　
　
　

ゲ

ス
レ
ル
鷹

を
家
來

に
渡
す
。

一ノ
リ
イ

ス

ハ
ル
ト
　
　
殿
様

。
手
前

は
お
轄
…子
の
見
張
り

に
え
ら
ば
れ
ま
し
た
足
輕

で
獅
座
わ

憲
す
。

こ
や

つ
は
唯
今

　
　
　
　
　
　

こ
ぱ

　

帽
…子
に
禮
を
拒
み

ま
し
た
も

の
で
、
そ
の
場

に
引

っ
捕

へ
ま
し
た

の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

お
申
付
け
通
り

に
ご
や

つ
を

　

引

つ
立

て
よ
う

と
致

し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
土
民
ど
も
が
暴
力
を
以

て
取
り
戻

さ
う
と
致

し
ま
す

の
で
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

〔暫
く

し
て
〕
テ

ル
。
そ

の
方
ほ
皇
帝
を
侮

り
、
そ

の
御
名
代
た

る
こ
の
お
れ
を
も
輕

ん
ず

る
所
存

か
,

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こぼ

　

恭
順
を
試
み
る
た
め

の
こ
の
帽
…子

に
、
鱧
を
苑
む
と
あ
る
以
上
は
、
そ

の
方

の
腹
黒

い
た
く
ら
み
も
最

早
見
冖え
す

い

　

た
ぞ
。

テ
ル
　

　
お
許
し
下
さ
れ

ま
せ
。
全
く

の
粗
忽
か
ら
出

ま
し
た
事

で
、
侮

る
の
な
ん

の
と

い
ふ
わ
け

で
ほ
毛
頭
御
座

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
わ
ぎ

　

ま
せ
ぬ
、
下
心
あ

つ
て
の
仕
業

で
し
た
ら
、
・手
前

は
テ
ル
と
ほ
申
し
嚢
せ
ん
。
ど
う
ぞ

お
許

し
下
さ

い
ま
せ
。
も
う

　

二
度
と

い
た
し
ま
せ
ぬ
、。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
づ
ば
れ

ゲ

ス
レ
ル
　
　

〔暫
く
無
言

の
後
〕

テ
ル
、
そ

の
方
ば
弩

に
か
け

て
は
天
晴

の
名
人
、

い
か
な
獵
鯒

に
も

ひ
け
は
と
ら
ん

　

と

い
ふ
が
、
左
樣

か
.

ジ

ル
テ
ル
　

　
殿
樣
、
さ
う
で
す
、
父
ち

や
ん
ほ
ね
、
百
歩
は
な
れ
た
木

の
林
檎
を
射

て
る
ん
だ
よ
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

伜

か
、
テ

ル
⇔

テ
ル
　

　

左
機

に
ご
ざ

い
ま
ナ

、、
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ゲ

ス
レ
ル
　
　

ま
だ
外

に
あ
る
か
。

テ

ル
　
　

伜
が

二
人
ご
ざ

い
ま
す
。

ゲ

ス
レ
ル
　

　
ど
ち
ら
が
可
愛

い
。

テ

ル
　
　
ど
れ
も
皆
可
愛
さ
は
同
じ

こ
と
に
御
座
り
ま
す
。

ゲ

ス
レ
ル
　

　

テ
ル
、
そ

の
方
は
、
百
歩

は
な
れ

て
林
檎
を
木
か
ら
打
ち
落

せ
る
由
、
そ

の
腕
前
を

お
れ

の
面
前

で
見

　
　
　

　
　
　
　
　
め
み

　

せ
て
く
れ
。
f
I
弩

を
と
れ
。
-i
!
幸

ひ
そ

こ
に
持
ち
合
せ

て
を
る
わ

い
。
i

さ
あ
、
支
度

せ
い
。

こ
の
小
伜

の

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ね
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ

　

頭
か
ら
、
林
檎

を
射
落

し
て
見

い
。
だ
が
、
言
う

て
需
く
が
、
よ
う
く
狙

へ
よ
。
初

め
の

一
矢

で
中

て
る

の
だ
ぞ
。

　
　
　

　
ほ
づ

　

そ
れ
が
外
れ
た
ら
そ
の
方
の
首

は
な

い
も

の
と
思

へ
。

　
　
　

一
同
驚

愕

の
樣
子
。

テ

ル
　
　

殿
様

、
ー

何

と

い
ふ
怖
ろ
し

い
こ
と
を
お
言
ひ
付
け

で
ご
ざ
り
ま
す
。
i

-
現
在
わ
が
子
の
頭
の
上
か
ら
、

　

ー
ー

い
え
、

い
え
、
殿
様
、
ま
さ
か
左
樣

な
こ
と
を

お
考

へ
に
な

る
筈
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
i
i
飛

ん
で
も
な

い
。

　

ー
i

ま
さ

か
、
人

の
親
た
る
も

の
に
左
樣

な
こ
と
を
、

正
氣

で
仰

せ
ら
れ

る
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

ゲ

ス
レ
ル
　

そ

の
方
は
伜

の
頭

の
林
檎

を
射

る

の
ち

や
。
ー
1

お
れ

の
所
望
ぢ
や
、
命
令
ぢ
や
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

ね
ら

テ

ル
　

　

で
は
、
手
前

に
わ
れ
と
わ
が
弓
を
引

い
て
、
可
變

い
伜

の
頭
を
狙

へ
と
仰
し
や
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す

か
。
ー
ー

　

こ
の
上

は
わ
た
く
し

の
命
を
差

し
上
げ
た
方
が
ま
し
で
御
座
り

ま
す
。

ゲ

ス

レ
ル
　
　

さ
あ
、
射
る

か
。

さ
も
な
け
れ
ば
、
小
伜

と

一
緒

に
命
は
な

い
そ

。

一「
.　
匸
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テ

ル
　
　

わ
れ

と
わ
が
子
に
手
を

か
け

て
殺
す

の
か
。

殿
樣

に
は
お
子
樣

が
ご
ざ

い
ま

せ
ぬ
。
親

心

の
苦

し
さ
を
御
存

　

知
あ
り

ま
せ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
は
さ

ゲ

ス
レ
ル
　

　

こ
れ

、
テ

ル
、
そ

の
方
は
急

に
分
別
臭

く
な
り
居

つ
た
な
。
人

の
噂
で
は
、
そ

の
方
は
ひ
ど
く
變
り
者

　
　
　
　
　
　
ひ
　
と

　

で
、
何

で
も
他

人
と
違

つ
た
突
飛
な

こ
と
を
好
む
と

い
ふ
。
i
ー
だ

か
ら

こ
そ
お
れ
も
そ

の
方

の
た
め
に
、
思

ひ
切

　
　
　
　
　
　
　

　
え
ら

　

り
突
飛

な
こ
と
を
選

ん
だ

の
ち
や
。
外

の
も

の
な
ら
尻
ご
み
も

い
た
さ
う
が
、
f

そ

の
方
は
觀
念

の
目
を

つ
ぶ

つ

　

て
、
思
ひ
切

つ
て
や

つ
て
見

い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ま
つさ
を

ペ
ル
タ
　
　

殿
樣
、
御
冗
談
は
お
よ
し
迸

ば
せ
。
可
哀
さ
う

に
、

こ
ん
な
人
た
ち
を
。
御
覽
遊

ば
せ
。
眞
蒼

に
な

つ
て

　
顫

へ
て
ゐ
る
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん

の
。
f

殿
樣

の
お
口
か
ら
御
冗
談
を
、
ま
だ
こ
の
人

た
ち
は
、
聞
き
な
れ

て
は

　
居
り

ま
せ
ん
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

わ
し
が
冗
談
な
ど

瓦
誰

が
言
う

た
。

　
　
　

頭

の
上
に
た

れ
た
木

の
枝

を
幗
み
、

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ど

　
さ
あ
、
林
檎
ぢ
や
。

み
な
、
そ

こ
を
退
け
。
ー

テ

ル
は
型
通
り

の
距
離
ぢ

や
f

八
十
歩
と
し

て
や
ら
う
。
ー
ー
1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ね
ら

　
寸
分
違
は
ず
ぢ
や
ぞ
。
!
ー

狙

つ
た
も

の
は
百
歩
で
さ

へ
あ
て
る
と

い
ふ
自
慢
ぢ

や
..
ー

さ
あ
、
獵
師

め
、
當

て

　
　
　
　
　
そ

　

て
見

い
。
外
ら
し

て
は
な
ら
ん
ぞ
。

ル
ド

ル
フ
　

　

や
れ
ノ
＼
、
こ
れ
は
大
事
だ
ぞ
。
ー
ー

き

あ

、
小
僣
、
土
下
座
し

て
、
代
官
樣

に
命
乞

ひ
を

し
ろ
よ
.

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

〔
堪

へ
切

れ
な
く
な

つ
た

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
に
、
そ

つ
と
〕
我
慢
す

る
ん
だ
。
頼
む
か
ら
、
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ぢ

つ
と
し
て
ゐ
ろ
。

ペ
ル
タ
　

　
〔
代
官

に
〕
も
う
よ
ろ
し

い
で
は
御

座

い
ま
せ
ん
の
。
親

の
心
配
を
そ
ん
な
に
お
も
ち

や
に
な
さ
る
の
は
、

　

あ
ん
ま
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
た

と

へ
こ
の
可
哀
想
な
人

の
些
細
な
罪

が
、
死
刑

に
常
る
と
し
て
も
、
も
う

死
ぬ
千
倍

　

広
苦
し

い
目

に
會

つ
て
ゐ
る
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ま

製
無
事

に
家

に
還
し

て
お
や
り
下
さ

い
ま
し
。

こ
の

　

入

に
も

、
も
う
殿
様

と
い
ふ
お
方
が
よ
く
わ
か

つ
た
こ

と
で
せ
う
。
今
日

の
こ
と
は
、
孫
子

の
代

ま
で
忘
れ
は

い
た

　

す
ま

い
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
ち

　

　
　
　
　
　
　
　
あ

ゲ

ス
レ
ル
　

　
道
を
開
け

い
。
ー

-早
く

や
れ
。
何
を

と

や
か
く

い
た
し
を
る
。
そ

の
方

の
生
命

は
當
然
な

い
も

の
、

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　
か

　

切

つ
て
捨

っ
可
き
も

の
で
あ

る
が
、
特
別

の
憐

愍
を
以

て

】
命
を
そ

の
方

の
手
練

の
腕

に
任
せ

つ
か
は
す

の
ぢ

や
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
び

　

お
の
れ

の
蓮
を
試
す

の
ち

や
、
嚴
し

い
裁

き
と
は
申
す

ま
い
そ
。
狙

ひ
の
確
か
さ
は
そ
の
方
の
自
慢
ぢ

や
。
さ
あ
さ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
いた
　
　
　
　
　
　
　
あ

　

あ
、
獵
師
、
今

こ
そ
腕

の
見
せ
時
ぢ
や
。
的
は
上
乘
、
褒
美
は
大
き

い
。
的
板

の
黒
星
を
中

て
る
こ
と
な

ら
餘
人

に

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ん
ど
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

　

も
出
來
る
。
眞

の
名
人
上
手
は
、

い
つ
何
時
で
も
腕
は
確

か
、
手
は
顫

へ
ず
、
目

も
眩

ま
ぬ
と
言

ふ
で
は
な

い
か
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト

尸

代
官
樣
、
手
前
共

圃
同

の
者

は
殿
樣

の
御
威
光
を
よ
う
ノ
＼
存

じ
て
居
り

ま
す
。
お
慈
悲

　

の
前

に
理
非
を
曲
げ

て
、

こ
の
場
は
お
ゆ
る
し
を
願

ひ
ま
す
。
手
前

の
身
代

の
牛
分

で
も

、
い
や
殘
ら
ず
、
お
と
り

　

下
さ
い
。
た

黛
、

こ
の
父
親

に
む
ご
た
ら
し

い
所
行
だ

け
は
御
勘
辨
願

ひ
ま
す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
　
こ

ワ

ル
テ
ル
　

　
お
組
父
さ
ん
。
そ
ん
な
嘘

吐
き

に
頭
を
下
げ

る
の
は
お
よ
し
よ
。
さ
あ
、
お
い
ら

は
何
慮

に
立

つ
た
ら

　

い

玉
ん
だ
。
何
が

こ
は

い
も
ん
か
。
父
ち
や
ん
は
、
飛

ん
で
る
鳥
だ

つ
て
外
し
や
し
ね
え

よ
。

子
供

の
胸
な
ん
ぞ

に
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聞
違

つ
た

つ
て
當

て
や
し
な

い
よ
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
代
官
樣
、
頑
是
な

い
こ
の
子
が
不
憫

で
は
御
座
り
ま

せ
ぬ
か
。

レ
ツ
セ

ル
マ
ン
　
　

ど
う
ぞ
、
御
思
案
下
さ
れ
。

天
に
在

し
ま
す
紳
樣

に
、

い
つ
れ
は
こ
の
御
所
行

の
申
し
開
き
を
な

　

さ
ら
ね

ば
な
り

ま
す
ま

い
。

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
ぼ

だ
いさ
ゆ
　
　く
ふ

ゲ

ス
レ
ル
　

　

〔
子
供

を
指

し
て
〕
さ
あ

、
こ
い

つ
を
あ

の
菩
提
樹

に
括
り

つ
け

い
。

ワ

ル
テ

ル
　

　
お
い
ら
を
縛
り

つ
け
る

つ
て
。
厭
だ
よ
。
縛
り

つ
け
る
の
は

い
や
だ
よ
。

お
い
ら
は
小
羊
み
た

い
に
ぢ

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

し
ぽ

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

あ
ば

　

つ
と
し

て
、
息
も
し
な

い
で
ゐ
る
よ
。
縛

つ
ち

や
い
や
だ

よ
。
暴
れ

て
や
る
よ
。

ル
ド

ル
フ
・デ

ル
・
ハ
ル
ラ
ス
　
　

そ
れ
な

ら
、
目

か
く
し
だ
け
は
さ
せ
る
ん
だ
ぞ
。

ワ
ル
テ
ル
　

　
な
ぜ
目

か
く
し
な

ん
か
す

る
ん
だ

い
。
お

い
ら
が
、
父
ち

や
ん
の
矢
を

こ
は
が
る
と
思

つ
て
る
の
か
。

　
お

い
ら
は
ち

つ
と
待

つ
て

乂
見

せ
る
よ
。
目
ば
た
き
だ

つ
て
し
や
し
な

い
よ
。
i
ー

ざ
あ
、
早

く
、
父
ち

や
ん
、
腕

　
を
見
せ
て
お
や
り

よ
。
代
官

の
奴
は
ま
だ
疑

つ
て
ゐ
て
、

お
い
ら
を
殺
す

つ
も
り
な
ん
だ
よ
。
あ

ん
な
怒
り
ん
坊

の

　

　
　
　
　

い
　
　
　
　
　
　
あ

　
面
あ

て
に
、
射

つ
て
、
申

て

ふ
お
や
り

よ
。

　

　
　
ワ
ル
テ
ル
は
菩
提
樹

の
下

に
行
き
、
林
檎
を
頭
に

の
せ
る
。

メ
ル

ヒ
タ
ア

ル
　
　

〔
百
姓
た
ち

に
〕
何
だ
。
俺
逹

の
見

て
ゐ
る
前

で
、
こ
ん
な
亂
暴
を
さ
せ

て
ど
う
す

る
。

一
鱧
何

の

　
た
め
に
俺
達

は
誓

ひ
を
立

て
た
ん
だ
。

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

え
　
も
の

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　
無
駄
だ
。
俺
逹

に
は
獲
物
が
な

い
し
、
そ
れ

に
見
ろ
、
俺
逹

の
ま
は
り
は
槍

ぶ
す
ま
だ
。
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メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

あ

玉
、
あ

の
時
思

ひ
切

つ
て
や
つ

曳
け
れ
ば
よ
か

つ
た
。
延
期
だ
な

ん
て
吐
か
し
た
や

つ
は
罰
當

　

り
だ
。

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
だ
　
て

ゲ

ス
レ
ル
　
　

〔
テ
ル
に
〕
早
く

せ
い
。
弓
矢
を
持

つ
の
ほ
伊
逑

で
は
な

い
そ
。

人
殺
し

の
道

具
を
持

つ
の
は

險
呑
千

　

　
　
　
　
　
　
い

　

萬
ぢ
や
。
矢
は
射

た
奴

に
跳
ね
返

っ
て
來

る
の
ち
や
。
臼
姓
風
情

の
生
意
氣
な
權
利
呼
ば
は
り

は
、

一
天
萬
乘

の
君

　

に
對
し

て
無
禮

至
極
ぢ
や
。
治

め
る
も

の
瓦
外

は
弓
矢

は
持

て
ぬ
筈
。
そ
れ
程
ま
で
に
そ
の
方
等
が
弓
矢
を
持
ち
た

　

が
れ
ば

こ
そ
、

こ
の
方
が
的
を

つ
が

は
す
の
ち

や
。

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

つが
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

テ

ル
　
　

〔
弓
を
張
り
、
矢

を
番

へ
る
〕
さ
あ
退

い
た
。
寄

つ
て
く
れ
。

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ぬ
し

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　
な

ん
だ
、

テ
ル
。
お
主
は
射

る
氣

か
。
ー
ー
:
と
ん

で
も
な

い
。
ー

ー
お
主
は
え
ら
く
震

へ

　

て
、
手
も
膝
も
ぶ

る
ノ
丶
し

て
ゐ
る
ぞ
。

　

　
　
　
　
　

お
ろ

テ

ル
　
　

〔弓

を
下

し
て
〕
目

が
眩

む
わ

い
。

女
逹
　

　
あ

曳
、
ど
う
な
る
事
や
ら
。

テ
ル
　
　

〔代
官

に
〕
弓

だ
け
は
お
許

し
下
さ

い
。

い
つ
そ
こ
の
胸
を
。

　

　
　
胸
を
か
き
擴

げ
て
、

　

さ
あ
、
御
家
來
を
呼
ん

で
、
手
前
を
突
き
殺
し
て
下
さ

い
ま
し
。

　

　
　
　
　
　
　

　
　

い
のち

ゲ

ス
レ
ル
　

　
そ

の
方
の
生
命

が
所
望

で
は
な

い
。
弓

の
腕
前

を
見
た
い
の
ち

や
。
!
!
そ

の
方
は
何
で
も
出
來

る
。

　

　
　
お
そ

　
何
も
怖
れ
ぬ
。
弓
も
名

人
、
艦
も
巧
者
。
人
助
け

の
折

に
は
、
嵐
も
怖
れ

ぬ
筈
ぢ

や
。
さ
あ
、
救

ひ
主
、
今
度
は
自
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分

の
番
ぢ
や
。
ー
ー

そ

の
方
は
誰

で
も
救

へ
る
筈
ぢ
や
が
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
い
れ
ん

　
　
　

テ
ル
は
怖
ろ

し
い
苦
悶
に
、
手
を
痙
攣
さ
せ
、

眼
を
を
よ
う
つ
か
せ
、

或
は
代
官

を
、
或
は
天
を
睨
ん
で
立

つ

　
　
　

て
ゐ
る
。
急

に
矢
筒

に
手
を
入
れ
て

二
の
矢

を
取

り
出

し
て
、
胴
着

に
さ
す
。

　
　
　

代
官
は
そ
の
樣

子
を
ぢ

つ
と
見
守

つ
て
ゐ
る
。

ワ
ル
テ

ル
　
　

〔
菩
提
樹

の
下

で
〕
父
ち
や
ん
、

お
射
ち

よ
。

お
い
ら

こ
は
く
は
な

い
よ
.

テ
ル
　

　
ど
う
で
も

。
〔
氣
を
取

り
直

し
て
、
矢
を

つ
が

へ
る
〕

ル
デ

ン
ツ
　
　
〔
姶
絡

の
問
激

し

い
緊
張

の
中
に
立

つ
て
、

や
つ
と
こ
ら

へ
て
ゐ
た
が
、

こ
の
時
進
み
出
る
〕
代
官
殿
、

　

こ
れ
以
上
は
な
り
ま
せ
ん
。
ー
ー

斷

じ
て
な
り
ま

せ
ん
。
ー

こ
れ
は
ほ
ん
の
試
し

で
す
。
ー

も
う

こ
れ

で
目
的

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

き
び

　

は
逹

し
て
ゐ
ま
す
。
ー
1
嚴

し
さ
も
度
を
す
ぎ
る
と
、
そ

の
賢

い
目

的
か
ら
外
れ
る
も

の
で
す
。
弓
も
張
り
す
ぎ

る

　
　
き

　

と
斷
…れ
ま
す

る
や
う

に
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

呼
ぶ

ま
で
は
、
控

へ
て
ゐ
な
さ

い
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　

い
乂
え
、
言

ふ
だ
け
の
こ
と
は
、
言

ひ
ま
す
。

王
樣

の
御
威
光
は
私

に
と

つ
て
禪
聖

で
す
。
け
れ
ど
も
、

　

こ
ん
な
治

め
方
は
恨
み
を
買

ふ
ば
か
り

で
す
。

こ
れ
は
王
樣

の
御
意
思

で
ば
あ
り
ま
せ
ん
。
ー
1

私

は
言

ひ
張
り
ま

　
す
。
-

私

の
國

の
人

々
は
こ
ん
な
殘
虐
を
受

け
る
お
ぼ
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ

に
あ
な

た
に
も

こ
ん
な
權
力
は

　

與

へ
ら
れ

て
ゐ

ま
せ
ん
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

出
過
ぎ
ず
と
控

へ
て
を
れ
。
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こ
ら

ル
デ

ソ
ツ
　
　
私

は
こ
れ
ま

で
、
ぢ

つ
と
默

っ
て
來

ま
し

た
。
目

に
餘
る
非
遘
も
怺

へ
て
來
ま
し
た
。

見
て
見

ぬ
振
り

　

を
し
、
煮
え
返

る
心
も

、
こ

の
胸

一
つ
に
抑

へ
つ
け

て
來
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

こ
れ
以
上
默

つ
て
見

て
ゐ
る
こ
と

　

は
、
祗

國
に
對

し
、
ま

た
皇
帝

に
羇
す
る
叛
逆

で
す
。

ペ

ル
タ
　
　

〔
ル
デ

ン
ッ
と
代
官

の
問
に
割

つ
て
入
り
〕
ま
あ
、
あ
な
た
は
代
官
樣

の
お
怒
り
を

ひ
ど
く
な
さ

る
ば
か
ら

　

で
は
御
座

い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
つ
な

ル
デ

ソ
ツ
　
　

私
は
人
民
を
す

て
、
血
縁

と
は
な
れ
、
あ
ら
ゆ
る
人
情

の
絆
を
斷

つ
て
、

あ
な
た
方
に
味
方

し
た

の
で

　
す
。
i
ー

皇
帝

の
權

力
を
強

め
る
の
が
、
何
よ
り

の
こ
と

丶
考

へ
て
ゐ
た

の
で
す
。
・ー
ー
も
う
腿

が
覺

め
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
ち
　
ひ
ろ

　
i

危
く
千
尋

の
谷

に
臨
ん

で
ゐ
た

こ
と
を
思

ふ
と
、
身

の
毛
が

よ
だ
ち
ま
す
。
ー

ー
あ

な
た
は
私

の
自
由
な
鋼
斷
・

　
を
あ

や
ま
り
、
私

の
正
直
な

心
を
迷
は

せ
ま
し
た
。
i

i
私

は
計

ん
で
の
こ
と
で
、
自

分
で
は
よ
か
れ

と
思

ひ
な
が

　

ら
、
人
民
を
死
地

に
陷
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

慮
外
者
め
。
主
人
に
向

つ
て
雜
言
を
吐
ぐ
と
は
。

ル
デ

ン
ツ
　
　
私

の
主
人
は
皇
帝
陛
下
で
す
。
あ
な

た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ー
i
ー
私

は
、
あ
な
た

と
同
じ
自
由
な
身
分

　

の
生
れ
で
す
。

ま
た
弓
矢

の
道

に
か
け

て
も
、
あ
な

た
に
ひ
け
は
取
ら
な

い
つ
も

り
で
す
。
他
人
は
た
と

へ
皇
帝

の

　
名
を
恥
か
し
め
よ
う

と
、
私
は
あ
く
ま
で
も
麓
敬

し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
が
今

皇
帝

の
御
名
代

で
な
か

つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

い
ど

　
ら
、
私

は
手
袋
を
投
げ

つ
け

て
、
果
し
合

ひ
を
挑
む

と
こ
ろ

で
歩
。
あ
な
た
は
武

士
の
習

ひ
通
り

に
、
そ
れ

に
答

へ

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ー
1

家
來
共

に
合
鬪
を
な
さ

い
。
ー

ー
私
は

こ
の
人
達

の
や
う

に
、



}
髦6　柔、環

ル テ 。 ム ル ヘ ル イ ウ104

　
　
　

百
姓

ど
も
を
指

し
、

　

無
手
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
劍

が
あ
り
ま
す
。
近
付

く
奴

は
片
端
か
ら
f

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

〔
叫
ぶ
〕
林
檎

が
落
ち

た
ぞ
。

　
　
　

一
同
が
こ
ち
ち
を
向

い
て
ゐ
て
、

ペ
ル
タ
が

ル
デ

ン
ツ
と
代
官

と
の
問
に
割

っ
て
入

つ
た
間

に
、

テ
ル
は
矢

塗

　
　
　
放

つ
た

の
で
あ
る
。

レ
ツ
セ
ル

マ
ン
　

　
あ

の
子
は
無
事
だ
。

多
く

の
聲

　
　
林
檎

に
あ

た

つ
た
。

　

　

　

ワ

ル
テ

ル

・
フ

ユ
ル

ス

ト
よ

ろ

く

と
仆

れ
・よ

う

と
す

る
。

ベ

ル
タ

そ

れ

を
支

へ
る
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

〔
愕

い
て
〕
矢
を
放

つ
た
と
。
氣
狂

ひ
め
が
。

ペ

ル
タ
　
　
あ

の
子
は
生
き

て
ゐ
ま
す
わ
。
あ
な
た
、
し

つ
か
り
遊

ば
せ
。

ワ
ル
テ
ル
　
　

〔
林
檎
を
持

っ
て
跳

ね
て
來
る
〕
父
ち

や
ん
、
ほ
ら
、
林
檎
だ
よ
。
ー
ー

お

い
ら
ち

や
ん

と
知

つ
て
た
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

　
だ
よ
。
父
ち
や
ん

の
矢

が
お
い
ら

の
體

に
な
か
ん
中
た
る
も
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
み

　
　
　

テ
ル
、
放
し
た
矢

を
逍

ふ
も
の
製
や
う

に
、
體

を
前

に
屈

め
て
ゐ
た
が
、
ー

1
弩

は
手

か
ら
落

ち
る
。
ー
!

馳

　
　
　

せ
寄

つ
て
來

る
子
供

を
見

る
と
、
爾
腕
を
擴

げ
て
、
走

り
よ
り
、
は
げ
し

い
熱
情
、を
以
て
胸

に
抱
き

上
げ
、
そ

　
　
　

の
姿

の
ま

怎
、
力

な
く
地

上
に
仆
れ
る
。

一
同
、
感

激
し
て
立
ち

つ
く
す
。

ベ
ル
タ
　

　
ま
あ
好
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



105ル テ ・ム ル ヘ ル イ ウ

　
ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

〔
テ
ル
父
子
に
〕
お

玉
、

二
人
と
も
。

　
ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

紳
さ
ま

の
御
め
ぐ
み
だ
。

。
イ

ト
ボ
ル
ト

炉

て
も
中

て
た
り
だ
・
こ
り
や
あ

・
後

の
婁

で
の
譖

り
草
だ
ぞ
。

　
ル
ド

ル
フ
。
デ

ル
・
ハ
ル
ラ

ス
　
　

こ
の
山

々
が
大
地

に
根
を
す
ゑ

て
党

つ
限

り
、
名

人
テ
ル
の
名
は
語
り
傳

へ
ら
れ
る

　
　
で
あ
り
ま

せ
う
。

　
　
　
　
林
檎

を
代
官

に
捧
げ
る
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

こ
れ
は
し
た
り
。
林
檎

の
虞
中
を
射
ぬ

い
た
も

の
ち

や
。
天
晴
れ
名
人
ぢ
や
。
褒

め
と
ら
す

る
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
あ

　

レ
ツ
セ
ル

マ
ソ
　

　
天
晴
れ

の
腕
ぢ
や
が
、
テ
ル
を
責
め

て
紳
を
試
し
た
そ

の
人
に
は
、
末

の
祟
り
が
怖

ろ
し

い
。

'

　

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　
　

し

つ
か
り
し
ろ
。

テ

ル
。
立

て
。
男
ら
し
く
命
が
助
か

つ
た
ぞ
。
も
う
大
威
張
り
で
家

へ

　
　
歸
れ
る
ぞ
。

　
　
　
　

一
同

テ
ル
を
連

れ
て
行

か
う

と
す
る
。

　
ゲ

ス
レ
ル
　
　

テ

ル
、
待

て
。

　

テ
ル
　

　

〔
引
き
返
し
て
〕
何
御
用

で
。

　
ゲ

ス
レ
ル
　
　

そ

の
方
は
ま
だ

二
の
矢
を
鋏
ん
で
居
る

の
で
あ
ら
う
。
ー

1
い
や
、

い
や
、

お
れ
は
よ
う
見
届
け
て
居

　
　

る
。
i

そ
れ

は
何

の
た
め
ぢ
や
。

　

テ

ル
　
　

〔
ま
ご
つ
い
て
〕
殿
樣

、
こ
れ
は
弓
矢

の
作
法

に
御
座
り

ま
す
。
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ゲ

ス
レ
ル
　

　
い
や
、

テ
ル
、
左
樣
な
返
答
は
通
ら

ぬ
ぞ
。
別

に
下
心
が
あ

つ
て
の
事
ぢ

や
。
早
う
白
状
せ

い
、
テ

ル
9

　
如
何
な
る
こ
と
が
あ

る
と
も
、
生
命
だ
け
は
助
け

て
と
ら
せ
る
。

二

の
矢

は
何

の
た
め
ぢ

や
。

テ
ル
　

　

よ
ろ
し
う
ご
ざ

い
ま
す
、
生
命
を
助
け
て
下

さ
る
か
ら

に
は
、
ま

こ
と

の
こ
と
を

申
し
上
げ

ま
せ
う
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

お
そ

　
　
　

テ
ル
は
そ

の
矢

を
胴
着

か
ら
抜
き
出

し
て
、
怖
ろ
し

い
目

つ
き
で
代
官

を
に
ち
む
。

　
　
　
　
　

　
　

あ

　
も

し
も
、
我
子

に
中
て
た
な
ら
ば
、

二
の
矢

で
殿
樣

の
胸
板

を
射
拔

く

つ
も
り

で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
れ

こ
そ
i
ー

　
外
れ
よ
う
ほ
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

い
の
ち

ゲ

ス
レ
ル
　
　

よ
し
。

テ

ル
、
生
命
だ
け
は
助
け

て
と
ら
せ
る
。
武

士

の

一
言
、

金
鐵

の
如

し
ぢ

や
。
ー

だ
が
、
そ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
さ

　

の
方

の
非
望
を
耳

に
し
た
上
か
ら
は
、

お
れ
は
そ

の
方
を
引

つ
捕

へ
、
月
も
日
も
射

さ
ぬ
牢
屋

に
入
れ

て
置
か
ね
ば
、

　

そ
の
方

の
矢

に
心
を
許
す
わ
け

に
は
行
か
ぬ
。
家
來
ど
も
、

こ
や
つ
を
引

つ
捕

へ
い
。
引

つ
く

製
れ
。

　
　
　

テ

ル
縛
ら

れ
.る
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　

　
も
し
、
代
官

樣
、
正
し
く
神

の
お
守
り

で
、

こ
の
男
も
助
か
り
ま
し
た
、

こ
れ
は
餘
り

の

　

お
仕
打

ち
で
ほ
ご
ざ

い
ま
す

ま
い
か
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　

紳

の
守
り

と
や
ら
が
、
も
う

一
度
あ
る
か
ど
う
か
、
た
め
し
て
見

よ
う
そ
。
f

こ
れ

、
こ
や

つ
を
船

　

に
引
き
連
れ

て
參

れ
。
余

も
追

つ
付
け
參

る
。
自
ら

キ

ユ
ス
ナ

ハ
ト
に
召
し
逋
れ

る
と

い
た
さ
う
。

レ

ツ
セ
ル

マ
ン
　
　

そ
れ
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
た
と

ひ
皇
帝

に
も
左
樣

な
權
利

は
ご
ざ

い
ま

せ
ぬ
。
そ
れ
は

こ
の
國

の
自

　
　
　
　
　

　
そ
む

　

由

の
免
状

に
背
き

ま
す
そ
。

{
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ご　
ひ
じゆ
ん

ゲ

ス
レ
ル
　

　
左
樣

な
も

の
が
何
處

に
あ

る
。
皇
帝

の
御

批
准

が
あ

る
か
。
ま
さ
か
御
批
准

は
あ

る
ま

い
。
i
ー

左
樣

　

な
お
慈
悲
は

お
上

に
恭
順
な
れ
ば
こ
そ

、
始

め
て
頂
戴
出
來
る

の
ち

や
。
そ

の
方
ど
も
は
、
皇
帝

の
お
さ
ば
き

に
叛

　
き

・
大
そ
れ

た
謔
贓
を
た
く
ら
み
を

る
。
そ

の
方
ど
も

の
腹

の
中

ほ
分

つ
て
を

る
ぞ
。
ー
i
底

の
底
ま
で
讀
ん
で
を

　

る
ぞ
。
f
l

今
は
そ

の
方
ど
も

の
間

か
ら

テ
ル

一
人
を
引
き

拔

い
て
參

る
が
、

こ
や
つ
に
は
、
そ

の
方
殘

ら
ず
同
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ

　

な

の
ち

や
。
賢

い
奴
は
、
默

つ
て
人
に
從

ふ
こ
と
を
慣
、ひ
憶
え
る
が
。

好

い
そ
。

　
　
　

代
官
去
る
。

ベ

ル
タ
、

ル
デ

ン
ツ
、
　
ハ
ル
ラ
ス
及
び
家
來
、
續
く
。

プ
リ
イ

ス
ハ
ル
ト
と

ロ
イ

ト
ボ
ル
ト

の
嘱噂

　
　
　

人
殘

る
。

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
〔
激
し

い
苦

し
み
の
中
で
〕
も
う
末
43
N。
代
官

め
は
、
こ
の
わ
し
も
、
わ
し

の

一
家
も
、

　

殘
ら
す
潰
す

つ
も
り

だ
ぞ
。
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

'

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

〔
テ
ル
に
〕
あ

Σ
、
お
主
は
何
で
あ

ん
な
無
法
者
を
憤

ら
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
こ
ら

テ

ル
　

　
俺

の
や
う
な
責
苦
を
身

に
覺
え

て
、
怺

へ
ら
れ

た
ら
、
怺

へ
て
見

ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
し

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
あ

玉
、
も
う
、
何
も
か
も
お

し
ま
ひ
だ
。
お
主
が
か
う
し
て
縛
ら
れ

て
は
、
み
ん
な
縛
ら

　

れ
た
も
同
然

だ
。

百
姓
等

　

　
〔
テ
ル
を
取
り
卷

い
て
〕
お
主

に
行
か
れ

て
は
、
俺
謔

の
せ
め
て
も

の
頼
み
も
な
く
な

つ
て
し

ま
ふ
よ
。

ロ
イ
ト

ホ
ル
ト
　
　

〔近

よ
つ
て
〕
テ

ル
、
氣

の
毒
だ
な
。
ー
～
だ
が
、
俺
は
命
令

に
從
は
な
け
り
や
な
ら
ね
え
ぞ
。

テ
ル
　

　

こ
れ
で
お
刑
れ

で
す
。
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ワ

ル
テ
ル
　
　

〔
は
げ

し
い
苦
惱
を
以
て
テ
ル
に
取
り
す
が
り
〕
父
ち
や
ん
、
父
ち
や
ん
、
父
ち

や
ん
。

テ

ル
　

　
〔手

を
上
げ

て
天
を
指

し
〕
貴
樣

の
親
爺

は
な
、
あ

の
上

の
方
に
ゐ
る
ん
だ
ぞ
。
呼
ん
で
見
ろ
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

テ

ル
、
か
み
さ
ん

に
何
か

こ
と
つ

て
は
な

い
か
。

テ
ル
　
　

〔子
供
を
熱
烈

に
胸

に
抱
き
上
げ
〕
こ
の
小
僣

に
怪
我

一
つ
な

い
。
紳
様

は
き

つ
と
俺
を
助
け

て
下
さ
る
ぞ
。

　
　
　
急

い
で
身

を
は
な

し
て
、
番
兵

に
從

つ
て
入
る
。

第

四

幕

第

場

フ
イ

ル

ワ

ル
ト

ス
テ

ッ

テ

ル
湖

の
東

四序
。

　

　

　

　

　

　

　

け
は

奇

怪

な

形

を

し

た
、

瞼

し

い
巖

石

が

西

の
方

の
遶

望

を
劃

つ
て

ゐ

る
。

湖

水

は
荒

れ

て
、

狂

瀾

怒

濤

の
昔
。

そ

れ

に

交

つ
て
、

電

光

と

雷

鳴
。

ク

ン
ツ
・
フ
オ

ン
・
ゲ

ル
ザ

ウ
、

漁

夫

と
、

漁

夫

の
子
。

ユ08
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こ
ん
り
ん
ダ
い

ク

ン
ツ
　

　
俺

ほ
こ
の
目

で
見
屆
け

て
來

た
ん
だ
。
金
輪
際
問
違
え
け
ね
え
。
今
言

つ
た
と
ほ
り
さ
。

漁
夫
　
　

テ

ル
が
縛
ら
れ

て
、

キ

ユ
ス
ナ

ハ
ト

へ
引
か
れ
た
と
。

と
の
國
切

つ
て
の
え
ら
え
男
だ

に
な
あ
。
自
由

の
た

　

め
に
、

い
ざ

一
旗
、
と

い
ふ
こ
と
に
で
も
な
り

や
あ

、

一
番
た

の
も
し

い
奴

だ
に
な
あ
。

ク

ソ
ツ
　
　
代
官

の
奴

め
、
自
分

で
テ
ル
を
護
逶
し

て
、
こ

の
湖
を
渡

ら
う

つ
て
ん
だ
。
俺

が

プ
リ

ユ
ゥ

エ
レ
ン
を
た

　

つ
た
時

に
や
、
丁
度
乘

り
込
む

と
こ
だ

つ
た
。
だ
が
今

に
も

一
荒
れ
來
さ
う

で
、

こ
の
俺

で
さ

へ
あ
わ

て

玉
此
處

へ

　
逃
げ

て
上

つ
た
始
末
だ
か
ら
、
出
帆

ほ
見
合

せ
た
か
も
知
れ
ね
え
な
。

漁
夫
　
　

テ
ル
ほ
代
官

の
手

に
落
ち

て
、

ふ
ん
縛
ら
れ

て
ゐ
る

の
か
。
代
官
は
陀
度
テ

ル
を
ひ
ど

く
深

い
土
牢

の
底

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
が

　

で
も
た

曳
き
込
ん
で
、
ご
度

と
日
の
目

の
拜

め
ね
え
や
う
に
し
や
が
る
ぞ
。
代
官

の
奴
め
、
あ

ん
な
に
怒
ら
し
た

テ

.
ル
を
野
放

し
に
し
た
ん
ぢ
や
、
仕
返

し
が
こ
は
ぐ
て
仕
方
が
あ

る
め
え
か
ら
な
。

ク

ン
ツ
　

　
そ
れ

に
、
縣
令

の
ア
ツ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ン
の
殿
樣
も
、
御

危
篤

だ

つ
て
い
ふ
ぜ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

漁
夫
　
　
も
う
か
う
な

つ
ち
や
、
俺
逹

の
望
み

の
綱
も
漸

れ
果

て
た
ぞ
。
あ

の
殿
様
だ
け
よ
、
人
民

の
權
利

の
た
め
に

　

汀
を
き

い
て
下
さ

る
こ
と
が
出
來
た
な
あ
。

ク

ソ
ツ
　

　
び
で
え
嵐
だ
ぞ
。
そ

ん
な
ら

、
無
事

で
な
。
俺

も
今
夜

は
こ
の
村
で
泊
る
よ
。
何

し
ろ
こ
の
有
樣
ぢ
や
、

　
舟
を
出
す
な

ん
て
思

ひ
も
よ
る
め
え
。

　
　
　
去

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
ら

漁
夫
　

　
テ

ル
は

つ
か
ま
り
、
男
欝
は
な
く
な
る
。
暴
君

め
、
し

や
つ
面
上
げ
る
な
ら
上
げ

や
が
れ
。
恥
も
外
聞

も
、
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捨

て
ち
ま
ひ
や
が
れ
。
も
う

、
奠
理

の
口
は

つ
ぐ
ん
だ
し
、
目
先
き

の
利
く
眼

は

つ
ぶ
さ
れ
た
し
、

た
の
み

に
思

ふ

　

腕
は
し
ば
ら
れ
て
し
ま

つ
た
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
れ

子
供

　

　
ひ
で
え
霰

に
な

つ
て
來

や
が

つ
た
。
お
父

つ
あ

ん
、
小
屋

へ
入
ら
う
よ
。
そ
と
に
立

つ
て
ち

や
堪
ら
ね
え
よ
。

漁
夫
　
　
風
め
、
吹
き

や
が
れ
。
稻
妻
も
光
り
や
が
れ
。
雲

も
千
切
れ
ろ
。
塞

の
瀧
も
落

ち

て
來

い
。
落
ち

て
來

て
、

　

國
中
を
溺
ら
せ
ろ
。
腹

の
申

の
兒
も
、
生
れ
ね
え
う
ち

か
ら
、

ひ
ね
わ
潰
し
ち
ま

へ
。
天
地
の
四
大
も
荒
れ

ろ
。
熊

　

も
來

い
。
廣

い
荒

野
の
古
狼
も
出

て
來

い
。
こ

の
國

は
も
う
貴
樣
た
ち

の
世
界
だ
ぞ
。
自
由
も
ね
え

の
に
、
誰
が

こ

　

ん
な
國

に
佳
む
も
ん
け
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ま

子
供
　
　
お
聞
き

よ
、
あ

の
淵

の
荒
れ

て
る
の
を
、
あ

の
渦
卷

の
喫
え
や
う
は
ど
う
だ
ら
う
。

こ
の
入
江

で
こ
ん
な
に

　

荒
れ
た

こ
と
は
今
迄

に
見
た

こ
と
が
ね
え
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

た
め

漁

夫
　
　
我

が
子

の
頭
を
狙

へ
な
ん
て
こ
と
を
、
親

が
云

ひ
つ
か

つ
た
例
し
も
ね

え
ぞ
。
だ

か
ら
、
お
天
道
樣

が
怒

つ

　

て
狂

ひ
出
し
た

の
よ
。
ー

!
不
思
議
は
ね
え
。
崖
が
湖
水
に
め
り
込

ま
う
と
、
あ

の
岩

や
、
開

闢
以
來
と
け
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

　

の
ね
え
氷

の
山
が
、
高

え
峰

か
ら
溶
け

て
來
よ
う
と
、
山

が
裂

け
、
絶

望
に
崩
れ
、
第

二
の
ノ
ア
の
洪

水
が
、
生
物

　
　
　
　
か

　

の
住
み
家
を
殘
ら
ず
呑
み
込

ん
で
し
ま
は
う
と
、
何
も
不
思
議
は
ね
え
ぞ
。

　
　
　
鐘

の
音
が
聞

え
る
。

子
供
　

　
お
聞
き
よ
。
山

の
方
で
鐘
を
鳴
ら
し

て
る
よ
。
き

つ
と
、
難
船

で
竜
あ

つ
た
ん

で
、
お
所
り
を
し
ろ
と

い
ふ
・

　
合
圖

の
鐘
だ
ら
う
。
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高

い
處

に
上
る
。

漁
夫
　
　
や
れ
く

、
今

ど
き
沖
合

に
ゐ

て
、

こ
の
凄

い
浪
風

に
も

ま
れ

る
船
…こ
そ
氣

の
毒
だ
。

こ
れ
ぢ

や
あ
、
舵
も
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て
　
だま

　

舵
取
り
も
何
に
も
な
ら
ね
え
。
嵐
が
荒

れ
放
題

で
、
浪
や
風
が
人
聞
を
手
球

に
と
つ
て
る
ん
だ
。
ー

遠

か
ら
う

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

もま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も　

　

近

か

ら
う

と

、
親

切

に
雕

つ

て
く

れ

さ

う
な

入

江

一
つ
ね

え

。
巌

の
奴

は
怖

ろ
し

く
險

し

く

突

つ
立

つ

て
睨

め
な

が

　

ら
、
石

の
ご

つ
く

し
た
胸
を
見

せ
つ
け

て
ゐ
や
が
る
だ
け
だ
、。

子
供

　
　
〔
左

の
方

を
指

し
て
〕
お
父

つ
あ
ん
。
船

だ
ぜ
。

ブ
リ

ユ
ウ

エ
レ
ン
か
ら
來

る
よ
。

漁

夫
　

　
助

か
れ

ば

い
乂
が
、
氣

の
毒
な
奴
等
だ
。
嵐

が
こ
の
入
江

に
入
り
込
ん
で
、

出
口
が
無

く
な

つ
た
ら
、
獸

が

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ぬ

　

檻

の
鐵
格

子
に
打

つ
か

つ
て
ゆ
く

や
う

に
、
死
に
物

罫
-ひ
で
荒

れ
狂

ふ
に
き

ま

つ
て
る
ん
だ
。
唸
え

て
、
出

ロ
を
捜

　

し

て
も
、
出

ら
れ
ね
え
。
巖

が
ま
は
り
を
取
り
卷

い
で
、
雲
を
突

く
や
う

に
狹

い
道

を
塞

い
で
ゐ
る
か
ら
な
。

　
　

　
高

い
處

へ
登
る
。

子
供

　
　
お
父

つ
あ
ん
。
ウ
リ

の
代
官
船

だ
よ
。
赤

い
屋
根

と
旗

で
わ

か
る
よ
。

漁
夫
　

　
天
罰
だ
。
ち
げ
え
ね
え
。
乘

つ
て
る
の
は
代
官

の
野
郎

だ
、
q
ー

あ
そ

こ
を
漕

い
で
行
き

や
が
る
が
、
船

に

　

自
分

の
罪
障

ま
で
積
み
込
ん
で
や
が
る
。
復
讐

の
手
が
早
速
あ

い
つ
を

見

つ
け
出
し
や
が

つ
た
ん
だ
。
今

こ
そ
あ

い

　

つ
も
自
分

よ
り
強

い
奴

の
あ
る
事
を
思

ひ
知

つ
た
ら
う
。

こ
の
浪
と
來

た
ら
、
あ

い
つ
が
何
と
言
は
う
が
、
負
け

て

　

や
し
ね
え
ぞ
。

こ
の
巖
だ

つ
て
、
あ

い
つ
の
帽
手

に
ホ
辭
儀

は
し
ね
え

ぞ
。
ー
1

お
い
、
小
僣

、
手
前

お
濤
り
な
ん

　

か
す

る
ん
ぢ
や
ね
え
。
神
樣

の
お
さ

ば
き

の
手
を
邪
魔
し
ち
や

い
け
ね
え
ぞ
。
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子
供

　

　
代
官

の
た

め
に
所

つ
て
る
ん
ぢ

や
な

い
ん
だ
よ
。
ー
ー

お
い
ら

は
、
あ

の
船

の
申

に
ゐ
る
テ

ル
の
た
め
に
所

　

つ
て
ゐ
る
ん
だ
よ
。

漁
夫

　
　
あ

曳
、
わ
け

の
わ
か
ら
ね
え
嵐
だ
な
あ
。
た

つ
た

一
入

の
罪

人
を
罰

し
よ
う
と
、
舵
取
り
ぐ
る
み
、
船
を
沈

　

め

て
し
ま
ふ
の
か
。

子
供

　
　
ほ
ら
、
御

覽
よ
。
う

ま
ぐ
ブ

ツ
ギ

ス
グ

ラ
ア
ト
を
越
し
た
と
思

つ
た
ら
、
嵐

の
畜
生
め
、
ト
イ

フ
ヱ
ル
ス
ミ

　

ン
ス
テ

ユ
ル
か
ら
引

つ
か

へ
し

て
來

て
、
大

ア
ク
セ
ソ
ベ
ル
グ
の
方

へ
、
押

し
も
ど
さ
う
と
し

て
る
よ
。-

あ

製
、

　
も
う
見
え
な
く
な

つ
ち
や

つ
た
よ
。

漁
夫
　
　
あ
す
ご
は
、

バ
ク
メ
セ
ル
だ
。
あ
す

ご
ぢ
や
も
う

何
艘

と
な
く
難
破
し
た
。
餘

つ
程
う

ま
く
漕
ぎ
拔
け
ね
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
な
み
ち
ん

　

と
、
高

い
巖

に
ぶ

っ
か

つ
て
粉
微
塵

に
な
る
と

こ
だ
。
ー
ー
あ

の
船

に
は
腕
き

瓦
の
舵

取
り
が
ゐ
る
筈
だ
。

テ
ル
な

　

ら
助
け
ら
れ
る
が
、
腕
も
手
も
縛
ら
れ

て
ゐ
た
ん
ぢ
や
仕
方
が
ね
え
。

　
　
　

弩
・を
持

つ
た
ウ
ィ

ル

ヘ
ル
ム
・
テ
ル
。

　
　
　
足
早
に
や

つ
て
來

て
、
驚

い
た
風

で
あ
た
り
を
見

廻
し
、
ひ
ど
く
昂
奮
し

て
ゐ
る
。
舞
臺

の
藁
中
ま

で
來
る
と
、

　
　
　
大
地

に
身
を
投
げ
、
雨

手
を
地
に
ひ
ろ
げ

て
、
ま
た
天

の
方

へ
ひ
ろ
げ

る
。

子
供
　
　
〔
テ
ル
の
姿

に
氣
附
き
〕
あ

乂
、
お
父

つ
あ

ん
。
誰
だ
ら
う
、
あ
す
ご
で
膝
を

つ
い
て
る
よ
。

漁
夫
　
　
爾
手

で
地
べ

た
に
し
が
み

つ
い
て
る
な
。
氣

が
ど
う
か
し

て
る
ら
し

い
そ
。

子
供

　
　
〔
近
寄

っ
て
來

て
〕

や
あ
、
お
父

つ
あ

ん
。
來

て
お
覽
よ
。
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漁
夫

　
　
〔
近
づ

い
て
〕
誰
だ
。
f
!

や
あ
、
な
ん
だ
。

ア
ル
か
。
ど
う
し

て
こ

Σ

へ
來

た
ん
だ
。

子
供

　

　
を
ぢ
さ
ん
は
、
あ

の
船

に
つ
か
ま

つ
て
縛
ら
れ
て
ゐ
た
ん
ぢ

や
ね
え

の
か

い
。

漁
夫
　
　

キ
ユ
ス
ナ

ハ
ト

へ
、
引

か
れ

て
行

つ
た
ん
ぢ
や
ね
え

の
か

い
。

テ
ル
　

　
〔
立
ち
上

つ
て
〕
俺
ほ
助
か

つ
た
ん
だ
。

漁

夫
と
子
供

　
　
助
か

つ
た
と
。
何
と

い
ふ
天
の
お
助
け
だ
。

漁 テ 子 漁 テ 子夫
ル 供 夫 ル 供

ど
　
こ

何
處
か
ら
來
た
ん
だ

い
。

あ
れ
、
あ

の
船

か
ら
よ
。

え

乂
。

〔同
時

に
〕
代
官

は
ど
こ
に
ゐ
る
ん
だ

い
。

大
方
浪

に
も
ま
れ

て
る
だ
ら
う
。

本
當

か
。
だ

が
、

お
前
さ
ん
は
、
お
前
ざ

ん
は
ど
う
し

て
こ

製

へ
や

つ
て
來

た
ん
だ
。
ど
う
し

て
、
繩
や
嵐

を
癰

れ
て
來

た
ん
だ
・

テ
ル
　

　
紳

様

の
お
蔭

だ
。
ー
f

ま
あ
、
聞

い
て
く
れ
。

漁
夫
と
子
供

　

さ
あ
、

さ
あ
、
話
し

て
く
れ
。

テ

ル
　
　

ア

ル
ト

ル
フ
の

唄
件
は
知

つ
て
る
だ
ら
う
な
。

漁

夫
　

　
み

ん
な
知

つ
て
る
と
も
。
そ
の
先
を
話

し
て
く
れ
。
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テ

ル
　
　

代
官
め
が
、
俺
を
引

つ
捕

へ
て
、
縛

つ
た
上
で
、

キ

ユ
ス
ナ

ハ
ト
の
城

に
護
逶

し
よ
う

と
し

た
こ
と
も
。

漁
夫
　
　
そ
れ

か
ら
、
お
前
さ
ん
を
載

せ
て
、

ブ
リ

ユ
ウ

エ
レ
ソ
で
乘
り
込

ん
だ

こ
と
も
、
み
ん
な
そ
れ
は
知

つ
て
る

　
が
、
本
當

に
ど
う

し
て
逃
げ

て
來

た
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
た
か
て
　
　　　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
も
の

テ

ル
　
　

俺

は
高
手
小
手

に
縛
ら
れ

て
、
船

の
中

に
寢

て
ゐ

た
。
獲
物
は
ね
え
し
、
も
う
あ
き

ら
め
て
ゐ
た
ん
だ
。
ー
ー

　
も
う
俺

は
天
遘
樣
を
見

る
こ
と
も
、
女
房

子

の
可
愛

い
面
を
見
る
こ
と
も
、
出
來
ね
え
も
ん
だ
と
思

ひ
込
ん
で
、
情

　

ね
え
氣
持

で
、
湖

の
中
ば
か
り
眺
め

て
ゐ
た
ん
だ
。

漁
夫

　
　
お

乂
畑蝋
の
選母
な
。

テ

ル
　
　

俺

た
ち

は
乘
り
出
し
た
。
代
官

に
、

ル
ド

ル
フ
・
デ

ル
・
ハ
ル
ラ

ス
に
、
あ

と
ほ
家
來
ど
も
よ
。
俺

の
箭

壷
は

　
　
　
　
　
　
　
と
も

　
弓

と

一
緒

に
、
艫

の
方

の
舵

の
そ
ば
に
お
い
て
あ

る
。
と

こ
ろ
が
、
あ

の
小

ア
ク

セ
ソ
の
鼻

ま
で
來

る
と
、
紳

樣

の

　
思
召
し
だ
。
物
凄

い
大
嵐
が
、
ゴ

ツ
ト

ハ
ル
ド

の
谷
間
か
ら
ま

つ
し
ぐ
ら
に
吹
き
出

し
て
來
た

の
で
、
船
頭
だ

ち
も

　
皆
青

く
な

つ
て
、
溺
れ
死
ぬ
覺
悟
だ

つ
た
。
そ

の
時
、

一
人

の
家
來
が
、
代
官

に
向

つ
て
、

こ
ん
な

こ
と
を
言

ふ
の

　
が
聞
え

た
。
「
殿
樣
、
御
覽

の
通

り
我

々

一
同
命

の
程
も
分
り
ま
せ
ぬ
。
ー
i
船
頭
共
も
怖
ろ
し
さ
に
途

方
に
暮

れ
、

　
　
　
　
　
あ
や
つ

　
最
早
船
を
操

る
こ
と
乳
叶
ひ
ま
せ
ぬ
。

し
か
し
、
あ
れ
な
る
テ

ル
は
、
腕
は
よ
し
、
舵

の
取
り
や
う
も
心
得

て
居

り
ま

　
す
。

こ
の
危
急

の
場
合

に
彼
奴
を

お
用

ひ
な

つ
て
ほ
如
何
で
ご
ざ

い
ま
す
。
し
す
る
と
、
代
官

の
奴
は
、
俺
に
向

つ
て
、

ゴ「
テ
ル
、
そ

の
方

の
腕
で
、

こ
の
嵐

か
ら

一
同
を
助
け
た
ら
、

余

は
そ

の
方

の
繩
を
解

い
て
つ
か
は
す
が
、
ど
う
ち

　
　
　

ぬ

　
や
。
」
と
吐

か
七

や
が

つ
た
か
ら
、
「
で
は
、
殿
樣
、
紳
樣

の
御

加
護
を
以

て
、
助

か
る
も

の
な
ら
こ
の
湖
を
突

つ
切

つ
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て
見
ま
せ
う
。
」
と
言

ふ
と
、
俺

の
繩
を
解

い
て
く
れ
た

の
よ
。
俺
は
舵

の
傍

に
立

つ
て
、
精

一
杯
漕
ぎ

出
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ま
な
こ

　

そ
の
間
も
弓
矢

の
置

い
て
あ

る
處
を
横
目

で
睨

ん
で
、
飛
び

上
る
に
都
合

の
い

㌧
岸
を
血
眼
で
探

し
た
。

そ
こ

へ
、

　

目
に

つ
い
た
の
が
、
亭
ら

に
湖

の
申

に
突
き
出

し
て
ゐ

る
岩
よ
。
,;
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ば

漁
夫

　

　
俺
も
知

つ
て
ゐ
る
。
大

ア
ク
セ

ン
の
裾

に
あ
る

奴
だ
。
だ
が
、
あ

鼠
瞼

し
い
高

い
岩
ぢ
や
あ
、
と
て
竜
船

か

　

ら
飛
び

上

っ
た
と

こ
ろ
で
、
と

虻
く
と
は
思

は
れ
ね

え
が
な
あ
。
ー
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
　
こ

テ
ル
　
　

そ

の
李
た

い
岩

の
前

へ
來

る
ま
で
、
し

つ
か
り
漕
げ
、
こ

曳
が

一
番
難
所
だ
ぞ
と
、
水
夫
た
ち
に
怒
鳴

つ
て

　

よ
、
せ

つ
せ
と
漕

い
で
、
間
も
な

く
そ

こ
に
着
く
が
早

い
か
、
俺

は
神

の
お
慈
悲
を

い
の
り
な
が
ら
、
滿

身

の
力
を

　
　
　
　
　
と
も

　

こ
め
て
、
艫

の
方
を
岩
角

に
く

つ
着
け

た
。
1
ー

そ

こ
で
、
素

早
ぐ
弓

矢
を
引
き
掴

ん
で
、
俺

は
岩

の
上
に
飛
び

上

　

つ
た
。
飛
び
上
り
ざ
ま
、
力

一
杯
足

で
後
を
蹴

つ
て
、
船

を
逆

ま
く
沖

へ
押

し
戻

し
て
や
つ
た
。
ー
1
今

頃
は
屹
度
、

　
紳
樣

の
思
召
し
通
り
、
大
浪
に
も
ま
れ

て
ゐ
や
が
る
だ

ら
う
。
ま
あ

か
う

い

つ
た
具
合

で
、
俺

は
嵐
と
、
も

つ
と
よ

　

ぐ
ね
え
人
間

の
手

か
ら
逃
げ

て
來

た
の
さ
。

漁
夫
　
　
テ

ル
、
テ

ル
。
神
樣

は
有
難
え

お
し
る
し
を
お
前
に
見
ぜ
て
下
す

つ
た
ん
だ
。
俺
も

こ
の
耳
が
本
當

に
出
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
ね

　
ね
え
位
だ
。
i
ー

だ
が
、
ど
う
だ
。
お
前

こ
れ
か
ら
何

處

へ
行

く
氣
だ
。
代
官

が

こ
の
嵐

か
ら
生
き

て
助

か

つ
た
日

　

に
や
あ
、
お
前
も
體
が
危
ね
え
ぞ
。

テ
ル
　
　

船

の
中

で
縛
ら
れ

て
ゐ
る
時

に
、
話
し

て
や
が

つ
た
ん
だ
が
、
何
も
代
官
は
、
ブ

ル
ン
ネ

ソ
で
上
陸

し
て
、

　

シ
ユ
ゥ
イ
ッ
を
通

つ
て
、

こ
の
俺
を
城

の
中

に
叩
き
込
む

つ
も
り
だ

つ
た
の
よ
。

●
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漁
夫
　
　
そ

ん
な

ら
、
陸
を
通

つ
て
ゆ
く

つ
も
り
だ
な
。

テ
ル
　
　

さ
う
よ
。

漁
夫
　

　
そ
ん
な
ら

、

一
刻
も
早
く
隱
れ
る
が

い
玉
よ
。
紳
樣
も
、

二
度
と
代
官

の
手

か
ら

は
お
前
を
助
け
ち
や
下
さ

　

る
め
え
か
ら
な
。

テ

ル
　
　

ア
ル
ト
と
キ

ユ
ス
ナ

ハ
ト

へ
行
く
近
道
を
教

へ
て
く
れ
。

漁
夫

　
　
本
道

は
ス
タ
イ
ネ

ソ
だ
が
、
ま
だ
外

に
、
近
道
も
拔
け
道

も
あ

る
か
ら
、
伜

に

ロ
ヴ

エ
ル
ツ
の
道
を
案
内
さ

　

せ
る
よ
。

テ
ル
　

　

〔漁
夫

に
手
を
さ
し

の
べ
て
〕
す

ま
ね
え
、
そ
ん
な
ら
。

　
　
　

出

か
け

て
、

ま
た
引

つ
返

し
て
、

　

お
前
さ
ん
も
リ

ユ
ト
リ
の
誓

ひ
の
仲
間

だ
ら
う

な
。

お
前
さ
ん

の
名
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
や
う
な
氣
が
す
る
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

漁
夫
　
　
俺

も
、
リ

ユ
ト
リ
で
、
團
結

の
盟

ひ
を
固

め
た
よ
。

テ

ル
　
　
そ

ん
な
ら
、
す
ま
ね
え
が
、
ビ

ユ
ル
グ
レ

ン
へ

一
走
り
行

つ
て
く
れ
ね

え
か
。
女
房
が

心
配
し

て
か
ら
、
俺

　
が
助

か

つ
て
、
う
ま
ぐ
隱
れ

て
る
と
、

一
言
知
ら

せ
て
貰

ひ
て
え
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
ど
　
こ

漁
夫
　
　

だ
が
、
何
處

へ
逃
げ
た

つ
て

い
ふ
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

テ

ル
　
　

女
房

の
と
こ
ろ
に
や
舅
も
來

て
る
だ
ら
う

し
、
リ

ユ
ト
リ
の
盟

ひ
の
仲
間
も
ゐ
る
し
、
ー
ー

ま
あ

、
み

ん
な

　
元
氣
で
し

つ
か
り
や
れ
、
と
さ
う
傳

へ
て
く
九
。
テ

ル
は
助
か

つ
た
、
腕
も
利
く
。
先

の
こ
と
は
、
屹
度
間
も
な
く
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み
ん
な

の
耳

に
入

る
だ

ら
う

つ
て
な
。

漁
夫
　
　
お
前
、
何
を
た
く
ら

ん
で
ゐ
る
ん
だ
。
殘

ら
ず
器

し
て
く
れ
よ
。

テ

ル
　
　

な
あ

に
、
や

つ
て
し
ま
や
あ
、

ま
た
噂

に
上
る
渚
。

　
　
　

去

る
。

漁

夫
　
　
小
僣

、
道
を
歡

へ
て
上
げ
ろ
。
ど
う
か
首
尾

よ
ぐ

や
つ
て
、～
れ
。
あ

い
つ
は
、
や
ら
う

と
思

つ
た

こ
と
は
、

　
屹

度
仕
逐
げ
る
男
だ
。

　
　
　

退
場
。

　
　
　
　
　
　
　
第

　
二
　
場

　

　

　

　

　

　

　

　

φ

　

　

　

ア

ッ

テ
イ

ン
グ

ハ
ゥ

ゼ

ン

の
館
。

男

欝

、

肱

掛

椅

子

に
坐

つ
て
、

死

に
か

瓦

つ

て
ゐ

る
。

ワ

ル

プ

ル
・
フ

ユ
ル

ス

ト
、
ス

タ
ウ

フ

フ
ア

ツ

ヘ

ル
、

メ

ル

ヒ
タ

ア

ル
及

び

バ
ウ

ム

ガ

ル
テ

ン
等

、

附

き

添

つ

て
世

話

を
や

い
て

ゐ

る
。

ワ

ル

テ

ル
。
テ

ル
は
、
病

人

の

前

に

ひ

ざ
ま

つ

い
て

ゐ

る
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ス
ト
　
　
も
う

い
け

ま
せ
ん
。
御
臨
絡
で
す
。

愚　、　

、



ル テ ・ ム ル ヘ ル イ ウ工19

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

か
う
や

つ
・て
横

に
な

つ
て
ゐ
ら

つ
し
や
る
御
樣

子
は
、

ま
る
で
死
人

の
や
う
ち
や
あ

り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ム

　

せ
ん
ね
。
ー
ー

ほ
ら
、
唇

の
上
の
砌

毛
が
動
き
ま
す
よ
。
す
や
ノ
＼

と
眠

つ
て
ゐ
ら

つ
し

や
る
ん
で
す
。
靜

か
に
微

　

ゑ

　

笑
ん
で
ゐ
ら

つ
し
や
る
ぢ

や
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
　
　

バ
ウ

ム
ガ

ル
テ

ン
、
戸

口
に
行
き
、
誰

か
と
話
し
て
ゐ
る
。

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト

　

　
〔
バ
ウ

ム
ガ
ル
テ
ン
に
〕
…誰
だ
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
す
め
ご

パ
ウ

ム
ガ
ル
テ

ソ
　
　

〔戻

つ
て
來

て
〕
お
娘
御

の

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
さ
ん
で
す
。
あ

な
た
に
も

お
話

し
が
あ

る
し
、
坊
ち
や

　

ん
に
も
お
會

ひ
に
な

り
た

い
さ
う

で
す
。

　
　
　

ワ
ル
テ
ル
・
テ
。ル
、

立
ち
上

る
。

ワ
ル
テ

ル
。
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

こ
の
わ
し

に
、
ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
を
慰

め
る
事

が
出
來
よ
う
か
。
第

桶
こ

の
俺

を
さ

へ
慰

め
兼

　
ね

て
ゐ
る
で
は
な

い
か
。
苦
し
み
と

い
ふ
苦
し
み
が
、
み
な
わ

し
の
頭

へ
ふ
り
か

丶
つ
て
來
居
る
の
か
。

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　

〔
入

つ
て
來

て
〕
坊
や
は
ど
こ
に
ゐ
ま
す
。
放
し

て
下
さ

い
。
會

は
し

て
下
さ

い
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

氣
を
靜

か
に
な

さ

い
。
御
臨
絡

の
席

で
す
よ
。

ヘ
ド
ウ

イ
ヒ
　
　

〔
子
供

に
抱

き
す
が

つ
て
〕
わ
た
し

の
ワ

ル
テ

ル
。
あ

玉
、
本
當

に
生
き

て
ゐ

て
く
れ
た
ね
。

ワ
ル
テ
ル
　
　

〔
母
に
す
が

り
〕
母
ち

や
ん
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　

本
當
に
お
前
怪
我
は
な
か

つ
た
ん
だ
ね
。

　
　
　
心
配
さ
う
淀
子
供

を
昆

廻
し
て
、
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ね
り

　

よ

く

も

ま

あ
。

父

ち

や

ん

が

お
前

を
狙

つ
た

の
か

い
。

そ

ん
な

こ

と
が

ど

う

し

て
出

來

た

ら

う
。

あ

の
人

に
は

人

情

心

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
と

　
が
な

い
ん
だ
よ
℃

i

我

と
わ

が
子
を
的

に
し

て
、
よ
く
も
弓
が
ひ
け
た
も
ん
だ
。

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　

テ

ル
も

心
配
し
な
が
ら
張
り
さ
け

ろ
思

ひ
で
し
た

こ
と
ち
や
。

の

つ
引
き
な
ら
な

か
つ

　
た
。
命

に
か
邸
は
る
大
事
だ

つ
た
か
ら
な
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　

そ
れ

で
も
、
親

の
人
情
が
露

ほ
ど
も
あ

つ
た
ら
、
た

と

へ
千
た
び
命
を
と
ら
れ
よ
う
と
、
そ
ん
な
事

・

　
が
來
出
る
わ
け
ほ
あ
り

ま
せ
ん
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
　
　

神
樣

の
お
慈

悲
に
お
禮
を
言

ひ
な
さ

る
が
よ

い
。

無
事
に
す
ま
し

て
下
す

つ
た
の
だ

か

」

　
ら
。
f

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ

そ
れ
も
、

ふ
と
し
た
麟

み
で
・
ど
ん
な

事
に
な

つ
た
か
知
れ
ま
ぜ
ん
よ
・
ー

あ

丶

天

の
抻

樣
・

　
た
と

へ
わ
た
し
が
八
十
迄
生
き
よ
う
と
、
い

つ
ま
で
も
膜

に
ち
ら

っ
い
て
を
り

ま
せ
う
、

こ
の
子
が
縛
ら
れ

て
立

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ら

　

て
、
父
親
が
そ

れ
を
狙

つ
て
ゐ

る
所
が
。
そ

の
矢

は
い

っ
迄
も
わ
た
し

の
胸

に
飛

ん
で
來

る
の
で
す
よ
。

メ
ル
ヒ
タ

ァ
ル
　
　
奧
さ

ん
。
代
官
が
ど
ん
な
に
テ

ル
を
怒
ら

し
た
か
、
そ
れ
を
御
存
知

な

い
か
ら
。
ー

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
どきじ

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　

ま
あ
、
男
は
か
う
も
薄
情
な
も

の
で
せ
う
か
。

一
、可
誇

り
を
挫

か
れ

る
と
、
も
う
前
後

の
見
境
び

も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ま

　
な
く
し

て
、
…贈
け
事

の
腹
立
ち
紛

れ
に
、
子
供

の
頭

で
も
母
親

の
胸
で
も
み
ん
な
賭

け
て
し
ま
ふ
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘト

バ
ゥ

ム
ガ
ル
テ

ソ
　

　
御
主
人
だ
と
て
隨
分
辛

い
蓮
命

に
お
逢

ひ
な

の
に
、
あ

な
た
は
ま
だ
そ

の
上

に
テ
ル
を
お
責
や

　
な
さ
る
の
で
す

か
。
あ

の
人

の
苦
し
み
を
、
あ
な
た
ほ
少

し
も

お
察
し
な
さ
ら
な

い
ん
で
す
ね
。
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ひ
ら

ヘ
ド

ウ
イ
ヒ
.　

〔
バ
ウ

ム
が
ル
テ
ン
の
方

に
向
を
直

り
、
目
を
見
瞠

い
て
、
睨
み
〕
あ
な

た
は
友
逹

の
災
難

を
見
て
洩

　
た

黛
空
涙

だ
け
し
か
お
持
ち
合
せ
が
な

い
ん
で
す
か
。
-ー
i
あ

の
テ

ル
が
繩

に
か

製
つ
た
時

に
、
あ
な
た
方
は
ど

こ
,

　
に
ゐ
た

ん
で
す
。
あ
な
た
方
は
な
ぜ
お
助
け

に
な

ら
な
か

つ
た
ん
で
す
。
た

壁
傍

で
ぼ
ん

や
り
見

て
ゐ
た
ん
で
せ
う
。
.

　
ζ
ん
な
非
道
を
默

つ
て
す
る
が
儘

に
し
て
ゐ
た

ん
で
せ
う
。
あ
な
た
方
は
、
現
在
友
達

が
自
分
逵

の
中

か
ら
引

つ
張
.

'
ら
れ

て
行
く

の
を
、
ち

っ
と
辛

抱
し
て
見
て
ゐ
た
ん
で
せ
う
、
ー
!
・う
ち

の
テ

ル
も
あ
な
た
方

に
さ
う
致

し
ま
し
た

　
か
℃
あ
な
た
が
、
代
官

の
家
來

に
追

ひ
つ
め
ら
れ

て
、
荒
れ
た
湖
水

を
前

に
困

つ
て
ゐ
た
時
、
テ

ル
は
突

つ
立

つ
て
、
,

　
た

穿
同
情

し
て
を
り
ま
し
た
か
。
あ

の
人
ほ
塞
涙

で
氣

の
毒
が

つ
て
な
ぞ
を

り
ま
せ
ん
。

い
き
な
り

、.
舟

に
飛
び
込

.

　
ん

で
、
女
房
も
子

の
こ
と
も
忘

れ

て
、
あ
な
た
を

お
助
け
し
た
ん
ぢ
や
あ

り
ま
せ
ん
か
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

助
け
よ
う

と
て
、
何

が
出
來
る
。
人
は
少

な
し
、
武
器
も
な

か
つ
た

の
ち
や
な

い
か
。

ヘ
ド
ウ

イ

と
　
　

〔
ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
の
胸

に
身

を
投
げ

て
〕
あ

エ
、
お
父

さ
ま
。
あ
な
た
も
矢
張
り
あ

の
入
を

。

　
な

く
し
て
お
し
ま

ひ
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
國
も
、
私
逹
も
、
あ

の
人
を
な

く
し
て
し
ま

ひ
ま
し
た
。
皆

が
あ

の
入

、

　
を
な
く
し

て
し
ま

つ
た
ん
で
す
。
ど
う

か
紳
樣
、
あ

の
人

の
魂
を
絶

望
か
ら
救

つ
て
下
さ

い
。
陰

氣
な
土
牢

の
中

へ
,

　
は
友
逹

の
慰
め
も
通
じ
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
ー
1
も
し
や
、
病

氣
に
で
も
な

つ
た
ら
ど
う
で

せ
う
。
あ

製
、
牢

屋
の

　
　
　
　
　
　

く
ら
や
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
く
な
げ

中

の
濕

つ
ぽ

い
階
闇

の
中
で
は
、
さ
ぞ

か
し
病
氣

に
も
罹
る
事
で
せ
・う
。
ー
1
石
楠
花
だ

つ
て
、
沼
地

の
塞
氣
の
申

　
　
　
　

さ

　
で
は
色
も
褪
め
、

い
ぢ
け
て
し
ま
ふ
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
あ

の
人

は
、
日

の
光

や
、
生

々
し
た
大
氣

の
流
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
しや
う
ぶ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヂ
ズ
ひ

中

で
な

い
と
、
元
氣

の
な

い
性

分
で
ご
ざ

い
ま
す
。
自
由
が
あ

の
人
の
呼

吸
で
す

の
に
、
あ

の
人
が
、
獄
屋
佳
居
を
・
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す
る
な
ん

て
、
墓

穴
の
や
う
な
塞
氣

の
中

に
ど
う

し
て
生
き

て
ゐ
ら
れ
ま

せ
う
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　

　

落
着

い
て
下
さ

い
。
我

々

一
同
協
力
し

て
、
あ

の
牢

屋

の
戸
を
開
け

て
見
せ
ま
す
か
ら
。
.

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　
あ

の
人

が
ゐ
な

い
で
、
あ
な
た
方
に
何

が
お
出
來

で
せ
う
。
i
ー

テ

ル
が
自
由

で
ゐ
る
聞

こ
そ
、
ま
　

　
だ
希

望
も
あ

り
、
罪

の
な

い
入
逹

の
味

方
が
あ
り
、
追
は
れ

て
ゐ
る
人
逹

の
救

ひ
手

が
あ

つ
た

ん
で
す
。
テ

ル
は

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

入
で
も
あ
な

た
方
皆
さ

ん
を
救

つ
て
あ
げ
た
で
せ
う
。

-
!

け
れ
ど
も
皆

さ
ん
總
が
か
り
で
も
、
あ

の
入

の
繩
を
解

、

　
く

こ
と
が
出
來
な

い
ぢ

や
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
男
爵

目
を
覺
ま
す
。

バ
ウ

ム
ガ

ル
テ

ン
　

　
動

い
て
ゐ
ら
つ
し

や
る
。
靜
か
に
へ

ア

ッ
テ

イ

ソ
グ

ハ
ウ

ゼ

ソ

ス

タ
ウ

フ

フ
ア

ッ

ヘ
ル

ア

ツ
テ

イ

ソ
グ

ハ
ウ

ゼ

ン

ス

タ
ウ

フ

フ
ア

ッ

ヘ
ル

ワ

ル
テ

ル
・
フ

ユ

ル

ス
ト

　

〔身

を
起

し
て
〕
あ
れ
は
何
虜

に
ゐ

る
。り

ど
な
だ

誰
方

で
御
座

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぱ

　
あ
れ
は
居
ら
ぬ
な
。

い
ま
ほ

の
際
ま
で

こ
の
わ
し
を
見
捨

て
る
の
か
。

若
樣

の
こ
と
だ
。
i
ー

お
迎

へ
に
行

つ
た
の
で
す

か
。

使

ひ
を
出
し
ま
し
た
。ー

御
安

心
な
さ

い
ま
せ
。
若
樣
も
今

で
は

お
目
が
さ

め
て
、
我
』

　
我

の
味
方

と
な
ら
れ
ま

し
た
。

ア

ッ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ソ
　

　
詛
國

に
忠
嚢
を
誓

つ
た
の
か
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

勇

ま
し

い
勇

士
の
や
う

に
お
誓

ひ
な
さ
れ
ま
し
た
。
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ア

ッ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ
ゼ
ン

あ
れ
は
僻

靜
こ

丶
に
參

つ
て
・
わ
し

の
最
後

の
祝
娼
を
受
け
な

い
の
ち
や
。
わ
し
は
る

　
う
直
ぐ
息
を
引
き

取
る
や
う
な
氣

が
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
す

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

左
樣
な

こ
と
は
御
座

い
ま
せ
ん
。

一
寸

の
お
寢
み

で
大
暦
御
元
氣

に
、
お
眼

も
生
き

く

、

　

し
て
參

つ
た
で
は
御
座

い
ま
せ
ん
か
。

ア
ッ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ソ
　

　
苦

し
み

こ
そ
生
命
ぢ
や
が
、
も
う
苦

し
み
も
な
く
な

つ
た
わ

い
。
望
み
も
、
惱

み
も
、

　
み
な

こ
れ

で
絡
り
ぢ
や
。

　
　
　

子
供
に
氣

が

つ
い
て
、

　

こ
の
子
ほ
誰
ぢ
や
。

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
睨
臈
し

て
お
や
り
下

さ

い
ま
せ
。
手
前

の
孫

で
、
父
親
を
失

ひ
ま
し
た
み
な
し
兒
で
ご
ざ

　

い
ま
す
。

　
　
　

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
、
子
供
と
共

に
、
病
人

の
前

に
跪
く
。

ア
ッ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ソ
　
　

こ
の
わ
し
は
ま
た
、
お
前
が
た
皆

を
み
な

し
兒

に
し
て
殘
し

て
行
く

の
ぢ

や
。
!

ー
臨

、

　

終

の
見
收
め
に
、
組
國

の
沒
落
を
見
る

と
は
、
何
と

い
ふ
因
果

の
身

か
。
か
う
し

て
長
生
き
を
し

つ
く
し
た
の
も
、

、
す
べ

て
の
希
望
と
共

に
死
ん
で
行

く
た

め
か
。

ス
タ
ウ

フ
プ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

〔
ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
に
〕

こ
ん
な
情
な

い
御

心
配

の
ま

Σ
お
死
な
せ
申
し
て

い
丶
で

　

ぜ
う

か
。

せ
め
て
、
御
臨
絡
を
、
美
し

い
希
望

の
光

で
照
ら
し

て
差
し
上
げ

ま
せ
う
。
-

殿
樣
、
御

安
心
下
さ

い
.
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ま
せ
。
手
前
共
も
ま
だ
助
か
る
望
み

の
な

い
も

の
で
も
ご
ざ

い
ま
ぜ
ん
。

ア

ッ
テ
イ
ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ン
　
　

誰
が
お
前

が
た
を
救

ふ
の
ぢ

や
。

ワ

ル
テ
ル
。
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
我

々
自
分

の
力

で
で
ご
ざ

い
ま
す
。
嚢
聽
き
下
さ

い
ま
し
。
こ

の
三
州

の
人
民

が
暴
君
を

　
追

ひ
拂

ふ
こ
と
を
誓

ひ
ま
し
た
。
禪

聖
な
誓
約

で
團
結
し

て
同
盟
を
結
び

ま
し
た
。
年
が
改
ま
ら
ぬ
う
ち

に
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
き
が
ら

　
事
を
擧
げ

よ
う

と
思

つ
て
を
り
ま
す
。
殿
樣

の
お
亡
骸
も
、
自
由

の
國

土
に
御
永
眠
な
さ
れ
ま
せ
う
。

ア

ツ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ン
　
　

お

丶

何
ぢ
や
。

同
盟
を
結

ん
だ

と
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

こ

の
森

の
三
州
が
、
同

じ
日
に

}
緒

に
旗
上
げ
を
致

し
ま
す
。
準
備
は
殘
ら
ず
整

ひ
ま
し
た
。

一

　
味

の
者
は
何
百
と
ご
ざ

い
ま
す
が
、
祕

密
は
今

ま
で
十
分

に
守
ら
れ

て
參

り
ま
し
た
。
暴
鴛
ど
も

の
足
も

と
の
土
地

　
　
　
　
う
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
しあ
と

　
ほ
も
う
塞
ろ
で
、
代
官

の
威
勢
を
振

ふ
日
も
數

へ
る
程
し
か
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
も
う
問
も
な
く
、
奴
等

の
足
跡

さ

へ

　
見
え
な
く
し

て
御
覽

に
入
れ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り
で

ア
ッ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ
ゼ

ソ
　

　
圃
四中

に
吏
の
る
堅
固
な
此
石
は
。,
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
・

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

皆

嗣
じ
日
に
落

ち
て
し
ま
ひ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
た
ん

ア
ヅ
テ
イ

ン
グ

ハ
ウ
ゼ

ン
　
　

貴
族
も

こ
の
同
盟
に
加
擔

い
た
し
て
を

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
ひ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　

い
ざ

と

い
ふ
時
に
ば
、
助
け
も
待
ち
ま
せ
う

が
、
今
は

ま
だ
百
姓
丈

の
誓
で
ご
ざ

い
ま
す
夢

ア
ヅ
テ
イ

ソ
グ

ハ
ウ
ゼ

ソ
　

　

〔非
常
な
驚
暢

の
患

ひ
で
、
ゆ
る
・ぐ
、
と
身
を
起

し
〕
さ

て
は
百
姓
共
が
そ
れ
程
の
大

事
・

　
を
起

し
た
か
。
そ
れ
も
貴
族

の
力
も
籍

ら
ず
、

お
の
が
力

で
か
。
お
の
が
力

に
そ
れ
程
自
信
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
・

櫛
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い

し
、
わ

し
等
の
加
勢
も
要
る
ま

い
。

こ
れ

で
、
安

心
し

て
墓

の
下

へ
行
け

る
わ

い
。
わ
し
等

の
あ
と
に
も
、
力
こ
そ

蓮

へ
、
人
聞

の
譽
れ

は
保

た
れ

る
の
ち
や
。

　
　
　
前

に
跪

い
て
ゐ
る
子
供

の
頭

に
手
を
置

い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る

林
檎
を

の
せ
た
こ
の
頭

か
ら
も
、
皆

の
た
め
に
新

ら
し
い
、
も

つ
と
よ

い
自
分
が
芽
ぐ
ん
で
來

る
わ

い
。
舊

い
も

の

　
は
崩
れ
、
時

代
ほ
變

り
、
新

ら
し

い
生
命
が
廢
墟

の
う
ち
か
ら
喫
き

出
る
ぞ
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　

　

〔
ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
に
〕
御
覽
な
さ

い
。
お
髏

の
ま
は
り
に
、
何

と
い
ふ
光
が
射
し

　
て
ゐ
る
で
せ
う
。

こ
れ
ば
、

お
命

の
滔
え

て
行
ぐ
光
で
は
な
く
、
萩

ら
し
い
命

の
輝
き

で
す
よ
。

ア

ッ
ナ
イ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ン
　
　

貴
族
も
古

い
城
か
ら
下
り
て
來

て
、
町

々
と
同
盟

の
誓
ひ
を
結

ぶ
時
ぢ

や
。
そ
れ

は

ユ

　
ヒ
ト
ラ
ソ
ド
や
ト
ゥ

ル
ガ
ウ
で
は
も
う
始
ま

つ
て
ゐ
る
。
韆
式

ぶ

つ
た

ベ
ル

ン
も
頭
を
も
た
げ
、

フ
ラ
イ
ブ

ル
グ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
で

自
由

の
罠

の
固

い
砦
と
な

つ
た
。
元
氣
な

チ

ユ
ウ
リ

ヒ
は
、
組
合
を
武
裝
さ
せ

て
、
軍
矇

に
仕
立

て
た
。
ー
ー

い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こな
み
ち
ん

　
に
王
家
の
權
力

と

い
へ
ど
も
、
こ
の
永
久
の
壘
壁

に
邁

つ
て
ほ
、
糧
微
塵
ぢ
や
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
先

の
言
葉

は
、
豫
言
者

の
や
う
な
ロ
調

で
話
す
。
f

話
し
て
ゐ
る
う
ち

に
感
激

し
て
來

る
。

　
わ
し
の
目

は
見
え

る
。
大
名

や
貴
族
共

が
、
武
具
を

つ
け

て
寄

せ
て
來

て
、
罪
も
な

い
遊
牧

の
民
を
攻

め
に
か

瓦
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
タ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ち
　な
ま
ムヤさ

　
ば
、
命

を
賭
し
て
戰

ひ
が
始
ま
る
。
多
く

の
峠
は
血

腥

い
決
戰

で
名
を
擧
げ

る
。
百
姓

は
生
身

の
胸

で
、
進
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
や
り
ぷ
すま

　
犠
牲

と
な
り
、
槍
襖

へ
突
貫

し
、
敵
を
破
り
、
貴
族

の
榮
華
は
衰

へ
て
、
自
由

に
勝
ち
誇

つ
て
旗

を
上
げ

る
の
だ
、

　
　
　

ワ
ル
テ
ル
。
フ

ユ
ル
ス
ト
と

ス
タ
ウ
フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
の
手

を
握

り
、
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ぢ
や
か
ら
、
し

つ
か
り

と
團
結

せ
い
。
f

し

つ
か
り
と
、
永
久

に
ぢ

や
。
i

l
自
由
の
町

々
は
親

し
く

せ
ね
ば
な

ら
ん
ー

山

々
に
ほ
見
張
り
を
立

て

乂
、

一
味

の
者

を
部

座
に
狩

り
集

め
る
の
ち

や
。

心
を

一
つ
に
し

て
、
-ー
ー

一

つ
と
、
ー

一
つ
と
な

つ
て
。

　

　

-
枕

の
中

に
倒

れ
込

む
。

ー

1

そ

の
手

は

、

な

ほ

墨

一
人

の
乎

を
握

つ
た

ま

』
で

あ

る
。

フ

ユ
ル

ス

ト

と

ス

タ
ウ

　

　

　

フ

フ

ア

ツ

ヘ
ル
は
盤
紺言

の

ま

瓦
、

や

転
」暫

く

男

欝
∵を
h兄

つ
あ

て

ゐ

た
が

、

や

が

て
退
…揚
。

一
同

悲

し

み

に
暮

れ

　

　

　
る

。

そ

の
間

に
、

家

來

共

入

つ

て
來

て
、

あ

る

も

り
は
靜

ゑ

な
、

ま

た

あ

る
亀

の
は

ひ
ど

く
激

し
く

悲

痛

の
色

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
な
が
ら

　

　

　
を

見

せ

て
近

付

く
。

ご

三

の

竜

の

は
、

亡
骸

の
前

に
跪

い
て

、

そ

の
手

に
顏

を
伏

せ

て
泣

く
。

こ

の
無

言

の
揚

　

　

　
面

の
問

、

陥凝

の
鐘
鴫

る
。

多
曳
こ

へ
、

ル
デ

ン
ツ
。

ル
デ

ン

ツ
　

　

〔
あ

わ

た

獄
し

く

飛

び
込

ん

で
來

る
〕

生
き

て
ら

つ
し

や

る

か
。

ど

う

で

せ

う
。

ま
だ

僕
「の
聲

が

聞

え

　

る
か

知

ら

ん

。

ワ

ル

テ

ル

・
フ

ユ
ル

ス
ト
　

　

〔
顏

を

そ

む

け

て
、

指

し
〕

も
う

あ

な

た
樣

が
私

共

の
殿

樣

で
ご

ざ

い
ま
す

。

こ

の
城

の

名

も
變

り

ま
し

た
。

　

　

　

　

　

　

な
き
が
ら

ル
デ

ン
ツ
　
　

〔
亡
骸
を
見

て
、
激
し

い
苦
し
み
に
お
そ
ほ

れ
、
立
ち

つ
く
す
〕

お

乂
、
紳

樣
。ー

僕

の
後
悔
も
遲
す

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

ヤ
ん
で
い

　
ぎ
た
か
。
も
う
一
一三
秒

も
生
き

て
ゐ
ら
し

つ
た
ら
、

こ
の
變

つ
た
心
底
を
お
見

せ
出
來
た

に
。
ま
だ
こ

の
世

に
ゐ
ら

　
し
つ
た
間
は
、
僕
は
叔
父
上
の
本
當
の
聲
を
輕
蔑
し
て
ゐ
た
ん
だ
が
、
i

そ
の
叔
父
上
も
、
も
う
、
永
遠
に
お
亡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

よ

　
く
な
り
な
す

つ
て
、
こ
の
僕

の
上
に
、
背
負

ひ
切
れ

ぬ
程
重

い
負
債
を
殘

し
て
行

か
れ

た
。
～

ど
う
で
し
た
。
叔

し
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父
上
は
僕

の
こ
と
を
怒

つ
た
ま

乂
で
お
な
く
な
り

で
し
た

か
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

も
う
御
臨
終

と
い
ふ
時

に
、
あ
な
た
の
な
す

つ
た
事
を

お
聞
き

に
な
り
、
あ
な
た
の
御
勇

　
氣
を
親
福
な
す

つ
て
ゐ
ら

つ
し

や
い
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
き
が
ら

ル
デ

ン
ツ
　
　

〔
死
人
の
前

に
跪

い
て
〕
さ
う

だ
。

親
愛
な
人

の
神
聖
な
御
遺
髏

だ
。

も
う
魂

は
去

つ
た
亡
骸
だ
。
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
つ
な

　
れ
ど
も

、
僕

は
今
あ
な
た

の
冷
え
切

つ
た
手
を
執

つ
て
誓

ひ
ま
す
。
僕
は
永
久
に
他
國

の
絆
を
破

つ
て
、
自
分

の
國

　

に
戻
つ

て
來
ま
し
た
.。
僕

は
瑞
西
人
で
す
。
し
か
も
、
魂

の
奥
底

か
ら
、
瑞
西
人
た
る
こ
と
を
願

っ
て
ゐ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た

　
ー
1

〔
立
ち
上

り
つ
製
〕
萬
民

の
父

で
あ
り
友
で
あ
る
も
の
を
悼
む

の
も

い
」
。
だ
が
、
力
を
落

し

て
は

い
け
な

い
。

　
僕

が
叔
父
か
ら
譲

り
受

け
る
の
ほ
、
た

虻
遺
産
だ
け
で
は
な

い
。

そ
の
心
臓
も
、
精
紳
も
、
…僕

に
殘

さ
れ
て
ゐ
ま
す
,

　
僕

は
、

こ
の
溌
剰
た
る
青
瀞

を
以
て
、
叔
父
上
が
老
齡

の
た
め
に
仕
逾
げ
得
な

か
つ
た
も

の
を

や
り
通
し
ま
せ
う
。

　
ー
ー
霹
敬
す

べ
き
御
老
人
、
ど
う
ぞ
お
手
を
下
さ

い
。
そ
れ
か
ら
、
君
も
、
メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
、
手
を
出
し

て
く
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
き

　

考

へ
た
り
な
ぞ
し
な

い
で
く
れ
。
お

い
、
さ
う
側
を
向

か
な

い
で
く
れ
。
僕

の
誓

ひ
と
所
り

と
を
受
け

て
く
れ
給

へ
。

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　
手
を
出
す
が
よ

い
。
御
心
底
が
變

つ
た
上
は
、
御
信
用

申
し

て
よ
か
ら
う
そ
。

メ

ル
ヒ
タ
ア

ル
　

　
あ
な

た
は
百
姓
を
霹
敬
し
な
か

つ
た
。

こ
れ

か
ら
は
ど
う
な
る
か
、
そ
れ
を
伺

ひ
た

い
も
ん

で
す
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　
お

丶
、
僕

の
若
.氣
の
遏
ち

は
考

へ
な

い
で
貰

ひ
た

い
。

ス
タ
ウ
フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　
　

〔
メ
ル
ヒ
タ

ア
ル
に
〕
軸,心
を

一
つ
に
」
と
殿
樣

の
御
一遺
冒
だ
。
忘
れ
る
な
よ
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
「ル
　

　
で
ほ
、
手
を
出

し
ま
せ
う
。
若
樣
、
百
姓

の
握

手
だ
と
て
、
矢
張
あ
・男

の
約
束

で
す
。
我

々
が
ゐ
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な
か

つ
た

ら
、
武
士
が
な
ん
で
す
つ
我

々
の
階
級
は
、
あ
な
た
方
よ
り
も
古

い
ん
で
す
。

ル
デ

ン
ツ
　
　
僕

は
そ
れ
を
麓
敬
す

る
。
僕

の
劍

は
そ
れ

を
守

つ
て
や
る
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

殿
樣
、

こ
の
腕
は
、
堅

い
土
を
掘
り
返
し

て
、
そ

の
上
に
作
物
を
太

ら
せ
る
、
入
間

の
胸

を
も
守

　

る
こ
と
が
出
來

ま
す

よ
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　

君
逹
が
僕

の
胸

を
、
僕
が
君
逹

の
胸
を
、
お
互

に
守
り
合
ほ
う
ち

や
な

い
か
。

さ
う
す
れ
ぼ
、

お
亙

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
セ
き

　
強
く
な
ら
う
。
-

だ
が
、
今

の
や
う

に
、
詛
國
が
外

國

の
暴
君

の
餌
食

で
あ

る
場
合
、
徒
ら

に
論
議
し
た
と

こ
ろ

　

で
仕
方

が
な

い
。
こ

の
國
か
ら
敵
を
掃
蕩

し
て
後

に
初

め
て
、
僕
等
は
罕
和

の
う
ち

に
解
決
し
よ
う
。

　
　
　

暫
く
ロ
を

っ
ぐ
ん
だ
後
、

　
諸
君

は
默

っ
て
ゐ

る
ね
。
僕

に
蜀
し

て
何
も
言
分

は
な

い
の
か
。
僕
は
ま
だ
君
逹
か
ら
信
用

し
て
貰

へ
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　

さ
う
な
る
と
、
僕

は
君
蓬

の
意
思

に
ほ
背
く
が
、
君
達

り
同
盟

の
祕
密

の
中

に
ま
で
立
ち
入

つ
て
訊

か
な
け
れ

ば
な

　

ら
な
く
な
る
。
ー

ー
君
逹
は
會
議
を
し
た
。
ー
ー

リ

ユ
ト
リ
で
誓
約

し
た
。
僕

は
知

つ
て
ゐ
る
。
君
達

の
相
談

し
た

　

こ
と
は
皆
知

つ
て
ゐ
る
。

だ
が
、
君
逹

か
ら
打
ち
明
け

丸
貰

へ
な

か

つ
た
こ
と
を
、
紳
聖
な
簧

の
や
う
に
守

つ
て
來

　

た
。
僕
は
未
だ
嘗

て
自
分

の
祕
國

の
敵

と
な

つ
え
事
は
な

い
。
こ
れ
は
信

じ
て
く
れ
給

へ
。
叉
、
泱
し

て
君
逹

の
不

　

た
め
を
鬮

つ
た

こ
と
も
な
か

つ
た
。
ー
i

だ
が
、
實
行
を
延
期
し
た

の
は
、
ま
つ

か

つ
た
。
時

ほ
も
う
逍

つ
て
ゐ

る
。

　

疾
風
迅
雷
的
な
行
動
が
必
要
だ
。
ー

-
現

に
、

テ
ル
は
君
逹

の
躊
躇

の
犧
牲

に
な

つ
た
も
同
然
ぢ

や
な

い
か
。
ー
ー

ス
タ
ウ
フ
フ
ア

ッ

ヘ
ル
　
　

ク
リ

ス

マ
ス
ま
で
待

つ
こ
と
を
誓
約

し
た

の
で
す
。

.

.
甚
呷

.
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ル
デ

ン
ツ
　

　
僕

は
そ

の
場
に
ゐ
な
か

つ
た
し
、
從

つ
て
、
そ
ん
な
誓
約

も
し
な

か

つ
た
。
君
達

は
待

つ
が

い
瓦
が
、

僕

は
直
ぐ

に
實
行

に
か

丶
る
。

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

何

と
仰
し

や
り
ま
す
、
あ
な
た
ほ
。
i

ル
デ

ソ
ツ
　

　
僕
は
今
で
は
も
う
こ

の
國

の
主

の

一
人
だ
。
僕

の
第

一
の
義
務
は
君
逹
を
護
る

こ
と
だ
。

ワ

ル
テ
ル
。
フ

ユ
ル
ズ
ト
　

　
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
貴

い
御
遺
骸
を
埋
葬
な
さ

る
の
が
、
第

一
の
禪

聖
な
義
務

で
は
ご
ざ

　
い
ま
せ

ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

の

ル
デ

ソ
ツ
　
　

僕
等
は
先
づ

こ
の
國
を
自
由
に
し
た
上
で
、
勝
利

の
薪

ら
し

い
冠
を
叔
父
上

の
棺

に
載

せ
よ
う
。
ー

　
諸
君
。
僕

は
、
君
逹

の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
…僕
自
身

の
た
め
に
も
、
あ

の
暴
君
　と
戰
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ー
-ー

　
聞

い
て
く
れ
給

へ
。
僕

の
ベ
ル
タ
の
姿

が
見
え
な
く
な

つ
た
の
は
、
例

の
奸
策
を
以

て
、
僕
等

の
眼
を
く
ら
ま
し

て
、

　
祕
か
に
誘
拐

し

て
行

つ
た
ん
だ
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

あ

の
暴
君
奴
、
自
由
な
貴
族

の
淑
女

に
郵
し
て
、
そ

ん
な
暴
行
を
敢

て
し
た

の
で
す
か
。

ル
デ

ソ
ツ
　
　

お

丶
、
諸
君
。
僕

は
諸
君

に
助
力

の
約

束
を
し
た
。
け
れ
ど
も

、
先
づ
僕

の
方

で
諸
君

の
助
け
を
請

は

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
や
く
だ
つ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
情

に
な

つ
た
。
僕

の
戀
人
は
掠
奪
さ
れ
た
。
暴
虐
な
代
官

ほ
、

ペ
ル
タ
を
何
處
か
に
か
く

し

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

い
や

　

て
、
ど
ん
な
暴
行
を
加

へ
て
、
厭

が
る

の
を
無

理
矢
理
に
結
婚

し
よ
う

と
し
て
ゐ
る
か
、
知
れ
た
も

の
で
は
な

い
。

　
ど
う
ぞ
僕
を
見
捨

て
な

い
で
、
あ

の
人
を
救

ひ
出
す
助
け
と
な

つ
て
く
れ
給

へ
。

ベ
ル
タ
は
君
逵
を
愛
し

て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

　

こ
の
國

の
た

め
に
も
盡
し
て
來
た
。
諸

君
が

一
人
殘
ら
ず
武

器
を
執

つ
て
起

つ
て
く
れ

て
も

い

製
人
だ
。
ー
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ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

あ
な
た
は
ど
う
な
さ
る
お
つ
も
り
で
す
¢

ル
デ

ン
ツ
　

　
そ
れ

が
分
ら
な

い
の
だ
。

ベ
ル
タ

の
蓮
命

は
今
夜

の
闇

の
中
に

つ
ま

乂
れ

て
ゐ
る
。

し
か
も
、
僕
は
、

　
こ

の
疑
惑

と
心
配

の
中

に
あ

つ
て
、
何

一
つ
と
し

て
確

か
な
も

の
を
掴
む
こ
と
が
出
來

な

い
。
唯
僕

の
魂

の
中
に
は

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

と
サ
で

　

つ
き
り
と
分

つ
て
ゐ
る
事
は
、
あ

の
人
を
助
け
出

せ
る
事
だ
。
暴
君
あ

權

力
の
廢
墟

の
中

か
ら

の
み
、
砦

と

い
ふ
砦

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

と
ら

　
を
皆
亭
ら
げ
れ

ば
、
あ

の
人

の
囚
は
れ

て
ゐ
る
牢
屋
に
も
、
入
り
込
む

こ
と
が
出
來
る
で
せ
う
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　

　
さ
あ
、
我

々
を
指
揮

し

て
下
さ

い
。

お
供
し
ま
す
。
今

日
出
來

る
こ
と
を
、
明

日
衷

で
延
ば
す
必
要

は
あ
り
ま

せ
ん
。
リ

ユ
ト
リ
の
誓
約

の
時

に
は
、
ま
だ
テ

ル
も
自
由

だ

つ
た
し
、
こ
ん
な
災

難
も
起

つ
て
は
ゐ
な

か

つ

　
た
の
で
す
。
情

勢
が
變

れ
ば
、
約
束
も
變

る
わ
け
だ
。
今
に
至

つ
て
な
ほ
逡
巡
す

る
や
う
な
卑
怯
者
は
な

い
筈

で
す
。

ル
デ

ソ

ツ
　

　

〔
ス
タ
ウ

フ
フ
ア

ツ

ヘ
ル
と

ワ
ル
テ
ル
・
フ

エ
ル
ス
ト
に
〕
あ
な
た
方
は
、
そ

の
聞

に
武
裝

し
て
用
意
を

　

　
　
　
　

　
　

の
ろ
し

整

へ
、
山

の
上
の
烽
火
を
待

つ
て
ゐ

て
下
さ

い
。。
そ
の
方
が
、
我

々
の
勝
利

の
報
を
傳

へ
る
に
は
、
飛
脚
船

よ
り
も

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

と
り
で

ず

つ
と
早

い
。
待
ち
設
け

た
燔

が
燃
え
立

つ
の
を
見
る
や
否

や
、
電
光

の
や
う

に
敵
を
襲

つ
て
、
暴
政

の
砦
を
打
ち

壌
し

て
く
れ
給

へ
。

　

　
　
輔
同
退
場
。第

　
三

場

キ

ユ
ス
ナ

ハ
ト
近

く

の
切

通

し

。
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テ

ル

後
方
か
ら
、
岩

と
岩

と
の
問
を
下
り
て
來
る
道

が
あ
る
。
通
る
人
は
、
舞
臺

へ
來

る
前

か
ら
、
既

に
高

い
處
を

來
る

の
が
見

え
る
わ
け

で
あ
る
。
舞
薹

全
面

は
岩

に
圃
ま
れ

て
ゐ
る
。
　
一
番

手
前

の
岩

の
上

に
は
、
突
き
出
た

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ
むら

處

が
あ

つ
て
、

そ
こ
に
、

叢

が
生
ひ
茂

つ
て
ゐ

る
。

通

ふ
道

は
ね
え

か
ら
な
。
f

と

曳
で
や

つ
曳
け

よ
う
。
ー
ー
i
誂

へ
向
き

の
時
だ
。
あ

の
接
骨
木

の
叢

に
か
く
れ

玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ら

　
　
あ
　
い
つ

ぼ
、
彼
奴

に
氣
付

か
れ
る
心
配
は
ね

え
し
、
あ
そ

こ
か
ら
狙

ひ
下
し

や
あ
、矢

は
屆
く
。
こ
の
狹

い
道

で
は
、
家
來
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ん
ぐ

だ

つ
て
手
出

し
は
出
來
め
え
。
さ
あ
、
代
官
奴
、

い
よ
ノ
＼
年
貢

の
納

め
時
だ
ぞ
。
貴
樣
も

い
よ
く

冥
土
行
き
だ
。

　
俺

は
靜

か
に
、

お
と
な
し
く
暮
し
て
來

た
。
1
!
弓
矢
も
森

の
獸

に
し
か
向
け
た
事
は
ね
え
。
人
を
射
殺
さ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
びや

ん
ぞ
と
ほ
思

つ
て
も
見
な
か

つ
た
。
ー

と
こ
ろ
が
、
貴
樣
は
俺

の
亭
和
を
脅

か
し

て
、俺

の
お
と
な

し

い
心
持

の
甘

露

を
う
煮
え

か

へ
る
龍

の
毒

に
か

へ
て
し
ま

つ
た
。
貴
樣

は
、
俺

に
大
そ
れ

た
事
を
さ
せ
る
や
う
に
仕
込
ん
だ
。
ー
!

我
が
子

の
頭
を
醗

に
し
た
男
は
ヤ
敵

の
心
臓

を
射

拔
く
ぐ
ら

ゐ
譯
は
ね
え
。
代
官
、
俺
は
貴
樣

の
狂
暴

に
野

し

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つる

可
愛
想

な
無
邪
氣
な
子
供
等

や
、
忠
實
な
女
房

を
護

つ
て
や
る
ん
だ

。
あ

の
弓

の
弦
を
引
き
絞

つ
た
時
、
ー

こ
の

手
が

ふ
る

へ
た
時
、
…
!
貴
樣
が
鬼

の
や
う

に
歡

ん
で
こ
の
俺

に
無
理
矢
理

に
子
供

の
頭
を
狙
は
せ
た
時
、
ー

そ

れ
か
ら
俺
が
氣
も
遠

く
な

つ
て
、
貴
樣

の
前
で
哀

願
し
た
時
、
あ

の
時
、
俺
は

こ
の
胸

の
中

で
、
た
黛
神
樣

に
し
か
聞

ゆ
み

〔弩

を
…携

へ
て
登

場

〕
あ

い

つ
は

、

屹

度

こ

の
切

通

し

を

通

る

に
き

ま

つ
て

る
。

ほ

か

に
、
キ

ユ
ス

ナ

ハ
ト

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
つら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
にぽ
と
　
こ



131
ル テ ・ ム ル ヘ ル イ ウ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
め
く

え
ね
え
誓
ひ
を

た
て
た
。

こ
の
次

に
射
る
最
初

の
的
は

、
貴
樣

の
心
…臟
だ
と
。
!
ー
俺

が
、
あ

の
地
獄

の
責
苦

の
瞬

聞
に
誓

つ
た
こ
と
は
、
禪
聖
な
義
務
だ
。
;
1
-屹
度
果

し
て
見

せ
る
ぞ
。
貴
樣

は
俺

の
主
人

で
、
俺

の
皇
膏

の
代
官

だ
が
、
皇
帝

だ

つ
て
こ
ん
な
所
行
を
お
許
し
に
は
な

る
め
え
。
-ー
ー
貴
樣
は
こ
の
國

に
、
法
を
布
く
た
め
に
遣
は
さ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
び
　
　
　
お
　
て

れ

て
來

て
ゐ
る
。
」
ー
何
し
ろ
皇
帝
も
お
腹

立
ち
だ
か
ら
、
隨
分
嚴
し

い
掟

で
は
あ
ら
う
が
、
f
ー
か
う
も
人
殺

し

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

こ

の
や
う
な
樂
し
み
で
、
暴
虐

の
限
り
を

つ
く
せ
と
言

つ
て
遣
は
さ
れ
た
ん
ぢ
や
あ

る
め
え
。
罰

や
懲
ら
し
め
に
は
、

紳

樣
が
立
派

に
ゐ
ら

つ
し

や
る
か
ら
な
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

　

さ
あ
、

こ

い
つ
だ
。

こ
の
矢

は
、
當

つ
た
ら
.ひ
で
え
痛
み
だ
ぞ
。
今

ぢ
や
俺

の
貴

い
家
だ
。
か
け
替

へ
の
ね

え
大

.事

な
物

だ
。
,f

今
、

い
」
的

を
お
前

に
や
る
か
ら
な

。
そ

の
的
は
今
迄
ど

ん
な
事
も
聞

い
た

こ
と

の
ね
え
頑
固
な

奴
だ
が
、
-ー
ー
お
前

に
會

つ
ち
や

一
た
ま
り
も
あ

る
め
え
。
-ー

ー
そ
れ
か
ら
今
度
は
、

お
前
だ
。
頼
り
に
な
る

こ
の

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
そ

弓

弦
だ

、
お
前
は
今
迄
射
的
祭

の
時

に
や
始
終
よ
く
働

い
て
く
れ

た
が
、

こ
の
怖
ろ
し

い
眞
劍
勝
負

の
時

に
、

こ
の

俺

を
見
捨

て

垣
く
れ
る
な
よ
。
今
度

だ
け

で
い
乂
か
ら
、
張

り
切

つ
て
く
れ

、
こ
れ
ま
で
に
も
何

度
と
な
く
強

い
矢

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つる

を
飛
ば
し

て
く
れ
た
、
忠
實
な
弦
だ

。
ー
ー

今
度

こ
そ

ひ
よ
う
,〈
、
し

て
俺

の
手
を
放
れ

て
く
れ
ち
や
あ
、

二
の
矢

　

つ

を
繼
ぐ

わ
け
に
や
行
か
ん
ぞ
。

　
　

旋
人
が
舞
臺

を
通

る
。

こ
の
石

の
腰
掛

に
か
け

る
と
し
よ
う
。
通
る
人

が

一
休
み
す
る
た
め

に
こ
し
ら

へ
た
ん
だ
ら
う

。
ー

こ

瓦
に
や
村

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
つた
く

は
ね
え
か
ら
な

。
ー

み

ん
な

お
互

に
知
ら
ん
顏

を
し

て
、
通
り
す
ぎ

て
、
他
人

の
屈
託
な
ぞ
氣

に
も

か
け
ね
え
顔
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付
を
し

て
や
が
る
、
-1

あ

い
つ
ほ
商

人
だ
が
、
何

か
心
配
事
が
あ

る
な
。
身
輕
な

い
で
た
ち
を
し
た

の
は
巡
禮
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

お
も
に

ー
」

勿
體

ら
し

い
坊
主

に
、
陰
氣
な
泥
坊
か
。
陽
氣
な
旅

藝
人
も

ゐ
り
や
あ
、
重
荷
を

つ
け
た
馬
方
も
ゐ
る
。

こ
り

や
あ
み
ん
な
遶

い
國

か
ら
や

つ
て
來
た
ん
だ
な
。
ど
ん
な
道
だ

つ
た
世
界

の
果

て
ま
で
續

い
て
る
に
違
え
ね
、兄
か
ら

な
。
み

ん
な
自
分

の
商
費
で
か
う
や

つ
て
旅

を
し
て
ゐ
る
。
ー
ー

そ
れ

に
こ
の
俺

の
商

費
と
來
ち

や
あ
、
人
殺
し
と
來

て
や
が
る
。
〔
腰
を
下
す
〕
う
ち

の
子
供
逹
は
、
い
つ
も
親
父

の
出

か
け
る
日
は
、
歸

り
を
樂

し
み

に
待

つ
て
ゐ
た
も

ん
だ
。
何
し
ろ
・鷁
ヂ

で
歸

つ
た

こ
と
は
ね
え
、
何
か
し
ら
土
薤

が
あ

つ
た
か
ら
な
。
綺

麗
な
ア

ル
プ

ス
の
花

で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
せ
　

珍
ら
し

い
鳥

で
も

、
化

石
で
も
、
山
を
歩
き
廻

つ
て
見

つ
か
る
も

の
な
ら
、
何

で
も
持

っ
て
歸

つ
て
や
つ
た
。
ー
ー

と

こ
ろ
が
、今

日
と

い
ふ
今
日

の
親

父
は
、
い
つ
も

と
違

つ
た
獵

に
出
か
け

た
ん
だ
。
荒
れ
た
道
傍
で
人
殺
し
を
も
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
のち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ら

う
ん
で
ゐ
る
ん
だ
。
今
狙

ふ
の
は
、
敵

の
命

だ
。
ー

け
れ
ど
も
可
愛

い
子
供
逹
、
俺
が
考

へ
て
ゐ
る

の
は
お
前
達

の
こ
と
ば

か
り
だ
。
ー

お
前
逹
を
守
り
、
お
前
達

の
可
愛

い
無
邪
氣
を
、
暴

君

の
復
讐

に
對

し
て
防

い
で
や
ら
う

と
い
ふ
ん
だ
。
さ
も
な

い
と
、
屹
度
あ

の
代
官

の
奴
は
、
お
前
逹
を
殺

さ
う
と
し

て
弓
を
張

る
か
ら
な

、
〔立

ち
上

る
〕

　
　
　
　
　
　
え
　
も
の

俺

は
今
大

し
た
獲
物
を
狙

つ
て
ゐ
る
。
ー

一
體
、
獵
師

な
ん
て
も

の
は
、
ど

ん
な

こ
と
で
も
亭
氣
だ
。
何

日
も
嚴

寒

の
中
を
う
ろ

つ
い
て
、
岩

か
ら
岩

へ
大
膽

に
飛
ん
だ
り
、
滑

ら
か
な
絶
壁
を
這

ひ
上
る
の
に
、
自
分

の
血

で
ね
ば

力
着

い
て
も
、
何
と
も
思

や
し
ね
え

.
ー
!

そ
れ
が
、
し
か
も
、
高

が
山
羊

一
匹
ぐ
ら
ゐ
狩

り
立

て
る
話
だ
　
と

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

う

が
、
今
日
ほ
ず

つ
と
値

の
張

つ
た
獲
物
だ
　
こ
の
俺
を
あ

や
め
よ
う
と
す
る
不
倶
戴

天
の
敵

の
心
臓
だ
。

　
　
遶
く

に
陽
氣
な
暑
樂

が
聞

え
、
段

々
と
近
づ

い
て
來

る
。
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ま
と

　
俺

は
生
れ
て
こ
の
方
、
弓
を
扱

つ
て
も

來
た
し
、
そ

の
作
法
を
習

つ
て
も
來

た
。
的

の
黒
星
を
弓
祭
で
射
あ

て
乂
、

　
立
派
な
賞
品
を
山

ほ
ど
貰

っ
て
來
た

こ
と
も
あ

る
。
ー

1
今
日

こ
そ
、
俺
は
、
こ
の
名
人

の
腕
を
示
し

て
、
こ
の
山

申

で
第

一
の
獲
物
を
取

つ
て
や
る
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
た

　
　
　
婚
禮

の
行
列

が
舞
臺

を
過
ぎ
、
切
通

し
を
通

つ
て
登

つ
て
行
く
。

テ
ル
は
、
弓
に
身
を
凭
せ
て
そ
れ
を
見
守

つ

　
　
　

て
ゐ
る
。

野
番

の
ス
テ

ユ
ツ
シ
が
や
つ
て
來

る
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　
　

あ
り

や
、

メ
ル
リ

シ
ヤ
ツ

ヘ
ン
僧
院

の
旦
那

の
婚
禮

の
行
列
だ
。
i
l

金
は
た
ん
ま
り
あ
る
し
、

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を

　

の
ア

ル
プ

ス
山

に
牧
場

の
十
も
持

つ
て
ゐ
よ
う

つ
て
旦
那

だ
ぜ
。
今
花
嫁
を

イ

ミ
ゼ

エ
へ
迎

へ
に
行
く
處
だ
が
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

　
夜
は
キ

ユ
ス
ナ

ハ
ト
で
、
大
振
舞

ひ
が
あ
る
よ
。

一
緒

に
來
ね
え

か
。
ま
と
も
な
人
問

な
ら
、
誰

で
も

い

瓦
ん
だ
ぞ
。

テ

ル
　

　
し
か
め
面

し
た
お
客
樣
は
、
親
言

の
席

に
や
禁
物

さ
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　
心
配
事
な
ら
思

ひ
切
り
よ
く
忘

れ
ち
ま

ふ
に
限

ろ
ぜ
。
果
報
は
寢
て
待

て
、
よ
。
何
し
ろ
世
智
辛

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ　
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
こ

時
節

だ
か
ら
な
。
樂
し
み
だ
け
は
手
取

り
早
く
掴
む

こ
と
よ
。
齔
、處
で
お
靦
ひ
が
あ

り
や
、
何
處

か
で
お
葬

ひ
が
あ

　
る
か
ら
な
。

テ

ル
　

　
そ

い
つ
が

一
緒

に
來

る
こ
と
も
、
時

々
あ
る
よ
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　
そ
れ
が

つ
ま
り
世

の
中

よ
。
ど

こ

へ
行

っ
て
も
、
災
難
ば
か
し
だ
。
ー
ー
グ

ラ

ル
ネ
ル
に
地
崩
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
ぴ

　
あ

つ
て
、

グ

レ
ル

ユ
ツ

シ
ユ
の
片
側
が
そ

つ
く
り
、
陷

ち
込

ん
ぢ
ま

つ
た

つ
て
い
ふ
ぜ
。

テ

ル
　

　
山

ま
で
ぐ
ら

つ
き
出
し
た
か
ね

。
も
う
世

の
中

に
、
し

つ
か
り
動
か
ね
え
も
の
は
ね

え
な
。
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ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　
ま
だ

ほ
か
の
處

に
も
、
奇
好
な
話

が
あ

つ
た
ぜ
。
バ

ア
デ

ソ
か
ら
來
た
入
の
話
だ
が
、
或

る
武

士
が

　

王
樣
の
處

へ
馬
を
打
た

せ
て
ゆ
く
、
そ
の
途
中

で
、
熊

ん
蜂

の
大
群
に
出

つ
く
わ

し
て
、
そ

い
つ
に
刺
さ
れ

て
、
馬

　

は
と
う
く

苦
し
ん

で
死
ん
ぢ
ま

つ
た
さ
う
だ

。
仕
方
が
ね
え
ん
で
、
歩

い
て
參
内

し
た
、

つ
て
え

こ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

え
も
の

テ

ル
　

　
弱

い
も

の
に
も
、
針

く
ら

ゐ
の
獲
物
は
授
け
ら
れ

て
ゐ
る
ん
だ
な
。

　
　
　

ア
ル
ム
ガ

ル
ト
、

澤
山

の
子
供
を

つ
れ
て
來

て
、
切
慂

し
の
入

口
に
立

つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き
ぶ

ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　
世
問

で
は
、
國
難

の
前

兆
だ
と
か
、
自
然

に
悖

つ
た
悪

い
事

の
先
觸

れ
だ
と
か
言

つ
て
る
ぜ
。

テ

ル
　

　
な
あ

に
、
そ

ん
な

ご
た

め
毎
日
あ
る
よ
。
前

兆
も
何
も
あ

る
も
ん

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
の
ん
き

ス
テ

ユ
ツ
シ
　
　

さ
う

よ
。
呑
氣

に
自
分

の
畑

を
耕

し
て
、
何

の
心
配
も
な
し

に
、
家
で
坐

つ
て
る
や

つ
が
仕
合

せ
よ
G

テ

ル
　
　

だ
が
、
如
何

に
正
直
者
で
も
、
隣

り
の
惠
黨

の
お
氣

に
入
ら
ね
え
と
、
安
穩

に
し
ち
や
あ

ゐ
ら
れ
ね
え
。

　
　
　

テ
ル
は
、
屡

々
不
安
な
期
待

を
以
て
道

の
高

い
方
を
見
る
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　
　

そ
ん
な
ら
、
さ

や
う
な
ら
。
ー

お
前

さ
ん
は
こ

玉
で
人
を
待

つ
て
る
ん
だ
ら
う
。

テ

ル
　
　

さ
う

よ
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　
　
無
事

に
お
歸
り
。
ー

お
前

さ
ん
、

ウ
リ
の
衆
だ
ね
。
俺
ん
と

こ
の
代
官
樣

も
、
今

日
ウ
リ
か
ら
戻

　

つ
て
來

る
筈
だ
が
。

族

人
　

　

〔
登
場
〕

か
や
、
今
日
は
代
官
樣
を
待

つ
て

乂
も
無
駄
だ
ぜ

、

大
雨

で
水
が
濃
れ

て
、
橋
が
み
ん
な
落

つ
ζ

　

ち
た
。
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テ

ル
立

ち

上

る

ア

ル

ム
ガ

ル
ト

ス
テ

ユ

ツ

シ

ア

ル

ム
ガ

ル
ト

ス

テ

ユ
ツ

シ

ア

ル

ム
ガ

ル
ト

　
　
し

　

〔進

み
寄

つ
て
〕
代
官

樣
は

い
ら
つ
し
や
ら
な

い
ん
だ

つ
て
。

何
か
お
願

ひ
で
も
あ
る

の
か
。

　
大
あ

り
で
す

よ
。

ど
う
し

て
又
お
前
さ
ん
は
こ
の
狹

い
切
通
し

で
お
通
り

の
邪
魔

を
し

て
ゐ
る
ん
だ
。

　
こ

瓦
な
ら
、
わ
た
し

の
前
を
よ
け

て
通
る
わ
げ

に
や
行
か
な

い
か
ら

ね
。
ど
う
あ

つ
て
も
聞

い
て

貰

ふ
ん
で
す

よ
。

フ
リ
イ

ス

ハ
ル
ト
　

　
〔急

い
で
切
通

し
を
下

り
て
來

て
舞
臺

の
方

へ
怒
鳴

る
〕
下
に
を
れ
、

下
に
を
れ
。
ー

代
官
樣

　

の
お
通
り
だ
ぞ

。

　
　
　
テ

ル
退
場
。

ア

ル
ム
ガ

ル
ト
　

　
〔
元
氣
つ

い
て
〕

代
官
樣
が
お
越

し
で
す

つ
て
。

　
　
　
子
供

を
つ
れ
て
、
舞
臺

の
前

の
方

に
出
て
來

る
。

ゲ
ス

レ
ル
と
、

ル
ド

ル
フ
ニ
ア
ル
。
ハ
ル
ラ
ス
と
が
、
馬
上
で
、

　
　
　
道

の
高
所

に
現
は
れ

る
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　

〔
プ
リ
ィ

ス
ハ
ル
ト
に
〕
ど
う

し
て
川
を
渡

つ
て
來
な
す

つ
た
。
大
水
で
橋
が
落
ち
た

つ
て
事
だ
が
。

ブ
リ
イ

ス

ハ
ル
ト
　

　
湖

と
戰

つ
て
來

た
の
よ
。

こ
の
山

の
水
く
ら
ゐ
怖

く
は
な

い
よ
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　
お
前
さ
ん
も
、
あ

の
ひ
ど

い
嵐

の
時

に
、
船

に
乘

つ
て
ゐ
な
す

つ
た
か
。
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ブ
リ

イ

ス

ハ
ル

ス
テ

ユ

ツ

シ

フ
リ

イ

ス

ハ
ル

ト

だ

。

　

　

　
去

る
。

ス
テ

ユ
ツ

シ

ト
　

　
さ
う

と
も
。
あ

い
つ
だ
け
は

一
生
忘
れ
な

い
℃
。

　

一
寸

こ

丶
で
話
が
聞
き
た

い
の
だ
。

　

　
　
い
や
放

し
て
く
れ
。
俺
は
先

へ
行

つ
て
お
城

に
御

到
蒼

の
前
觸
れ
を
し
な
け
れ
や
な
ら
な
い
ん

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ち
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
　
く
づ

　
　

　
　
　
　
　
船

に
乘
つ
て
ゐ
た
の
が
、
律
義
な
者
ど
も
ば
か
り
だ

つ
た
ら
、
屹
度
底

の
藻
屑
と
な

つ
た
ら
う
に
、

　

か
う
な

つ
ち

や
、
水

や
火
も
人
民

の
味
方
を
し
ち
や
あ
く

れ
ね
え
な
。

　
　

　
あ
た
り
を
見

廻
し
、

　
　

　
　
　
　
　
　
　
ど
　
こ

　

今
話
し

て
た
獵
師

は
何
處

へ
行

つ
た
ん
だ
ら
う
。

　
　

　
去

る
。

　
　

　
ゲ

ス
レ
ル
と
、

ル
ド

ル
フ
・デ

ル
。
ハ
ル
ラ
ス
と
が
、
馬
上
で
登
揚
。

ゲ

ス
レ
ル
　

　
そ
ち

が
何

と
申
さ
う
と
、
お
れ
は
皇
帝

の
臣
下
ぢ

や
。
皇
帝

の
お
氣

に
入
る
や
う

に
考

へ
ね
ば
な

ら
ん
?

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ね

　

皇
帝

が
お
れ
を

こ
の
國

に
派
遣
迸
ば
さ
れ
た
の
も
、
人
民

に
阿
り
、
人
民
を

い
た
は
り
く
れ
る
た
め
で
は
あ

る
ま

い
9

　

i

皇
帝

は
從
順
を

お
望
み
邁
ば
す
。
百
姓

が
國

の
主

と
な

る
か
、
そ
れ
と
も
皇
帝

が
お
な
り
遊
ば
す
か
、
要
は
ζ

　

の

一
點

ぢ

や

..
　

　

　

　

　

・

ア

ル

ム
ガ

ル

ト
　

　

こ

の
時

だ
。

さ

あ

、

や

つ

て
見

よ
う

。
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恐

る
く

近
寄

つ
て
行
く
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

じ
よ
う
だ
ん

ゲ

ス
レ
ル
　
　

余
が

ア
ル
ト

ル
フ
に
帽

子
を
掲
げ

た
の
も
、
決
し

て
冗
談

の
た
め
で
も
な
け
れ
ば
、
ま

た
百
姓
共

の
心

　

を
試
す

た
め
で
も
な

い
。
左
樣

な
も
の
は
、
と
う
に
存
じ

て
を

る
。
お
れ
が
あ

れ
を
掲
げ

た
の
は
、
百
姓
共

に
頸
を

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

あ
　
い
つ　
　
　
　
　
　
　
づ

　

ま
げ
る
稽
古
を

さ
せ
る
た
め
ぢ
や
。
彼

奴
等
は
ち
と
頭

が
高
遏
ぎ

ろ
。
f

あ

弐
い
ふ
厄
介
物
を
、
彼
奴
等

の
路

に

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

いや
お
う

　

立

て
た
と

い
ふ
の
も
、
彼
奴
等
が
否
應
な
し

に
そ
れ
を
見

て
、
今
迄
忘
れ

て
ゐ
た
主
君

の
こ
と
を
思

ひ
出
さ

せ
る
積

　

り
だ

つ
た
の
ち
や
。

ル
ド

ル
フ
　
　

併
し
、
人
民

に
も
多
少
の
權
利

は
ー
ー

ゲ

ス
レ
ル
　
　
今

は
そ
れ
を

考
慮
す

べ
き
時
期

で
は
な

い
わ

い
。
ー
ー
、今

や
宏
大
な
事
業
が
成
就

さ
れ

つ
製
あ

る
時
ぢ

　

や
。
皇
帝

の
御

一
家
は
ま
す

く

.御
繁
榮

で
あ
ら
う
し
、
父
君
が
赫

々
た
る
名
譽
を
以

て
着

手
な
さ
れ

た
こ
と
を
、

　

今
上
が
成
就

さ
れ
ん
と
し
て
を

る
。

こ
の
眇

た
る
國
民
は
、

い
け
…
磐
我

々
の
道

の
石

こ
ろ
ぢ
や
。
ー
ー

い
つ
れ

に
い

　

た
せ
、
征
服

せ
ね
ば
な
ら
ん
。

　
　

　

二
人
行
き
過
ぎ
よ
う
と
す

る
。
女
は
代
官

の
前
に

ひ
れ
伏
す
。

ア
ル
ム
ガ

ル
ト
　

　

お
慈
悲
で
。こ
ざ

い
ま
す
。
代
官
樣
。
お
慈
悲

で

、

ゲ

ス
レ
ル
　

　
往

來
で
邪
魔
を
致
す

と
は
何
事
ぢ
や
。
ー
i

さ
が
れ
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

み
な
し
ご

ア

ル
ム
ガ

ル
ト
　

　
私

の
夫
は
牢

屋
に

つ
な
が
れ

て
を
り
ま
す
。
憐
れ
な
孤
兒
共

は
飢

ゑ
に
泣

い
て
ゐ
ま
す
。
i
ー

ど

　

う
ぞ

お
察

し
下
さ

い
ま

せ
。
代
官
樣
、
こ

の
難

儀
を
{呆
れ
と
思
召

し
下
さ

い
ま
せ
。

奪
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ル
ド

ル
フ
　
　

そ

の
方
は
何
者

だ
つ
そ
の
方

の
夫

と
申
す

の
は
。

ア
ル
ム
ガ

ル
ト
　

　
は
い
、
リ
ギ

ベ
ル
グ

の
貧
し

い
草
刈
で
ご
ざ

い
ま
す
。
深

い
谷
を
越

え

て
、
家
畜

で
さ

へ
登
れ
な

　
　

け
は

　

い
嶮
し

い
絶
壁
か
ら
野
の
草
を
刈
り
取

る
者

で
ご
ざ

い
ま
す
。

ル
ド

ル
フ
　
　

〔代
官

に
〕
何
と
申
す
、
哀

れ
な
、
い
ち
ら
し

い
生
活
で
せ
う
。
ど
う
ぞ

、
そ

の
憐
れ
な
男
を
お
赦
し
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
は
ひ

　

さ
い
。

た
と

へ
ど

の
や
う

に
重
罪
を
犯

し
ま
し
た
も

の
に
も

せ
よ
、
そ

の
怖

ろ
し

い
生
業
が
罰

と
し
て
十
分
で
は
ご

　
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

女
に
、

　

追

つ
て
正
し

い
お
裁
き
が
あ

る
で
あ
ら
う
。
ー

御
歸
城

の
上
で
、

お
願

ひ
を
立

て
た
が
よ

い
。
ー

こ
曳
は
そ

の

　

場
で
は
な

い
そ

。

ア

ル
ム
ガ

ル
ト
　

　

い
え
、

い
え
、
代
官
樣

が
夫
を
返
し

て
下
さ

い
ま
す
ま
で
は
、
こ
の
場
を
退
き
ま
せ
ん
。
夫

は
も

　

う
六
月
も
塔

の
中

に
押

し
込

め
ら
れ

て
、
無
駄

に
お
裁
き
を
待

っ
て
を

る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど

ゲ

久
レ
ル
　
　

こ
り
や
、
女

。
貴
樣
は
お
れ

に
亂
暴
を

働

か
う

と
い
ふ
の
か
。
退
け
。

ア

ル
ム
ガ

ル
ト
　
　

正
し

い
お
裁
き
を
し

て
下
さ

い
ま
し
。
代
官
樣
。
あ
な

た
樣

は
、
皇
帝

や
紳
樣

の
御
名
代

の
こ
の

　
國

の
到
官
樣

で
ゐ
ら

つ
し
や

い
ま
す
。
あ
な

た
樣

の
お
つ
と
め
を
お
果

し
下

さ
い
ま
し
。
も
し
、
天

の
正
し

い
事
を

　

お
望
み
で
し
た
ら
、
御
自
分

の
正
し

い
事
を
も

お
示
し
下

さ
い
ま
し
。

ゲ

ス
レ
ル
　
　
行
け
。

こ
の
無
禮
者
を
目
通
り
か
ら
追

つ
拂

へ
。
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ア
ル
ム
ガ

ル
ト
　
　

〔
馬
の
手
綱

に
手

を
か
け

て
〕
い
え
、

い
え
、
私
は
も
う

何
も
な

く
す
も

の
と
て
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
f

お
代
官
樣

、
正
し

い
御
沙
汰

の
あ

る
ま
で
は
、

一
足

で
も

こ
の
場
を

お
動

か
し
致

し
ま
せ
ん
。
ー

額

に
皺

を

　
寄
せ
、
眼

を
む
き
な

さ
ら
う

と
、
御
勝
手
で
ご
ざ

い
ま
す
。
私
共

の
不
幸
は
底
知

れ
ま
せ
ぬ
、
今
更
御
立
腹
く
ら
ゐ

　
は
何
と
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

ゲ

ス
レ
ル

.　

こ
ら
、
女

め
、
退

け
と
い
ふ
に
。
退

か
ん
と
、
蹄

に
か
け
て
も
通

る
ぞ

.

ア

ル
ム
ガ

ル
ト
　

　
さ
あ
、
さ
あ

、
踏

ん
で
お
通
り
下
さ

い
ま
し
。

　
　
　

と
、
子
供
逹

を
も
地
面
に
引
き
仆
し
、
自
分
も

一
緒

に
、
代
官

の
行
手
に
身
を
投

げ
る
。

　
さ
あ
、
か
う
し

て
、
子
供

と

一
緒

に
寢

て
を
り
ま
す
。
-
ー

こ
の
憐
れ
な
子
供
逹
を
、
お
馬

の
蹄

で
踏
み

に
じ
る
が

　

い

玉
。
あ
な

た
は
も

つ
と
く

悪

い
こ
と
を
し
て
ゐ
な
さ
る
ん
だ
。

ル
ド

ル
フ
　

　
女

、
そ

の
方
血
迷
う

た
の
か
。

ア

ル
ム
ガ

ル
ト
　
　

〔禽
激

し
く
言

ひ
續

け
る
〕
あ
な
た
硬
と
う

に
毛
王
樣

の
國
を
踏
み

に
じ

つ
て
ゐ
な
さ
る
。
i
ー
あ

　

あ
、
私

は
女

の
身
が
口
惜
し

い
。
も

し
男

だ

つ
た
ら
、
こ
の
埃

の
串
に
寢

る
よ
り

は
、
い
乂
思
案

も
あ

る
ん
だ
が
f

l

　
　
　

以
前

の
音
樂

が
ま
た
道

の
高

い
方

か
ら
聞
え
て
來

⇔
。
但

し
、
ず

つ
と
弱

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
こ

ゲ

ス
レ
ル
　
　

家
來
ど
も
は
何
處

に
を

る
。

こ
の
女
を
引
き
ず
り
出
せ
。

さ
も
な

い
と
、
我
を
忘
れ

て
、
後
悔
す

る
や

　
う
な
こ
と
を
仕
出

か
さ
ん
と
も
限
ら
ん
ぞ
。

ル
ド

ル
フ
　
　

家
來
ど
も
が
通
り
拔
け
ら
れ
な

い
で
を
り

ま
す
。
切
通
し
は
、
婚
禮

の
行
列
で
塞

い
で
を
り
ま
し
て
。
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あ
　
い
つ

ゲ

ス
レ
ル
　
　

お
れ
は
、
ま
だ
ノ
＼
人
民

に
羇

し
て
甘
す
ぎ

る
わ

い
。
ー
1
彼
奴

等
の
舌

は
ま
だ
自
由
ぢ

や
。
舌

の
根

轟

り
つ
け
て
お
く
が
常
然
ぢ
や
・
f

こ
れ
は
何
と
か
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
三

お
れ
は
誓
2
し
・
こ
の
強
情
を
攤

　

い
で
見

せ
る
ぞ
。

こ
の
畔
瀧

い
自
由

の
精
紳

と
や
ら
を
擁

め
て
見
せ

る
ぞ
・
國

に
は
新
ら
し

い
撻
¥

布
き
、
ー
ー
お

　

れ
は
I
l

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

た
ふ

　
　
　

矢
、
ゲ

ス
レ
ル
を
突
き
通

す
。
代
官

は
胸
を
お
さ

へ
て
、
仆
れ
よ
う
と
す

る
。
弱

い
聲

で
、

　

や
ら
れ

た
。

ル
ド

ル
フ
　

　

代
官
樣

。
ー
!

や
あ
、
ど
う
し

た
こ
と
だ
。
ど
こ
か
ら
こ
れ

が
。

　
　
　

　
　
　
　
　

ま

ア
ル
ム
ガ

ル
ト
　
　

〔跳

ね
起
を
て
〕
人
殺
し
。
人
殺
し
。
あ
れ
、
よ
う
ノ
＼
し

て
、
倒
れ
る
。
あ

た

つ
た
。
矢

が
心
臓

　

の
眞
中
を
射
拔

い
た
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

と

ル
ド

ル
フ
　
　

〔
馬

か
ち
跳
び
下
り
て
〕

こ
れ
は

一
大
事
だ
。
i
ー
何

と
ー

殿
嫌
ー
ー
紳
様

の
お
慈
悲

を
お
呼
び

な
さ

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
い
こ

　

い
ま
せ
。
1

御
最
期

で
す
そ
。

ゲ

ス

レ
ル

.　

テ

ル

の
矢

ぢ

や

。

　

　

　

馬

か

ら

ル

ド

ル

フ
。
ハ
ル

ラ

ス

の
腕

の
中

に

滑

り
落

ち

て
、

腰

掛

の
上

に

ね

か

さ

⑳

る
。

テ

ル
　

　

〔
岩

の
高

い
處

に
現

は

れ

て
〕

矢

の
主

は

わ
か

つ
た

ら
う

な

。
闘よ

そ
を

探

す

に
あ

た

ら

ね

え

ぞ

。

俺

逹

の
家

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
だ

　

は

も
う

自

由

だ

。

罪

も

な

い

の
に
貴

樣

か

ら
虐

め
ら

れ

る

心
配

も

な

く

な

つ
た
ぞ

。

貴

様

も

こ

の
國

に
仇

を
す

る

こ

　

と

も

出

來

な

い
そ

。
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高

い
岩

か
ら
姿
を
淌
す
。

大
勢

の
者

ど
鼠
、、
駈
け
込
ん
で
來
る
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　
ど
う
し
た
ん
だ
。
何
だ
。
何
だ
。

ア
ル
ム
ガ

ル
ト
　

　
お
代
官
樣

が
矢
で
殺

さ
れ

た
ん
で
す
よ
。

一
同

　
　
〔
駈
け
込
み
な
が
ち
〕
誰
が
殺
さ
れ
た

つ
て
。

　
　
　
婚

禮
の
行
列

の
先
頭
は
舞
臺

へ
來

て
ゐ
る
が
、
後

の
方

は
ま
だ
高

い
と
こ
ろ
に
ゐ
る
。
音
樂
は
な
ぽ
も
續

い
て

　
　
　
ゐ
る
。

ル
ド

ル
フ
・
デ

ル
・
ハ
ル
ラ

ス
　
　

ひ
ど

い
御
出
血
だ
。
さ
あ
誰

か
呼
ん
で
來

い
。
下
手
人
を
追

つ
か
け
ろ
。
ー

も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ご

　
い
か
ん
。
こ
ん
な
御
最
期
を
な
さ
ら
う

と
は
、
私

の
忠

告
を

お
聞
き
な

か
つ
た
ば

つ
か
し
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
を

ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　
や
あ
、
代
官
樣

は
、
蒼

く
な

つ
て
、
死

ん
で
る
ぞ
。

多
く

の
聲

　
　
や

つ
曳
け
た

の
は
誰
だ
。

ル
ド

ル
ブ
・デ

ル
・
ハ
ル
ラ
ス
　
　

此
奴
等

は
血
迷

つ
た
か
。
殺
さ
れ
た
の
に
晋
樂
を
や
る
と
は
何

だ
。
靜

か
に
し
ろ
。

　
　
　
音
樂
急
に
止
む
。

な
ぼ
大
勢
あ

と
か
ち
諮
め
か
け
て
來

る
.。

　
代
官
樣

、
出

來
た
ら
仰
し
や

つ
て
下
さ

い
。
;
ー

何
か

お
言
ひ
遺

し
に
な

る
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
ゲ

ス
レ
ル
手

で
合
圖

を
す
る
。
そ
れ
が
仲
々
通
じ
な

い
で
、
は
げ

し
く
繰
り
返
す
。

　
ど
こ

へ
參

る
の
で
す
か
。
i
ー

キ

ユ
ス
ナ

ハ
ト

へ
で
す

か
。
仰
し
や
る

こ
と
が
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ー

ま
あ
、
ど
う

　
ぞ
落
着

い
て
。
i
-

こ
の
世

の
こ
と
は
お
諦

め
に
な

つ
て
、
天
と
伸
直

り
な
さ
る
こ
と
を

お
念
じ
な
さ

い
ま
せ
。
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婚
禮

の
行
列

の

一
同
、
瀕
死

の
代
官

を
取
り
卷

い
て
、
無
感
覺

な
恐
怖

を
以
て
、.
眺
め

て
ゐ
る
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　

　
見
ろ
。
あ
ん
な

に
蒼

く
な

つ
て
行
く
。
ー
i
そ
ら
、
今
、
心
臟
ま
で
死
ん
で
行

っ
た
。
i

も
う
眼

　
　
つふ

　
が
瞶
れ

た
、

ア

ル
ム
ガ

ル
ト
　
　

〔
子
供
逹

を
さ
し
上
げ
て
〕
そ
ら
御
覽
、
人
鬼

め
が
死
ん
で
行

く
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
そ

ル
ド
ル
フ
・
デ

ル
・
ハ
ル
ラ
ス
　
　

氣

狂
ひ
女
ど
も
め
。
そ

の
方
逹
は
人
情

が
な

い
の
か
.、
こ

の
怖

ろ
し

い
有
樣
を
よ
ろ

　
こ
ん
で
眺

め
て
ゐ

る
と
は
。
ー
1
手
傳

へ
。
ー
ー
手
を
貸

せ
。
1
ー
誰
も
俺

に
手
を
貸
し

て
、
こ
の
胸

か
ら
痛
手

の

　
矢
を
拔
か
う

と
し
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
は

女
逹
　

　
〔
後

へ
退

つ
て
〕
天
罰

の
當

つ
た
人
に
鰻

る
の
は
、
虞
亭

で
す
よ
。

ル
ド

ル
フ
・
デ

ル
・
ハ
ル
ラ

ス
　
　
罰
當
り
め
。

　
　
　
刀
を
拔
く
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け

ス
テ

ユ
ツ
シ
　
　
〔
そ

の
腕
に
す

が

つ
て
〕
切
れ
る
な

ら
切

つ
て
見
な
。

お
前
達

の
威
張

る
時
は
も
う
終

ひ
だ
。
　
こ
の

　
國

の
暴

君
め
は
く

た
ば
り

や
が

つ
た
し
、
俺

逹
は
も
う
暴
力
な
ん
か

に
默

つ
て
ゐ
る
必
要

は
ね
え
ぞ
。
俺
逹

は
自
由

　
な
人
聞

だ
。

一
同
　
　

〔喧

し
く
〕
國
も
自
由

だ
ぞ
。

ル
ド

ル
フ
・
デ

ル
。
ハ
ル
ラ

ス
　
　
さ

て
は
か
う
ま
で
な

つ
た
か
。
恐
怖
竜
從
輪順
も
、
か
う
も
早
く
な
く
な

つ
て
し
ま
ふ

　

の
か
。
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こ
の
時
駈
け
込
ん

で
來
た
家
來
逹
に
、

　
　
　
　
　
　
お
そ

　
見

る
通
り
、
怖

る
可
き
殺
人

が
行
は
れ
た
。
;
ー

も
う
助
け
も
無
駄
だ
。
i
ー

下
手
人
の
追
跡

に
も
及
ば

ぬ
、
そ
れ

　
よ
り
も
、
別

の
心
配
が
あ
る
。
l
l
-す
ぐ

キ

ュ
ス
ナ

ハ
ト

へ
行

つ
て
、
皇
帝

の
た

め
に
、
あ

の
城
を
守
ら
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

き
つな

　
な
ら
ん
。
か
う
な

つ
て
は
、
す

べ
て
の
秩
序
、
す
べ

て
の
義
務

の
絆
も
解
け

て
、
も
う
何
人

の
忠
誠
も
績
り

に
な
ら

　
ん
か
ら
だ
。

　
　
　

ル
ド

ル
フ
が
家
來
逹

と
共
に
立
ち
去
る
間

に
、

六
人

の
慈
善
僭

現
は
れ
る
。

ア
ル
ム
ガ

ル
ト
　

　
さ
あ
、
ど

い
て
下
さ

い
。
お
坊
さ
ん
逹

が
見
え
ま
し
た
。

ス
テ

ユ
ツ
シ
　
　
餌

が
あ

る
の
で
、
鳥
ど
も

が
下
り

て
來
た
な
。

慈
善
僣

　
　
〔
死
者

の
ま
は
り
に
牛
圓
を
描

を
、
低

い
調
子
で
歌

ふ
〕

　
　
死

は

い
ち
早

く
人

に
近
づ
き
、

　
　
　
　
時
を
過
さ
ず

。

　
　
道

の
牛
ぼ

に
入
を
お
そ
ひ
、

　
　
　
　
盛
り

の
命
を
奪

ふ
。

　
　
逝
く

心
あ
る
も
な
き
も

、

　
　
　
　
さ
ぼ

　
　
　
　
審
き

の
前

に
立

つ
は
詮

な
し
。

　
　
　
最
後

の
句
が
繰

り
返
さ
れ

る
問

に
、
暮

下
り
る
。
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第

五

幕

第

場

ア

ル
ト

ル

フ
近

く

の
虧
帆揚

。

「
背

後

の
右

手

に
、

第

一
幕

第

三
揚

と
同

じ

く

、

ま

だ

足
場

の

つ

い
た

ウ

リ
鎭

豪

が

あ

る

。

左

手

に

は
多

く

の
連

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
ろ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

峰

が

見

え
、

そ

の
上

に

は
合

圖

の
烽

火

が

燃

え

て

ゐ

る
。

丁
度

夜

の
明

け

際

で
、
方

々
か

ち

鐘

の
音

が
響

い
て

來

る
。

ル

オ
デ

イ

、

ク

オ

ニ
、

石

工

の
親

方

、

そ

の
他

の
百
姓

、

女

、

子

供

。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
の
ろ
し

　
　

ル
オ
デ
イ
　
　

山

の
上

の
烽
火
が
見
え
る
か
。

　
　

石
工
　
　
森

の
向
う

の
鐘

の
晋
が
聞
え
る
か
。

　
　

ル
オ
デ
イ

　

　
敵

の
奴
等
は
、
す

つ
か
り
追

つ
拂

つ
ち
ま

つ
た
ん
だ
。

蜘

至

隙黎

み
ん
な
落
ち
た
な
・
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ル
オ
デ

イ
　
　
俺
逹
ウ
リ

の
人
間

だ
け
は
、

こ
の
土
地

に
こ
ん
な
暴
君

の
城
を
建

て
さ
せ

て
、
默

つ
て
ゐ
る
の
か
。
俺

　

達
は
自
由
を
宣
言
す
る
ど
ん
尻

で
い

x
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
で

石
工
　
　

俺
逵
を
壓
逍
し
よ
う
と
し
た
、

こ
ん
な
砦
を
立

て
と
く
わ
け

に
や
い
か
ね
え
。
さ
あ
。

叩
き

こ
は
せ
。

一
同

　
　
こ
は
せ
。

こ
は

せ
。
こ
は
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
こ

ル
オ
デ
イ
　
　

ゥ
リ
の
角
笛
吹
き
ほ
何
處

へ
行

つ
た
。

ウ
リ

の
角
笛
吹
き

　

　
こ
乂
だ
。
何
だ
。

　
　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
だ
タ

ル
オ
デ
イ
　
　
見
張
り

の
塔

に
上

つ
て
、
角
笛
を
吹

い
て
く
れ
。
冉
ぢ
う
に
遶

く
響
き
渡

つ
て
、
谷

と

い
ふ
谷

に
欲
を

　

呼
び
起
し
、
山

の
人
達
を
す
ぐ

に
集

め
る
ん
だ
。

　
　
　

ウ
リ
の
角
笛
吹
き
、
去
る
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル

ス
ト
來

る
.。

ワ
ル
テ

ル
。
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
待
ち
な
さ

い
。
皆

の
衆

。
ウ

ン
テ
ル
ワ
ル
ド
や

シ
ユ
ゥ
イ

ッ
の
方
が
ど
う
な

つ
た
か
・
そ

　

の
知

ら
せ
が
未
だ
來

て
ゐ
な

い
。
先
づ
使

ひ
の
者
を
待

つ
と
し

で
け
ど
う
だ
。

ル
オ
デ
イ
　
　
何
を
待

つ
ご
と
が
あ

る
ん
で
す
。
暴
君
は
ぐ
た
ば

つ
た
し
、
自
由

の
日
ほ
來

て
ゐ
ま
す
ぜ
。

石
工
　
　
こ
の
炎

の
使

ひ
で
澤
山
だ

、
あ

た
り

噌
面
の
山

に
燃
え

て
ゐ
ま
す
ぜ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
り
も
ち

ル
オ
デ

イ
　
　
み
ん
な
來

い
。
手
を
貸
せ
。
男
も
女
も
、
足
場
を

こ
ほ
す
ん
だ
。
逍
持
を
跳

ね
と
ば
す
ん
だ
。
壁
を
崩

　
す

ん
だ

、
石

}
つ
で
も
重
ね

て
置
く
な
。

石

工
　

　
弟
子
ど
も
。
來

い
。
俺
達

が
建

て
た
ん
だ
。
こ
は
す
ん
だ

つ
て
俺
逵
が

心
得

て
る
ぞ
。
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】
同

　

　
來

い
。
こ
は
せ
。

　
　
　

一
同

四
方

か
ら
建
物

に
突
進
す
る
Q

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
も
う
始
ま

つ
た
。
わ
し
に
ほ
手

の

つ
け

や
う
も
な

い
わ

い
。

　
　
　

メ
ル
ヒ
タ

ア
ル
と
バ
ゥ

ム
ガ
ル
テ

ン
・來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
サ
で

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　

　
何

だ
。

こ
の
砦
は
ま
だ
立

つ
て
る

の
か
。
ザ

ル
ネ
ン
の
城

は
も
う
友

に
な
り
、

ロ
ス
ベ

ル
ク
ば
ζ

　
は
れ

て
ゐ
る
の
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
お

丶
、
お
前

か
、

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
。
お
前
は
こ

曳
に
自
由

の
報

せ
を
持

つ
て
來
た
か
。
ど

　
う
ぢ

や
。
敵
は
も
う
す

つ
か
り
逍

つ
拂

つ
た
か
。

メ
ル

ヒ
タ
ア
ル
　

　
〔
ワ
ル
テ
ル
に
抱

を
付

い
て
〕
す

つ
か
り
拂

ひ
淨

め
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
大

旦
那
、
よ
ろ

こ
ん

で
下

　
さ

い
。
か
う

し
て
話
を
し

て
ゐ
る
今
は
、
も
う
、
暴
君

は
瑞
西
申

に
ゐ
な

い
ん
で
す
。

ヴ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
お

丶

わ
し
に
き

か
し
て
く
れ
。
ど
う
し

て
お
前
逹
は
城

を
取

つ
た
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

あ

の
ル
デ

ソ
ツ
様

が
、
勇

ま
し
い
大
膽
な
冒
險

で
取

つ
て
し
ま

つ
た

の
が
ザ

ル
ネ
ソ
の
城
で
す
。

　

ロ
ス
ベ

ル
ク
の
城

に
は

こ
の
私
が
そ

の
前

の
晩
に
忍
び
込
み

ま
し
た
。
i
ー
そ

の
い
き
さ

つ
を
聞

い
て
下
さ

い
。
私

　
逵
が
丁
度

そ
の
城

か
ら
轍
を
す

つ
か
り
追

つ
拂

つ
て
、
よ
ろ

こ
び
勇
ん
で
火
を
か
け
る
と
、
炎

々
と
焔
が
筌

日
面

に

　
燃
え
上
り
ま
し
た
。
そ

の
時
、
ゲ

ス
レ
ル
の
小
姓

の
デ

イ
ト

ヘ
ル
ム
が
駈
け

て
來

て
、
ブ

ル
ネ

ッ
ク
の
ベ
ル
タ
さ
ま

　

が
火

の
申
だ
、
と
わ
め
く
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
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ワ
ル
テ
ル
・
ブ
ユ
ル
ス
ト
　

　
そ

い
つ
は

こ
と
だ
。

　
　
　
足
揚

の
材
木

の
崩
れ
る
音
が
す

る
。

メ
ル

ヒ
タ
ア
ル
　
　

綴

ふ
方
な

い
ベ

ル
タ
さ
ま
で
し
た
。

代
官

の
命

令
で
、
人
知
れ
ず
そ
こ
に
押

し
こ
め
ら
れ

て
ゐ
た

　
の
で
す
。

ル
デ

ン
ツ
樣
は
狂
氣

の
や
う

に
な

つ
て
i
;

何
に
致

せ
.,も
う
梁

や
桂
が
崩
れ
る
晋

が
聞

え
て
來

ま
す
し
、

烟

の
中

か
ら
は

お
可
哀
想
な

ベ
ル
タ
さ
ま

の
泣
き
聲

ボ
洩
れ

て
來
る
と

い
ふ
有
樣

で
し
た
か
ら
ー
ー

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

お
助
か
り

に
な

つ
た

の
か
.、

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

何

し
ろ
、
素
早
く
思
ひ
切

つ
て
立
ち
廻
ら
な

い
と
い
け
な

い
場
合

で
す
。
i
ー

ル
デ

ソ
ツ
様
が
唯

　
の
貴
族

で
し
た
ら
、
私
逹
も
命
が
け

に
は
な
ら
な
か

つ
た
で
せ
う
が
、
そ
れ
が
我

々
の
誓
約

の
同
志

で
す
し
、
第

一

　

に
ベ
ル
タ
さ
ま
は

い
つ
も

百
姓
を
大
事

に
な
さ
る
方
で
し
た
か
ら
1
1
。
み
ん
な
思
ひ
切

つ
て
命
を
投
げ
出
し

て
、

　
火

の
中

に
飛
び
込
ん
だ
の
で
し
た
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　
お
助
か
り
に
な

つ
た
の
か
こ

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　

　

助
か
り
ま
し
た
と
も
。

ル
デ

ソ
ツ
さ
ま
と
、
私

と
、

ご
人

で
力
を
あ
は
せ
て
、
ベ

ル
タ
さ
ま
を
火

　
　
　
　
　
　
か
つ

　
炎

の
中

か
ら
擔
ぎ
出
す
と
、
途

端
に
後

で
梁

が
め
リ
ノ
〈
丶
と
崩

れ
て
來

ま
し
た
。
i
ー
・ベ
ル
タ
さ
ま
は
、
助
か

つ
た

　
と

お
氣
づ
き

に
な
る
と
、
眼
を
開

い
て
、
塞

の
光
を
眺
め
て
ゐ
ら

つ
し
や
い
ま
す
。

ル
デ

ソ
ツ
さ
ま
は
、
私

の
胸

に

　
飛
び
付

い
て
、
無
言

の
う
ち

に
、
改
め

て
誓
ひ
を
結

ば
れ
ま
し
た
。
火
焔

の
中

で
鍛

へ
た
誓
ひ
で
す
か
ら
、
こ
れ

か

　

ら
先
、
蓮
命

の
ど

ん
な
試
練

に
も
堪

へ
る

こ
と
が
出

來
る
で
せ
う
。
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ど
　
こ

ワ

ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
ラ

ソ
デ

ソ
ベ
ル
グ
は
何
處

に
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
く
ら

メ
ル
ヒ
タ
ア

ル
　
　

ブ

リ

ユ
ウ

ニ
ヒ
を
越

え
て
逃
げ

て
し
ま

ひ
ま
し
た
。
親

父
を
盲

に
し
て
お
き
な
が
ら
、
眼
も

つ
ぶ

　
れ
ず

に
逃
げ

る
の
を
見

て
は
、
我

慢
も
な
り

ま
せ
ん
。
私
は
逍
ひ
か
け

て
、
逃
げ

よ
う
と
す

る
や

つ
を
引

つ
捕

へ
、

　
親
父

の
足
許
ま
で
引
き
摺

つ
て
行
き

ま
し
た
。
す
ん

で
の
こ
と

で
、
そ

い
つ
の
頭

の
上
に
、
刀
を
振
り

か
ざ
し
ま
し

　
た
が
、
盲

の
年
寄

の
お
慈
悲

に
免
じ

て
、
命
だ
け
は
助
け

て
や
り
ま
し
た
。
も
う

ど
ん
な
こ
と
が
あ

つ
て
も
、

二
度

　
と
こ
の
國

に
足
踏
み
し
な

い
と

い
ふ
誓

ひ
を
立

て
ま
し
た
が
、
守

る
こ
と
は
守

る
で
せ
う
。

こ

つ
ち

の
腕
前
も
わ
か

　

つ
た
の
で
す
か
ら
。
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
け
が

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　

こ
の
清

い
勝
利
を
血
で
繊
さ
ず

に
お

い
て
く
れ
た

の
は
好
か

つ
た
。

子
供

逹
　
　
〔
足
場

の
破
片
を
持

つ
て
舞
臺
を
駈
け
す
ぎ
〕
自
由
萬
歳
。
自
由
萬
歳
。

　
　
　
ウ
リ

の
角
笛

が
力
張
く
吹

か
れ
る
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
ど
う
だ
、
こ

の
お
祭

り
騒
ぎ

は
。

今
日

の
こ
と
は
、

こ
の
子
供

逹
も
白
髪

に
な

る
ま

で

忘

れ
ま

い
。

　
　
　
少

女
逹
、
竿

の
先

に
帽
子
を
載

せ
て
か

つ
い
で
來
一る
。
舞
臺

全
體

が
人

で

一
杯

に
な

る
。

ル
オ
デ

イ
　

　

こ
の
帽
子
だ
、
俺

逹
に
頭
を

下
げ
さ

せ
や
が

つ
た

の
ほ
。

バ
ウ

ム
ガ

ル
テ

ソ
　

　

こ
い
つ
を
ど
う

し
て
や
る
か
、
智
慧
を
貸
せ
よ
。

ワ
ル
テ
ル
。
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
お

玉
、

こ
の
帽
子

の
下

に
孫
め
が
立
た
さ
れ

た
の
ち
や
。
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かた
み

大
勢

の
聲
　
　
.暴
君

の
權
力

の
形
見
な
ん
か
、
叩
き

こ
は
せ
。
火

に
く
べ
ろ
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

い
や
、

そ
れ
は
大
切

に
と

つ
て
お
く

ガ
い

曳
ぞ
。

暴
政

の
道
具

に
使
は
れ
た
も

の
だ

か

　
ら
、
今
度

ほ
永
久

の
自
由

の
し
る
し
に
し
て
お
く
が
よ

い
。

　
　
　
人

々
は
、

老
若
男
女

み
な
、

こ
は
れ
た
足
場

の
上
に
、
立

つ
た

9
坐

つ
た
り
し
て
、
書
面

の
や
う

に
、
牛
圓
を

　
　
　
描

い
て
坐

る
。

メ
ル
ヒ
タ
ア

ル
　
　

か
う
し

て
我

々
は
暴
政

の
廢
墟

の
上
に
、
よ
ろ

こ
び
を
以
て
立

つ
て
ゐ
る
。
同
志
諸
君
。
我

々
が

　

リ

ユ
ト
リ
で
誓

つ
た
こ
と
は
、
見
事

に
果
さ
れ
た
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
い
や
、
仕
事
は
今
は
じ
ま

つ
外
ば

か
り
だ
。
ま
だ
果
さ
れ
た
わ
け

で
は
な

い
。
今

こ
そ
勇

　
氣
と
堅

い
團
結

と
が
大

切
ぢ
や
。
王
樣

が
屹
度
時
を
移

ぎ
ず
代
官

の
死
を
復
讐
し
、
追

は
れ
た
奴

を
無
理
矢

理
に
戻

　
ざ
う
と
す
る

に
決

ま

つ
て
ゐ
る
ぞ
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

大
軍
で
も
何

で
も
引
き
連
れ

て
、
來
る
な
ら
來

い
。
國

の
中

の
敵
は
す

つ
か
り
追

ひ
拂

つ
て
あ
る
。

　
外

か
ら
來

る
敵
な
ら
、
よ
ろ

こ
ん
で
お
稍
手
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
だ　
　
　ぜ

ル
オ
デ

イ
　

　
こ

の
國

へ
入
る
道

は
僅

か
な
も

の
だ
。
そ
ん
な
も

の
は
、、
俺
逹

の
身
體
で
堰

い
て
見

せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

バ
ウ

ム
ガ
ル
テ
ン
　
　
俺

逹
ほ
永

久
に
斷
ち
切
れ
な

い
絆

で
結
び
付

い
て
ゐ

る
。
王
樣

の
軍
隊
な
ん
か
怖
く
な

い
そ
。

　
　
　

レ
ツ

セ
ル
マ
ン
と
ス
タ
ゥ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
が
來

る
。

レ
ツ
セ

ル
マ
ン
　
　

〔
登
場

し
な
が
ら
〕
こ
れ
こ
そ
恐

ろ
し

い
天
罰

と
い
ふ
も

の
で
す
そ
。
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百
姓
逹

　

　
何

で
す
。

レ
ツ
セ
ル

マ
ソ
.　

ま
あ
何

と

い
ふ
末
世

に
生
れ
合
せ
た
こ
と
で
せ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　

　
話
し

て
下
さ

い
。
何

事
で
す
。

お
や
、

こ
れ
は
、
ウ

エ
ル
ネ

ル
さ
ん
で
す
な
。
何
か
報
せ

　
で
も
。

百
姓
逹

　
　
ど
う

し
た
ん
だ
。
ヂ

レ
ツ
セ
ル
マ
ソ
　
　

聞

い
た
ら
、
吃
驚
り

し
な
さ
る
ぞ
。
"

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

我

々
は
も
う
大
き
な

心
配
か
ら
逃
れ
ま
し
た
。

レ
ツ
セ
ル

マ
ソ
　

　
皇
帝

が
殺
ざ

れ
ま
し
た
。

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

ブ

7
メ
ソ
。

　
　
　
百
姓
逹
總
立
ち
に
な

つ
て
、

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
の
ま
は
り
に

つ
め
か
け
る
。

噸
同

　

　
殺

さ
れ

た
つ
て
。
何
だ

つ
て
。
皇
帝

が
。
ま
あ
、
聞
け
。
皇
帝

だ

つ
て
。

メ

ル
ヒ
タ
ア

ル
　

　
そ
ん
な
こ
と
が
あ

つ
て
な

る
も

の
か
。
ど

こ
か
ら
報

せ
が
あ

つ
た
の
で
す
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
確

か
な
報

せ
で
す
。

ア
ル
フ
レ
ヒ
ト
王

は
、
ブ

ル

ツ
ク
の
邊
で
、
刺
客

の
手

に
か

曳
つ
た

　
の
で
す
。
ー
ー

ヨ

ハ
ネ

ス
。
、、、
ユ
ツ
レ
ル
と

い
ふ
信
用
の
出
來

る
男

が
、
シ
ヤ
ツ
フ

ハ
ウ
ゼ

ン
か
ら
聞
き
込

ん
で
來
ま

　
し
た
。

ワ
ル
テ
ル
.
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
そ

ん
な
大
そ
れ
た
こ
と
を
、
誰

が
や
つ

玉
け
た

の
で
す
。
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お
そ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

そ
れ

が
下
手
人

が
下
手
入
だ
け
に
、
な

ほ
さ
ら
怖
ろ
し

い
の
で
す
。
暗
殺
者
ほ

兄

の
子

で
?

　
　
　
　
を
ひ

　
現
在

の
甥

に
當

る
、

シ
ユ
ワ
ア

ペ
ン
の

ヨ

ハ
ン
公

で
す
.。

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

ま
た
ど
う

し
て
、
叔
父
殺
し
な
ど
す
る
氣
に
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ッ

ヘ
ル
　

　
皇
帝
は
公
爵
世
襲

の
領
地
を
、

い
く

ら
螟

ん
で
も
返

し
て
や
ら
ず

に
、
噂

に
よ
る
と
、
そ

　
れ
を
す

つ
か
り
横
領

し
て
、
僣
正

の
冠

一
つ
や

つ
て
ご

ま
か
し
て
し
ま
は
う
と

い
ふ
腹
だ

つ
た

の
で
す
。
そ
れ

は
兎

　
に
角
、
若

い
公
欝
は
同
僚

に
そ

製
の
か
さ
れ

て
、
エ
ツ
シ
エ
ソ
バ

ツ

ハ
や
、
テ

エ
ゲ

ル
フ

エ
ル
デ

ン
や
、
ワ

ル
ト
や
、
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ば

　
パ

ル
ム
の
諸
公
逹
を
味
方
に
し
て
、
正
義

の
審
き
を
得

ら
れ
な

い
と
見

て
と
つ
た

の
で
、
み
つ
か
ら
復
讐
を

し
よ
う

・

　
と
決
心
さ
れ
た
の
で
す
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

お

曳
、
早
ぐ
話

し
て
下
さ
カ
。
兇
行

の
模
樣

は
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

王
樣

は
、
バ

ア
デ

ン
の
城
を
出
御

に
な
り
、

ラ
イ

ソ
フ

エ
ル
ド

の
離
宮

に
行
幸

に
な

つ
た

、

　
の
で
す
。
お
供

に
は
、

ハ
ソ
ス
公
、

レ
オ
ポ

ル
ト
公
、
そ
の
他

の
高
貴
な
方

々
が

つ
い
て
行
き

ま
し
た
。

一
同

ロ
イ

ー

　

ス
河

に
來
ま
す
と
、
そ
こ
に
渡

し
場

が
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き

、
刺
客
共
は
ど
や
ノ
＼
と
船

の
中
に
押

し
込

ん
で
、

　
王
樣

と
家
來

と
の
問
を
さ

い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
王
様

が
耕
地

の
畦

の
問
を
馬
で

い
ら

つ
し
や
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
しや
う

　
ー

そ

こ
は
、
異
教
時
代
か
ら
の
古

い
大
き
な
町
が
埋
ま

つ
て
ゐ
る
處
だ
と
い
ひ
ま
す
が
f

T
度
、
王
家
發
群

の

地

と
い
ふ

ハ
プ

ス
ブ

ル
グ

の
古
城
も
見
え
ま
す
。
ー

そ

こ
で
、
不
意
に
、

ハ
ソ
ス
公

が
短
刀

で
王
樣

の
喉

を
刺
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
み

　
と
、

パ
ル
ム
の
ル
ド

ル
フ
公
が
槍
で
突
き
、

エ
ツ
シ

エ
ン
バ

ツ

ハ
公

が
首

を
斬
り
落

し
た
の
で
、
王
樣
は
血
に
塗
れ

.

・　
書　、
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ぬ
ふ　
　
　
　や

　
て
斃
れ

て
し
ま

ひ
ま
し
た
。
御
自
分

の
骨
肉

の
手

に
か

乂
つ
て
、
御
自
分

の
領
地

の
ま
ん
中

で
殺
さ
れ

た
わ
け

で
す
。
.

家
來
逹
ほ
、
向
う
岸

で
こ
の
有
様
を
見

て
ゐ
た

の
で
す
が
、
流
れ

に
遮
ら
れ

て
、
唯
氣

を
失

つ
て
悲
鳴
を
あ
げ

て
ゐ

、

　
る
許
り

で
し
た
。
丁
度
道

ば
た
に
貧

し

い
女
が
坐

つ
て
ゐ
た
の
で
、
そ

の
女

の
膝

に
も
た
れ
て
、
皇
帝

は
な
く
な
ら

、

　
れ

た
さ
う

で
す
。

メ

ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

貪
慾
飽
く
な
き
王
樣
も
、

つ
ひ

に
罪
糶

の
最
期
を
逾
げ

た
と

い
ふ
わ
け
だ
な
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　

お
そ
ろ
し
い
恐
慌

が
國
申

に
ひ
ろ
が

つ
て
、
山
道
は

一
切
締
め
切
ら
れ
、
地
頭

は
み
な
自

、

分

の
領
分
を

か
た
め

て
、
あ

の
古

い
チ

ユ
ウ
リ
ヒ
さ

へ
も
、
三
十

年
聞
も
開
け

つ
放
し

の
門
を
締
め

て
し
ま
ひ
ま
し
・

　
　
　
　
　

　
　
　
　
む
　
りは
ん
に
ん　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ンガ
　
リ
じ

　
た
。
そ
れ
は
、
そ

の
謀
叛
人
を
恐

が

つ
て
ゐ
る
よ
り
も
、
仇
討
が
お
そ
ろ
し
い
か
ら

で
す
。
何
し
ろ
、
匈

牙
利

の
、

　
あ

の
や
か
ま
し
屋

の
ア
グ
ネ

ス
女
王
が
、
追
放

の
呪

ひ
を
武
器
と
し

て
乘
り
出

し
て
來
ま
し
た
。
こ

の
女
王

と
來

た
、

　
　
　
　
　

　

や
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ほ
ん

　
ら
、
女
ら

し
い
優

し
さ
な
ど
は
全
く
知

ら
ず

に
、
父
王

の
横
死
を
復

讐
す

る
た
め
に
は
、
謀
叛
人

の
血
筋

は
言

ふ
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

よ
うし
や

及
ぱ
ず

、
そ

の
家
來
も
、
子
供
も
、
孫
に
至
る
ま
で
、

お
城

の
石

一
つ
と
い

へ
ど
も
容
赦

し
な

い
と

い
ふ
人
で
す
。

　
天

に
誓

つ
て
、
そ

の

一
族
を
父
上

の
墓
に
逐

ひ
や

っ
て
、
自
分
は
五
月

の
露
を
浴
び

る
や
う

に
、
そ

の
血
を
浴

び
よ
・

　
う
と
申
し

て
を
り
ま
す

。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ど
　
こ

メ

ル
ヒ
タ

ア
ル
　
　

下
手
人
逹

が
何
處

に
逃
げ

た
か
分

つ
て
ゐ

る
の
で
す
か
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

謀
叛
人
共

は
、
仕
事
を

し
す
ま
す
と
、
直

ち
に
四
方

に
道
を
と
り
、
散
り
み
＼

に
な

つ
て
、
,

　
　
　
　
　

　
あ

　
も
う

お
互
に
邁

ふ
こ
と
さ

へ
出
來
な

い
の
で
す
。
ー

何
で
も
、

ヨ

ハ
ソ
公

は
、

こ
の
山

の
方

に
迷

つ
て
來
ら
れ

た
～
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と
い
ふ
噂

で
す

が
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　
　

で
は
、
折
角

の
兇
行

も
、
何

の
利
得

に
も
な
ら
な
か

つ
た
わ
け
ち

や
。
す

べ
て
、
復
讐

と
.

　

い
ふ
も

の
は
、
何

の
利
得
に
も
な
ら

ぬ
も

の
ち

や
。
復
讐
と

い
ふ
も

の
は
、
自
分

の
身
を
食

つ
て
生
き

て
ゐ
る
も

の
.

　
で
、
そ

の
樂

し
み
は
人
殺
し
、
そ

の
満
足

は
戰

標
ぢ

や
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
あ

の
人
殺

し
共

に
と
つ
て
ほ
、
こ
の
兇
行
ぽ

何

の
得
も
な
か

つ
た
わ
け
で
す

が
、

お
か
げ
・

　
　
　
　
　
　
　
よ
ご
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
　
な
ま
ぐ
さ

　
で
我

々
は
手
を
汚
さ
ず

に
、
こ

の
血

腥

い
兇
行

の
有

難

い
木

の
實
を
味
は

ふ
こ
と
が
出
來
ま
す
。
我

々
は
、

一
大
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ふ

　
恐
怖

か
ら
逃
れ

た
わ
け
で
す
。
自
由

の
最
大

強
敵

が
こ
れ
で
斃

れ

て
し
ま

つ
た
の
で
す
。
噂

に
よ
る
と
、
王
權

は

ハ

　
プ

ス
ブ

ル
グ
家

か
ら
他

の
家
柄

に
移

つ
て
行
く

や
う

で
す
が
、
帝

閣
は
、
屹
度
選
擧

の
自
由
を
主
張
す
る
で
せ
う
。
.

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
そ

の
他
大
勢

　

　
何

か
聞
き
込

ん
だ

こ
と
で
も
あ
り
ま
す

か
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

ル
ク

セ
ソ
ブ

ル
グ

の
伯
欝

が
大
多
數

で
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

我

々
が
帝

國

に
忠
義

で
あ

つ
た

の
は
よ
か

つ
た
。
今

こ
そ
正
義
を
期
待
出
來
ま
す
。

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　
　

新
ら
し

い
君
主
に
は
、
勇
敢
な
味
方
が
必
要
で
す

。
屹
度
、
墺
太
利

の
復
讐

に
對
し
て
㌃

　
我

々
を
庇

つ
て
く
れ

る
こ
と
で
せ
う
。

　
　
　

百
姓
逹
、
互

に
抱

き
合
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
な

　
　
　
役
信
、
帝
國

の
使
者
を
俘

つ
て
來
る
。

役
僧

　
　
こ

丶
に
ゐ
ら
れ
る
の
が
、

こ
の
國

の
お
頭
た
ち
で
す
。

P卜屮一噌
h　

摩
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レ
ツ
セ
ル

マ
ン
そ

の
他
大
勢

　

　
役
僣
、
何

で
す
。

役
僧
　
　
帝
國

の
使
者
が
か
う

い
ふ
書
状
を
持

つ
て
來
ま
し
た
。

一
同

　
　
〔
ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
に
〕
開
け

て
、
讀
ん

で
下
さ

い
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
〔
讃
む
〕
「
女
王

エ
ル
ス
ベ

エ
ト
は
、
ウ
リ
、

シ
ユ
ウ
イ

ッ
、
ウ

ソ
テ
ル
ワ
ル
デ

ソ
の
忠
良
買.

　
な

る
臣
民

に
、
あ
ら
ゆ
る
仁
慈
と
幸
臈
を
授
く
。
」

多
く

の
聲

　

　
女
王

が
ど
う

し
ろ
つ
て
ん
だ
。
も
う
女
王
の
國
ぢ
や
な

い
そ
。

ワ

ル
テ

ル
・
フ
ユ
ル
ス
ト
　
　

〔讀

む
〕
「
わ
が
君

の
非
業

の
御
最
期

に
悲
歎
盡
き
ず

と
雖
も
、
女
王
は
な

ほ
瑞
西

の
國

り

　

古
よ
り

の
忠
愛
を
忘

れ
ず
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
わ
ね

メ
ル
ヒ
タ
ア
ル
　
　

自
分
の
景

氣
の
い
瓦
時

に
は
、
そ
ん
な
翡
晋
は
吐
か
な
か

つ
た
ぞ

。,

レ
ツ
セ
ル

マ
ン
　
　

し

つ
。

ま
あ
、
聽
け
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
〔
讀
む
〕
「
忠
良
な
る
汝
等
が
、
こ

の
呪
ふ
可
き

下
手
人

に
對

し
て
、
當
然

の
憎

惡
を
抱
く
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

かば

　

は
我

が
疑
は
ざ

る
と

こ
ろ
。
さ
れ

ば
三
州

の
臣
民
は
、
刺
客
等
を
庇
ふ
こ
と
な

く
、

ル
ド

ル
フ
の
王
家
よ
り
蒙
り
た
。

　

る
、
古
き
慈
愛
と
恩
寵
に
鑑

み
、
復
讐
者

の
手

に
犯
人
を
引
き
渡
す
や
う

、
忠

實
な
る
援
助
を
俟

つ
。
」

　
　
　

百
姓
逹
の
闖

に
不
滿

の
樣
子
。

多

く
の
聲

　
・
何
だ
。
慈
愛
と
恩
寵
だ
と
。

ス
タ
ウ
フ
プ
ア
ツ

ヘ
ル
　

　
先
帝
か
ら
は
御
恩
は
受
け

た
が
、
今
度

の
皇
帝

か
ら
は
何

の
あ
り

が
た

い
恩

に
な

つ
た
g
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今
迄

の
歴
代

の
皇
帝

の
や
う

に
、
自
由

の
詔
書
を
裁

下
し
て
下
す

つ
た
か
。
ま
た
、
正
し

い
到

決

に
よ

つ
て
裁

い
た

　
り
、
罪
な
き
窮
屍
を
保
護
し
て
下
す

つ
た
か
。
我

々
が
憂
慮

の
餘
り

に
逶

つ
て
や
つ
た
使
者

の
口
上
さ

へ
聞

い
て
下

さ
ら

ぬ
。
そ
ん
な
こ
と
は
、
何

一
つ
も
王
樣
ほ
し

て
く
れ
や
し
な

か
つ
た
。
も
し
我

々
自

身
が
勇
敢

に
戰

つ
て
正
義

　
を
挽
囘
し
得
な
か

つ
た
ら
、
我

々
の
ど

ん
な
苦
し
み
に
對
し
て
も
干
樣
は
何

の
痛
痒
も
感
じ
な
か

つ
た
ら
う
。
ー

王
樣

に
感
謝
す
る
と
は
以

て
の
外
だ
。
感
謝

の
種
を
こ

の
谷
間

に
蒔

い
た

こ
と
が
あ
る
も
の
か
。
高

い
位
地

に
立

つ

　
て
、
國
民

の
父
と
な
る
こ
と
は
出
來
た
が
、
自
分

の

一
放

の
た
め
ぼ

か
り
を
計
る
こ
と
を
能
事
に
し
て
ゐ
た
。
王
樣

　
の
お
蔭
を
蒙

つ
た
も

の
だ
け
が
、
王
樣

の
た
め
に
泣

い
て
や
れ
げ

い
曳
の
だ
。

ワ
ル
テ
ル
・
フ

ユ
ル
ス
ト
　

　
し
か
し
、
我

々
は
王

の
横
死
を
見
て
、
歡
び

の
聲
を

上
げ
る
こ
と
は
よ
さ
う
。
ま

た
、
そ

　
の
罪
を
思

ひ
出

し

て
責

め
る
に
も
及
ぼ

ん
.、
さ
う

い
ふ
事
ほ
止
め
よ
う
。
し
か
し
何
も
恩

を
受
け

た
こ
と
の
な

い
王

　
り
た
め

に
、
仇
を
討

つ
と
か
、
何
も
危
害
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
人
逹
を
追
跡
す
る
と
か
、
さ
う

い
ふ
事
ほ

穩
當
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
に

缺
く
。
愛
が
あ
れ
ば
進

ん
で
も
犧
牲

に
な
る
が
、
正
直

の
と
こ
ろ
、
死
ん
で
貰

つ
て
重
荷

を
お
ろ
し
た
の
ち
や
か
ら

f

我

々
ほ

こ
の
上
何
も
す
る
こ
と
は
な

い
。

メ
ル
ヒ
タ

ア
ル
　
　
女
王
は
さ
ぞ

お
寢
聞
で
泣

い
て
、
苦

し
み
を
天

に
訴

へ
て
ゐ
る
こ
と
だ

ら
う
が
、

こ
つ
ち
ほ
御
覽

　
　
　
　
　
ち
れ

　
の
遞
り
、
憂

ひ
を
除

か
れ

た
人
民
逵
が
、
矢

張
り
天
に
向

つ
て
感
謝

の
所
り
を
し
て
ゐ
る
と

い
ふ
わ
け
だ
。
i
ー

泣
F

　
い
て
貰
は
う
と
思

ふ
な
ら
、
少

し
は
慈
悲

の
種
も
蒔
く
事
だ
。

　
　
　
帝
國

の
使
者

去
る
。

、　
一「　　

』
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ど
　
こ

ス
タ
ウ

フ
フ
ア
ツ

ヘ
ル
　

宀

一
同

に
〕
テ

ル
は
何
處

に
ゐ
る
だ
ら
う
。
我

々
の
自

由

の
親

と
も

い
ふ
可
き
、
あ

の
男
だ

け

が
こ

製
に
ゐ
な

い
と
は
殘
念
だ
。
あ

の
男
は
、

一
番
偉

い
事
を
仕
逾
げ
て
、
一
番
辛

い
目
を
忍

ん
で
來
た
。
さ
あ
、

皆

で
行

か
う
。

テ
ル
の
家

へ
出
か
け
て
行

つ
て
、
我

々

一
同

の
救

ひ
主

の
た
め

に
萬

歳
を
唱

へ
て
や
ら
う
。

　
　

　
一
同
去

る
。第

　
二

.
場

テ

ル

の
家

。

爐

に
は

火

が

燃

え

て

ゐ

る
。

イ

ル

ヘ
ル

ム
。

開

い
た

ま

義

の
戸

は

そ

と

に
通

じ

て

ゐ

る
。

ヘ
ド
ウ

イ

ヒ
、

ワ

ル
テ

ル
、

及

び

ウ

　
　

ヘ
ド
ゥ
イ
ヒ
　
　
今
日
は
お
父
さ
ん
が
お
歸
り
だ
よ
。
ね
え
、
坊
や
た
ち
。

お
父
さ

ん
は
生
き

て
、
助
か

つ
て
ゐ
ら

つ

　
　
　

し
や
る
の
だ

よ
。
わ
た
し
逹
み
ん
な
も

助
か

つ
て
、
自
由

に
な

つ
た
よ
。

こ
の
國
を
救

つ
た

の
は
、
お
前
逹

の
お
父

　
　
　

さ

ん
だ
よ
。

　
　

ワ

ル
乎

ル

膕　

だ

つ
て
、
お

い
ら
も
そ
ば

に
ゐ
た
ん
だ
ぜ
。
母
ち
や
ん
。
お
い
ら

の
こ
と
だ

つ
て
言

つ
て
も
ら
ひ
た

い

遡

よ
。
父
ち

や
ん
の
矢

が
、

お
い
ら

の
體
を
す
れ
ー

に
通

つ
た
ん
だ
け
ど
・

お

い
ら
榛

へ
た
り
な
ん
か
し
な
か

つ
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た
ぜ
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　

〔
ワ
ル
テ
ル
を
抱

い
て
〕
さ
う
だ

よ
、
船
前
は
ま
た
わ
た
し
に
授

か

つ
た
の
だ
よ
。

二
度
生
ん
だ
や
う

な
氣

が
す
る
よ
。
わ
た
し
は
お
前

の
た
め
に
生

み
の
苦

し
み
を

、
一度
も
し
た
の
だ
も

の
ね
。
で
も
、
そ

れ
も
濟

ん
だ

　
こ
と
だ
。
f
」

お
前
逹
は
、
二
人
共

無
事
で
ゐ
て
く
れ

る
。
そ
れ

に
今

日
は
ま
た
大
事
な

お
父
さ
ん
が
お
戻

り
に
な

　
る
し
。

　
　
　

一
人

の
僭

侶
戸
口
に
現
は
れ
る
。、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
せ

ウ
ィ

ル

ヘ
ル
ム
　
　

ほ
ら
、
母
ち

や
ん
、
御
覽
よ
。
ー
ー
あ
そ

こ
に
、
坊
さ
ん
が
立

つ
て
る
よ
。
屹
度

お
布
施
を
も
ら

　

ひ
に
來
た
ん
だ
よ
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　
家

の
中

へ
連
れ

て
お
い
で
。
何
か
上
げ
る
か
ら
ね

.。
お
目
出
度

の
あ

つ
た
家
に
來
た
や
う

に
ね
。

　
　
　
奥

に
入

つ
て
、
問

竜
な
く
手

に
杯

を
持

つ
て
出
て
來

る
。

ウ
ィ

ル

ヘ
ル
ム
　

　
〔僭

に
〕
坊
さ
ん
、

い
ら

つ
し
や

い
。
母
ち

や
ん
が
、
何

か
上
げ
る

つ
て
。

ワ
ル
テ

ル
　

　
さ
あ
、

休
ん
で
、
元
氣
を

つ
け
て
お

い
で
よ
。

僣
侶

　

　
〔
そ
は
く

し
た
樣
子

で
、
お
つ
ノ
丶

と
あ
た
り
を
見
姆
し

て
〕

こ

丶
は
何
處
で
す
。
ど

こ
の
國
で
す
。

ワ
ル
テ

ル
　

　
そ
れ
を
知

ら
な

い
ん
だ
と
、
道

に
迷

っ
た

ん
だ
ね
。
を
ぢ
さ
ん
、
こ

乂
ほ

ウ
リ
の
ビ

ユ
ル
グ

レ
ソ
と

い

　

ふ
處
で
、

シ

エ
ツ

ヘ
ソ
の
谷

の
入

ロ
だ
よ
。

僣
侶

　
　
〔
躡

っ
て
來
た

ヘ
ド
ウ
ィ
ヒ
に
〕
あ
な
た
お

一
人
で
す

か
。
そ
れ
と
も
御
主
人
も
御
在
宅

で
す
か
。
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ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　

主
人
は
ち
き

に
戻

つ
て
參
り
ま
す
。
1

ー
あ

な
た
は

一
體
ど
う
な
さ

い
ま
し
た
。
何

か
心
配
事
で
も

　
あ

る
や
う
な
樣
子
を
し
て
ゐ
ら

つ
し
や

い
ま
す
ね
。
ー
ー

ま
あ
、
ど
な
た

に
も
せ
よ
、
こ
れ
で
も
ど
う
ぞ
。

　
　
　
杯
を
渡
す
。

　
　
　
　
　
　
か
わ

僣
侶

　

　
こ
の
渇

い
た
心
が
、
飮
物
を
欲

し
い
の
は
山

々
で
す
が
、
手
前

の
願

ひ
を
き

い
て
下
さ
る
ま
で
は
、
何
も
手

　
を

つ
け
ま
す
ま

い
。
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ば

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　
着
物

に
觸
ら
な

い
で
下

さ

い
。
側

へ
寄
ら
な

い
で
下
さ

い
。

お
話

し
が
あ

る
な
ら
、
離

れ
た
ま

乂
で

　
伺

ほ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ふ

僣
侶

　
　

心
地
好
く
燃
え
て
ゐ
る
こ
の
火

の
傍

で
、

お
子
さ

ん
の
可
愛

い
つ
む
り
を
抱

い
て
。
ー
f

〔子
供
逹
を
抱

へ

　

る
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　

ま
あ
、
こ

の
人
は
何
を
な
さ

い
ま
す
。
子
供
逹
か
ら
は
な
れ

て
下
さ

い
。
ー

-
あ
な
た
は
坊
さ
ま
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
坊
さ
ま
な
も
ん
で
す

か
。

こ
ろ
も
を
着
れ
ば
人
柄

も
穩

か
で
あ

る
筈

で
す

の
に
、
あ
な
た

の
様

　

子
に
は
少

し
も
穩

か
な
と

こ
ろ
が
あ
り

ま
せ
ん
わ
。

僣
侶
　
　
手
前
は
人
聞

の
中

の

一
番
不
仕
合

せ
な
も

の
で
す
。

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　
不
仕
合
せ
と

い
ふ
も

の
は
人

の
胸

に
強
く
來

る
も

の
で
す

が
、
あ
な

た
の
膜

は
わ
た
し

の
心
を
し
め

　

つ
け

る
や
う
な
氣
持
が
し
ま
す
わ
。

ワ
ル
テ

ル
　
　

〔
飛
び
立

つ
て
〕

母
ち
や
ん
、
父

ち
や
ん
だ

よ
。
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駈
け
出
し
て
行
く
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　
ほ
ん
と

に
。

　
　
　

あ
と
を
逍
は
う
と
す
る
が
、
ふ
る

へ
て
立

ち
す

く
ん
で
し
ま
ふ
。

ウ

ィ

ル

ヘ
ル
ム
　
　

〔急

い
で
あ

と
を
邉

つ
て
〕
父
ち

や
ん
。

ツ

ル
テ

ル
　
　
〔
外
で
〕

ま
た
歸

つ
て
來

た
ね
。

ウ

ィ

ル

ヘ
ル
ム
　
　

〔
外
で
〕
父
ち

や
ん
、
父
ち

や
ん
。

デ

ル
　

　
〔外

で
〕

お
曳
、
、歸

つ
て
來
た
ぞ
。
ー

-母

ち
や
ん
は
ど

こ
だ
●

　
　
　
家

の
中

へ
入

る
。

ワ

ル
テ
ル
　

　
戸

の
と
こ
ろ
に
立

つ
て
、
動
け
な

い
ん
だ
よ
。
屹
度

こ
は

い
の
と
、
う
れ
し

い
の
で
、
藻

へ
て
ゐ
る
ん

.
だ
よ
。

テ
ル
　
　

お

丶

　
ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　

ヘ
ド
ウ

イ
ヒ
。
お

つ
か
あ
。
紳
様

が
助
け

て
下
す

つ
た
ん
だ
ぞ
。
ー

1
も
う
暴
君

　

な
ん
か

に
俺
達

の
仲
を
裂

か
れ

や
し
ね
え
ぞ
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　

〔
テ
ル
の
頸
に
し
が

み
つ
い
て
〕

お

曳
、

テ
ル
、
テ
ル
、

あ
な
た

の
こ
と
を
、
ど

の
く
ら
ゐ

心
配
し
た

　

か
。

　
　
　

僣
侶
、
き

Σ
耳
を
立
て
る
。

テ
ル
　

　
そ
ん
な

こ
と
は
も
う
忘

れ
て
し
ま

へ
。
嬉

し
い
こ
と
だ
け
患

つ
て
ゐ
ろ
。
俺
は

ま
た
歸

つ
て
來
た
。

こ
れ
は

豪
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俺

の
小
屋
だ
。
俺
は
ま
た
う
ち

へ
歸
れ
た
ん
だ
な
あ
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ゆ
み

ウ

ィ
ル

ヘ
ル

ム
　
　

父
ち

や
ん
、
弩

は
ど
う

し
た

の
。
見
え
な

い
ぢ

や
な

い
か
。

テ
ル
　

　
あ
れ
は
も
う
見

ら
れ
ね
え
ぞ
。
あ
り

が
た

い
お
堂

に
納

め
ち

や
つ
た
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
は
獵

に
も

つ
か
は
ね

　

え
よ
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　
　
お

曳
、

テ

ル
。

テ
ル
。

　
　

　
後

へ
退

い
て
、

テ
ル
の
手

を
も
ぎ

は
な
す
。

テ

ル
　
　

ど
う
し

て
さ
う
吃
驚

す
る
ん
だ
。　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

謝

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　
　

ど
う
し

て
、
ー

あ
な

た
こ
そ
ど
う
し

て
ま
た
こ

曳
に
歸
つ

て

い
ら

つ
し
や
れ

た
ん
で
す
。
ー
1

こ

　

の
手
。
-f
ー
こ
の
手
を
わ
た
し
が
掴

ん
で
も

い
乂
で
せ
う

か
。

ー
f

こ
の
手
を
。
1

お
丶

紳
樣

、

チ

ル
　
　

〔
心
を
こ
め
て
、
元
氣

よ
く
〕

こ
の
手
が
、

お
前
を
護
り
、
こ

の
國
を
救

つ
た
ん
だ
。
俺
は

こ
の
手
を
大
威
張

　

り

で
天
に
差

し
上
げ

て
い

N
ん
だ
。

　
　

　
一僭
侶
、
急

に
身
を
動
か
す
。

テ

ル
こ
れ
に
日
を

つ
け

る
。

　

あ

の
坊
さ
ん
ほ
誰
だ
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　
あ

乂
、
忘
れ

て
ゐ
ま
し
た
わ
。
あ

な
た
話

し
て
上
げ

て
下
さ

い
。
わ
た
し
あ

の
人

の
そ
ば
に
寄

る
の

　
　

こは

　

が
怖

い
の
で
す
も

の
。

僣
侶

　
　
〔
近
寄

っ
て
來

て
〕
あ
な

た
は
、
代
官
を
殺
し
た
、
あ

の
テ

ル
さ
ん
で
す

か
。
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テ

ル
　
　

い
か
に
も

テ
ル
で
す
。
誰

に
広
.隱

し
ま
せ
ん
。

僣

侶
　
　
矢
張
り
あ
な
た
で
し
た
か
。

あ

丶

あ
な
た

の
家

に
辿
り
着

い
た
と

い
ふ
の
も
、
全
く
紳

の
お
引
き
合

せ
で

　
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ど
な
た

テ

ル
　
　

〔
じ
ろ
ノ
＼

と
眺
め
て
〕
あ
な
た
は
坊
さ

ん
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

一
體
、
誰
方

で
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こぽ

僣
侶

　

　
あ
な

た
に
あ
だ
を
し
た
代
官
を
射
殺

し
た
の
は
、
あ
な
た
で
す
か
。
-

實
ほ
私
も
、
私

に
正
義
を
麺

ん
だ

　
敵
を
叩
き
切

つ
た
も

の
で
す
。
ー

そ
れ
ほ
、
私

の
敵

で
あ
り
、
ま
た
同
時

に
あ
な

た
の
敵
で
も
あ

つ
た
。
f
ー
私

　

は
そ

の
手
か
ら
こ
の
、閥
を
救

ひ
ま
し
た
。

テ

ル
　
　

〔
後
退
り
し
て
〕

で
は
、
あ
な
た
が
。
ー
ー

こ
り

や
事
だ
ぞ
。

お

い
、
坊

や
、
あ

つ
ち

へ
入

つ
て
ろ
。
そ
れ

か

　

ら

、

お
前

も

向

う

へ
。

さ
あ

、
さ

あ

。

ー

お

氣

の
毒

な

、
、
で

ほ
、

あ

な

た

は

。

ー

-

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　
あ

の
人
ほ
誰

で
す

の
。

テ

ル
　

　
聞

く
ん
ぢ

や
ね
え
。
あ

つ
ち
だ
、
あ

つ
ち
だ
。
子
供
な
ん
か

に
聞

か
し
ち

や

い
け
ね
え
。
-

そ
と

へ
出

て

　

ゐ
ろ
。
f

ず

つ
と
遠
く

へ
行
く
ん
だ
ぞ
。

お
前

は
か
う

い
ふ
鷺
方
と
、

一
つ
屋
根

の
下

に
ゐ
ち
や
あ

い
け
ね
え

ん

　

だ
。

ヘ
ド
ゥ
イ

ヒ
　

　

一
體

ど
う

し
た

つ
て
い
ふ
ん
で
す
よ
。
さ
あ

、
源

い
で
。

　
　
　

子
供
逹
を

つ
れ
て
行
く
。

テ

ル
　
　

〔
僭
侶
に
〕
あ
な

た
は
墺
太
利

の
公
欝
樣

で
せ
う
。
ー
ー

そ
れ
に
蓮
ひ
な

い
。
あ
な
た
は
、
あ

の
皇
帝

を
、
し
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か
も
叔
父
漾

で
あ
り
、
主
君
で
も
あ

る
お
方
を
殺
害
な
さ

つ
た
。

ヨ

ハ
ネ

ス
。
パ
リ
チ
ダ
　
　

だ
が
、
あ
れ

ほ
、
私

の
領
地
を
横
領
し
た

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

輌

テ
ル
　
　

現
在

の
叔

父
を
殺

し
、
皇
帝
を
殺
し
て
、
よ
く
も
大
地

が
あ
な
た
を
載

せ
、
太
陽

も
あ
な

た
を
照

ら
し

て
ゐ

　
る
も

の
だ
.。

パ
リ

チ
ダ
　
　

テ

ル
。
私

の

い
ふ
こ
と
を
聞

い
て
貰

ひ
た

い
。

テ

ル
　
　
親

殺
し
主
殺

し
の
大
…逆
の
窺
を
滴
ら
せ
な
が
ら
、
俺

の
こ
の
清
淨
な
家

に
踏
み
込

み
な

さ
る
お
つ
も
り
か
。

　
よ
く
も
そ

の
、面
を
正
直
な
人

の
前

に
出

し
て
、
客

に
し
て
貰

は
う
な
ど

㌦
言

へ
た
も
ん
だ
。

パ
リ
チ
ダ
　

　
私
は
あ
な

た
か
ら
同
情
を
受
げ
る

つ
も
り
で
ゐ
た
。
あ
.な

た
も
、
敵

に
復
讐

を
し
た
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
な
　
ぐ
さ

テ

ル
　
　

お
氣
の
毒

だ
が
、
野

心
か
ら
酎

た
血

腥

い
罪

と
、
父
親

と
し

て
の
正
當

防
衛
と
を
ご

つ
ち

や
に
さ
れ

て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
わ
ん
ぜ

　
た
ま
ら
な

い
。
あ
な

た
は
我

が
子

の
輝
是
な

い
頭
を
護

つ
て
や
つ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。

一
家

の
神
聖
を
ま
も

つ

　
た
こ
と
が
お
あ
り

で
す

か
。
家
族

の
も

の
乂
絶
體
絶
命

の
危
戴
を
救

つ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す

か
。
　
　

俺
は

こ
の
清

　

い
雙
手
を
天

に
差
し
延
ば
し
て
、
あ
な

た
も

、
あ
な

た
の
仕
業
・も
、
み
ん
な
呪

ふ
。
　
　

俺
は
、
神

聖
た
遯
理

の
た

　
　
　
あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆシ

　
め
に
仇
を
討
つ

た
ん
だ
が
、
あ

な
た
ほ
そ
れ
を
泥
し

た
ん
だ
。
ー
…
よ
集
る
で
違

つ
て
ゐ
ま
す
。
　
　

あ
な
た
は
人
を

　
殺
し
た
　
俺
は

た

黛
、
可
愛

い
も

の
を

ま
も

つ
て
や
つ
た
だ
け
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
　
げ

パ
リ
チ
ダ
　

　
あ
な
た
は
さ
う
素

匁
な
く
私
を

つ
き

の
け

て
、
絶

挈
さ
せ
て
し
ま
ふ
お
つ
も
り
か
。
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お
そ

テ
ル
　

　
か
う

し
て
、
話

し
て
ゐ

て
さ

へ
、
身

の
毛
が
よ
だ

つ
。
さ
あ
、
あ
な
た
の
糀

う
し

い
道
を
歩

ん
で
い
ら

つ
し

　
や

い
。
潔
白

な
も
の

乂
住
み
家

は
淨
く
し

て
お

い
て
下
さ

い
。

パ
リ
チ
ダ
　
　

〔振

り
向

い
て
、
行

き
か
け
る
〕
私
ほ
も
う
か
う
し

で
生
き

て
は
ゐ
ら
れ
な

い
。

ま
た
、
生
き
た
く
も

　
な

い
。

テ

ル
　

　
あ
な

た
は

お
氣

の
毒
な
方
だ
.、
ー

何

と
い
ふ
こ
と
だ
ら
う
、
こ
ん
な

に
お
若
く

て
、
貴

い
お
血
筋

の
、
皇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

いや

帝

ル

ド

ル

フ
樣

の
お

孫

樣

が

、

人
殺

し

の

お
尋

ね

者

と
な

つ

て
、
俺

の
や
う

な

賤

し

い
者

の
家

の
戸

口

に

、

泣

い
た

　
り

、

嘆

い
た

り

し

て
ー
f
-

　

　

　
顏

を
覆

ふ
。

パ
リ
チ
ダ
　

　

お

乂
、
あ
な
た

に
涙

が
あ

つ
た
ら
、
ど
う
ぞ
私

の
蓮
命
を
哀
れ

と
思

つ
て
下
さ

い
。
ー

私

は
大
名

だ
。

　
ー
1
・い
や
、
そ
れ
も
昔

の
事
だ
。
ー

欲

望
を
抑

へ
て
辛
抱
し

て
ゐ
た
ら
、
果
報
な
身
分

に
な
れ
た
も
の
だ
。
と
こ

　
ろ
が
こ
の
胸

に
食

ひ
込
ん
だ

の
が
嫉
妬

の
念
だ
。
ー
ー

私
は
、
從
弟

の

レ
オ
ポ
ル
ド
が
、
あ

の
若

年
で
、
名
譽
を
受

　
　
　
ち
ぎ
や
う

　
け
、
知
行
を
受
け

て
ゐ
る

の
を
見
て
來
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
こ
の
私

は
、
同
じ
年
輩
で
あ
り
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も

　
奴
隷

同
樣

の
子
供
扱

ひ
に
さ
れ

で

ー
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

を
　
ぢ
　
ご

テ

ル
　
　

い
た
は
し

い
お
方
だ
。
だ
が
、
土
地

や
人
民
を
お
譲

り
に
な
ら
な

か
つ
た

の
ぼ
、
流
石
叔

父
御
樣
ぼ
眼

が
高

　
か

つ
た
。
御
自
身

こ
ん
な
短
慮
な
亂
暴
な
氣
狂

ひ
じ
み
た

こ
と
を
仕
出
か
し
て
、
叔
父
御

の
御
賢
慮
を
裏
書
し

て
ゐ

　
る
や
う
な
も

の
だ
。
ー
1
-そ

の
暗
殺

の
仲
問
達

は
ど
こ
に
を
り
ま
す
、
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ど
　
こ

パ
リ
チ
ダ
　
　
復
讐

の
精

の
導
く
ま

丶
に
、
何
處

に
落
ち

て
行

つ
た

こ
と
や
ら
分
り
ま
せ
ん
。
私

ほ
あ

の
兇
行
以
來
誰

　

に
も
會

は
な

い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ま
か

テ

ル
　

　
で
は
、
御
存
知
な

い
の
だ
な
。
あ
な
た
は
今
追
放
さ
れ
、
味
方

に
は
捨

て
ら
れ
、
敵

の
手

に
身
を
任

せ
る
破

　
目

に
な

つ
て
ゐ
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

パ
リ
チ
ダ
　

　

で
す

か
ら
、
大
道
は

こ
れ
を

一
切
よ
け
て
通
り

、
小
屋

の
戸
さ

へ
叩
か
な

い
こ
と
に
し
て
ゐ
ま
す
。
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
よ

　
る
可
く
荒

れ
果

て
た
野
原
を
歩

い
て
、
自
分
自
身

が
恐

ろ
し
さ

に
山

の
申
を
彷
徨
ひ
歩

い
て
を
り
ま
す
。
小
川

に
自

　
分

の
み
じ
め
な
顏

が
う

つ
る

の
を
見
る
と
、
我
な

が
ら
そ

つ
と
し

て
飛
び
す
さ
り
ま
す
。
あ

曳
、
も

し
も
あ
な
た

に

　
人
情

や
慈
悲
が
あ

つ
た
ら
～

i

　
　
　

テ
ル
の
前

に
仆
れ
伏

す
.

テ
ル
　
　

〔
顏
を
そ
む
け
〕
お
立
ち
な
さ

い
。
お
立
ち
な
さ

い
。

パ
リ
チ
ダ
　
　

い
や
、
助
け

の
手
を
貸
し

て
く
れ
る
ま
で
は
。

テ

ル
　
　
あ
な

た
を

お
助
け
す
る

こ
と
が
こ

の
お
れ

に
出
來

る
も

の
か
。
俺
だ

つ
て
同

じ
や
う
な
、
罪
深

い
人
聞
だ
。

　
だ
が
、
ど
う
ぞ

お
立
ち
下
さ

い
。
一ー

ど
ん
な
極

悪
の
罪
を
犯
し
た

に
し
ろ
、
i

l
あ
な

た
も
人
間
、
f

俺
も
人

聞

だ
。

こ
の
テ
ル
ほ
誰
方
で
も
す
げ
な

く
お
歸

し
は
し
ま
せ
ん
。
f
I
出
來

る
だ
け

の
こ
と
は
し

て
差
し
上
げ

ま
せ

　
レり
o

　
　
　
　
　
　

は

パ
リ
チ
ダ
　
　

〔
跳
ね
お
き
て
、
は
げ

し
く

テ
ル
の
手
を
引

つ
か
み
〕
お

x
、
テ

ル
。
あ
な
た
は
私

の
魂
を
絶
塑
か
ら
救
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つ
て
く
れ

る
。

テ

ル
　
　

手
を
は
な
し
て
下
さ

い
。
ー

!
あ
な

た
は
す
ぐ

に
お
出
掛

け
な

さ

い
。

こ

丶
に
ゐ
た
ら
屹
度
見

つ
か
る
し
、

　
見

つ
か
つ
た
ら
助
か
り
ま
せ
ん
。
i

i
ど
ち
ら

へ
行
く

お
考

へ
で
す
。

ど
こ
に
落
着
く

お
考

へ
で
す
。

パ
リ
チ
ダ
　
　

私
が
そ
れ
を
知

つ
て
ゐ
る
も

の
で
す

か
。
あ

乂
。

テ
ル
　

　

で
は
、

い
丶
こ
と
が
あ

る
。

お
聞
き
な
さ

い
。
　

　

あ
な

た
は
こ
れ
か
ら
、
伊

太
利

へ
行

つ
て
、
聖

ペ
テ

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ざ
んげ

　

の
町

で
、
法
王
樣

の
足
許

に
ひ
れ
伏

し
て
、
懺
悔
を

し
て
魂
を

お
救
ひ
な
さ

い
。

パ
リ
チ
ダ
　
　
法

王
樣
ほ

私
を
敵
方

の
手

に
渡
し
ぱ
し
な

い
で
せ
う
か
。

テ

ル
　

　
法
王
樣

の
な
さ
る
こ
と
は
、
神
様

の
思
召
し
と
し

て
お
受

げ
な
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち
つ
れ

パ
リ
チ
ダ
　
　

知
ら
ぬ
他
國

に
ど
う
し
て
辿
り
着

か
う
。
道
は
不
案
内
だ
し
、
族

人
の
道
件
は
危

い
し
。

テ

ル
　

　

で
は
、
道
を
教

へ
て
上
げ

ま
せ
う
。
よ
く
聞

い
て
乂
下

さ

い
。
急
流
と
な

つ
て
、
山

か
ら
落
ち

て
來

る

ロ
イ

　

ス
河

を
溯
る
し
rT

i
、

パ
リ
チ
ダ
　
　

〔
吃
驚

し
て
〕

ロ
イ

ス
河

を
見
る
の
か
。
兇
行
を
し
た

の
も
そ
の
岸

だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
だ
れ

テ
刀
　
　

道
は
深

い
淵

に
沿

う
て
、
澤
山

の
十
字
架
で
道

し
る
べ
か
し
て
あ
り
ま
す
。
そ

の
十
字
架

は
雪
崩

に
埋
も
れ

　
　
　
　
　
　
　

かた
み

　

た
籏
入

た
ち

の
形
見

に
建

て
ら
れ

た
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
そ

パ
リ
チ
ダ
　
　

心
の
苦
悶

さ

へ
鎭

め
ら
れ

乂
ば

、
自
然

の
危
難
な
ど
擁
れ

は
し
ま

せ
ん
。

テ

ル

　

ど
の
+
字
架
も

よ
く
冪
ん
で
・
熱

い
懺
悔

の
涙

で
罪

の
つ
ぐ
な
ひ
を
な

さ

い
・
　

さ

て
、
無
事

に
ζ

レ

、、.　噸　
.
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なヤろ

　

ツ
ケ

ン
の
道

も
通
り
過
ぎ

て
、
凍

つ
た
屋
根

か
ら
吹
き
下
す
吹
雪

に
も
邁
は
な

か

つ
た
ら
、
や
が
て
、
水
煙

の
立

つ

　
橋

へ
さ
し
か

乂
毎

ま
す
。
そ

の
橋

が
あ
な
た

の
罪
の
重
み

に
ご
ほ
れ
も
せ
ず
、
無

事
に
そ
こ
を

通
り
拔
け

る
と
、
黒

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ざ

　

い
岩

の
門

が
大
き
く
開

い
て
ゐ
ま
す
。

そ
こ
は
ま
だ
日
の
光
さ

へ
射
し
た

こ
と
が
な

い
所
で
す

。
i
ー

逋
り
拔
け
る

　
と
、
明

る

い
歡
び

の
谷

で
す
。
-ー
!
し
か
し
、
急

い
で
通
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
安

心
の
出
來

る
處
だ

と
い
つ

　

て
、
足
を
止
め
た
り
し

て
は

い
け
ま
せ
ん
。

パ
リ
チ
ダ
　
　

お

乂
、

ル
ド

ル
フ
、

ル
ド

ル
フ
、

王
家
の
勧
先
祕
樣
。
あ
な
た

の
領

土
に
現
在

の
孫

が
、

こ
ん
な
風
に

　
し

て
足
を
踏
み
込
ま
う

と
ぱ
。

テ

ル
　
　

そ
れ
か
ら
段

々
登

つ
て
行
く

と
、
ゴ
ツ
ト

ハ
ル
ト
の
高
原

に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
永
遶

の
湖

が
あ

つ
岬丶

　
　
　
　
　
　

　
　

み

　
天
か
ら
流
れ
る
水

で
充

た
さ
れ

て
ゐ
ま
す
。

そ
こ
で
、
獨
逸

の
土
地
と
は
お
別
れ
で
、
今

度
は
別
な
河

が
氣
持

よ
く

　
流
れ

て
ゐ

て
、
そ
れ
に
沿

う
て
行
く
と
、
あ
な

た
は
神
聖

な
伊
太
利

へ
下
り
ら
れ
ま
す
。
1

　
　
　
多
く

の
牧
笛

で
吹
か
れ
る
、
牧
曲

り
晋
が
聞
え

て
來
る
。

　
人
聲
が
し
ま
す
。
さ
あ
。

ヘ
ド
ウ
イ

ヒ
　

　

〔
駈
け
込

ん
で
來

て
叡

あ
な
た
、
何
處

に
ゐ

て
。
お
父
さ
ま
が
見
え
て
よ
。
賑

や
か
な
行
列

で
、
同
志

　
の
人
逵

が
み
ん
な
揃

つ
て
f
ー

パ
リ
チ
ダ
　

　
〔
身
を
か
く

し
て
〕

情
な

い
こ
と
だ
。

こ
の
幸
稿
な
人
逹

の
と
こ
ろ
に
足
を

と
め
る
わ
け

に
は
行
か
な

　
い
と
は
。
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ふ
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